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邪神編　プロローグ






「我われが情報収集で向かった村が、見たこともない人型モンスターの集団に囲まれておる！」

　カーバンクルの群ぐん棲せい地ちへと向かうべく準備を進めていた宏ひろし達。

　そこへ血相を変えて転移してきたアンジェリカが、唐突に助けを求めてくる。その様子は、ひどく慌てており、どうやら只ただ事ごとではないことが窺うかがえる。

「アンジェリカさん、確認ええか？」

「なんだ!?」

「猶予は、どんぐらい？」

　真剣な表情で問いかける宏を、アンジェリカが睨にらみつける。急いで転移で飛んできたのだ。猶予などあるわけがない。

「猶予など!!」

「慌てて飛んでくるぐらいやから、切羽詰まっとるんは分かっとる。ただ、三十分やそこら、稼ぐぐらいはできんか？」

「……三十分程度でどうこうなるほどやわな結界は張っておらぬつもりだが、なぜだ？」

「見てのとおり、船に荷物積み終わっとるんよ。移動先がカーバンクルの群棲地やから三十分もあれば余裕で着くし、後々のこと考えたら、いったんカーバンクルんとこまで行ってポイント記録して、それからそっち行ったほうが合流がスムーズに行くし」

「そんな悠長なことを!!」

「この案やと、もう一つメリットがあってな。移動途中でそっちの話聞けるから、ロスが少ないんよ。そっちほど切羽詰まってへんだけで、カーバンクルの方も余裕あるわけやないし」

「明日明後日ってことはないとは思うけど、ここでの二度手間がちょっと怖い感じだよね、実際」

　幻獣がらみの事情を言われ、アンジェリカが言葉に詰まる。アンジェリカが向かった村ですら、幻獣に異変が起きているという話は伝わってきていた。それを踏まえれば、幻獣関係もさして余裕がないというのは想像がつく。

　不在だったアンジェリカは知らないが、ユニコーンとペガサスの変異は、それはもう碌ろくでもない状態になっていた。言動や行動はギャグでしかないのに、もたらされる被害が笑いごとではなく、原因もかなり深刻なものだった。

　春はる菜なの言葉どおり、時間的猶予はあるにしても、他のことを優先するために、完了した準備を破棄して後からもう一度やり直すというのは、ちょっとどころでなく不安が大きい。

「……お主らがそうまで言うということは、そんなに幻獣は危険な状態になっておったのか？」

「幻獣が、っていうよりは、土地そのものが、かな。アルチェムさんに神託が来ないから、まだちょっと猶予があるって判断してるだけで、実際にどの程度タイムリミットがあるのかは調べてみないと分からないんだ」

「むう……」

「どっちにしたところで、詳しい状況聞かんと対処しようもないから、すぐに飛んでいってもあんまり変わらん。むしろ、ここで押し問答しとる時間がもったいない」

「アンジェリカさん。こういう時こそ急がば回れ、だよ。まずはいったん落ち着こう」
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「……そうだな。向こうの者達には悪いが、少し時間を貰もらおう」

「ほな、急いで移動やな。調査班の人らも、さっさと船に乗ったってや」

　宏と春菜、アンジェリカの話がまとまったと見て、大慌てで船に乗り込む調査班。それを見届けたところで、宏と春菜、アンジェリカも船に乗る。

　全員が乗り込み、神の船はゆっくりと空に浮かび上がった。




　　　　☆




「なんだ、ありゃ？」

　その日。ウォルディスとマルクトの間にある小国家・ウォルナート、そのウォルディス側の端にあるジョグ村に、異変が起こっていた。

「どうした、チェン？」

「ん？　ああ。なんか妙なものが見えてなあ」

「妙なもの？　……あの黒い染みみたいなのか？」

「ああ。なんだと思う？」

「さあ、なあ？」

　畑と街道につながっている農道のその先。人間の視力で見えるギリギリくらいの場所に、黒い染みのようなものが見えた。

「どうする？　村長に報告するか？」

「気にしなくていいんじゃないか？」

　不気味ではあるが、この時点では害があるようには見えない。騒ぎ立てて空振りだったら恥ずかしいだけでなく、農作業にも支障が出る。

　このジョグ村は、七世帯約五十人ほどが住む小さな村だ。主要街道からは大きく外れており、そこと村をつないでいる道はどうにか馬車が通れるぐらいの幅の、農道に毛が生えた程度のもの。多少は特産品と呼べるものがあるので辛うじて行商人が来てくれるが、それも年に片手で足りる程度の回数。それ以外は年に一度、徴税官が税を取り立てるぐらいしか外部から人が来ることはない。

　そんな村なので、そろそろ冬支度を始めねばならないこの時期、大した問題にならないようなことで騒ぎを起こし、そのせいで農作業が滞ってしまうと冗談抜きで凍死や餓が死しの危機に直面する。

「……なあ、チェン」

「……なんだ、ゴサック？」

　気を取り直して農作業を始めようとして、ふと虫の知らせのようなものを感じたゴサックが先ほどの染みに再び視線を向け、それを発見してチェンに呼び掛ける。

「あんなところに、人いたか？」

「……俺が見た限りでは、さっきまではいなかった気がするが……」

　〝人影〟に不審なものを感じ、一つ顔を見合わせてからもう一度、人影が見えたほうを凝視するチェンとゴサック。目をそらしていた時間はほんのわずかだというのに、今度は見間違いようのないほどの数の人影が存在していた。

「ありゃ絶対おかしいぞ、ゴサック！」

「ああ！　村長に報告だ!!」

　まぎれもなく、異常事態。そう断定して、大慌てで村長のもとへ走っていくチェンとゴサック。

　何度も言うようだが、ジョグ村は辺境にある、これといった特徴のない村だ。外から来る人間は基本的に顔見知りばかりであり、訪れるのも年に数回程度。隣の村とも遠く離れているため交流はなかった。主要街道から外れているためよそ者が迷い込んでくることもなく、数年に一度更新している地図にすら、まともに載らないことも珍しくない、本当に小さな村である。

　こんな村に何人も人が来る、それ自体がすでに異常事態なのだ。

「なあ、チェン。なんだと思う!?」

「俺に聞くなよ！」

　生まれてからこの方、一度も行商人と徴税官以外のよそ者を見たことがないチェンとゴサック。五十過ぎの村長ですら、生まれてから村から出たことが一度もないような田舎である。単なる農民でしかない彼らがよそから来た不審人物の意図を察することなんて、できるわけがないのだ。

　しかも、外界を知らない筋金入りの田舎者ですら異常だと分かる現れ方をした連中となると、完全にお手上げである。

　分からないから、村長に判断を仰ぐ。彼らにとって当たり前の行動。

　だがすでに手遅れであった。

　いや、そもそもの話、事態が起こってしまった時点で、この村の人間に打てる手などなかった。

　誰も来ないような辺境ゆえ、ジョグ村の農民は主要街道沿いの農村に住む農民に比べればはるかに高い戦闘能力を有していたが、それでも所しょ詮せんは農民。継続してモンスターと戦っているのは狩人一人だけ。日頃は自警団すらまともに組織していないような村なのだから、それも当然である。

「ご、ゴサック！」

「なんだ、チェン!?　って、うわあ!!」

　集落の入口にたどり着いたのと同じタイミングで、彼らの目の前に何かが現れた。

　見た目だけで言うなら、人間に見えなくもない。が、人間と断じるには、雰囲気や動き方などに、何とも言えない違和感がにじみ出ている。中途半端に人間だと断定できるがゆえに、逆に表現しようがない姿。そんな異形が村の中からにじり寄ってくる。

「なんだよこいつら!?」

「知るか！　どう見てもやばいから、逃げるぞ!!」

「逃げるってどこに!?」

　などと言い合い、さっきまで向かおうとしていた畑とは逆方向に逃げようとする──のだが、二人は同時に前のめりに転倒する。

「なんだ!?」

「あ、足が!!」

　なにがあったか分からず、思わず周囲を見回してしまうチェンとゴサック。周囲を見ても何もなく、恐る恐る足元に視線を移したところで膝から下がきれいさっぱり消失していることに気がついてしまう。

　異形達はただぼんやり立ちすくんでいるだけで、何かをされたわけではない。痛みも何も感じなかった。なのに、彼らの膝から下は完全に消え去っていた。

　いや、消え去っていた、ではない。現在進行形で、少しずつ崩れている。

「ど、どういうことだ!?」

「だから俺に聞くな!!」

「な、なんだよ！　なんでだよ!!」

「俺達が何か、悪いことしたってのかよ!?」

「や、やっべえ！　もう太ももまで!!」

「く、崩れるな、崩れるな！　止まれ、止まれええええええ！」

　身体が徐々に崩れ去っていく。そんな恐怖にパニックを起こしわめき散らす二人を、異形達が取り囲んだままぼんやりと観察している。

　いつの間にかまた増えた異形。まるでこの事件を起こしている者の悪意に意識をコントロールされているかのように、完全に錯乱しながらそれらを観察していたチェンが、気がついてはいけないことに気がついてしまった。

「ルゥリ!?　もしかしてルゥリか!?」

　異形達の姿に、ほんのかすかに残る娘の面影を見てとって、大きく絶叫する。その名を呼ばれた異形が一瞬反応し、だが再びぼんやり立ちすくむ。

「噓うそだ！　噓だと言ってくれ！　頼むから噓だと!!」

　同じく隣で錯乱していたゴサックにすがろうとして、チェンは思わず息をのむ。

　目の前でゴサックの姿が完全に崩れ去ると、そこから新たな異形が生まれ出たのだ。

「ゴ、ゴサック……!?」

　何かの見間違いだと、わずかな希望にすがりもう一度ゴサックの姿を確認したところで、チェンの意識は途切れる。

　チェンの身体は完全に崩れ落ち、村のあちらこちらでぼんやり立ちすくんでいた異形達の姿が消え、それと同時に建物が崩れ去る。その場所には、集落を囲うわずかな柵だけが村の痕跡として残るのみとなった。

　こうしてジョグ村は、この日同じように消滅した十七の村、および六の都市国家と同じく、数百年後に歴史学者に発見されるまで、滅んだという事実すら誰にも認識されることなくその歴史を終えたのであった。




　　　　☆




「さて、祭りはどのような状況であるか？」

　ウォルディスのジェーアン城の謁えっ見けんの間。醜く肥え太った男が、玉座の上からその場にいる人間全てに、そう声をかける。その声に真っ先に反応したのは、同じぐらい肥え太った官僚風の男であった。

　もっとも、実際にはこの場に人間に分類できる生物はいない。すべて、ツァオ王太子の手によって入れ替えられた魔物である。

「現時点で結果が出ているのは十三の村、全て成功でございます。残りに関しましても、推移は順調とのことです」

「まだ全て終わっておらぬ理由は？」

「終わっておらぬところは全て、都市国家であったり無名の割には規模が大きな農村だったりと、単純に人口が多い場所でございます。人口が多いと、どうしても全ての処理が終わるまでに時間がかかりますゆえ」

「ふむ。道理であるな」

　官僚風の男の答えに、玉座の男が納得してみせる。やろうとしていることを考えれば、人数が多ければ時間がかかるなど当然の理由で、結果が出るのが遅くなったのを叱しっ責せきする気はない。それ以前にそもそもの話、結果が出た件数が多かったために全て終わっていない理由が気になっただけで、実際のところはそれほど焦っているわけでもない。

　自分達の目的を考えるなら、極端な話、全部失敗でもそれほど問題はない。時間がかかったとしても、その間不安や恐怖が続くのであればそれはそれで成功だし、そもそも失敗したところで、相手に負の感情を与えられればそれでいいのだ。

　もっとも、上う手まくいくならその方がいいのは当然なので、十三の村で成功した、というのはいうまでもなく喜ばしい結果である。

「そういえば、食いそびれた人形がおったはずだが、あれはどうした？」

「はっ。どうやら運よくマルクトに到着、そのままファーレーンに亡命したとの情報が入っております」

「そうかそうか。それはまた、面白いことになっておるようだのう」

　かつて王が戯れに第二王位継承者に指定した、この国で生き残るにはまともすぎて心が壊れた小娘。入れ替わりの瞬間を見られた、否いな、わざと見せた後、あえて直接的には手出しせずに放置してあったのだが、よもや生き延びるとは思わなかった。

　基本的に何の力もない人形。軽い御み輿こしとしては機能していたが、それ以上の存在価値は一切なかった。そんな小娘が思った以上に奮闘して、状況を攪かく乱らんしてくれている。

「あれを御輿として担いでおった連中に、生存の情報を流してやれ。無駄な悪あがきをして、もっと楽しませてくれるはずだからな」

「御意に」

「何も知らずに内輪で揉もめておるバカ息子どもが、この話を聞けばずいぶんおもしろい反応を見せてくれるであろうなあ」

「そうでしょうなあ。もっとも、ファーレーンに逃げ延びた人形に対して、あれらにできることなど一切ありませんが」

　王太子と第三王子が見せるであろう醜態を想像し、せせら笑う王と腹心一同。元々、長く混乱させることだけを目的にしていることもあり、情勢が流動化する要素が増えるのは大歓迎らしい。

　しかも、権力争いをしている王太子と第三王子は、揃そろいも揃ってちょうどいい具合の無能。権力を乱用して下の者から長く絞り取るのは上手いが、国をまとめて発展させるような能力はゼロを通り越してマイナスという人材だ。

　そのくせ、どちらも無駄に軍事的な才能を持っており、その才能をいかんなく発揮して内輪揉めを繰り返すほど、ウォルディスや周辺国家の混乱が激しくなるという、謁見の間にいる連中にとっては実にありがたい人材である。

　自分達が内輪揉めしている間に、魔物が化けた偽物の王が祭りと称して勝手に周辺諸国を滅ぼして回っていることにすら気がつかず、それどころか後ろからいろいろ煽あおられて行動をコントロールされているという点だけ見ても、脳筋な愚か者であることがよく分かるだろう。

「それで思い出したが、バカ息子どもは今、どのような状況であるか？」

「そろそろ、小競り合いから本気のぶつかり合いに移行する頃合いかと思われます」

「ふむ。朕ちんを本物と入れ替えたことで、慢心しておるようであるな」

「恐らくは」

「それもまた、祭りを彩る華よ。上手く煽って、大きく咲かせるがよい」

「御意に」

　玉座の男の言葉に、謁見の間にいる者達が、揃って恭しく頭を下げる。

　その表情は、祭りに対する期待で彩られていた。




　　　　☆




「生き延びたのは、これだけか……」

　ウォルディスの王都・ジェーアンから北西へ百五十キロほど離れた、国境沿いの山岳地帯。そこで、くたびれ果てた一団がへたり込んでいた。

　その集団の人数は、おおよそ三十人ほど。身にまとっているのは辛うじてまだ服と認識してもらえる、元は上等なものだったであろうボロ衣と、すでに用を果たさなくなっている鎧よろい。長い逃避行に不利だからか、金属製の防具など誰も身につけていない。

　彼らは、リーファを旗頭にしていたいくつかの派閥のうち、最も急進的な一派であった。

「一時は万を超える兵力を持っていた我らが、今やこの体たらくか……」

「仕方あるまい。よもや、やつらがあそこまで大っぴらにモンスターを兵として動かしてくるとは思わなかったからな」

「結果、もはや我らは満まん身しん創そう痍い。生き延びた人間がいること自体、奇跡の範はん疇ちゅうだ。ここまで情勢を見誤った我が身が情けない……」

　リーダー格の男が、うなだれたまま消え入りそうな声で吐き捨てる。

　一万を超える兵が今ではわずか三十人。それも、散り散りになって逃げた結果ではなく、撤退の最中に彼らの目の前で食い散らかされたのだ。

　最初の戦で三千人が食われ指揮系統が崩壊し、周囲を囲うように襲われたため散り散りに逃げることもできず、敵陣に誘導されるように北西へ逃亡すること数日間。五百人、千人と人員は減り、ついにここまで追い詰められてしまったのだ。

　彼らが逃げ延びた百五十キロというのは、兵達の屍しかばねによって稼がれた距離である。

　この三十人が生きて落ち延びることができるかどうかすら怪しい。

　それほどまでに彼らは疲弊していた。

「食料も、切り詰めてあと二日、といったところか」

「いざとなれば、この老いぼれを食えばよかろう。正直、そろそろ足がまともに動かん」

「そんなこと、できるものか!!」

「だが、儂わしは恐らく、山を越えることはできん。もはや、できることはやつらの餌となって足止めするか、お主らの飢えを満たすかのみよ」

「ふざけるな!!」

　厳しい現状認識を告げる老将に、リーダー格の男が食ってかかる。彼らとて、この老将に険しい山を越える体力など残っていないことぐらい、言われるまでもなく理解している。だが、それを認めて老将の言葉に従ってしまえば、人としての最後の誇りや良心すらもなくなってしまう。

　それでは、今ウォルディスに跋ばっ扈こしている魑ち魅み魍もう魎りょうとまったく同じではないか。その思いが、リーダー格の男をかたくなにする。

「誰かが生きてここで見たものを外に告げねばならん。そのためには、仲間の死体を食うぐらいの覚悟は必要ではないか？」

「生きてあの化け物どもの罪を知らせるためなら、泥水だろうと喜んで啜すすろう！　蛆うじだろうが糞くそだろうが、それで生きられるならいくらでも食うさ！　だが、だがな！　仲間の死体を口にしてしまえば、我々はやつらと同類になってしまうではないか!!」

　老将に心の底から反発してみせる若きリーダー。その様子に、どこか諦めの表情を浮かべて老将が首を左右に振る。

「やつらの栄養になるぐらいなら、お主らが生き延びるための糧にしてくれたほうが、儂としては何倍もありがたかったのだが……」

「できるわけなかろう!!」

「ええ。それはもう、どう頑張っても無理なようです、将軍……」

　吠ほえ続けるリーダーに同調するように、見張りをしていた青年が怯おびえで震えた声で告げる。

　その声と内容で、自分達が最悪の事態に追い込まれたことを思い知る老将。

「もう、来たのか？」

「はい、もう追いついてきたようです……」

　彼らの中で、最も目がいい青年。彼が指さす方向に、小さな影が見えた。

「逃げる時間は、さすがにないな……」

「結局、一万の命を無駄に捨てさせた挙句、我らもやつらの餌か……」

　最後の最後で完全に心が折れ、だがせめてもの抵抗とばかりにかつては名品だった武器を手に取る男達。

　そんな彼らの儚はかない抵抗をあざ笑うかのように、小さな点にしか見えなかった影が急速に近づいてきて、老将の首を一口で──、

「させるか!!」

　──食い千切ろうとして阻止される。

「ヤルバ!?」

「将軍には、まだ生きてもらわなければいけないのです」

「何を言うか!?」

「俺は……もう動けませんから……」

　ヤルバと呼ばれた若者が、力の入らない声で老将に言いつつ、人型であること以外は名状しがたい姿をしたその化け物に対し、倒れ込むように己が繰り出せる最後の一撃を叩たたき込む。その執念が実ってか、心臓を貫かれた化け物が動きを止め、ぐずぐずと音を立てて崩れ落ちる。

「実は、三日前の襲撃で受けた傷が治っていなくて……俺……もう限界だったんです……。だから……将軍には生きて……ほ……」

　薄れゆく意識の中、化け物の肉を浴びて全身から煙を上げながら、最後の一声を振り絞りそう告げるヤルバ。この時点ですでに全身の感覚が死んでおり、自身の身体が化け物の死肉で焼き溶かされていることすら分からない。

　だが残念ながら、庇かばわれた老将には、そのヤルバの今際いまわの言葉を聞くような余裕はなかった。

　なぜなら、今度こそその老体を食い散らかさんとばかりに、新たな化け物が老将に襲いかかっていたのだ。

「ぐっ!!」

　必死になって手にした剣を横に払い、化け物を弾はじき飛ばしてその場をしのぐ老将。だが、ヤルバよりマシとはいえすでに限界を超えたその身体には、悲しいかな化け物を相手取れるほどの力は残っていない。

　ヤルバの死を無駄にしないため、死にものぐるいで悪あがきをする老将。

　そんな老将の抵抗をあざ笑うかのように、人と大差ない体格から繰り出されたとは思えない、破壊力のある一撃を繰り出す化け物。

　辛うじて受け流したところで、老将の持つ剣がへし折れる。

「これまでか……」

　剣と同時に心もへし折られ、ついに抵抗を諦める老将。

　ようやく餌にありつけるとばかりに、勢いよく飛びかかる化け物。老将の首が食いちぎられようとしたその時────太陽の光が完全に遮られると同時に化け物の身体が白い炎で焼き尽くされ、破片一つ残さず消滅した。

『我の庭先で、血なまぐさいことをしてくれるな』

　人の力とは到底思えない技によって一瞬にして葬り去られる化け物。それをなしたであろう存在が、実に不機嫌そうにドスのきいた声で言い放つ。その迫力に、人間も化け物も皆動きを止める。

　彼らの視線の先には、極めて大きな身体と圧倒的な魔力を持つ、ファンタジーにおいて強大な種族の代名詞とも呼ばれる生き物がいた。

「ド、ドラゴン!?」

『我われがドラゴンであることに、何か文句でもあるのか？』

「い、いや。ただ、ドラゴンが我々を助けたことが意外で……」

『汝うぬらを助けたわけではない。そこの瘴しょう気きまみれの腐った連中が、我が庭を汚すのが気に食わんだけだ。本来なら貴様らもまとめて始末するところだが、汝らまで殺すと瘴気が増えて後始末が面倒だ。見逃してやるから、どこへなりとも消えるがいい』

　不機嫌そうにリーダー格の男にそう言い放ち、化け物をまとめてブレスで焼き払うドラゴン。圧倒的な火力でありながら、目標以外のものには一切影響を与えないその高度な制御能力が、目の前のドラゴンがグレータードラゴン程度のようなちゃちな存在ではないことを物語る。

　否。そもそも人に語りかけている時点で、モンスター扱いされるグレータードラゴンなどと格が違うのは明らかなのだ。

　第一グレータードラゴンは、大きくてもせいぜい全長三十メートル程度。このドラゴンはどう小さく見積もっても五十メートルはある。並のドラゴンなどではありえない。

　なぜドラゴンが助けてくれるのか、いや、そもそもなぜドラゴンと会話が成立するのか、いろいろ疑問は尽きないが、現在はそんなことを気にしている余裕などない。

　このままでは、自分達も同じように焼却処分されてもおかしくない。そのことに気がつき、内心で大慌てになりながら、リーダーが可能な限りの礼儀をもってドラゴンに話しかける。

「……我々の都合で、あなたの領域に腐った化け物を連れ込んでしまって、まことに申しわけない……」

『ふん。どうせウォルディスの腐った連中が、裏で糸を引いておるのだろう？　ならば早いか遅いかだけだ。さすがの我も、生存本能に従って逃げてきただけの者に文句を言うほど心は狭くないつもりだ』

「寛大な言葉、感謝する」

『感謝は要らん。とっとと行け』

　ドラゴンに威圧され、顔を青くしながらふらつく足で立ち去る急進派残党達。追い立てられた先にあった水場で水を補給し、道中で必要最低限よりはやや多い程度の食料を採取し、山越えの道を進み始める。

『まったくもって、面倒なことだ』

　それを気配で確認したドラゴンは、自身の縄張りからやや離れたところまで飛びまわり、化け物を片っ端から焼き払って回る。

　わずか三十名をしつこく追い回していた化け物の軍勢は、このドラゴンによって一体残らず始末されてしまうのであった。




　　　　☆




「それで、どういう状況なん？」

　船が航路に乗ったところで、宏がアンジェリカに説明を促す。

　宏に説明を促され、先ほどよりは落ち着いて冷静になったアンジェリカが、何があったのかを口にする。

「我も正確なところは把握できておらん。分かっているのは、妙な力場の発生を感じて結界を張ったら、いつの間にやら村の外に見たことのないモンスターがひしめき合っていた、ということだけだ。いろんな手段で殲せん滅めつしたが、難儀なことに、何をしてもすぐに復活しおってな。正直、何が起こったのかは我の方が聞きたいくらいよ……」

「そいつら、攻撃的な行動はとっとったん？」

「いや。あくまで結界にそってぼんやり立ちすくんでおるだけだった。変な言い方だが、見ていて意識があるのか疑わしくなること以外、そやつらから受ける害など皆無といっても過言ではないな。もっとも、それがなおのこと不気味ではあったが」

「……何とも言えん感じやな」

　アンジェリカの説明を聞き、宏が正直な感想を漏らす。

　恐らく、アンジェリカにそこまでの行動を取らせる、それだけの何かがあったのだろう。

　だが、はっきり言って、説明されたことだけでは、なぜアンジェリカがそこまで泡を食って呼びに来たのか理解できない。

　いろいろと情報不足であり、現場を見ないことにははっきりしない。

「村人は、外に出とるん？」

「いや。結界を張った後すぐに、最後の一人まで探し出して食料と一緒に教会の中に放り込んできた。教会にも結界を張ってあるから、そう簡単に何かが起こるとは思えんのじゃが、絶対とも言い切れんのがつらいところじゃ」

「なるほどな。となると、外部にバックアップ要員を置いといたほうがええか……」

　などと打ち合わせを進めている間に、カーバンクルの群棲地に最も近いスーシャ村に到着する。到着まで十分かからなかったあたり、なんだかんだで宏にもそれなりに焦りのようなものがあったようだ。

「とりあえず、目的地に着いたことやし、二手に分かれて行動やな」

「そうだね。浄化系の能力が必要そうだから、私は宏君と向こうかな」

「魔法関係もあったほうがいいだろうし、俺もそっちに行くわ」

「あたしはどうしようか？」

「話聞いた限りやと真ま琴ことさんは多分、向こう行ってもあんまりやることなさそうやから、澪みおと一緒にこっちに残って積み荷降ろして、打ち合わせとか聞き取り調査、ベースキャンプ地の選定とかそのあたり進めとって。アルチェムもこっちやな」

「了解。簡易転移陣はどうする？」

「念のために、適当な場所に片割れ設置しといて。場合によっちゃあ、それでこっちに来てもらうことなるかもしれんしな。作業は澪ができるから、真琴さんは調査班の人らと場所の設定頼むわ」

「ＯＫ、任せておいて」

「ん、頑張る」

「分かりました。気をつけてくださいね」

　宏の指示を受け、真琴と澪、アルチェムが調査班に声をかけに行く。それを見送ったところで、アンジェリカの方に視線を向ける。

「ほな、頼むわ」

「ああ」

　宏達に一つ頷うなずくと、アンジェリカが転移魔法を発動させる。

　世界を巻き込む大事件。宏達にとってのその始まりは、案外地味なものであった。
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「すまぬ、遅くなった！」

「アンジェリカ様！」

　転移魔法で教会に飛び込んできたアンジェリカを見て、リーダー格らしい男性が目を輝かせる。

「それでは、そちらの方々が!?」

「ああ。その実力は我われが保証する。恐らく、人間ではこやつらに勝つのは不可能であろう」

「えらいハードル上げてくれるけど、負けるときは普通に負ける思うで？」

　いきなり強さを強調し始めたアンジェリカを、慌てて宏ひろしが止める。こういう台詞は、大体かませ犬的な負け方をするフラグだ。

「とりあえず、自己紹介とかはいったん後回しや。話聞いとる限りではそんな猶予あらへんやろうから、まずは状況確認やな」

「そうだね。多分だけど、話を聞くより直接見たほうが確実じゃないかな」

「あと、この村の地理もちゃんと見とかねえとな。ここにいるのが村人全員だってんだったら、畑はともかく建物とかの数はそこまで多くねえとは思うが……」

　これ以上余計な方向にフラグを立てられてはかなわない。そんな妙な形で意見が一致した宏達は、やたら焦ったような感じでやるべきことを決めていく。

「お主ら、なんぞ妙なことで焦っておるだろう？」

「アンジェリカさんが負けフラグみたいなん立てるからやで……」

「負けフラグ、とな？」

　宏のぼやきに、アンジェリカが怪け訝げんそうな顔をする。負けフラグという表現は当然のごとく聞いたこともないが、言葉の響きで意味するところは一応分かる。分かるがゆえに、なぜその表現が出てきたのかが理解できないのだ。

　不吉なことを言うと結果が悪くなる、などという考え方をこちらの世界の人間は基本的にしない。そのあたりを気にするとしても、大規模な戦闘の時などに士気の崩壊を防ぐため、不安を煽あおるようなことを表だって口にするのは避ける、程度がせいぜいである。それも、あくまで表立ってはであって、少なくとも指揮官レベルでは不測の事態に備えるため、最悪の結果を思わせるようなことも普通に話している。

　そういう風土なのだから、アンジェリカが宏達の反応を理解できないのも当然である。この村に戻ってから、不安を煽るような言葉は何一つ口にしていないのだから、なおのことだ。

「言葉の意味はなんとなく分かるが、我の何が負けを暗示しておるのだ？」

「うちらの紹介で、無駄にハードル上げたやろ？　ああいう台詞言うとな、割と高確率で負けんねんで」

「そんなことあるわけが……」

「古今東西、実力者やとか天才やとかそういう方向で過剰に持ち上げられるやつっちゅうんは、大概ここぞっちゅう時に負けたり嚙かませにされたりするもんやで」

「そうそう。他のパターンだと、〝絶対できる〟って太鼓判押すと、高い確率で失敗するよね」

「終わった後のことを言うと終わりまでたどり着けない、ってのは割と日常だよな」

　アンジェリカの反論を潰つぶすように、次々と不吉なことを言い出す日本人達。特に春はる菜なと達たつ也やの言葉はアンジェリカにも覚えがあるようで、否定しようとしてできずに沈黙する。

　あくまでも、言われてみれば、の世界であり、言葉と結果の因果関係など限りなく薄いだろう。それでも、いったん意識してしまうとそんなことは絶対ないと胸を張って断言するのは、とてもではないが不可能だ。

「まあ、そういうわけやから、とっとと現場見てくるわ」

「待て、一応我もついていく」

「了解や」

　結局、宏達の言う負けフラグを否定する根拠も示せず、なんとなく不吉というか不穏な空気を纏まとったまま現場に同行することにするアンジェリカ。

　そんな彼らが見たものは、亡者としか称せないような何かで地の果てまで埋め尽くされ、迷い込んだ生き物が瞬時に生きたままその同類へと変質させられる、いわゆる地獄と表現される類たぐいの光景であった。

「……方針は確定やな」

「……そうだね」

「……つうか、選択肢なんてないも同然だろうこれ」

　ぼんやり立ちすくんでいる亡者の群れを見て、さっさと方針を決める宏達。

「アンジェリカさん、とりあえず村人は地底か隠れ里に一時避難や」

「……お主らでも無理なのか？」

「対症療法的な話でええんやったら、これぐらいはなんとでもなる。ただ、元を断たんことには、何ぼ対処したところで同じや」

　真剣を通り越して怖い顔で周囲を睨にらみながら、宏がアンジェリカに断言する。正直、ビジュアル的な面で見ていて気持ち悪くなってくる連中だが、こいつら自体は宏達にとってはどうということはない。今すぐにでも掃除できる。

　ただし、それをしたところで一週間もすれば、また同じ状況だろう。探知できる範囲をびっちり亡者が埋め尽くしている上に、あとからあとから亡者が湧いて出てくるのだ。

　一番の問題は、この亡者達がどこから湧いて出てきているか、宏達をもってしても分からないことにある。これだけあからさまに攻撃を受けているとなると、目先の異変を潰したところで同じことをされるだけだ。

　持久戦に持ち込んで、相手が諦めるのを待つ手もあるが、現在はやるべきこと、やっておきたいことが山積みの状況だ。この村一つのために宏やアンジェリカの手が割かれるのは、いろんな意味でありがたくない。

　このまま放置した場合に予想される被害を減らすためにも、とりあえず今は村人を逃がすのが最善手であろう。

「我とお主がおりながら、村を捨てさせねばならんのか……」

「村を放棄する、とは一言も言うてへんで」

「だが、避難させるのであろう？」

「あくまでも、一時避難や。村そのものにはダメージ与えさせるつもりはあらへん。ただ、ずっとあれに囲まれとる、とか、追っ払っても追っ払ってもわらわら湧いてくる、っちゅう状況は、いくらなんでも村の人の心がもたん。結界とかでガードしても、心が折れてもうたら多分あれの餌食や。一人が心折れてしもたら、結界の中にあれが湧いて終わり、っちゅうとこやな」

「……なるほど、な。だが、結界だけで村を守りきれるのか？」

「やり方は考えとる。ただ、そのためには今現在囲んどる連中を殲せん滅めつして、土地浄化した上で結界張り直して、っちゅう感じで結構手間かけなあかん」

　宏の言葉を聞いた瞬間、アンジェリカが魔力を解き放って、目の前の集団を塵ちり一つ残さず消滅させる。予想どおりの行動に出たアンジェリカに、宏達三人も苦笑を禁じ得ない。魔力をはじめとしたエネルギーの類を、きっちり必要最小限しか使わなかったあたりが、なおのこと苦笑を誘う。

「まあ、とりあえず、春菜さんと兄貴、アンジェリカさんは大掃除始めたって。僕は地脈チェックしてくるわ」

「了解」

「ついでに、範囲特定と効果増幅のための結界子も置いてくればいいんだよな？」

「せやな。村の敷地確認も兼ねて、結界子も頼むわ」

　アンジェリカの焦っているとしか思えない行動に、特に突っ込みを入れずに作業を始める宏達。この村自体がピンチだということもあるが、それ以上に早めにやってしまわなければならないことが多い。さすがに、今回ばかりは余計なことをして脇道にそれる暇はない。

「村の地脈、中心はここか。ほな、ちょうどええから余りのパイル使おか」

　結界の外で発生している派手な光をとりあえずスルーし、頭の中で組み立てた方針に従って作業を開始する宏。

　持久戦狙いの物量作戦を展開する相手にまともに対処などするのは、時間や魔力といったリソースをドブに捨てるようなものだ。リソースの無駄遣いというのは、余裕がある状況で好奇心に負けて余計な寄り道をした時以外に許されるものではない。

　そんな、どの口が言うのかという思考を巡らせながら、中心ポイントの真上に杭くい打ち機を設置する。流れるような動きで聖銀製の杭をセットし、トリガーを引いて一気に打ち込む。

　わずか数秒で地面に完全に埋まりこんだ杭。その上に手を乗せ、宏は地脈と同調する。

「ふむふむ、なるほど。こんな感じか。兄貴らが設置した結界子は現在五点。結界張るには、もうちょいかかりそうやなあ」

　自分ならここに置く、という理想とほぼ変わらぬポイントに置かれた結界子を探知し、頭の中でつないでみてそう結論を出す。予定では全体で二十カ所以上あるので全然と言っていい進み具合だが、まだ作業を始めたばかりなのだ。そうそう全部置き終わるわけがない。

「とりあえず、秋の収穫作業全部終わっとってよかったわ。冬野菜どの程度栽培しとるかは分からんけど、メインの穀物丸々捨てなあかん、っちゅう最悪の事態に比べたら、少なくとも来年食う分は何とかなりおるし」

　地脈を通じ、畑の様子を確認して小さく安あん堵どのため息をつく。こちらの都合で避難させる以上、食料についてはちゃんと用意する予定ではあった。だが、農業を営む者が、自分の育てた作物を収穫もせずに置き去りにするのは、筆舌に尽くしがたい精神的苦痛を伴う。

　収穫さえ終わっていれば、保管や運搬は問題にならない。どうせ簡易の転移ゲートを使う予定なので、荷物の分量などどれだけあっても変わらないのだ。

『ヒロ、結界子は大体配置が終わったが、他に必要なポイントはあるか？』

『せやな。あと三カ所ほどあるとありがたいわ。十二個目と十三個目の間に一カ所、っちゅう感じで指定して分かる？』

『あ、私が覚えてるから、それで大丈夫だよ』

『了解。ほな、十二個目と十三個目の間に一カ所、十六個目と十七個目の間に一カ所、二十四個目と二十五個目の間に一カ所、頼むわ』

『ん、分かったよ』

　パーティチャットでの達也と春菜との打ち合わせを終えると、宏はいつでも結界および敵の排除に移れるように、地脈や大気からエネルギーを集める。

　そのまま状況を確認すること約五分。要求したポイントすべてに結界子が配置されたところで、集めて調整したエネルギーを一気に解き放つ。

　土地にあわせて調整された膨大なエネルギーが、領域内に出現しようとしていたモンスターを領域外に押し流す。

『春菜さん、結界張ったから戻ってきて。浄化やるから』

『了解』

『じゃあ、俺はその間、家財道具の運び出しとかそのあたりの段取りやっとく』

　宏に呼ばれ、春菜がすぐに戻ってくる。

　残念ながら、攻撃を伴わない浄化関連は、いまだに春菜の専売特許に近い。宏もできないわけではないのだが、基本的に彼は作るほうに特化している。浄化するための道具を作り、それを使って浄化する、というステップを踏まねば、春菜やエアリスほどにはちゃんとした浄化ができないのだ。

「とりあえず、歌の効果を増幅する楽器用意してあるから、それ演奏しながら歌ったって」

「うん。浄化だから、聖歌が一番いいかな？」

「せやな。あ、一応マイクあるから、これも使ったって」

「はーい」

　村の地脈の中心地点である杭の上に立ち、マイクの高さと渡されたギターの調律を確認してから、一つ息を吸い込む春菜。

　ギターで聖歌というのも微妙ではあるが、ピアノやオルガンを設置するには場所その他にやや問題がある。それに、ギターと違い、ピアノやオルガンの調律は結構手間がかかる仕事だ。あまり時間をかけたくないこの状況では、避けておくべきだろう。

「じゃあ、いくよ」

　そう宣言してから、アコースティックギターの音色にあわせて即興でアレンジした聖歌を何曲か、朗々と歌い上げる。ギターによって増幅され、マイクによって強化された歌が結界内に響き渡り、住民達の不安やストレスと外部からの攻撃で大きく増えていた瘴しょう気きが、一気に浄化される。

　五曲目に有名な讃美歌を歌い終えた頃には、地脈までしっかり聖域レベルで浄化されていた。

「とりあえず、浄化はこれくらいかな？」

「せやな。後はここがもぬけの殻やと相手に悟られやんように小細工して、村の人らと家畜移動させたらいったん終わりや」

「村の人達は、どこに避難させるの？」

「家畜おるしアンジェリカさんの縁やねんから、まずはヘンドリックさんとこの隠れ里に行くんがええんちゃうか？　まあ、そのあたりは話し合いやけど」

「そうだね」

　宏の言葉に納得し、マイクとギターを仕舞う春菜。春菜に片付けを任せ、村人が普通に生活しているように見せかける小細工を始める宏。その方法は簡単なものだ。大地の記憶を映像として出力する道具で、冬の生活をそのまま立体映像として再現するだけである。

　因ちなみにこの道具、カセットレコーダーと一緒に作ったものの、使う機会がなくて死蔵していたものだ。

　この手の、暇に任せて作った物や使う機会がなくて死蔵されている道具類はまだまだいくらでもある。そのほとんどが、あれば便利とかちょっとしたいたずらに効果絶大とかその程度のもので、上位互換のものがあったり野放しにはできないが使用機会が限られていたりする道具である。

　宏の性格上、本当の失敗作以外はゴミになるようなものは作らないこともあり、死蔵されている道具類はどれもこれも、しようと思えばいくらでも悪用できてしまうものばかりだ。

　結果として、今回のようなきっかけでもなければ作ったこと自体を忘れ去られ、一度も日の目を見ないまま放置されるのである。

「ほな、準備もできたし、移動先の調整やな」

「そうだね。で、宏君」

「なんや？」

「いつも思うんだけど、この手のピンポイントな道具類って、いつ作ってるの？」

「そら、大して難しいもんやないから、作ろうと思えばいつでも作れんでな。大概は宿に泊まった時とかの空き時間に思いつきで適当に、っちゅう感じや。別に隠してへんから、倉庫の道具タブ覗のぞいてみ。いろいろあんで」

「あそこ、整理されてない上に量が多いから、ちゃんと確認してないんだよね……」

　宏の答えに、ややげんなりした表情を浮かべる春菜。宏だけでなく澪みおもたまに作る関係上、ものすごく多種多様な道具が詰め込まれている。一応全て道具ではあるが、ぶっちゃけ倉庫の道具タブはガラクタの突っ込み部屋と大差ない。

　ソート機能や検索機能を使って上手に探せば、百円ショップなどで売ってそうな便利グッズなども発掘できる。だが、大半はゴミではないが限定的な用途のために作られたものだ。いくら高品質高性能であっても、使う機会のない道具などガラクタと変わらない。

　日々増えていく道具類。食料ほどは注意を払っていないが、実はひそかに厄介事として育ちつつある。

「まあ、それは置いておくとして、早く教会に戻って、話し合いだね」

「せやな」

　春菜に促され、小走りで教会に戻る宏。その後話し合いは無難にまとまり、一時避難先としてアンジェリカの隠れ里への移動が始まる。

「それで、この人数の家財道具と家畜を、どうやって移動させるつもりだ？」

「簡易転移ゲートで、一気に運ぶ予定や」

　受け入れ先の主であるアンジェリカが、隠れ里で村人を受け入れることを快く承諾した後に発した当然の疑問。それにあっさり答えた宏の言葉に、一瞬渋い顔で眉間を押さえるアンジェリカ。

「簡易転移ゲート、か。我らの隠れ里は、ここからだとかなりの距離だ。相当魔力を食うと思うのだが、大丈夫なのか？」

「僕の魔力使えばええだけの話や。どうせありあまっとるし、こんぐらいやったらユニコーンの森一帯の地脈を力業で修正するんに比べたら、そない大したこっちゃないで」

「……そうか。まあ、それができる存在を我われが心配しても、あまり意味がないか……」

　比較対象として明らかに適当とは言えない事例を出され、思わずうめくような声で納得の言葉を絞り出すアンジェリカ。

　大規模輸送が可能な転移ゲートだが、転移陣と違い移動距離によって必要な魔力コストが跳ね上がるため、ウルスのような大都市で地区と地区を結ぶような使い方以外には難しい。

　実際、その跳ね上がり方は尋常ではなく、せいぜい馬車で二日程度の距離ですら、毎回毎回儀式を行う必要があるほどの魔力が必要になる。

　大体三十キロくらいごとに必要な魔力が跳ね上がる傾向があり、辛うじて実用範囲となる三十キロ未満でつないでいく場合、一番近い大都市間ですら三～四つのゲートを設置する必要が出てくる。

　元々から転移陣より必要な魔力量が多い転移ゲートの場合、一般人の持つ魔力では最初の一カ所を一人で起動できないため、下手をすれば数人が完全に枯渇して身動きが取れなくなるまで魔力を注ぐ羽目になる。

　魔力回復の兼ね合いを考えた場合、四カ所というと結果的にコスト面では馬車などで隊商を組んで移動するのと変わらなくなってくる。それに、維持管理のための人手やコストも馬鹿にならない。

　それでも、ウルスやダール、スティレンといった広大な面積を持つ大都市では、人数を用意して高い魔力コストや使用料を支払ってでも、ゲートを使ったほうが利益が上がるケースが少なくない。くぐるにしてもせいぜい二回ということもあり、需要が十分にあって有効活用されているが、逆に言えば、そうでもなければ使い物にならないのである。

　普通にきっちり設置した転移ゲートですらそれだ。必要コストがさらに高くなる簡易転移ゲートで、しかも直線距離で千キロを超えようかという隠れ里までとなると、どれほどの魔力が必要なのか計算するのも嫌になってくる。

　余談ながら、冒険者協会の依頼には『転移ゲートを開くための魔力供給』というものがあり、春菜と二人で活動していた頃の宏は、よくその依頼を受けては小銭を稼いでいた。宏一人で全部の区画を三周ぐらいしても一割も消費しないため、楽して結構な収入になっていたのだ。

「なあ、ヒロ」

「ん？　なんや？」

「その簡易ゲート、いつ作ってたんだ？」

「オルテム村行く前ぐらいの頃やな。もしかしたら役に立つかもしれん、思って作ったんやけど、うちらの鞄かばんって倉庫と容積とか共有してるやん。あれのおかげで案外使い道なくて、死蔵しとったんよ」

「あ～、なるほどな……」

「まあ、そういうわけやから、出口設置してくるわ」

「あいよ」

　どうやら、この簡易転移ゲートも、大量にある不ふ憫びんな死蔵アイテムの一つだったらしい。

　結局アンジェリカの救援要請は、出番がなくて死蔵されていたアイテム二つに出番を与えたことで、思ったより簡単にとりあえずの解決に至るのであった。




　　　　☆




　一方その頃、カーバンクルの群ぐん棲せい地ち近くにあるスーシャ村では、

「結局、カーバンクルって今どうなってるわけ？」

「それが、少々説明しづらい状態になっているようでして……」

「まあ、説明しづらいってのは、大体想像ついてるわ。ユニコーンとかペガサスがあれだったんだし」

「あっちとはまた、方向性が違うようでして……」

　荷物を船から降ろし宿泊場所の準備を済ませた真ま琴ことと澪が、村長と打ち合わせをしてきたティアンにカーバンクルのことを確認していた。

　もっとも、来てすぐだということもあり、真琴も澪もそんな詳細な情報は期待していない。村長は村をまとめる立場上、間違いなく一番たくさんの情報を持っているだろうが、伝聞に頼っている以上は詳細な情報というわけにはいかない。

　百聞は一見にしかず。どう頑張っても当事者にはかなわないものだ。

「いくつかは元のカーバンクルを知らないと理解できないらしいので省きますが、明確におかしいこととして、いわゆる獣のような状態になっている、とのことです」

「獣？　どういう意味よ？」

「今まではユニコーンやペガサスがやるような方法で言葉での意思疎通ができたそうですが、今は妙な鳴き声を上げるようになり、まったく意思疎通ができなくなってしまったそうです」

「あ～、獣のような状態って、そういう意味ね」

　ティアンの説明を聞き、とりあえず納得する真琴と澪。

　今までのことを考えると、単に意思疎通ができない、と表現した場合、ユニコーンやペガサスのように言葉が通じているのに会話が成立しない、という状態を連想していただろう。そういう意味では、獣のような状態になっている、という表現は実に妥当と言える。

「それにしても、妙な鳴き声……ねえ……」

「どんな鳴き声？」

「私も村長も実際に聞いたわけではないので、正確な音は分からないのですが、ぐー、とか、ぐっぐー、とか、そういう感じだそうです」

「……ちょっと待て。あたし、それものすごくやばいんじゃないかって思うんだけど……」

「ん。ボクも」

　ティアンの鳴き真似を聞き、思わず冷や汗をたらす真琴と澪。恐らくこちらの人間には理解できないだろうが、外見その他の条件次第ではものすごくまずい。

「……ねえ、真琴姉」

「何よ？」

「こっちのカーバンクルの外見、知ってる？」

「……というか、そもそもカーバンクルって、一般的にどんな姿が多かったかしら？」

「割ともふもふ系の可愛かわいい系謎生物って感じが多かったと思う。共通項目は、額に宝石があることぐらい」

　いろいろなところで題材にされている割に、ビジュアルが曖昧な幻獣・カーバンクル。よく聞く名前にしては共通項となる見た目のイメージが思いつかないことに気がつき、とりあえず縋すがるような眼をティアンに向けて解説を待つ。

「そうですね。確かにカーバンクルはペガサスやユニコーン、グリフォンなどに比べると、どうしても国外の方にはイメージしにくい幻獣でしょうね」

「と、いうことは、あんまり姿が広まってない？」

「はい。マルクトでもイメージが曖昧な人が少なからずいますし、場所が場所だけに見に来るのも簡単ではありませんから」

　苦笑しながらのティアンの説明に、真琴と澪もいろいろと納得するところがあるらしい。

　現実問題、この村はオルガ村に比べると人が少なく、規模も小さい。似たような立地の他の村に比べれば発展しているほうだが、それでも外部と頻繁に交流している様子もない。ならば、マルクト国内にカーバンクルの姿を知らない者がいても不思議はないだろう。

「とりあえずカーバンクルの姿ですが、額に宝石を持つ耳の長いリスと表現するのが一番分かりやすいでしょうね。体毛はエメラルドを思わせるグリーンで、大きさは大体家猫ぐらい。一番個体差が出るのは瞳の色と、額の宝石の色と形です」

「なるほど。大体イメージできたわ」

「ん。割と可愛いかも」

「性質も見た目の印象どおり大人しく、密猟者などに襲われてもまず逃げるほうを優先する傾向があります。ただし、どうしても逃げきれないとなると、額のカーバンクルアイと呼ばれる宝石から破壊光線を出して攻撃しますので、ユニコーンの森同様、ここでも密猟者を幻獣から守る必要があります。カーバンクルの場合、ユニコーンと違って手加減しませんので、密猟者を保護しないと余計な瘴気が増えるんですよね」

　ティアンの説明で姿形をイメージして和んでいる真琴と澪に、またしても密猟者がらみの余計な情報が襲いかかってくる。今回の場合、自衛のための最後の手段としてビームを発射しているようなので、ユニコーンに比べてまだマシではある。

　ただ、カーバンクルの行動の正当性うんぬんとはまた別の問題として、最初にティアンから聞いた異変の内容と宝石からビームを発射するという行動は、ある意味で非常に厄介なネタに直結する。オクトガルがいれば、余計な連想ゲームで藪やぶをつつきそうな感じだ。

　もっとも、それ以上に真琴と澪が同時に思ったことは、密猟者が弱すぎる上に情報収集が下手すぎる、ではあるが。

「ねえ、真琴姉……」

「言われなくても、あんたの考えてることは大体分かるわ……」

「ん。これ、もしかしたらメタ的な意味で危険かも……」

　ぐーと鳴いて、額の宝石からビーム。この組み合わせで、二人とも同じ生き物を連想して冷や汗を浮かべる。確認するとやばいかもしれない。だが確認しなければいけない。そんな葛藤を一瞬で振り切り、念のためにティアンに確認するために真琴が口を開く。

「ティアンさん。一応確認だけど、カーバンクルの身体の色は、緑なのよね？」

「え、ええ、そうです」

「間違っても、黄色くはないのよね？」

「……実は、おかしくなったカーバンクルは、体毛が黄色になっているそうです。それ以外は見た目に特に変化はないようなのですが……」

　ティアンの言葉に、同時にテーブルに突っ伏して頭を抱える真琴と澪。辛うじて色以外に見た目に共通する点はないとはいえ、危惧していた内容そのままになっているのだ。

「鳴き声の時点でやばいとは思ってたけど、まさかそっちに一直線なんて……」

「真琴姉、ボク達がちょっと甘かった。ペガサスのことを考えたら、このパターンは全然おかしくない……」

「そうね、そうよね……。とりあえず、四つ以上つなげると消滅するゲル状生物がいないことを感謝しておきましょう。……いないわよね？」

「え、ええ。さすがにそういうのはいませんが……」

　ティアンの返事に、心底安堵のため息をつく二人。そこまで一緒だと、いよいよやばいでは済まないところであった。

「それにしても、そっちのカーバンクルになるとか、勘弁してほしいわよね……」

「ん……」

　下手をするとカーバンクルという名前で一番有名な可能性がある、とある落ちものパズルゲームのマスコットキャラ。その特徴にやたら近くなっているこちらのカーバンクルに、心底頭が痛くなってくる真琴と澪。もし中身がアレと同類な場合、いまいち行動原理が理解できないのがつらい。

「とりあえず、ユニコーンやペガサスと違って、多分お経は意味がない」

「そうね。聞いてる感じ、煩悩とかはまったく関係なさそうよね」

「地脈チェックした後でカレー準備してみる？」

「あんまり藪やぶ蛇へびになりそうな真似はしたくないけど、それで大人しくなってくれると楽ではあるわよね……」

　これからの先行きに頭を痛めつつも、とりあえずやって損はないであろうことを決める真琴と澪。

　どうせ最終的にはユニコーンの森と同じことをやるのだが、そこまでの間にカーバンクルをどう大人しくさせるかとなると、結構悩ましいところである。特にカレーについては、上う手まくいっても空振りであっても、どうにも頭が痛いことになりそうな予感がする。

　どちらにせよ、宏達が不在の今、直接カーバンクルに関わるのはリスクが高すぎる。連中の状態がはっきりしない今、安全策を取りながらできるのは、なるべく群棲地に近寄らずに地脈をチェックすることぐらいだろう。

　そう考え、まずはそっち方面で作業を進めようとティアンに一言告げ、席を立ったところでアルチェムが入ってきた。

「どうしたのよアルチェム、その格好……」

　コントやギャグ漫画で爆発などに巻き込まれた時のような、一見ぼろぼろでその実、服や髪型以外には大したダメージが入っていない感じの、ただ服が破れて煤すすだらけになっただけといった風情で入ってきたアルチェムに、いろいろ困ったような表情で真琴が問いかける。

　その真琴の問いに、同じように困ったような表情のアルチェムが口を開きかけ、とりあえず起こったことを整理しようと口を閉じる。

「ん、怪我はなさそう。よかった」

「とりあえず、目のやり場に困る格好を先に何とかしたほうがいいかもしれないわね」

「真琴姉に賛成」

「あ～、では、私は聞き取り調査に戻りますね。アルチェムさんの件に関しては、夕食の時にでもお願いします」

「了解」

　ゴールデンタイムで放送できるギリギリ、もしくは週刊少年誌で辛うじて条例その他に引っかからずに掲載できる絶妙なラインで危険な場所が隠れているアルチェム。さすがにこのまま放置しておくとかなり問題が多そうだ。

　状態が状態だけに、普段のエロトラブルとは違って、目のやり場には困っても色気やエロスの類は皆無なのが救いであろう。

「えっとですね。村の周りの地形や植生を確認していたら、黄色いカーバンクルと遭遇しまして」

「……もしかして、問答無用でビームを撃たれた、とか？」

「はい。声をかけようとした瞬間に、真正面から……」

「……よく、無事だったわね……」

「服の性能のおかげ、というのもあるでしょうけど、多分手加減してくれたのではないかと……」

「それはそれで厄介ね……」

　身づくろいをしながらのアルチェムの説明に、顔が引きつるのが止められない真琴。

　いろんな意味でかなり厄介な匂においが漂うカーバンクルの異変。アルチェムの被害によって、そののっぴきならない状況が浮き彫りになるのであった。




　　　　☆




　同日、同時刻。アズマ工房の和室。

「では、開拓する場所はメリージュの北東、ジュスティア平原で問題ないか？」

「うむ。ダールには、この状況に便乗して開拓したところで、有難味がある土地なぞほとんどないからのう」

「フォーレやローレンの平原では、資材や人足の運搬に難儀する。時間短縮を考えるなら、ファーレーンの土地が一番じゃろう」

「それで構わんのならばありがたいが、本当にいいのだな？」

「うむ。今更ファーレーンに穀倉地帯が一つ二つ増えたところで、パワーバランスなど変わらんよ」

　宏からの要請を受け、ファーレーンのレグナス王、ダールのミシェイラ女王、フォーレのゴウト王、ローレンのアレクセイ王、ファルダニアのランドルフ王といった五カ国の王が、神の城の建築予定地を決めていた。

　前々からそれとなく匂わされてはいたので、各国ともある程度候補地は絞り込んであった。

　だが、土地に建物を作ったりはしないといっても、資材を運び込む必要はある。それに、短期間で開墾するとなるとそれなりの人員を送り込む必要があり、そうなると食料その他の問題も出てくる。また、多数の人員を送り込む都合上、警備のための兵員も十分な数用意しなければいけない。

　そんなこんなを考えると、条件は輸送が便利な土地となる。そのため、土地の大部分が内陸部にあるフォーレとローレンは、輸送網の問題で必然的に省かれた。

　さらに、建築終了後は開墾した土地が丸々空くのだが、その跡地の利用まで考えると、未開拓の土地はほぼ全て、何らかの形で水資源に難を抱えるダールも微妙だ。

　しかも、ダールの土地は気温の面でも過酷であり、宏達が求めるほどの広さを短期間で開拓するのは非常に難しいと言わざるを得ない。結果として、今回はダールも候補から外したほうが無難だという結論になる。

　そうやって消去法で決めた結果、使える土地はファーレーンかファルダニアのものしかないという結論に達し、兄貴分でありアズマ工房とも関係の深いファーレーンに、ファルダニアが譲る形で決着がついたのだ。

「じゃが、そんな都合のいい未開地が、よく余っていたものよのう？」

「無論、そのまま開墾したところで使えんから、放置されておった。ジュスティア平原を囲う二つの川、これがまた結構な暴れ川でな。冬場は雪もほとんど降らぬので問題ないが、夏場は実によく氾濫する。しばらく内政がごたついておったせいで、国にも領主にも手を回す余裕がなかったのだが、昨今ではその対策となる手段が十分開発されておるのだ」

　ミシェイラ女王の疑問に、レグナス王が苦笑をにじませながら解説する。

　ウルス東部の平原をはじめ、大都市に近いのに手つかずの平野になっている場所には、それなりの理由がある。たとえばウルス東部の場合、栽培方法が確立していない薬草その他が多数自生しており、その生育が非常に早いために下手に畑などにしないほうがいいと歴代の王が判断したのだ。

　何しろ自生している素材を集めて加工するだけで、等級外と八級のポーションは十分にウルスの薬需要をまかなえてしまうのだ。それだけでも、その有用性が分かるだろう。

　そして件くだんのジュスティア平原。彼かの土地はファーレーン王が説明したとおり、とにもかくにも夏場の川の氾濫がひどい。広大な平原が完全に水没するというのだから、並ではない。その土地柄ゆえに自生する植物は豊かではあっても農地としての利用にはかなり頭を使う必要があり、また開拓するにしても難易度が高いために代々後回しにされてきたのだ。

　近年では人員さえ大量投入すれば開拓はどうとでもなるようになったが、今度は先々代の王の乱心や先代の行きすぎた王権への規制による国内の混乱からの立て直しで、そっちまで手が回らなかったのである。結果、別段食料にも開拓する場所にも困っていなかったこともあり、今までずっと放置される結果となった。

　恐らくファーレーンでなければ、とうの昔に万難を排して街を作り上げていたであろう。この一点を取っても、ファーレーンが豊かな国であることは疑う余地もない。

「それで、資材の方はどうなっている？」

「儂わしらフォーレからは、すでに最初の魔鉄鉄骨を港に向けて出発させておる。人員と一緒に出航させる予定だ」

「我がダールも、最高級の石材を切り出したところじゃ。現在、五トンほど港についたところだと聞いておる」

「ローレンからは、千名ほどの人員と薬剤、食料、および細こま々ごまとした資材を積んだ船がウルスに向けて出港している。大型の快速船を用意したので、航路次第となるがウルスまで十日はかかるまい」

「ファルダニアからは、主に食料と開墾用の道具を積んだ船を出しておいた。無論こちらも、王家の持つ快速船じゃ。いかにファーレーンといえど、さすがに作業開始から数日ほどは、食料調達が間に合わぬじゃろう？」

　恐ろしいことに宏からの要請を聞いた時点で、すでにどこの国もあらかたの準備が整っていた。特に大型の快速船まで用意したローレンは、自国のごたごたを解決してもらったことによほど感謝しているらしい。

　実際のところは腹をくくったローレン王の捨て身の行動が解決に導いたのであって、宏達はルーフェウス学院で金塊を作った以外には基本蚊帳の外で遊んでいただけなのだが、当事者であるアレクセイには関係ないようだ。

「それでは、先に必須となる作業を始めておこう。まずは、各所から送られてくる資材を効率よく受け入れられるよう、仮設の船着き場を作るところからか」

「そのあたりは、ファーレーンは慣れておろう？」

「ああ。それこそ得意分野だからな」

　海洋国家であるファーレーンにとって、港がらみの作業は最も得意である。それこそ、仮設の船着き場ですら数十年は使えるようなものを、いとも簡単に作り上げて設置する。

　ついでに言えば、ファーレーンは基本、インフラ整備に落とす金をケチらない。そのため、城の内装などには下手をすれば百年単位でまったく手を入れていない場所が平気で何カ所もあるにもかかわらず、道や城壁のような交通、安全にかかわるインフラは常に最新鋭のものを維持している。

　そのあたりの事情もあって、ファーレーンは常に未開地を開拓しているファルダニアと並び、世界有数の土木技術を有しているのだ。

「さて、用意してもらった人員と予定地の広さを考えるならば、土地の開拓自体は三日もあれば終わりそうだな」

「確かに。むしろ、派遣された人員がすべて集まるまでが一番時間がかかると思う」

「そのあたりを見込んで、三週間ぐらいといったところか？」

　レグナス王とアレクセイ王の言葉に、他の王も頷うなずく。

　大量の人員を投入できるとはいえ、宏が指定した面積は内部に神殿や人工の森、川などを持つウルス城全域と同程度。普通にヘクタール単位だ。恐らくファーレーン一国で行った場合、動員できる人数が減ることと土地の厄介さも考えると、一カ月ぐらいはかかっただろう。

　つくづく、どこの国も宏達に恩を売りたくて必死である。

「せっかく派遣して三日で終わり、というのももったいない。ついでだから、後々街を作るのに便利なように、街道や堤防なども一緒に作ってしまってはどうじゃ？」

「かまわんのであればぜひともそうさせてもらいたいが、いいのか？」

「うむ。その代わり、新たに街ができることで増産が予想される食糧、ダールとフォーレに有利な価格で回してくれるとありがたいのだが、どうかのう？」

「そのあたりはまだ皮算用の範囲になるからな。現段階では何とも言えんよ。ただまあ、結果が出るのは数年後だろうが、その時の収穫量次第では考えておこう」

　ミシェイラのある意味虫のいい言葉に、苦笑しながらそう返すレグナス。

　そもそもの話、ファーレーンは食糧が余っている。街が一つできたところで、その分による増産量など微々たるものだ。それに、新しくできる街は、農作物に関してはむしろ今まで栽培されていない嗜し好こう品ひんの類に特化することになるだろう。

　正直、米はともかく小麦や普通の野菜類は、今更新しい街や農村を作ってまで栽培量を増やさなくても十分なのだ。

「とりあえず、そのあたりは置いておこう。決めねばならんことは大方決まっておるからな」

「そうじゃな。となると、次の議題はあれか」

「ああ。そろそろ、ウォルディスがなにを仕掛けてきてもいいように、具体的な対応を決めておく時期だ」

「ついに、何かおっぱじめおったのか？」

「いや。だが、その兆候が出ている、とは聞いている」

　レグナスとゴウトのやり取りに、アレクセイの顔が引き締まる。現在この会議に出席している国の中で、ウォルディスと直接事を構える可能性が一番高いのは、大陸中央北部に位置するローレンだ。間違いなく、この件は死活問題になってくる。

　恐らく、この件についてどう対処するかで、この同盟の真価が問われることになるだろう。それを理解しているだけに、直接ぶつかり合う可能性が最も低いゴウト王も、その厳いかつい顔に真剣な表情を浮かべて話し合いに臨んでいる。

「ほんに、マルクトがまだ本格的にこの場に参加しておらんのが惜しいのう」

「そうだな。結局のところ、まず一番最初に決めるべき内容が、マルクトに対してどう支援するか、だ。我がローレンもウォルディスに近いからある程度求めるところは分かるが、それでも限度はある」

「うむ。故に、当事国からの意見がないのがもったいない。無駄にはならんだろうが、どうしても効率は悪くなる」

　ダールのミシェイラ女王と若きアレクセイ王のやり取りに、他の王も真剣に頷く。そのまま、アレクセイ王が求められるままにまず間違いなく必要となる支援内容を説明し、具体的にいざ実行するとなった時の手順や割り当てなどを議論する。

　これまで、腹を割った外交の場として参加国の結びつきを深めるために使われていたアズマ工房。

　後にその名を取ってアズマ同盟と公式に名づけられるこの同盟が、対ウォルディスのための本当の意味での同盟として成立する、そのための話し合いは夜遅くまで続けられるのであった。








邪神編　第二話






　一通りの作業を終え宏ひろし達がスーシャ村に戻ると、宿泊場所はカレーの匂においに包まれていた。

「あ、おかえり」

　戻ってきた宏達を見つけ、何やら地図に書き込みをしていた真ま琴ことが声をかけてくる。

「おう、ただいま。で、何でカレー作ってんだ？」

「ちょっと、単純だけど複雑な事情があってね」

「なんだ、そりゃ？」

「カーバンクルの異変に関係してるのよ。正直、あたしとしてはこれが上う手まくいかないことを祈りたいんだけどね……」

　どことなくアンニュイな空気を漂わせながらそう言う真琴に、怪け訝げんな顔をするしかない宏、春はる菜な、達たつ也やの三人。一緒に戻ってきたアンジェリカは、どちらかというとカレーそのものに興味をひかれているらしく、宏達の会話にはこれといって関心を示していない。

　アンジェリカは基本的に、宏達がすることに口を挟まない。行動原理や価値観が違いすぎる上に、単純な実力は宏達の方が上だからだ。世界についても、現在の情勢については宏達の方が圧倒的に詳しいこともあり、求められない限りは自分の意見を口にすることはない。

　見た目で誤解されそうだが、内面や立ち居振る舞いは大人であり、伊だ達てに長生きしてるわけではないということである。

　なお、澪みおがカレーを作るに至った理由は簡単で、何をするにしてもカーバンクルがビームで妨害してくるため、せめて邪魔をさせないために、同じ名前で行動が似ているとあるゲームのマスコットの好物を作ってみようという結論になったのだ。

「ふむ。実にスパイシーな香りがするが、これはどのような料理なのだ？」

「カレーっていう、ボク達の故く郷にの国民食。これを炊いたお米の上にかけて食べる」

「ほう？　それほどのものなのに、今までお主らが作っているところを見たことがないのだが？」

「ちょっとスパイス系の料理続いてたから、しばらく作ってなかった」

「なるほどな」

　澪の説明に納得しつつ、少しばかり期待のこもった視線を鍋に向けるアンジェリカ。暴力的なまでに食欲をかきたてるスパイスの匂いは、直前まで村全体の引っ越しを行っていた彼女にとって、どうにもならないぐらいに魅力的なものであった。

「……美う味まそうだのう」

「もう少しでできる」

「我われの分もあるのか？」

「五十人分ぐらい作ってるから、普通に考えてボク達の晩ご飯分ぐらいはあるはず」

「そうか。それはありがたい」

　その会話が終わるか終わらないかぐらいのタイミングで、がさがさと何かが草をかき分けて近寄ってくる。

「何やら来たようだが……」

「むう。来たらいいな、ぐらいだったのに……」

　澪がカレーを作っている天幕の周りを、十と重え二十重はたえと表現したくなるほどの数、小動物が取り囲む。その姿はどう見ても、黄色い毛皮を持つ耳の長いリス。

　額に宝石があることも含めて、どう考えてもカーバンクルの変異体である。

「ぐ～!!」

「ぐっぐ～!!」

　話に聞いていたとおりの鳴き声を上げながら、じりじりと包囲網を縮めてくるカーバンクル達。その目はいろんな意味で本気である。

「まだできてないから落ち着く」

　澪の鋭い声に、ぴたりと動きを止めるカーバンクル達。さすがに、まだ完成していない料理を奪おうとするほど、頭が悪くなっているわけではないらしい。

　それでも、澪にプレッシャーをかけるのまでやめる気はないらしく、ある種の殺気のようなものをにじませた視線をひたすら注ぎ続ける。

「師匠、春姉。多分足りない」

「うん、私達も作るよ」

「短縮したらんと間に合わんな」

　澪のＳＯＳを受ける前から、すでに仕込みに入っている宏と春菜。カーバンクルが姿を現す前に野菜の選別を済ませているあたり、毎度のことながら素晴らしい連携である。

「そろそろ、この手の炊き出しに使う米は在庫が微妙になってきとんなあ」

「下手に神米使うわけにもいかないもんね」

　大量に米を研ぎながら在庫の不安を口にする宏に、春菜が同意する。

　使いきれないほどの食材を確保しているアズマ工房ではあるが、いつでも仕入れられる普通の食材は案外在庫を持っていない。

　特に最近は、宏達自身が口にするのは神の食材ばかりになっていることもあり、地域性を感じさせるもの以外は追加で仕入れたりはしていない。

　そのあたりの影響が、こういう時に出てきがちである。

「あっ、そうそう。澪ちゃんはカレーのお肉、何使ったの？」

「ブルホーン。地味に三頭分ぐらい残ってたから」

「あ～、そういえば余ってたよね」

　澪が口にしたモンスターの名前に、春菜がものすごく納得した風情で何度も首を縦に振る。

　ブルホーンはウルス東部の草原に生息する中では最強のモンスターで、見た目も性質もほぼ牛そのものである。

　ウルス東部の草原に生息する狼おおかみ以外のモンスターの常で、このブルホーンも基本的には手出ししない限りは襲ってこない。だが、一度戦闘態勢に入れば、駆け出しの冒険者など一瞬で命を散らすほどの攻撃力と敵対した相手の息の根を確実に止めるまで攻撃の手を緩めない執しつ拗ようさを見せる、まさしくモンスターの名にふさわしい戦闘能力を有する。

　当然、その肉はトロール鳥よりちょっと劣る値段、という程度には高級品で、これを安定して狩ることができれば戦闘面では一人前、という、登竜門的なモンスターである。

　達也と真琴が暇にあかせて仕留めてくるため、アズマ工房で牛肉といえばガルバレンジアやベヒモスを狩るまではブルホーンの肉だった。その名残か、ブルホーンの肉は結構な在庫があったのだ。

　地味にブルホーン肉とアズマ工房製のカレー粉という、ウルスでも富裕層しか手が出せない高級品を使った料理になってしまっているが、そもそも宏達が作るものは基本、屋台で売る一部商品以外どれも高級品なので今更の話であろう。

「アズマ工房では、カレーといえばビーフカレー」

「うん、そうそう」

　澪の言葉に頷うなずきつつ、超高速で調理を進めていく春菜。早く仕上げて煮込み作業に入らないと、カーバンクル達が暴れ出す。

　凄すさまじい速度で宏と春菜が具材を煮込むところまで調理を進めたあたりで、ようやく澪の作っていたカレーが完成する。澪が火を止めたことで完成したと判断し、とっとと食わせろとさらにプレッシャーをかけるカーバンクル達。その圧迫面接的な行動に苦笑しながら、澪が手早くカレーライスを皿に盛っていく。

　完成品をアンジェリカが地面に置いた瞬間、カーバンクル達がものすごい勢いで殺到した。

「ちょっと待てお主ら、少し落ち着け!!」

　殺到したカーバンクルに蹂じゅう躙りんされそうになり、ヴァンパイア的特殊能力を駆使して大慌てで逃げたアンジェリカが叫ぶ。餌にワッと集まってくる毛皮系小動物、という絵面は非常にほのぼのとした可愛かわいらしいものだが、実態はそんな生なま温ぬるいものではない。

　しかも、叫びを聞いたカーバンクル達、それも生存競争に負けてカレーにありつけなかった連中が殺気だった視線を向けてくるのだから、たまったものではない。いくら真祖のヴァンパイアといえど、手は二つしかない。一度にそんな大量に配膳することなどできないのだ。

「……小動物にたかられて身動きが取れなくなる幼女。ビジュアル的には完璧なのに……」

「ミオよ、これがそんな吞のん気きなものだと思うのか？」

　絵面だけなら同意できる澪の言い分に、必死になってカレーを配って回っているアンジェリカが、ひきつった顔で反論する。

　普通、小動物はビームで幼女を脅したりしない。
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「申しわけありません！　お手伝いします！」

　戻ってきたティアンがその惨状を目の当たりにし、大慌てでアンジェリカの手伝いに回る。セバスティアンで培った華麗な執事技を駆使し、優雅に丁寧にかつ迅速にカーバンクル達へカレーを給仕していく。

「……むう、やっぱり足りなかった……」

　後から後から次々によってくるカーバンクルにより、瞬く間に消費され尽くしたカレー五十人前。一皿を数匹で食べているのにこの始末だ。食べ方が普通に動物のそれで、二足歩行して皿を抱え込んだりという真似をしないのがせめてもの救いであろう。

　それだけでも、いかにカレーで釣ったカーバンクルの数が多いか想像できるだろう。

「もうちょっとだけ待って。そろそろ煮込み終わるから」

「こっちもご飯そろそろ炊けんで」

　追加を作っていた春菜と宏の言葉が聞こえたか、標的を澪からそっちの二人に変更するカーバンクル達。そのあまりに正直な反応に、間違いなくこいつらは言葉が通じない振りをしている、との認識で一致する一同。

　何にしても、この調子で消費されてしまうと、自分達の夕食がなくなる。材料は問題ないが、調理する時間が足りない。

「これ終わったら打ち止めやで」

「ぐっぐ～!!」

「自分ら、ただで食わせてもらっとんねんから、文句言うたらあかんで」

「ぐ～!!」

「ビームで脅すとか、チンピラと変わらんでな。そんなやつに食わすカレーはあらへん」

　宏の言葉に、ピタッと威圧系の動きを止めるカーバンクル達。やはり、ここまできてお預けは嫌なようだ。

「……師匠、カーバンクルの言ってること分かるの？」

「分かるわけないやん。このシチュエーションでこの態度やねんから、多分言いたいことはこういうことやろうなっちゅう想像で声かけとるだけや」

「……やっぱりそっち？」

　宏の、ペットなどに対するのと同じある種当たり前といえば当たり前の対応に、ちょっとだけがっかりした様子を見せる澪。宏ならもしかして、と思ったのだが、さすがにわざとやってる系の無理やりな鳴き声までは解読できないらしい。

「っちゅうか、なに期待してんのんよ……」

「ひよひよの言葉とか分かってるんだから、師匠なら分かるかも、って」

「ひよひよの言うてること分かるんは、自分らも一緒やん」

　『きゅっ』としか鳴かない謎生物を引き合いに出す澪に、宏が容赦なく反論する。その理屈ならアズマ工房の人間全員が分かるはずだし、逆に眷けん族ぞくとして預けられたはずのラーちゃんが何を主張しているかを、主あるじであるはずの宏ですら理解できていない時点で、理屈としては破綻している。

　なお、余談ながら、そのラーちゃんはオルガ村へ向かった日の朝、マルクト王宮に出向く前にウルスの工房に戻り、世界樹の若木に預けてきている。今頃はファム達が交代で神キャベツを与えて面倒を見ているはずだ。

「で、とりあえず三百人分ほど用意したんやけど、いけるか？」

「……多分大丈夫」

「まあ、足らんかったら早い者勝ちやけどな」

　宏のその宣言に、カーバンクル達の様子が変わる。さすがに順番を待っているカーバンクルの数は千をちょっと超える程度だが、一皿に対する配分次第ではありつけない者も出てくる。

　結果、これまで宏達に向けていた威圧感を、今度は仲間達に向け始めた。

「……こういうところ見とると、幻獣っちゅうても所しょ詮せんは獣やなあ、思うわ」

「まあ、人間だってこういう人結構いるしね」

「ああ、言っちまえば人間だって獣の一種だからな。野生動物と変わらない行動をするやつだっているさ」

　あさましく奪い合いを始めたカーバンクルの様子に、かなり失礼な感想を漏らす宏。

　そんな宏の感想に、フォローになっているのかなっていないのか、大概失礼なコメントを付け加える春菜と達也。

　そんな失礼な人間達のことなど眼中にない、とばかりに、給仕されたはしからどんどんと平らげていくカーバンクル達。それでも暗黙の了解か、一口でもありついた個体は別の皿に突撃をかけたりしないあたり、一部の殺伐とした環境で暮らしている人間よりは行儀がいいかもしれない。

「で、俺らの晩飯は、残りそうか？」

「調査隊の人らまで回るかは微妙やけど、うちらとアルチェム、それからアンジェリカさんの分までは何とか確保したで。おかわりは無理やけど」

「この状況であたし達だけがおかわりなんかしたら、それこそビームの餌食よね」

　最大の懸念である夕飯の問題。それに対する宏の答えに少しほっとした様子を見せながら、カレーなら十人前は平気で食べる澪をさりげなく牽けん制せいする真琴。

「それにしても、これで不定型生物的な性質まで持ち始めたら、完璧にアウトね」

「さすがに、そこまでの変質はすぐには起こらんやろう。聞いた感じ、ここまで来たんもここ一カ月ぐらいのことらしいし」

「分かんないわよ？　こういう異変って、表に出てきたら一気に進むって相場が決まってるし」

「どっちにしても、ユニコーンと同じ方法でいけるんやったら明日明後日ぐらいでケリつくし、その間に進まん限りは大丈夫やで」

「そうだといいんだけど、ね」

　宏の楽観的な意見に、いまいち不安を隠しきれない真琴。

　結局のところ、この日のカレーパーティのおかげでカーバンクルからの妨害が起こらなくなり、宏の言葉どおり二日ほどの地脈修正作業で異変の原因そのものはあっさり解消するのだった。

「あとは時間かけて戻るん待つしかあらへんでな」

「そうだね。で、グリフォンも一度に戻るんだっけ？」

「アランウェン様の言葉が正しいんやったら、そうなるわな」

「だったらいいんだけど。それで、今思ったんだけど、グリフォンの異変って、どんな感じなのかな？」

　春菜のその疑問を受け、関係者の視線がティアンに集中する。その視線を受け、ティアンがどことなく気まずそうに資料を手に異変の内容を説明する。

「グリフォンはですね。突然『働きたくないでござる！』と叫びだすようになって、心配になって様子を見に行った人間を爪やブレスといった危険な手段で追い払うようになってしまった、と聞いております」

「グリフォンやのにニートかいな……」

「ニート、ですか？」

「うちらの故郷では、仕事も求職活動も勉強も職業訓練も一切せんとぶらぶらしとる連中のことをそう呼んだりしとんねんわ。その手の連中の一番有名な言葉が『働きたくないでござる！』『働いたら負けだと思ってる』やねんわ」

　不思議そうにするティアンに対し、宏がニートの意味を説明する。

　その説明を聞いていた春菜が、微妙に疲れた表情を浮かべながら口を開く。

「グリフォンって仕事とかあるのかな？、じゃないとニートの定義に当てはまらないような……」

「春姉、そこ気にするところじゃないと思う……」

　やはり予想どおり異変らしくない異変を聞き、いろいろ反応に困りながらどこかずれた会話をする宏達であった。
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「団長！　これ以上はもう!!」

「民の避難状況は!?」

「残り三分の一です！」

「撤退しながら時間を稼ぐぞ!!」

「はい!!」

　ウォルディスの北側、国境から五十キロほど離れた山やま間あいにある都市国家・オルタストク。総人口五千人ほどのこの小さな国は、ウォルディスの王太子軍の手によって滅亡の危機に瀕ひんしていた。

「ウォルディスめ！　正当な理由も宣戦布告もなしに攻めてくるとは、どこまでも腐ったやつらだ!!」

　怒りに駆られながら、地の利と障害物を活かしてウォルディス軍の化け物を仕留めていくオルタストクの騎士団長。もっとも、騎士団といっても総勢は百名ほど。そのうち国防や治安維持に専任であたっている人間は団長を含めてわずか五名に過ぎず、残りの大半はいわゆる文官で専属ではなく、文官でもない騎士は農家や狩人を兼任している。

　所詮都市国家であるがゆえに、百人もの人間を騎士に専任させることなどできない。だが逆に、騎士団の指揮を受けて戦える、となると国民の半数近くは可能である。辺境の都市国家や農村の常で、オルタストクの国民や騎士団も、下手な大国の私設騎士団よりはるかに精強だ。

　だが悲しいかな、そこは小規模な都市国家。国民全てを集めてもオルテム村にも及ばぬこの小さな国は、圧倒的な数の暴力にさらされ今にも陥落しつつあった。

「門を崩すぞ！」

「いつでもどうぞ!!」

　最悪に備えて市壁に仕込まれた仕掛け。それを最も効果を発揮するタイミングで起動するオルタストク騎士団。小規模国家ならではの思い切りのよさ、とでも評すべき手段で、ウォルディス軍を多数仕留めた上で通り道を完全にふさぐ。

　オルタストクは北側の街道が断崖絶壁に挟まれ、街自体も高台の上にあるというその地形上、街の中を通らねば先に進むことはできない。市壁も七割近くが断崖絶壁を利用した天然の要害であり、南側の門を崩してしまえばウォルディス軍は簡単に通れなくなるのだ。

　しかも、先人達の知恵がたっぷり詰まったオルタストクの市壁は、門を崩しても防衛には一切影響が出ない設計となっている。

　その間に同盟相手である都市国家・プリムストクやさらにその北の中堅国家・ゴルドナスタンまで王族や国民を避難させ、稼いだ時間と起こった出来事の情報を対価に、土地を取り返す手伝いをしてもらう。それがオルタストクの生存戦略であった。

　プリムストクにしてもゴルドナスタンにしても、オルタストクがこうやって時間を稼いでくれなければ、あっという間にウォルディスをはじめとした脅威に蹂躙される。人口五千、それも半数以上が戦闘能力を持つ都市を滅ぼすような事件や異変となると、どちらの国も国の存亡にかかわるような被害を受けかねない。

　プリムストクに至っては、オルタストクと規模が大して変わらない。オルタストクが滅ぶと、まず間違いなく一いち蓮れん托たく生しょうで滅んでしまう。それゆえに、この二国とゴルドナスタンは運命共同体として積極的に避難民を受け入れてくれるのだ。

　今回も、ここできっちり時間を稼げば王族が援軍を呼んでくれる。彼らはそう考えていた。だが……。

「団長、壁が!!」

「なっ!?」

　瓦が礫れきを乗り越えてくるであろうウォルディス軍を待ち構えていた彼らの目の前で、崩した門の瓦礫と市壁が、まとめて一瞬で吹き飛ばされる。

　その光景を見て、ウォルディス軍が最初から自分達をなぶるためにわざと手を抜いていたことを悟るオルタストク騎士団。

　さらに追い打ちをかけるように、彼らの陣に何かが複数、投げ込まれる。

「な、なんだ……!?」

「……っ!?」

「……ウソだろ……？」

「陛下……？　殿下……？」

　投げ込まれたのは人間の頭部。それもよく見知ったオルタストクの国王と王太子、およびその他全ての王族と護衛のものであった。どれも恐怖と苦痛、悔恨で表情が歪ゆがんでおり、尋常な最期ではなかったことを示している。

　そして、王族がすべて討たれたということは、実に致命的な事実につながってしまう。

　オルタストクの王族は、この手の有事に際して、常に避難民の先頭に立つ。最強の戦力として正面の敵から民を守るためであり、プリムストクやゴルドナスタンと迅速に交渉するためである。

　その王族が全滅したのだ。一緒に避難した国民は、恐らく全員命を失っていることだろう。

　少なくとも、プリムストク近郊までは高さ百メートル以上の断崖絶壁で挟まれ、脇道の類たぐいが一切存在しないのだから。

「団長、もしかして……」

「ああ、そういうことだろうよ、畜生が!!」

　すでにプリムストクが落ちている。そう判断せざるを得ない結果に、団長が荒々しく吐き捨てながら武器を構える。

　実際のところオルタストクの避難民は、崖の上から飛び降りてきたウォルディス軍の奇襲を受け、抵抗むなしく圧倒的な戦闘能力を持つウォルディスの異形兵に一方的に蹂躙されていた。

　上からの奇襲にはちゃんと備えていたのだが、千人単位の異形兵が崖を飛び降りて襲撃を仕掛けてくるとなると、彼らの規模ではどう備えても無意味だったのである。

　いかに相手が化け物だとはいえ、この場にいる騎士団には、そこまで非常識なやり方をしたとまではさすがに想像できなかったようだ。

　結論的な話を言ってしまえば、オルタストクの滅亡が確定した以上、プリムストクが蹂躙されるのは時間の問題であろう。順番が違うだけで、団長の考えは別段間違っていないのである。

「せめて、こいつらを一匹でも道連れにするぞ!!」

「はい!!」

　守るべき民と忠誠を誓った主を同時に失ったオルタストク騎士団の守護隊三十名。彼らは本当の意味での最後の手段である仕掛けを使い、ウォルディスの異形兵三千を道連れに、オルタストクの街そのものと一緒に消滅する。

　宏達がカーバンクルの群棲地の異変を解決したこの日、オルタストクの国民約五千人は一人残らずウォルディス王太子軍の異形兵に食いつくされ、無残に殺されるのであった。
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　同時刻。ウォルディス北西部の国境。

「ちぃ！」

　いまいち印象の薄い、それこそどこにでもいそうな男が数人、異形を相手に大立ち回りを行っていた。

「またこの化け物か!!」

「一体どれだけこいつらを飼ってやがるんだ!?」

　その動きを見なければ戦闘能力を有しているとは思えなかったであろう、平凡そうで割と貧弱そうな男達。そんな男達が、フォレストジャイアントを超える体たい軀くを持つ名状しがたい人型の異形相手に、見事な戦いを繰り広げていた。

　とはいえ、その手に持つのは短剣や投げナイフの類ばかり。切れ味は十分だが決定打を与えるにはダメージが軽すぎるらしく、異形が弱っている様子は見えない。

「大技を使う！　悪いがフォローしてくれ！」

「おう！」

　男のうち一人の言葉に、残りの男達が気合いの声で応じる。

　とにかく武器の相性が悪い彼らの場合、誰かが大技を使わない限りはこの化け物を仕留めることはできない。

　大技の溜ために入った男から注意をそらすように、残りのメンバーがあの手この手で化け物の動きを妨害する。

　それらの妨害にじれて、化け物が大ぶりの一撃を地面に叩たたきつける。

　その決定的な隙すき。そこを狙って、いつでも発動できるように溜めていた技を叩き込む男。突き刺した得物の切っ先から振動波を放ち、内部を共振でずたずたにする、ゴーレムや中身が空洞の生き物以外には極めて有効な必殺技。それが見事に効果を示し、化け物が膨れ上がって破裂する。

　その体液を浴びないよう、技を放った男は短剣を突き刺した時点で離脱している。

「……よし」

「今回も、どうにかしのげたな」

　異形の化け物が復活しないことを確認し、不要な布で化け物の体液を拭いながら男達が安あん堵どのため息をつく。

「まったく、どこの国の密偵も帰ってこないわけだ……」

「さすがにここまでしつこいとは思わなかったな……」

「同僚達がどうなったかとか、あまり考えたくないなこれは」

　その場を足早に去りながら、男達が口々にうんざりとした気分で愚痴りあう。

　そう。彼らはウォルディスの内情を探るために派遣された、各国の密偵であった。

「だが、さすがにローディストにたどり着けば、連中も仕掛けてはくるまい」

「だといいんだが、な」

　密偵の一人、ローレンから送り込まれた人物の楽観的にも聞こえる言葉に、ダールの密偵が懐疑的な反応を示す。

　余談ながら、先ほど大技で化け物を仕留めたのは、ダールの密偵である。

「少なくとも、ここまでおおっぴらにあの化け物をけしかけてくることはないはずだ。いずれマルクトに仕掛けてくるのは間違いないが、目撃者を消すという目的でマルクト第二の大都市であの化け物を暴れさせるなど、本末転倒以外の何物でもない」

「確かに、な。問題は、そのローディストまでまだまだ随分と距離がある、ということだが……」

「それも、もうすぐどうにかなる。どんなやり方なのかまでは分からんが、どうやら転移や通信の妨害はアガザまでらしい」

「本当か？」

「探知を誤魔化されてなければ、間違いないはずだ」

　ファーレーンの密偵、それも神殿で特殊な探知の訓練を受けた男の言葉に、他の国の密偵達も顔を輝かせる。

　思えば、今まで彼らが生き延びてきたのも、このファーレーンの密偵がいたからこそだ。脱出しようとした彼らをファーレーンの密偵が止めていなければ、間違いなく最初に潜入していた国境近くの大都市・ヤンキンを出た瞬間に、一人残らずミンチになっていただろう。

　ヤンキンはウォルディス国内の大都市としては最も西側にあり、ウォルディスの西側にある諸国に対して、実質的な関所として機能している都市である。ヤンキンから西にも小さな村はいくつかあるが、地形的にヤンキンを迂う回かいして首都ジェーアンまでたどり着くのは不可能だ。

　そのヤンキンでは、一部例外を除き外から来た人間の食べ物には特殊な寄生虫が仕込まれており、ウォルディスから出国するように移動すると寄生虫が一気に巨大化し、内部から破裂する羽目になるのだ。

　その寄生虫の存在に気が付き、特殊な手段で駆除したのが、このファーレーンの密偵であった。

　それ以降も妨害を見つけてはあの手この手で排除しており、とにかくファーレーンの密偵は彼らの中でも頭一つ抜けた活躍をしている。

　ただしその分、戦闘能力という面では他の密偵に比べて劣るため、彼一人で脱出できたかどうかというと恐らく無理だったであろう。その点については、本人も全面的に認めている。

　なお、一つ補足しておくと、ファーレーンの密偵が口にしたアガザというのは、ウォルディスの半属国とでもいうべき小国のことだ。そこともう一つ、レーガという小国を通り抜けることで、ようやくマルクトに到着するのである。

　そのマルクトに入って最初にある、それなり以上の規模の都市がローディストだ。

「アガザさえ抜けてしまえば、今度こそ転移魔法も転送石も使えるんだな？」

「ああ」

「ならば、そこまで急ぐぞ！」

「気合い十分なところ悪いが、お客さんのようだ」

　フォーレの密偵の言葉に水を差すように、ファーレーンの密偵が邪魔者の存在を告げる。どうやら隠れて奇襲などという考えはないらしく、その異形が森の中からのっそり現れる。その数五体。

「ふむ。さすがに絶体絶命というやつか」

「吞気なことを言っている場合か!?」

「悪いが、今回は俺の大技は厳しいぞ。まだ回復しきっていない」

「長期戦は不利、ということか。参ったね」

　などと弱音を吐きながらも、習い覚えた動きで淡々と異形を攻撃する密偵達。数が増えたとはいえ、やることは今までと同じ。できるだけ一体に攻撃を集中させ、確実に仕留めていくのみ。

　逃げようとしたところで逃げ切れないのは、ここ数日で身にしみて理解している。

「とにかく、まずは一体。一体減らすだけでもずいぶん楽になる」

「それは分かっているが、なかなか厳しい目標だな」

　全ての異形の攻撃をさばきつつ、最初にフォーレの密偵がダメージを与えた一体に本命の攻撃を集中させる密偵達。大技を使わなければどうしても時間がかかるが、大技を使うためには数を減らさなければいけない。そのジレンマに渋い顔をしつつ、ひたすら逃げ回りながら攻撃を重ねる。

　そんな生きるか死ぬかの膠こう着ちゃく状態が三十分ほど続いたところで、ファーレーンの密偵がさらに絶望的なことを口にする。

「誰か、もしくは何かがこちらに近づいてきている」

「距離はどれくらいだ？」

「目の前に攪かく乱らん要因が存在しているからはっきり断言できないが、おおよそ五百メートル以内といったところか。予想するに、向こうからはこちらが見えていると思われる」

「かなりまずいな、それは……」

　攻撃の手を緩めることなく、ファーレーンの密偵からの情報を吟味する密偵達。この状況で乱入してくるなど、十中八九敵対的な存在だろう。自分達の味方である可能性も否定はできないが、それを当てにするようなおめでたい頭の構造をしている人間は、密偵として生き延びられない。

　こうなってくると、どうにかして一人だけでもアガザを抜けられるよう逃がす算段を立てたほうがよさそうである。

「ファーレーンの。あんた、こいつらを振り切って逃げられないか？」

「はてさて、どうだろう。今までのことを考えると、ここでどうにか逃げ切っても、アガザに行く途中でまた別な個体に遭遇するだろう。そうなると、私一人ではどうすることもできないね」

「……確かにそうだろうな」

　ファーレーンの密偵の冷静な、というよりいっそ冷酷な言葉に、これで詰みかとの意識が密偵達の間に広まる。それでも自暴自棄にならず、冷静に相手を仕留めよう、もしくは隙を見て逃げ延びようとするのは、彼らが腕利きである証拠であろう。

　そんな彼らに、運命は救いの手を差し伸べていた。

「誰だかは知らないが、助太刀する！」

　若い男のその一言と同時に、無傷の異形が一体、腕を斬り飛ばされる。

「どなたかは知らないが、助かった！」

「なに、我々にも下心がある。それに、そいつらはこちらの敵でもあってな！」

　その言葉とともに、相当な訓練を受けているであろう二十人ほどの集団が、見事な動きで異形を仕留めていく。

　彼らの乱入により、五体の異形はわずか数分で全滅した。

「本当に、助かった」

「さっきも言ったが、我々にも下心はある。それに、そいつらは仲間の仇かたきでもあるからな」

　乱入してきた、騎士崩れ、もしくは敗残兵と思われる集団に、密偵達が礼を言う。

「助けた礼をせびるようで申しわけないが、食料を分けてはいただけないだろうか？　途中で最低限の武具だけは調達できたのだが、残念ながら食料の方は大した量を手に入れられなくてな」

「ああ、かまわない。といっても、我々の方にもそこまで余裕がないから、十分にとは言えないのだが……」

「分けていただけるだけ、ありがたい。それと、もう一つ。厚かましい願いを言うようだが、もしマルクトに向かうのであれば、我々も同行させてもらえないだろうか？」

「さすがにそれは、あなた方の正体を教えてもらわないと無理だな」

「これは失礼した。我々は、ウォルディスの第三王女を旗頭にしていた派閥の一つ、その残党だ。今更権力など求める気はないが、せめて祖国の暴走を少しでも食い止めたい。そのためには、どうしても誰か一人でも生き延びてマルクトにたどり着かねばならない」

　それが事実であれば、この敗残兵は思った以上に重要な一団だ。それだけに、真偽を判断できずに顔を見合わせる密偵達。

　その空気を破ったのは、またしてもファーレーンの密偵であった。

「彼らは噓うそをついていない。同行してもらって問題ないだろう」

「本当か？」

「ああ。噓発見の魔法に引っかかっていないからね」

「……ファーレーンの人間であるお前が、なぜに我がダールの領域で発見された、それもダールの人間でもごく一部しか身につけていない魔法を覚えているんだ？」

「女王陛下の厚意で、ファーレーンとフォーレの人間も何人か、大地の民のもとで研修させてもらっていてね。その時に教えてもらった」

　アルフェミナ神殿に続き、またしてもとんでもない経歴をしれっと暴露するファーレーンの密偵。戦闘以外の実力とその経歴を鑑みるに、どうやら彼は随分と大物らしい。

「……噓発見？　そんな魔法があるのか？」

「ダールの灼熱砂漠の地下に住む、大地の民という民族が持っている魔法だ。ダールの彼が言ったように、その重要性と扱いの難しさから、ごく一部しか使えない魔法だよ」

「扱いが難しい、か。確かに情報を精査する際、噓をついていないと分かることがいいことばかりではないからな」

　ファーレーンの密偵の言葉に頷きつつ、彼が誰なのかうっすらと想像がつき始めた密偵達。だが、それが正しいかどうかは、ローディストまで逃げ延びてから確認すれば十分だ。

「まあ、細かいことはどうでもいい。とりあえず、さっきの話が事実なら、むしろ同行してもらわなければ困る」

「そうか、それはありがたい」

　これまでに蓄積した疲労のせいか、正体が筒抜けとしか言いようのない会話をしつつ、第三王女派の残党を受け入れることにする密偵達。

　今まで秘密のベールに包まれていたウォルディスの現状。それがついに外部に伝わる時が来たのであった。




　　　　☆




「お父様、少々よろしいでしょうか？」

　時間は少々さかのぼり、宏達がカーバンクルの異変の原因を除去する前日。

　アズマ工房で対ウォルディスについての話し合いをしていた王達のもとへ、唐突にエアリスが訪ねてきた。

「今、重要な会議の最中なのだが……」

「ウォルディスに対応するための打ち合わせでしたら、私の用件も無関係ではございません」

「そうか……」

　和室の入口で娘とそんなやり取りをし、レグナス王が室内にいる他の王に視線を向ける。その視線を受け、やりとりを聞いていた他の王を代表し、ゴウト王が口を開く。

「姫ひめ巫み女こ殿がわざわざこの会議に割り込もうとするのだ。それなりに緊急か、儂わしらにも直接話しておくべき事柄か、どちらかなのであろう？」

「はい。ウォルディスが軍を動かしてきた時、どうしても必要となる話です」

「であれば、儂らが姫巫女殿を拒む理由はない」

　ゴウト王の言葉に、小さく頭を下げるエアリス。その言葉に頷き、エアリスの入室を許可するレグナス王。

「それで、用件はなんだ？」

「ウォルディスが侵略に使うであろう軍勢、それと相対するときに必要になるであろう装備についてのお話です」

「ふむ。詳しく」

「はい。昨日の朝、ヒロシ様からの連絡とアルフェミナ様からのお告げで、ウォルディスが使う特殊なモンスターについて教えていただきました。そのモンスターは、戦闘能力そのものは極端に低く脅威となりえないものの、見ているだけで精神を蝕むしばまれていき、最終的に取りこまれてしまう可能性が高い、とのことでした」

「ふむ、なるほどな……。エアリスよ、ヒロシ達はウォルディスの仕業だと確証を得られるような情報を持っている、と判断していいのか？」

「いいえ。ヒロシ様はモンスターの性質や行動、タイミング、何より遭遇した場所と状況から、ウォルディスか邪神教団が関わっていると推測したそうです。私がウォルディスが使うと断言したのは、アルフェミナ様からそうお告げをいただいたからです」

　娘の持ち込んだ情報に質問をぶつけ、その回答に少し考え込むレグナス王。そのレグナス王に代わり、ゴウト王が話の続きを促す。

「それで、姫巫女殿の用件はそれだけではあるまい？　わざわざ儂らがおるタイミングを見計らって話をしに来た、ということは、儂らに頼みたいことがあるのであろう？」

「はい。私にその話が来たということは、恐らく普通の軍では抵抗できないのだろう。そう判断しまして、お告げをもとに神殿で対抗策となりうるものとして、昨日メダルを試作しました」

「なるほど。儂らにそれを見て要望を言え、ということか」

「はい。そもそもの話として、神殿は基本的に、戦うための組織ではありません。ですので、実際に軍の装備として身につける場合、どういう点を工夫すべきかについては大したノウハウを持っていません。また、どれだけの数を作らねばならないかも、私では判断ができません。そのあたりについて伺うことができればと思い参上しました」

　そう言ってエアリスが取り出したメダルに、各国の王の視線が釘くぎ付づけになる。

　形状としては実にシンプルなもので、普通に小ぶりな円板に紐ひもをくくりつけているだけである。十枚ほどの円板全てが大体形も大きさも揃そろっているところや表面の状態などを見ると、鋳造で鋳抜いてそのままひもを通しただけのものなのだろう。

　余談ながら、ちょっとした護符や結界がらみの道具を作るため、神殿にも鍛か冶じ場ばは存在する。といっても、鍛造に関してはそれほど高度なことはしておらず、主に行われる作業は今回のような鋳造作業である。護符にしろ結界がらみの道具にしろ、大多数は使い捨ての消耗品なので、いちいちきっちり鍛造などしていられないのだ。

　ミスリルのような高度な金属は設備的にも技術的にも扱えないが、その代わり宏ですら知らないような特殊な配合の金属を作り鋳造するという、それはそれですごい独自技術を持ち合わせているのが、この世界の神殿という組織だったりする。

「ふむ、まさに試作品、じゃな」

「はい。数を作る必要があるので、機能さえすればよい、という状態で持ち込ませていただきました」

「ということは、手を入れるというても大したことはできんのう」

「申しわけありませんが、そういうことになってしまいます」

　エアリスの正直な返答に、王達が苦笑を漏らす。

　そもそも神殿は営利団体ではないため、特殊な技術は持っていても生産力その他の面で大したことはできない。数を作れるのも、今回エアリスが用意したような護符と聖水ぐらいである。

　そんな神殿に対して、形状を大幅に変えるような無茶な仕様変更を要求しても無理なのだ。

「とりあえず、数を作る必要があるものを立派な形状にしろなどという気は毛頭ないが、せめて表面ぐらいはどうにかできんのかの？　こうもざらざらではいろいろとまずかろう」

「一応、磨き作業は行う予定でした。ただ、配合や祝福の処理の決定に思いのほか時間がかかりまして、今日の会議に間に合うようにとなると、残念ながらその状態でその数が限界でした」

「ふむ、なるほど。それで、磨き作業を行ってどれぐらい作れるのかの？」

「護符の生産を全てそちらに回し、技師が食事と睡眠以外の時間全てで生産を行って、辛うじて一日に千個ですね」

　その回答に、レグナスが渋い顔をする。

「全て回して千、か」

「申しわけありませんが、アルフェミナ神殿ではこれが限界です」

「いや、それについては仕方がない。むしろ問題視しているのは、必要量が揃うまで全ての生産能力をそちらに回してしまうと、普通の護符の在庫に問題が出るのではないか、ということだが……」

「そうですね。現在の使用量を考えると、もって一週間でしょうね」

「一週間、か。作れて七千。微妙なところだな……」

　七千という非常に微妙な数に考え込むレグナス。しばらくして妥協案をひねり出す。

「では、一日おきに、もしくは三日メダルを作って二日普通の護符を生産する、という形ではどうか？」

「それでしたら、一週ごとにメダルのみの週と護符の生産を混ぜる週を作ることで、ある程度対応できるかもしれません。ただし、しばらくの間は葬儀はともかく、結婚式を行う余裕はなくなりますが……」

「そこは仕方あるまい。恐らくそれどころではなくなるしな」

　エアリスの申しわけなさそうな言葉に対し、問題ないと断言するレグナス。

　実際問題、神殿が絡むことになりそうな結婚式は、現状エレーナとユリウスのものしか予定されていない。それもまだ詳しい日程は未定で、早くても来年になるだろう。それ以外となると、歳が釣り合う嫁や婿を探すのに苦労している段階で、やはりまだまだ先になりそうなところである。

　どちらにしても、ウォルディスが本格的に暴れ出せばそれどころではなくなる話で、しかもそれが時間の問題であることは暗黙の了解となっている。わがままで結婚式を割り込ませた結果準備に支障が出るとなると、白い目で見られる程度で済めば御の字なのだ。

　むしろ、葬儀ですら本殿ではなく分殿で行う、と言い出しかねないのが、今現在ファーレーンに残っている高位貴族である。エアリスの懸念は杞き憂ゆうだろう。

「そのメダル、他の神の神殿では作れないのか？」

「アルフェミナ様のお話によれば、抵抗力を強化するのに時空属性が重要となるようですので、もし他の神殿で作ったとしても、効果が足りないか恐ろしく生産コストが重くなるかのどちらかになるかな、と。せめてザナフェル様の神殿が機能していれば、同じ生産性で同程度の効果のものを作り出せるのですが……」

　アレクセイの疑問に、実に残念そうにエアリスが答える。

　正直、アルフェミナ神殿だけで行うには、要求されるであろう分量が多すぎる。多すぎるのだが、他の神殿に振るのは難しいのだ。

「そういったもろもろを踏まえまして、妥協できる必要最低限を教えていただきたいのです」

「そうよのう。ウォルディスがいつ動き出すか、どの規模になるかにもよるが、足止めと時間稼ぎに徹することを考えても恐らく一万は必要であろうなあ」

「うむ。儂の勘で言わせてもらうなら、それでも必要最低限に届いてはおらんだろう」

「だが、二万もとなると、今度は時間が絶対的に足りない。必要最低限の数を全部揃えてからなどと言わず、まずは間に合わせで作れるだけ作ってもらって、それを順次マルクトに提供していくしかないだろう」

　ミシェイラの目算にゴウトが否定的な意見をぶつけ、妥協案としてアレクセイが落としどころを提示する。

「念のために確認しておくが、使用頻度が高いちょっとしたお守り程度の護符を他の神殿に振って、アルフェミナ神殿ではメダルのみに専念するというのは厳しいかの？」

「そうですね。よく使われるものの中には、各々の神殿でしか作ることができないものも含まれています。それに、もって一週間という目算は、そうやって他の国の神殿にも協力をお願いして数を稼いだ上でのことですし」

　ミシェイラの確認に、申しわけなさそうに告げるエアリス。その回答に、やはりなあという顔を浮かべる王達。

　身分の高低や職種に関係なく、様々なシーンで使われる神殿の護符。使われるシーンが多岐にわたるということはそれだけ種類も多くなるわけで、最もよく使われる最下級の護符ですら、ものによっては特定の神の神殿でしか作れないケースが普通にある。

　なので、各神殿は常日頃から、互いに護符を融通し合う関係にあるのだ。

　王達も、詳細は知らないまでも、そのあたりの事情は認識している。女王にしても、どこでも作れるものをよその神殿に全て丸投げすることぐらいエアリスが考えていないわけがないと分かりつつ、一応確認しただけなのだ。

「とりあえず当面はそれでしのぎつつ、どうにか生産量を増やすことを考えねばなるまい」

「鋳型から抜いたものに手を入れず、そのまま機能するように仕上げるだけならもっと作れるのであろうが、さすがにこのままでは実用上の問題が無視できん。磨き工程が増えた分を、他のところで短縮できんか考えねばな」

「だが、これはどこまでも単純な鋳造品じゃ。鋳造は儂らの専門分野の一つゆえに断言するが、せいぜい炉と磨く人数を増やすぐらいしか、劇的に生産量を増やす手段は存在せん。作業速度を上げるというたところで、鋳型から抜く作業を多少速くするのが関の山じゃ。鉄を溶かす時間も冷えて固まる時間も、そんなに大きく短縮できんからな」

「そして、冷めねば磨けぬから生産量にブレーキがかかる、というわけか。いっそ、この状態で納品してもらって、こちらで磨いてしまうか？」

「その手段は可能か？」

「完成してしまえば、人がどうにかできるような強度ではなくなってしまいます」

　アレクセイの提案に、エアリスが小さく首を横に振る。その言葉を聞いたゴウトが、フォーレ王のたしなみとして常に持ち歩いている砥と石いしを取り出して表面を軽く磨き、全く歯が立たないことを確認して一つ頷く。

「……それに関しては、工房主殿に相談するのが一番手っ取り早いのではないか？」

「そうだな。エアリス、ヒロシがいつこちらに戻ってくるか、聞いておるか？」

「カーバンクルの異変の解決を済ませたら、とりあえず一度戻ってくるそうです」

「そうか。ならば、その時に相談に乗ってもらおう」

　物を作ることなら、宏に相談。いくら知恵を絞ってもどうにもならないと判断し、またしてもアズマ工房に丸投げの案件を増やす各国の王。

　もっとも今回に限っては、少なくとも製品を量産するところまではエアリスが自力でこぎつけており、その生産量を増やす方法を相談するだけなのだから、今までの一から十まで頼りきっているケースに比べれば幾分マシではあるが。

「一気に生産方法まで話が飛んだがゆえ言いそびれたが、儂としては他にも一つ気になることがある」

「なんでしょう？」

「このメダル、首から下げるのは紐でなければまずいのか？」

「いえ」

「では、首から下げるためのものも、アルフェミナ神殿で作る必要があるのか？」

「最初から最後までアルフェミナ神殿で作る必要があるのは、本体だけです。紐に関しては、完成後にあり合わせのものをくくりつけただけですので」

「そうか。では、型の変更が可能であれば、この穴をもう少し大きくしていただきたい。あの紐では頼りなさすぎて不安ゆえ、鎖に変更したいのだ。鎖に関しては、わが国で作っておる装飾品用の細く頑丈なものを使えばいいだろう」

　ゴウトの要請に、小さく頷くエアリス。穴を大きくするぐらいは大した手間ではないし、フォーレは装飾品用の細く丈夫な鎖も得意分野だ。

「とりあえず、基本仕様は決まった。ヒロシが戻ってくるまではここで決まった方針に従い、修正する部分を修正した上で作れる限り作れ。費用は同盟費から捻出しよう」

「かしこまりました」

「材料で足りなくなりそうなものがあれば、ここを経由で妾わらわ達が準備する。費用は当然同盟費からじゃ。姫巫女殿は遠慮せずにどんどん注文するように」

「ありがとうございます。それでは、失礼します」

　当面の方針や決めるべきことを決め、作業のためにエアリスが退出する。それを見送った後、アレクセイが口を開く。

「さて、ファーレーン王よ。一つ聞いておきたいことがある」

「ヒロシの報告書に関しては、手元に届いたのが昨晩のことでな。実を言うと、エアリスにこの場で話を聞くまで、報告書の内容を知らなかった」

「なるほど。その件について、貴国ではどの程度の人員が把握している？」

「レイオットをはじめとした中枢の人間が、一通り報告書に目を通したところだな。詳細についての検討はこの会議の後の予定であったが、残念ながら昨日はあちらこちらに飛びまわっておって、落ち着いて書類を見る時間がなかった」

「そうか。事が事だけにのんびりできない。すまないが、可能な限り迅速に我らにもその報告書を回してくれ」

「すでに手配はかけてある。この会議がお開きになる頃には準備ができているであろう」

　レグナスの言葉に一つ頷き、最初の議題に話を戻すことにするアレクセイ。

　なんだかんだと言いながらも、政治の場では着々と話が進んでいるのであった。








邪神編　第三話






「おはようございます」

「おう、エルか。おはようさん。えらい早いやん」

　カーバンクルの異変を解決した翌日。今後のために一度ウルスの工房に戻って一夜を過ごした宏ひろし達のもとに、朝早くからエアリスがやってきた。

「なんか困ったことでもあったん？」

「はい。それで、相談に乗っていただきたくて」

「了解や。具体的にどんなことや？」

「先日、ヒロシ様から頂いた報告書をもとに、対抗策としてメダルを作ったのですが……」

　そう言ってエアリスが差し出したメダルを手に取り、ざっと観察する宏。手に取った瞬間にある程度の問題点を把握し、観察したところで確信を得る。

「なるほど。砂落とし兼ねた磨きが間に合わん、っちゅうこっちゃな」

「はい。必要となる数が数ですので……」

「せやなあ。神殿の炉やと、一回でそんな数鋳造できるわけやないしなあ……」

「そのあたりも、相談に乗っていただきたい点でして」

　さすがはこの世界最高の職人だけあって、宏は問題点の理解が早い。王家の会合ではフォーレ王しか理解しなかった問題点を、手に取っただけで全て見抜いてみせる。

「二割三割やったら小手先の対策で何とかできる話やけど、あれの正体が予想どおりでウォルディスとの全面戦争に備えて、っちゅう前提やとそういうわけにはいかんで」

「やっぱり、設備を作りかえるしか方法はありませんか？」

「そうなるな。まあ、幸いにしてレンガとかの材料はあるし、神殿の鍛か冶じ場ばに余裕があるんやったら、設備更新自体は半日あれば十分やな。ついでやから、砂型作るん効率化する道具と冷ました素材放り込んだら自動で砂落として磨き上げる設備も用意しとこか」

「そこまでしていただかなくても……」

「いんや。こういうことは徹底的にやっとかんとな。ウォルディスが行動に出とるっぽい現状、この手の対策は早いとこ進めてかんと、被害が無駄に増えおるで」

　妙に凛り々りしく断言する宏。その実に正しい言い分に納得し、素直に頷うなずいてその厚意に甘えることにするエアリス。実際、今の世界情勢的に考えて、他にもいろいろと作らなければいけないアルフェミナ神殿の生産能力をいくら上げても、上げすぎということはない。

　なお、宏が口にした砂型というのは、鋳造用の鋳型の一種で、砂を固めて作るものである。製品の原型となる木型を直接用いて作る鋳型としては、最も一般的なものの一つだ。

「ほな、飯食ったらそっち行くわ。エルは朝飯は？」

「神殿で済ませてまいりました。お気遣い、ありがとうございます」

「そうか。ほな、悪いけど待っとってな。なんやったら先に神殿に戻って、普段の修行とか仕事とかやってくれとってもええで」

「はい。それではお言葉に甘えて、失礼します」

　宏の言葉に素直に甘え、どことなく慌ただしい雰囲気をばらまきながら転移で神殿に戻るエアリス。どうやら、朝食の席に同席できないほど忙しいようだ。

「なんや、結構ややこしいことになってそうやなあ……」

　そう呟つぶやきながら、何の気なしに厨ちゅう房ぼうの方に視線を向ける宏。ちょうどそのタイミングで、春はる菜なと澪みおが朝食を運んでくる。

「あれ？　エルちゃん、もう帰っちゃったの？」

「なんぞ、ものすごい忙しいみたいでな。大慌てで帰ってったわ」

「……なんか、ややこしいことになってそうだよね」

「春菜さんもおんなじ意見か……」

　普段なら宏達の朝食が終わるまで付き合うエアリスが大慌てで帰っていく。それだけでも、アルフェミナ神殿が相当面倒なことになっているのが分かる。

　基本的に、冠婚葬祭以外で神殿が忙しい時は、大抵碌ろくなことがない。ましてや、対外的にはゆったりと構えていなければならないエアリスが、いかに親しいといえども宏達の前でその様子を隠すことなく立ち去ったとなると、それを見せられたほうとしてはかなり不安になる。

　持ちかけてきた相談内容と合わせて考えるに、どうにもアルフェミナ神殿はいろいろ厄介な仕事を押し付けられているのだろう。

「こら、半日とかそんなちんたら時間かけんと、さっくり終わらせたったほうがよさそうやな」

「私達が手伝えそうなことは？」

「細かいことはいろいろあるけど、どっちかっちゅうたら、それ以外のことをいろいろやっといてほしい感じやな」

「了解」

　宏の言葉に頷きながら、さっさと朝食の配膳を済ませる春菜。

　エアリスと入れ違いで食堂に入ってきていたのは、春菜と澪だけでなく達たつ也やや真ま琴こともだ。タイミングの問題で達也と真琴はエアリスの姿を見ていないが、声は聞こえていたので来ていたことは知っている。

　余談ながら、今日の朝食はフレンチトーストとサラダ、コンソメスープ、ベーコンやソーセージなどの燻くん製せい肉、ミルクにフレッシュジュースといった、やや手が込んでいるものの、割と普通の洋食のモーニングセットといった感じのメニューだ。

　しかし、そこは高級食材が有り余っているアズマ工房。そんじょそこらの飲食店でワンコイン未満の値段で提供されるような、ちゃちなモーニングなんて出てくるはずがない。卵がジズのものなのは当然として、ソーセージもベーコンもベヒモスの肉を加工したものだし、サラダやコンソメスープに使われている材料も全て神の食材だ。

　フレンチトースト以外は基本作り置きをそのまま器に入れるか、せいぜいそれらに軽く火を通すか材料を切ってドレッシングをかけるかしかしていないため、調理という点ではまったく手間がかかっていないメニューだが、元々朝食なんてそんなものである。

　そもそも、ソーセージやベーコン、コンソメスープなど手間がかかるものを自力で作り置きしている時点で、手間をかけているタイミングが違うだけに過ぎない。

　もはや、作り置きを利用した手早く用意できる料理ですら、最高級のものにならざるを得ないアズマ工房。少なくとも、神官の修行にはまったく向かない環境であろう。

「それで、今日はどうするの？　さっきそれ以外のことって言ってたけど」

　いただきますの挨拶を済ませ、ある程度食事が進んだところで、春菜が今日の仕事について確認を始める。

「僕は神殿絡みやな。春菜さんらには山盛りある未解体のドラゴン素材な、レッサードラゴンのを全部解体して、鱗うろこと皮を用意してほしいねん。澪はある程度の量ばらし終わったら、皮なめしてドラゴンスケイルメイル作り始めて」

「師匠、それって要するに……」

「せや。対ウォルディス軍用の防具、先手打って用意しとこうっちゅう話や。エルの対応とか向こうでちょっかいかけてきた相手とか考えたら、間違いなく物量作戦食らうやろうからな。人海戦術で対応せざるを得んやろうから、一般兵でもちゃんとした装備持たせとかんとヤバいやろ」

　ドラゴンの解体。その指示を聞いた時点で予想できた内容。だが、そのあまりに極端で極悪な計画は、終わった後のパワーバランスを心配せざるを得ないものである。

　いくら宏が作ったものだとはいえ、ワイバーンレザーアーマーですら、革鎧よろいの長所や特性を持ちながら既存のフルプレートより防御力が高かったのだ。素材の段階でそれを軽く上回る性能が確定し、しかも革鎧と性質が大して変わらないドラゴンスケイルメイルとなると、素材がレッサードラゴンで作るのが澪だとしても、洒落しゃれにならないインパクトがあるだろう。

　少なくとも、それを身にまとった部隊には、普通の鍛冶屋が作る武器での攻撃や普通の魔導師の攻撃魔法は一切通用しなくなる。

「……さすがにボク一人だと、そんなにたくさんは作れない」

「多分、下地縫うだけやったら春菜さんでもそろそろいけるやろう。それに、僕も神殿での仕事と材料集め、それから神の城造りのための最初の工程終わらせたら作業に混ざるから、そないに時間もかからんはずや。そもそも、今回は数作るん優先やから、仕上げとかにこだわってられへんし」

「それなら確かに……」

　宏の意見に納得する澪。確かに最近の春菜は、自分の下着や普段着をせっせと作り続けた甲か斐いあってか、ワイバーンやレッサードラゴンの革を、一番簡単な鎧に縫い上げるくらいはできる。残念ながら必要最低限の技量しかないため完成品の品質や性能は素材のレベルからすればお察しレベルにしかならないが、それでも鎧としてちゃんと機能した上でスケイルメイルの下地に使えるものには仕上がるのだ。

　その上に鱗を縫いつけていく作業というのが非常に手間がかかるのだが、残念ながらそちらはまだ春菜には手を出せない。鱗類は基本的に、革より扱いが難しい素材なのである。

　だが、それでも春菜が下地を作るだけでも、作業量はぐっと減る。そこに途中からとはいえ宏が作業に加わるのであれば、千や二千はすぐできるだろう。

　ドラゴン素材を入手する前にベヒモスの革鎧に飛んだためいまいち印象は薄いが、ドラゴンの革は極めて優秀な素材だ。たとえ春菜の腕でお察しレベルの品質のものを作っても、宏が作ったワイバーンレザーと単純な物理防御や魔法防御ではそれほど差がないものになる。

　その上に澪くらいのちゃんとした技量の持ち主が鱗を縫い付けるのであれば、それこそ生きたドラゴンと変わらぬ防御力の鎧を作ることができる。そこまでやれば、下地の品質はほぼ問題にならないのだ。

　できるだけ末端まで装備を行きわたらせるのが目的である以上、落としどころとしても妥当なところであろう。いくら最低品質だと言い募ったところで、一般流通しているどんな防具よりも数倍は性能が高いのだが、そこについては目をつぶってもらうしかない。

「でもさ、宏君。ウォルディス軍を相手にするための底上げが目的だったら、別にスケイルメイルにしなくてもいいんじゃないかな？」

「今回に関しては、防御力よりもドラゴンの鱗の各種耐性補正、それも特に精神耐性強化が目当てやからな」

「ああ、なるほど」

　その説明で、作るのに手間と技量が必要となるドラゴンスケイルメイルに宏がこだわった理由を、春菜達が理解する。

　実際にアンジェリカと共に村を囲んでいたモンスターを見てきた春菜と達也はもちろん、真琴と澪も邪神一派の攻撃には精神抵抗を必要とするものが多いことをよく分かっている。

　一般兵が取り込まれたり、正気を失って逃げ惑ったりしては、どんな名将がどれほど効果的な策を持って挑んでも意味がない。そのための対策としてエアリスがアルフェミナ神殿でメダルを作ろうとしているのだが、根本的なところはそれと同じである。

「で、俺達も解体に回るってことは、革と鱗以外の素材は気にしなくていい、ってことだな？」

「しばらくは澪もばらすほうに回るから、うちらが使う可能性がある量ぐらいは確保できるやろう。それに、レッサードラゴン以外のドラゴン素材は春菜さんが扱われへんから、それより上のドラゴンのは今回はばらさへんし」

「あ～、なるほどな。ってことは、倉庫内の在庫的に、俺達は一週間ぐらいドラゴンをばらし続けることになるわけか……」

「分量から言うたら、そうなるなあ。あとは、合間見て明らかに使いもんにならん鱗弾はじく作業やな」

　地味で面倒な仕事を言い渡され、始める前からうんざりした表情を浮かべる達也と真琴。解体作業自体もなかなかの重労働だが、そちらはまだ身体を動かす仕事なので問題はない。

　だが、鱗の仕分けは想像するだけでも辛気臭い作業であり、しかも面白みに欠ける。重要性は十分理解できるので文句が言えず、だが実際にやるとなると実際の作業以上に疲れた気分になること請け合いだ。

「何にしても、思った以上にウォルディス関連が切羽詰まっとる可能性が高いから、他の諸もろ々もろは後回しやな」

「てか、宏。何かやりたいことでもあったの？」

「ドラゴンスケイルメイル先やってレイっちらに押し付けるか、それともザナフェル様のこと確認しに行くかで、実はちょっと迷っとったんよ。まあ、エルがけえへんかったら、多分先にザナフェル様のを済ませとったとは思うけどな」

「ああ、そういうことね」

「まあ、そういうわけやから、新しい装備が大分後ろ回ってまうけど、そこは勘弁な」

　自分達の装備は後回し。宏のその宣言に、春菜達は誰一人異を唱えない。自分達は現時点で装備を更新しなくても特に困らないが、ドラゴンスケイルメイルは早めに作っておかないと被害が派手に拡大しかねない。

「ほな、ケツに火ぃついとる感じやし、サクサクけりつけてこか」

　朝食とその片付けを終えたところで宏がそう号令をかけると、春菜達が慌ただしく動き始める。

　現状、ウォルディスの侵略行為がどこまで進んでいるか誰一人把握していないまま、実に際どいタイムスケジュールにもかかわらず、的確に対策を積み上げていくアズマ工房であった。




　　　　☆




「とりあえず、炉の方はこんなもんやろ」

　朝食を終えてから一時間後。ありえない速さでアルフェミナ神殿の溶鉱炉を作り変えた宏が、伸びをしながらあっさりそう言い放つ。

「……もう、できたのですか？」

「まあ、試運転と試作はせんとあかんけどな」

　恐れ慄おののきながらの技師の問いかけに、あっけらかんとそう答える宏。とはいえ、試運転はともかく試作の方には手を出すつもりはない。一応曲がりなりにもアルフェミナ神殿が秘匿している金属配合だ。いくら大体予想がついていても、宏が勝手に精製するのはよろしくない。

　さらに問題なのが、神殿の技師より宏の方が明らかに、しかも圧倒的に技量が上だという点である。勝手に作った挙句の果てに再現不能な領域で高品質なものを作ってしまっては、いろんな意味で問題が多すぎる。宏の現在の特性を考えると、下手をすれば妙な付加機能が付いてしまいかねないのも厄介なところだ。

　残念ながら、その可能性を否定できないどころか、むしろ起こると思っていたほうが間違いがないのが、今の東あずま宏である。

「っちゅうわけやから、試作の準備頼むわ。とりあえずその間に軽く試運転で、普通の純鉄のインゴット作っとくから」

「分かりました」

　宏に促され、試作のための砂型を作り始める技師。

　普段、量産品は圧搾機のようなものを使って砂型を作るが、今回作るのは数個である。なので、手作業による最も基本的な砂型の作り方を行っているのである。

　材料の準備を後に回したのは、いかにバレバレだと分かっていようと、一応は秘匿技術だからだ。

「……炉としての機能に問題はあらへんな」

　砂型を固め終え、中に入っている木型を取り出したタイミングで、宏が試運転の終了を宣言する。その速さに驚いて振り向くと、そこには山積みとなった鉄のインゴットが。

　アルフェミナ神殿の鍛冶場は、炉の規模に比べてかなり広い作業スペースを持つ。いくつかの神事の下準備以外には活かされることはない空間だが、今回はその作業スペースに大いに助けられた形だ。

　もっとも、そんなどうでもいい事情は、この技師の心を慰める役には一切たたないが。

「……そんなにたくさん、この短時間でですか……？」

「そのための新型炉やん」

　軽く見積もって十数トン分はありそうなインゴットの山に、思わずじっとりと冷や汗を浮かべる技師。純鉄というのだから、恐らく最低でも九十八パーセント以上、いや、作ったのが宏なのだから、軽く見積もって小数点以下三桁は九が並ぶ純度を誇る鉄であろう。

　一つ一つは三十キロ前後、その気になれば一人でも手で運べる程度の大きさだが、それだけに数がものすごいことになっている。成分調整の都合上一度は純度を上げる必要があるため、大量の純鉄自体はありがたい。だが、目の前に鉄の山があるとただただ圧倒されるしかない。

　その山を見ると、数個分の鋳型しか作らなかったのは失敗だったのでは、と、自身の見積もりの甘さを悔やむしかない技師。だが、今から圧搾機を使って量産用の型を作るのは二度手間すぎる。それにそもそも、今から行うのは試作だ。試作品を量産して、使い物にならなかったら大惨事である。

「ほな、とりあえず試作したって。使えるんやったら、このインゴット使ってくれたらええし」

「分かりました」

「その間に、量産用の型作る設備と砂落としの設備も作ってまうわ」

　さすがに試作品に使うには多すぎたらしく、インゴットをスルーした技師が鉄鉱石を用意して溶鉱炉へ向かう。

　それを確認したところで、木材をはじめとしたいくつかの材料と魔石を取り出して作業に入る宏。

　まず最初に作るのは、鋳型の成型機。大きさにこそ制約が出るが、最初に木型を投入して登録しておけば、あとは勝手に鋳型用の砂を取りこんで鋳型を作り上げる仕様のものだ。

　一度の鋳込みで完成品をいくつ作るか、何種類の製品を作るか、といった設定も簡単に行え、湯口の位置から湯が流れる経路まで全て勝手に最適なものを作ってくれ、動力も地脈から漏れた魔力を集めて動くため、魔力が低い人間でも操作できる優れモノだ。これは、アルフェミナ神殿が地脈溜だまり、それもかなり地表に近い位置にある場所の真上に立っているからこそできる荒技である。

　鋳型を作るときにはいくつかネックとなる工程があり、その中でも特に、溶かした鋳鉄、鋳造の現場では一般的に〝湯〟と呼ばれているそれを流し込むための経路を作るのは、十分な理論を理解した上で経験と勘が必要となる難しい作業だ。

　これが悪いと流れが滞ったり空気を多く含んで鬆すができたり、型の隅々まで鋳鉄が流れ込む前に冷えて固まってしまったりと、多くトラブルが発生する。

　今回のメダルのように小さなものであれば大した問題にならないが、神殿で作られるものの中にはそれなりのサイズで複雑な形状のものも少なくない。そういったものの場合、湯道や湯口をちゃんとしないと、腕のいい職人が鋳込みを行っても、あちらこちらに鬆ができてしまうのだ。

　他にも空気抜きの穴の深さや数、木型を外すために型をどう分割するかなど、独学ではそう簡単に身につかない要素があり、その上鋳鉄の温度や成分などによってさらにいろいろ条件が変わってくる。

　鋳造というのは、単に型を作って適当に溶かした金属を流し込むだけ、というほど簡単な作業ではない。鍛造に比べて作業工程が少ないというだけで、鋳造の難易度は決して鍛造に劣るものではないのだ。実際、ゲームでは鋳造の難易度は総合的には鍛造とほとんど変わらなかった。

　そのネックとなる型の設計や型作りの工程を素人でもできるようにしてしまうのだから、宏が現在作っている成型機は、職人から見れば非常識としか思えないものである。

　もっとも、先に述べたように、鋳造というのは単に溶かした鉄を適当に流し込めばできる、なんてものではない。ちゃんとした鋳鉄を作るのはいかに炉の性能を上げたところで素人には難しいし、湯の温度や流し込む速度にもノウハウが絡む。

　さらに言うと、金属は全般的に温度変化による収縮率が大きいこともあり、どれぐらいの大きさの製品だとどれぐらいの量を流し込む必要があるか、それを把握するのにも経験がものを言う。

　特に機械の土台に使われているような大型の鋳物は、湯の温度から流し込む速度、冷える時間まで全てその日の気温や湿度にあわせて人間が管理してやらねばならない、非常に厄介な作業だ。

　今回作るのは手のひらサイズのメダルなので、大物に比べればどの要素もはるかにましだが、だからといって誰がやっても失敗しなくなるほど極端に簡単になるわけではない。誰が作っても同じ品質の鋳型が作れる手段を構築したところで、技師の腕が必要となる作業はなくならないのだ。

　あくまで宏は、時間がかかる手作業での鋳型作りを、小物の量産品を作るときに限り省略しただけである。

「とりあえず、こんなもんやな」

　約十五分という驚異的な速さで成型機を完成させ、試運転で実際に成形された砂型をチェックした宏が、満足そうに頷く。

　その後ろでは、技師が試作の湯を型に流し込んでいた。

「どないな感じ？」

「少なくとも、湯の段階では問題ありません。ただ、今回は試作ということで量を控えめに作っていますので、炉の能力限界まで一気に作った場合どうなのか、というのはやってみないと分かりません」

「なるほどな。とりあえず、試作で四十個分一気に抜ける型作ってみたから、それで実験やな」

「四十個、ですか……」

「正確には、一つの型の中に十個一組を四組突っ込んだ、っちゅう感じやけどな。湯口が四カ所あるから、そこから順々に流し込んだって。数足らんねんやったら、あと何個か砂型作るし」

「分かりました。……そうですね。この炉の容量なら、限界まで一度に作って三千はいけると思いますので、念のために鋳型を百ほど、お願いできますか？」

「了解や」

　宏の指示に従い、再び湯を作りながら技師が宏に鋳型作りを頼む。その頼みを受け、大量に鋳型を作っていく宏。鋳型が完成し、先ほどの試作品がほどほどの温度に冷めたあたりで、新たな湯が完成する。

　その間に磨き装置の方も完成させているが、こちらは試運転のためには素手で触れる程度の温度まで冷めた製品が必要なため、しばらく出番はない。

　余談ながら、研磨機ではなく磨き装置と呼んでいるのは、あくまで表面の凸凹を落とすためだけの機械であって、一般的な研削盤のように寸法精度を出せるものではないからである。そのあたりは、実家が研磨といえば精密研削を指す業種である宏の譲れないこだわりらしい。

「数が多いから、僕も手伝うわ」

「申しわけありません、お願いします」

「普段は、どないしてんの？　根性入れれば今まででも千個ぐらいは何とかなる、っちゅう風に聞いてるんやけど」

「今は昨日の生産分を仕上げるために席を外しておりますが、アルフェミナ神殿には私と同等の腕を持つ技師が、あと十五名おります。私を含めた十六名で、体力と相談しながら型作り、湯作り、鋳込み、砂落としと磨きを回り持ちでこなしておりました」

「なるほどなあ。とりあえずしばらくは鋳込みが作業の中心になるから、冷める時間稼げる分少しは楽になると思うで」

　片手鍋で次々に型に湯を注ぎこみながらの宏の言葉に、同じように手際よく湯を注ぎながら頷く技師。この作業は時間との勝負なので、喋しゃべっている間にも手を止めるわけにはいかない。

　いくら普段は無駄に広い鍛冶場といえど、さすがに百個もの型を並べるとスペースはあまり残らない。一見してまだまだ余裕があるように見えるが、残念ながら砂型ほど場所を食わないといっても、完成品だって何千個単位になれば結構な場所を取る。

　それに、いくら鋳造が大量生産に向く加工方法だといっても、型から取り出して冷ませばすぐ使えるわけではない。湯道に沿ってのヘタや湯口のバリ、型の構造によっては上型と下型の合わせ面に出るバリなど、鋳造作業特有の異物を処理する必要がある。形状によっては中なか子ごと呼ばれる製品内部に空洞を作る部品を外して取り出してやならなければならない場合もあり、表面についた砂を落とす工程も含めると結構な後加工が必要となる。

　今回アルフェミナ神殿でネックとなっているのがこのあたりの作業だということを考えても、後工程が一般にイメージされているより大変なのがよく分かるだろう。

　そういった作業のスペースも考えれば、鋳型百個というのがアルフェミナ神殿で一度に鋳造できる数の限界であろう。

「とりあえず、こんなもんか」

「そうですね。そろそろ最初の試作品が型から取り出せると思いますので、確認しましょう」

　予定とおり製品三千個分、七十五個の型に金属を流し終えたところで、宏と技師が作業結果をざっと確認して次に移る。取とり鍋べ自体に湯の温度が下がらないようにする機能が付与されてはいるが、それでも最初の方に鋳込んだ型はすでにあらかた固まっている。

　この分なら、量産試作の結果もそれほど遠からず確認できそうだ。

　そんなことを考えながら、取り出せる温度になった試作品を砂型を崩してチェックしていると、様子を見に来たらしいエアリスが取り出されたメダルを鍛冶場の入口からじっと見つめていた。

　余談ながら、今回は宏が作業に関わっている影響で製品が冷え固まるのが早くなっている。製品のサイズが小さいのでそれほどの差は出ないだろうが、神官達だけで作業をすると、型から取り出せるようになるまでの時間は今回より長くなるであろう。

「こ、これはエアリス様!!」

「あ、そんなにかしこまらなくて構いませんよ。無理なお願いをしたので、問題が出ていないか確認しに来ただけですから」

　唐突に現れたエアリスに、緊張のあまりガチガチに固まってしまう技師。日頃ほとんど接点のない聖女が直接様子を見に来たのだ。一応神官位を持っているとはいえ、技師にとっては雲の上の存在であり、緊張するなというのは無理だろう。

　これがせめて、メダルの仕様を決める話し合いで事前に顔を合わせていたならともかく、エアリスは別の用件が重なってしまい、その話し合いに参加できなかった。

　結果として、こんな風に不意打ちでの初顔合わせになってしまったのである。

「それで、どんな状況でしょうか？」

「今んとこ順調やな。試作の十個ほどは見本と変わらん思うで」

　そう言いながら、素手で触れるぐらいの温度まで冷めた試作品を、ざっとバリを取ってエアリスに渡す宏。表面は粗いままだが、注意して持てば怪我をするほどではない。

「……確かに、問題はなさそうです。この後の工程については、どうでしょうか？」

「それ、今から確認する予定やってん。ここまで冷めとったらそんなに派手に歪ゆがまんやろうし、全部磨いてまおか」

　次々と砂型を崩し試作品を取り出しながら、宏が次の作業に入ることを宣言する。

　次は機械に放り込んで磨く前に、湯道に沿ってできた大きめのバリを叩たたき折って取り除く作業である。一見手間がかかるように見えるが、これをやらないと型から取り出した製品を積み上げることができない。

　特に今後は一つの湯口で複数個流し込むのだから、プラモデルのランナーのように全部つながってしまうこともある。バリの自動除去機能くらいは設備につけてあるのでそのまま入れても問題ないが、磨き装置に流し込むように投入するとなると、それらのバリはどうしても邪魔になるのだ。

「さて、スイッチオン」

　材料投入口に試作品を全て入れ、もったいつけることもなくあっさり磨き装置を起動する宏。

　中でガタガタと音がしたと思ったら、数秒で最初の一個が反対側から転がり落ちる。

「は、速い……」

「まあ、所しょ詮せんは小物のメダルやからな」

　一分経たず十個ほどが磨きあがったのを見て、またしても慄く技師。そんな技師の様子に苦笑しながら、宏はそのそっけない見た目のメダルを手にとって観察した。

「もうちょっと、何か装飾の類たぐいほしいなあ……」

「そうですね。今だと単なる無地の円板ですから……」

　無愛想なメダルを見て、宏とエアリスの意見が一致する。実用上の問題は一切ないが、このままではあまりに寂しい。

「適当に色でも塗るか？」

「生産性を考えると、できてそれぐらいでしょうね」

「まあ逆に、ここまで味もそっけもないと、それはそれでっちゅう意見もあるけどな。それに、結構な数つくっとるから、今更手ぇ入れるんも大変やし」

「難しい問題です」

　メダルを手に、そんな風に頭を悩ませる宏とエアリス。

　結局、納期がシビアだということでとりあえず今ある分はそのまま単純に磨き処理だけして、ある程度余裕ができてから考えるということでその場は収まる。

　その後、量産試作の分と今現在手作業で磨いている分をまとめて磨き装置にかけ、完成品にエアリスが儀式で最終処理を行ったところ……、

「ヒロシ様、表面に文もん様ようが浮かび上がっています！」

「試作品、表面処理が手抜きやったから分からんかっただけみたいやな……」

　味もそっけもなかったシンプルなメダルは最終処理の結果、光の加減で多少色が変わるシンプルな文様が記されたものに進化したのであった。




　　　　☆




「しかしこう、こいつはいろいろたまらんもんがあるなあ……」

「本当、終わりが見えないわよねえ……」

　同じ日の午後。アズマ工房では、せっせとレッサードラゴンの解体が進められていた。

「これで何体目だっけ……？」

「半端なやつは、確か五十体を超えたと思うぞ……」

　手際よくドラゴンを解体しながら、真琴と達也がぼやき合う。そろそろ精神的に疲れて愚痴が増えてきている。

　なお、達也が言うところの『半端なやつ』というのは、半身になっていたり上半身の右半分が吹っ飛んでいたりしている、いわゆる欠損部分が多い個体のことを指す。大体は重要部位やレア素材が消失しているため、達也と真琴がいい加減かつ大おお雑ざっ把ぱに解体しても特に問題がない。

　宏は全部と言ったが、この重要部位が死んでいるドラゴンは四ケタの大台に乗りかねない数があり、しかも、それ一頭で百や二百のドラゴンスケイルメイルは余裕で作れるだけの素材が採れる。

　きっと、全部解体する前に必要な量の素材が集まってしまうだろう。

　余談ながら、倉庫のリストでは未解体のモンスターは、損傷度合いに応じて最高品質、高品質、普通、低品質、最低品質で分けられている。最高品質はオキサイドサークルなどでほとんど傷を与えずに仕留めたものだけなので、神の船で仕留めたドラゴンには、基本的に最高品質のものは存在しない。

　今回はとにかく皮と鱗だけが必要なので、澪が数体高品質を解体した以外は全て最低品質のものを優先して処理している。どんな損傷の仕方をしているかは取り出してみないと分からないため、時折見るに堪えない個体が出てくるのが難儀なところである。

「タツヤさんもマコトさんも大変そうなのです……」

「手伝いたいけど、アタシ達だとナイフもなかなか通らないんだよね……」

「私達がモンスターを解体する機会って、そんなにないものね……」

　半ば死んだ目になりながらひたすら解体を続ける達也と真琴に、ノーラ達が微妙に同情的な視線を向ける。

　さすがにモンスターの中でも最高峰だけあって、ドラゴンの解体は非常に難しい。ただ難しいだけならいいが、体力もかなり使う。

　しかも、半身になっていてもドラゴンは大きい。元々が大きいドラゴンだというのに、ジズのダンジョンにいたドラゴンはどれも標準から比べて異常に大きく、一般的なレッサードラゴンが全長二十五メートル前後なのに対し、あのダンジョンのはレッサードラゴン五十メートル、グレータードラゴン七十メートルが平均だった。つまり、半身になっても平均で二十メートル以上あるのだ。

　いくら皮と鱗以外は気にしていないとはいえ、サイズをはじめとしたもろもろを考えるなら、半日で五十体以上を解体していることの方がおかしいのである。

「あ～、お前ら、手ぇ空いてるか？」

「一応ノルマは終わったし、空いてるって言えば空いてるけど……」

「さっきも言ったとおり、ノーラ達にはドラゴンは無理なのです」

「別に、ドラゴンをやれってわけじゃないから、安心しろ」

　内臓がいい具合に垂れ下がったスプラッタなドラゴンを解体しつつ、達也が遠巻きにしているファム達に声をかける。どうやら先ほどの会話が聞こえていたようで、何か思いついたらしい。

「倉庫の中に、まだまだ未解体のモンスターが山盛り眠ってるのは知ってるよな？」

「はい。どうするんだろう、とは思っていたんですけど、私達の力量だと重要な素材に傷つけそうで手を出せなかったんですよ」

「いい機会だから、練習でそれを適当にばらしてもらおうかと思うんだが、やってみるか？」

　いきなり達也に振られ、思わず顔を見合わせるファム達。いずれ避けては通れない道だろうとは思っていたが、あまりにも唐突である。

「いろいろバタバタしててそっちまで頭回らなかったけど、よく考えたら今、すごくちょうどいい死体がいっぱいあるのよね」

「そうなんだよな。いつまたこの手の無茶ぶりが来るか分からねえし、ばらして肉にするしかないようなぼろぼろのトロール鳥とかが山盛りあるし、今のうちに練習しといたほうがいいだろうって思ったんだよ」

　真琴の言葉に頷きながら、達也が思うところを告げる。

　実際問題、倉庫にある最低品質のトロール鳥は、どんな下手くそが解体しても可食部が減る以上の被害はない。まともな身が取れる部位がほとんど消滅しており、残っていて足が一本とか右の翼だけといったものが大多数である。

　そこまでいくと、誰がやっても肉など取れないか、逆に素人でも羽をむしって適当にナイフを入れれば肉が取れるかのどちらかなので、練習に使うにはもってこいなのだ。

「トロール鳥で練習するんだったら、ついでに出たガラでチキンコンソメ作る練習してもいいんじゃない？」

「そうだな。ばらした骨は売り物にもならねえが、チキンコンソメなら売り物にできる」

「そういうわけだから、とっとと自分のナイフ持ってきて始めなさい」

　などといい加減なことを言いながら、ファム達に作業を強要する達也と真琴。できて損はないのは事実だが、かなりいきなりの話だ。

　どうやら拒否権はないだろうと悟ったファム達は、自身の道具を取りに戻ろうと踵きびすを返す。

「タツヤおにーちゃん、マコトおねーちゃん、解体するのって、これでいいの？」

　それと同時に、庭の奥から出てきたライムが、倉庫につながっている自分のポシェットから自身の身体ほどもあろうかというトロール鳥の足を引っ張り出して、年長組に元気に質問していた。

「おっ、ちょうどいいやつを引っ張り出したな」

「それを頑張って骨と肉と羽毛に分ければいいの」

「はーい！」

　どうやら、世界樹の世話をしながら好奇心いっぱいのまなざしで達也達の作業を見ていたらしい。早速楽しそうにトロール鳥の羽毛をむしり始める。

「ファム、テレス。ノーラ達も急いで始めるのです」

「あ、道具はアタシがとってくるから、二人はライムを見ててよ」

「うん。私のナイフは部屋に置いてあるから」

「ノーラのもです」

「了解」

　身体のサイズに合わない大物と格闘するライムをほったらかしにはできないと、ファム達工房三人娘も大慌てで解体作業に参加する。

　結局この日、神殿を出てから材料収集に直行した宏が戻ってくるまでの間に、最低品質のドラゴン百二十体とトロール鳥八体が解体されるのであった。




　　　　☆




「ふむ。このあたりで痕跡が途絶えておるか」

　宏が神殿の鋳造技術にテコ入れを行い、春菜達がせっせとドラゴンスケイルメイルを作っていたのと同じ頃。

　ヘンドリックはアンデッドのヴァンパイアの痕跡をたどり、マルクトとウォルディスの国境付近を調査していた。

「この先は、ウォルディスか。うかつに踏み込めば、儂わしとてただではすまぬ感じじゃのう……」

　結界を張っているわけでもないのに、びっくりするほど明確にくっきりと瘴しょう気き濃度が変わる国境線を見て、難しい顔で思案するヘンドリック。

　あの先に踏み込んで命を落とせば、アンデッド化待ったなしである。

「少々危険な程度ならば、威力偵察も考えるのじゃがのう……」

　どうにも調査目的の達成や無事の帰還に確信が持てず、ここから先に踏み込むことについて二の足を踏まざるを得ない。

　危険が自身だけなら気にしないのだが、ヘンドリックの肩には数百の里の民とアンジェリカが乗っている。彼らに危害が及びかねない行動は、厳に慎まなければならない。

　それに、この先に踏み込めば、十中八九ヘンドリックの存在がウォルディスの上層部に知れ渡る。

　戦力として見る分には、彼は宏達ほどの影響はないが、それでも四千年以上生きた真祖のヴァンパイアだ。人間の精鋭部隊一つ分ぐらいの働きは、余裕でできる。

　存在が割れてしまえばその程度にしかなれないが、隠し玉として知られずに動くことができれば、間違いなくそれ以上の働きができる。

　村を守るという観点でも、自分の存在が知られないように動くべきなのは考えるまでもない。

　ないのだが……、

「あれだけ見せつけるように村を滅ぼしておきながら、これだけ痕跡が残っておらぬということは、間違いなく向こう側に協力者がおるのだろうが、のう……」

　どうにもここまで手詰まりだと、リスクを負ってでも向こうに踏み込まねばならないのではないかという気になってしまってしょうがない。

　歳を重ねたヘンドリックだからその誘惑に耐えられてはいるが、若いヴァンパイアであれば、間違いなく焦りに負けて突っ込んでいってしまうだろう。

　もっとも、若いヴァンパイアなど、この三千年ほどお目にかかる機会はとんとなかったのだが。

「もう少し、周囲を調べるか、あるいは一度引き上げて他の情報源に当たるか……」

　そこまで考えたところで、空から巨大な何かが降りてくる。

『何やら妙な気配があると思えば、引きこもりで有名なヴァンパイア族の、それも真祖殿がこのようなところに何用だ？』

　降りてきたのは、五十メートルを超える巨大なドラゴン。

　ウォルディスの国境近くにある山岳地帯でリーファ派残党を救出した、あのドラゴンである。

「ドラゴンロード殿か。もしや、このあたりは貴殿の領域だったか？」

『否いな。だが、最近は我が領域も、瘴気まみれのおかしな臭いをばらまく連中にちょっかいをかけられておってな。連中を駆除しているうちに、こんなところまで行動範囲になってしまった』

「なるほど。では、貴殿の仕事と儂の目的には、さほどの違いはなさそうじゃのう」

『ふむ。真祖殿の目的とやらを、聞かせてもらってもいいか？』

「なに、大したことではない。大昔に里を飛び出した身内の不始末を調べて解決しようとしておるだけの話じゃよ」

　ヘンドリックの返事を聞き、何やらピンとくるものがあるという様子を見せるドラゴン。少し考え込む様子を見せた後、ヘンドリックに対して軽く爆弾を落とす。

『真祖殿に身内の不始末、ということは、もしかしてアンデッドのヴァンパイアが大量発生していたことか？』

「まさしくそれじゃ。まだ完全には断言できぬが、儂の里から飛び出していった若い衆が関わっておるはずでのう」

『ならば、このあたりに関しては心配せずとも問題ない。妙な連中を始末するついでに、はびこっておったアンデッドのヴァンパイアはすべて焼き払っておいた。こちらから西方へアンデッドのヴァンパイアが増殖しながら侵攻するなどということは起こらん』

「そうか。それは朗報じゃな。もっとも、元凶となったであろう身内の成れの果てをきちっと潰つぶしておかねば、またいくらでも増えおるからの。あまり安心はできんのがつらいところじゃ」

『まあ、どちらにせよ、このあたりに関しては我われが出てきた端から駆除するだけゆえ、あまり関係はないがな』

「それはそれで申しわけがないのう……」

『アンデッドのヴァンパイアが居おろうが居るまいが、このあたりに定期的に飛んできて腐臭の発生源を駆除するという我の仕事は変わらん。真祖殿が気にすることではない』

　ヘンドリックに対し、ドラゴンが毅き然ぜんとした態度で言い切る。

　実際問題、ドラゴンからすれば、ウォルディスが健在で行動が活発化しているうちは、このあたりの掃除は自分の巣を守るために必要な仕事でしかない。

　まとめて焼き払う以上、対象が何かとかその原因は何かとか、そのあたりの要素はドラゴンにとってどうでもいいことなのだ。

『そもそもの話、このあたりの襲われた集落は、すでに我がすべて焼き払っておる。今更アンデッドのヴァンパイアが増えることはあるまいさ』

「……まあ、高頻度でドラゴンが襲撃をかけてくる土地で増殖活動を行うほど、真祖から派生したアンデッドのヴァンパイアは愚かではない、かのう」

『少なくとも我なら、場所を変えるか喧けん嘩かを売りに来る相手を始末するかのどちらかは検討する』

　ヘンドリックとドラゴンロードの意見が一致する。

『思うに、真祖殿はここから向こうではなく、逆方向に調査範囲を広げたほうが実りがあるのではないか？』

「そうじゃの。ウォルディスばかり気にかけておったが、よくよく考えればマルクトの背後を突きに来る可能性もあるかの。アンデッドというてもリッチやヴァンパイア、デュラハンなんぞは、あまり発生地点に縛られぬしのう」

　ドラゴンからの提案を、しばし頭の中で検討するヘンドリック。

「……では、転移が使えるようになるまでこのあたりを調査したら、ベリルのあたりから調査範囲を広げていくかの」

『そうか。では、我は他を焼き払ってくる』

「うむ。世話になったの」

『縁があればまた会おう』

　ヘンドリックの礼の言葉にそう言い置いて、あっという間に飛び去るドラゴン。

「しかし、あのドラゴンロード殿、妙に会話に飢えておったようじゃがのう……」

　飛び去っていくドラゴンを見送りつつ、そんなことを考えて首をかしげるヘンドリック。

「まあ、ドラゴンロード殿にはドラゴンロード殿の事情があろう。儂は儂で、とっとと仕事を進めるだけじゃな」

　ドラゴンの考えていることなど分からぬとばかりにそう結論を出し、念のための周辺地域の痕跡調査を丁寧に行うヘンドリックであった。




　　　　☆




　翌日、ジェーアン城の玉座の間。

「マルクトに手を出せるまで、あとどれぐらいかかりそうだ？」

「そうですな。間に挟まっている国が多数ございますので、移動も考えますと、一番近いところでも最短で一カ月はかかりましょうか」

「一カ月か。随分とのんびりしておるのう」

「残念ながら、此こ度たびの祭りに使っているおもちゃは、さほど足が速くはございません。しかも難儀なことに、彼かの国とこことの間には、高い山がいくつもございます。飛べもせず、足も遅いあのおもちゃでは、それほど機敏には難しゅうございます」

「ふむ。まあ、よい」

　王の姿をした化け物が、宰相の姿をした何かの言葉に、鷹揚に頷いてみせる。マルクトに手を出せるようになるまで時間がかかる。ならば、その間にもっと楽しめそうな手段を考えればいい。そう頭を切り替えたのだ。

「そういえば今思ったのだが、バカ息子達の手勢ではどうだ？」

「進攻方向が微妙に違いますし、曲がりなりにも軍勢ですので、通り道およびその周辺をある程度きっちり制圧しておきませんと、いざというところで分断されて効果が出ますまい」

「ふむ。一長一短ということか。難儀なことよのう」

　宰相の言葉を聞き、納得しつつも不満の色を隠さない王。着々と周辺の小村や小国家を滅ぼしているとはいえ、その進みが遅く、反応も地味なためにいまいち楽しくないらしい。

　王太子と第三王子にしても、せっかく派手に内戦を始めるかと思えば、最初の軍事的衝突の時点で圧勝が難しいと判断したか、どちらも中途半端に外征を始めている。

　それがまた妙に地味で面白味がなく、そのくせ宰相が言うようにマルクトに行くには手間がかかる場所ばかりを叩いているのだから、結果を聞いても楽しくない。

　そんな王の反応を予想していたらしく、宰相が代わりとなる情報を提供する。

「ですが陛下。マルクトに手を出すのは難しゅうございますが、ガストールになら来週末にも最初の一撃が届き、再来週の末には全面攻撃を開始できるかと思われます」

「ほう？　そっちが先か？」

「ええ。他の五大国家を釣り上げられぬ、という点で少々派手さに欠けますが、逆に言えば確実に多数の生き物を苦しめ、蹂じゅう躙りんし、絶望の末に断末魔を上げさせることができます」

　とっておきの情報に、王が興味津々といった体で食いついてくる。

　その狙いどおりの反応に、内心でにやりと笑う宰相。

　もっとも、宰相のこの反応は、王を軽んじているわけではない。王の嗜し好こうと自身の戦略が嚙かみ合っていることが単純に嬉うれしく、つい内心でこういう反応をしてしまうだけだ。

　なお、ガストールとはウォルディスの北にある、人口・国土面積ともにマルクトにやや劣るぐらいの規模の国だ。マルクトよりやや小さくはあるが、少なくとも上位十位以内に入るだけの規模はある、十分に大国と呼んでいい国である。

　マルクト同様多数の衛星国家や都市国家をウォルディスとの間に持ち、何度か直接侵略にさらされつつも常に圧倒的な戦力でウォルディスを退けてきた精強な国でもある。

　そこに手出しし、その成果に自信を持っているのだから、間違いなく何やら非常に悪あく辣らつなことを考えているのだろう。

「なるほどのう。ファーレーンが、というか例の工房が発足させた同盟、確かガストールは一切関わっておらんかったか」

「はい。むしろ、あの同盟とは距離を置きたがっていた、もっと正確に言えば反発して対立しようとしていたかと存じます」

「ふむ。では、釣り上げられぬ代わりに援軍も来ぬ、もしくは、来たところで手遅れというところまで追い込める、ということか」

「はい。そうなるかと思われます」

　宰相からもたらされた情報に、王が実に楽しそうな笑みを浮かべる。

　派手に戦端を開けないという点で、マルクトに不意打ちをかけるのに比べればどうしても地味な印象になるが、普通に大国に分類できるガストールを一人の生存者も残さずになす術すべもなく滅亡させられる。王の姿をした化け物にとって、非常に好みの展開である。

「あらあら、ずいぶん楽しそうな話をしているじゃない」

「おお、オルディア殿ではないか」

「どうやら、そこそこ順調に進んでいるようね」

　唐突に現れたオルディアを歓迎するように、王の姿をした化け物が玉座から立ち上がる。

　それを手で制しながら、オルディアが己の要望を口にする。

「楽しみにしているところ悪いのだけど、マルクトにちょっかいを出すのはもう少し後回しにしてもらえないかしら？」

「ほう、それはどういう理由で？」

「まだオクトゥムやザーバルドが本調子になっていないし、それに私の方もまだ、例のアズマ工房に対する対策が立てられていないのよ」

「ふむ。そのために、全面的に事を構えるまで少し時間が欲しい、と」

「ええ。相手にも時間を与えてしまうけど、ざっと調査した感じではそれで連中がすぐに強化されることもなさそうなのよ。だから、確実に仕留めるための一手を構築する時間が欲しいわけ」

　オルディアの要請にしばし考え込み、王が小さく一つ頷く。なんだかんだといって、王も宰相もアズマ工房についてはそれなりに警戒をしている。

「あえて遅らせること自体は構わぬのだが、余分に時間を与えても連中が大して強化されない、と断言できる理由を聞いてもよいか？」

「大した根拠ではないのだけど、教団のいろいろな伝つ手てで調べた感じ、アズマ工房は現在マルクトをはじめとした各国の兵士の装備を底上げする方向で動いているらしいの。それ以外の怪しい動きとしては、この期に及んでファーレーン国内で今までなかった開拓作業が唐突に始まって、それにアズマ工房の同盟国が支援をしていることぐらい、ね」

「ふむ。その開拓というのがどういうものか気になるな。オルディア殿は、心当たりをお持ちか？」

「恐らくだけど、森羅結晶を使った神の城、というところではないかしら。確かに完成すれば脅威ではあるけど、連中の行動原理を聞く限り、ウォルディスが動き出したとなれば常に城にこもっているなんてことはしないはずよ」

「なるほど、道理だ」

　オルディアの分析に、小さく頷く王。城にこもられれば対処できないのは事実だが、そうなれば何らかの策を講じて外に引っ張り出せばいい。当然の道理である。

「だが、城の攻撃能力は甘く見るわけにはいかぬ。それはどうお考えか？」

「そうね。確かにあなた達の手駒にとって、神の船や城から繰り出される攻撃は致命的でしょうね。でも、あくまでも船は移動手段で城は防衛兵器。持ち合わせている攻撃手段は破壊力の面では驚異的でも、致傷力でいうならば生身の人間が放つ熟達した神の技には到底届かない。そんなもの、何発飛んできたところで私達には通じない」

「なるほど」

「もっとも、逆に言えばそうやって攻撃を無効化した上で、相手を引っ張り出して一度の攻撃で仕留めなければ、少なくとも主ぬし様以外の存在には勝機はないわ。だから、その一度だけのチャンスを確実にものにするために、しっかりとした対策を立てておきたいの」

　格下の存在とはいえ、部下ではない相手に譲歩を強要したこともあり、邪神の腹心とは思えないほど誠実に実情を述べるオルディア。とっかかりは摑つかんでいるが、正直なところ今直接ぶつかっても、確実に仕留める自信はまったくない。

　故に、その可能性を少しでも減らしておきたいのだ。

「委細了解した。マルクトに関してはしばらく手出しを控え、ガストールについても滅んでからファーレーンに情報が行くよう工夫しよう」

「助かるわ」

「だが、我らがここまで譲歩するのだ。当然、勝機は摑んでおるのだろうな？」

「ええ。私にとってある意味極上とも言える情報を、ね。偶然とはいえ、今までよくこの弱点を突かずにいてくれたと、感謝したいところよ」

「ほう、そんな弱点が？」

「あるのよ。ただ、この手の弱点は突けて一度か二度。それ以上は絶対何かしらの対策を取られるし、それ以上に相手が慣れて克服してしまう可能性もあるわ。だから、機会は一度だけなの」

「ふむ。オルディア殿がそこまで言うのであれば、我らはもう何も言わんよ。その弱点とやらも気にはなるが、聞いてしまうと要らぬちょっかいをかけたくなる。故に、ここではあえて詳細な情報は聞かぬことにする」

「ありがとう」

　オルディアと王は、最終的な合意に達する。

　アズマ工房を確実に追い詰める、そのための策のあおりを受け、ウォルディスの周辺国家はなぶり殺しにされるのが決定してしまうのであった。






邪神編　第四話






「……なんだか、大分まっすぐ縫えるようになってきた気がするよ」

「気がする、じゃなくてまっすぐ縫えるようになってる」

　鎧よろい作り開始から二日。もはや何着縫ったか分からないぐらいの数を縫い上げており、手元の鎧の出来栄えを見て春はる菜なと澪みおがそんな話をしていた。

「熟練度が上がったんだとしても、こんなに早く上がるものなの？」

「普通は上がらない。ボクだって大分かかった」

　新たな鎧に取り掛かりながら質問する春菜に、澪が正直に答える。

　師弟システムの恩恵その他で成長が早くなっているのかもしれないが、それらは中級に入ったスキルの成長に、これほどまで劇的に影響するようなものではない。春菜の技量の伸び具合は、そんなちゃちな話では済まないスピードになっている。

「それに、作業しててあんまり疲れないんだけど、何かあるのかな？」

「ちゃんとした工房でいい道具使って作業すれば、魔力とかスタミナの消費は軽くなる。でも、それも二割三割程度」

「なるほど。今まで他の街に作った工房で経験した技量ぎりぎりの作業と比較すると、消費の軽減がそんなレベルじゃないから、案外工房と道具に何か理由があるのかもしれないよね」

「ん、可能性はある」

　春菜の意見に澪が同意する。

　ゲームの時は工房に成長促進の機能などなかったが、この世界はゲームとは違う。似たような要素はいくらでもあるが、大きく違うところの方がむしろ多い。

　実のところ、現在ウルスの工房は宏ひろしの神殿および聖域になっており、本人も知らぬ間にその加護による影響をそこにいる人間に及ぼしている。このことに誰も気が付いていないが、春菜の急成長は、工房が聖域としての機能を持ってしまったことによるものである。

　これらの現象は、暫定ではあるが宏が神になってしまった影響なのだが、その後は料理以外工房で作業する機会が少なかったために、日本人一同は誰も気がついていなかったのだ。

　さらに、これまた誰も気がついていないが、ウルスの工房はソルマイセンが根付いた頃から、中にいる人間の回復力を大きく強化する機能を得ている。その機能は世界樹を植樹したあたりでさらに強化され、精神的にはともかく肉体的・魔力的には、よほどえげつない作業に手を出さない限りそうそう消耗しなくなっているのである。

　もっとも、この工房で修行すれば、誰もがこれらの恩恵を受けられるというわけではない。回復力向上はともかく、成長促進の恩恵は宏が弟子、身内、もしくは職員として認めたものにしか働かない。それも修行歴の長さや宏との距離感によって効果が大きく変わるため、春菜や澪とノーラ達、それからジノ達新米チームとでは、受けている影響が全然違う。

　勘違いしてはいけないのは、工房にこの手の機能がついたのは、宏が神々の晩ばん餐さんを作り上げ、暫定ながら神にまで自身の格を上げた後のことだという点である。

　ライムが妙に成長が早いのも、ファム達がウルスでも上から数えたほうが早いくらいの力量を身につけているのも、全て当人達の素質と努力によるものだ。宏からの恩恵は師匠としての教育以上のものは一切ない。

　因ちなみに、そもそもゲームの方にはプレイヤーが神性を得て神になるなんて仕様は存在せず、また、スキルの成長を早めるというゲームの根幹にかかわる仕様など、当然用意するはずもない。師弟システムや訓練所などの例外はあるが、それも効果は限定的であり、中級に入ったスキルで成長速度の違いが実感できるほどの影響があるものではない。

「まあ、理由は何であれ、腕が上がるのはいいことだし、このまま頑張ろう」

「ん。このまま頑張れば、春姉もすぐに鱗うろこを縫いつける作業できるようになると思う」

「だといいけど」

　そんな会話をしながら、どんどん作業速度を上げていく二人。

　今や裁断からスタートして下地の完成まで二分前後、鱗の縫いつけが終わるまで一分半ぐらいという驚異的な作業速度に到達している。

　さすがに増強されたアルフェミナ神殿のメダル生産能力には遠く及ばないが、あと三日もあれば正規軍のそれなりの規模の部隊ならまかなえるくらいの数は完成しそうである。

「それはそうと、師匠は？」

「今、真火炉棟で何かやってる。今日一日こもるんだって。多分、神の城のコアを作る作業だと思うけど……」

「なるほど」

　春菜から宏の動向を聞き、納得しつついったん針を置く澪。肉体的な疲れはないが、さすがに気分的にそろそろ一息入れたくなってきたのだ。

　なお、澪が宏の動向を知らなかったのは、朝食に宏がいなかったからだ。春菜が知っている理由は、単に朝食の片付けを終えたタイミングで宏が現れ、これから真火炉棟にこもると宣言されていたからである。

「そろそろ、皮なめしたほうがよさそう」

「あ、そうだね」

　席を立ち、伸びをしながら材料の残りに目をやる澪。

　それにつられて材料を確認し、小さく頷うなずく春菜。

「それに、もうちょっとしたらお昼ご飯考えないと」

「ドラゴン丼？」

「それでいいならドラゴン丼にするけど？」

「ん、問題ない」

　昼食、という言葉で反射的に口を衝ついて出てきた料理名、ドラゴン丼。今の今までドラゴン素材を加工していたのが原因だろうが、食材としては地味に今更感のようなものがある。

「そういえば、ドラゴンのお肉って、尻尾を丸ごとローストした以外にはほとんど料理したことなかったよね」

「ん。ジズとか優先して食べなきゃダメな肉がいっぱいあった」

「何ていうか、ドラゴン丼とかドラゴンステーキって、料理としては割と到達点だよね？」

「ドラゴンにランクがあると、話は変わる」

　そのまま休憩という空気になったからか、なんとなくそんなどうでもいい話題でだらだら駄だ弁べる春菜と澪。いかにやりがいがあろうと、三日も根を詰めてずっと同じ作業を続けていれば、さすがに飽きてくるのも仕方がない。

　こんな風に飽きがきて集中力が欠けてしまう点が、世界樹やソルマイセンに精神的な疲労を回復する機能が薄いことを端的に示しているといえる。

「とりあえず、皮なめしてくる」

「じゃあ、ちょっとレッサードラゴンのお肉でいろいろ実験してみるよ」

　一度中断すると、再度同じ作業に戻るには、いろいろ気合いを入れ直さなければならないものだ。結局、二人とも気分転換も兼ねて、一時的に別の作業に移るのであった。




　　　　☆




「……さて、神鋼でここまでの大物作るんは初めてやから、気合い入れなあかんな」

　同時刻。各地から集めてきたいろいろな素材を眺めながら、宏は真火炉の前で表情を引き締めていた。

　宏が今から作ろうとしているのは神の城のコア、その中心となる森羅結晶を納める器である。

　エネルギーの伝達を阻害せず、かつ発散するエネルギーを暴走させずにコントロールし、その上でそのエネルギーで壊れないだけの強度が必要であり、それらの特性を満たす素材は、神鋼に様々な添加物を混ぜた特殊な合金しか存在しない。

　その合金を作るため、宏がわざわざ作業を始める前にきっちり身を清めてきているぐらいだから、その難易度と重要度は推して知るべしである。

　まずは、神の食材たる三大魔獣の骨髄、ひよひよおよび大霊峰の守護者から分けてもらった抜け毛、芋虫のラーちゃんがわざわざ吐き出してくれた糸を混ぜ、少々特殊な儀式を行う。

　儀式により相互の素材をなじませゲル状にし、今回の重要な添加物として性質を固定したところで、真火炉の火を大きくし、大霊峰の神域で再び分けてもらってきた世界樹の薪まきを投入する。

　実のところ、真火炉には神の火種が使われているため、火を起こすために燃料を使う必要は一切ない。もっと正確に言えば、最初に火を入れてからは、真火炉の火種は一度も絶えたことがない。

　そこにわざわざ薪を投入したあたり、どうやら今回は世界樹を燃やす必要があるらしい。少なくとも、燃料のためでないことだけは間違いないだろう。

「……火種の調子は良し。鉱石の量は十分。添加物に問題なし。あとは、僕がしくじらんかったら最初のステップは完了や」

　そう呟つぶやいて一つ深呼吸をし、神鉄鉱石を真火炉に放り込む。そこから、神鉄や神鋼を精製する際に必ず投入する、大だい霊れい窟くつでしか取れない各種植物から作り出した粉末や液体を入れ、真剣な目でその反応を観察する。

　ゲームの頃にはレシピ発掘も含めて何百回、いや、少なくとも千回以上は行っている作業。配合や添加剤により難易度は様々だったとはいえ、毎回一歩間違えれば失敗しかねない微妙な作業。

　その極小の変化をとらえ、先ほど作ったゲル状の添加物を追加。うっすら輝きを増した熔よう鉄てつに、大量の魔力を注ぎ込んで変化を促進する。

　その途中で、唐突に魔力が反発し、押し戻される。オーバーフローして入らなくなったのではない。明らかに意思を持って拒絶し押しかえそうとしているのだ。

　その頑固な反応に、だが宏は一切ひるむこともまごつくこともなく、じっくり相手の受け入れやすそうな波長を探っていく。

　神鉄や神鋼を精製する時の最初の関門。それが、この魔力反発だ。

　ライムの衣装や宏の新たな工具類に使った程度の量ならともかく、今回は数百キロを一度に精製している。しかも、神の城のコアにするためにいろいろ特別な添加剤を使っており、普通に精製するよりはるかに性質が手ごわくなっている。その反発力も強く、一歩間違えれば押し戻された魔力で命を落としかねない。

　そんな危険な勝負を辛抱強く続けること一時間。ついに熔鉄を説き伏せ、新たな反応に移行させることに成功する。と同時に、第二関門が立ちふさがった。

　今度は先ほどとは打って変わって、一般人を一瞬でミイラにしてしまうほどの量の魔力を吸い上げ始めたのだ。いや、魔力だけではない。生命力も同時に吸い上げられている。

　元々、神鉄や神鋼の精練は、十分な生命力と魔力を持っている者が行わなければ途中で普通に死ぬこともあるほど、リスクの大きな作業である。

　せいぜい長時間暑い部屋で作業することによるダメージくらいしかない他の金属と違い、精練作業そのもので生命力を吸い上げられる神鉄。神と名がつくものを作り出し加工するのだから、命の一つや二つは賭けなければいけない、ということなのだろう。

　もっとも、過去に同じ量を作った時と比べて、今回は持っていかれる魔力と生命力の量が圧倒的に多いのだが。

「まだまだ甘いで……！」

　血ち反へ吐どを吐きそうになるのをこらえながら、大きく吠ほえて熔鉄をねじ伏せる。

　地味に、こちらの世界に飛ばされてから一番大きなダメージを受けているのだが、そんなことを気にしている余裕は一切ない。

　さらに言えば、作業が進めば進むほど宏自身も創造神としてどんどん高みへと昇っているが、そちらについてもそれどころではないのでまったく意識していない。

　頑固で反骨精神豊富な神鋼。それを実用品にする最初の段階をどうにか突破したところで、反応が進んでいるのを見守りつつ、宏が一つため息をつく。

「こらきついわ。やっぱ、ゲームはゲームっちゅうことか……」

　『フェアクロ』でスキルを習得した時とは比較にならないほどきつい作業内容。そのあまりの苛か烈れつさに、思わずヘタレの虫が顔を出す。

　物を作るのは楽しい。その作業が少々しんどいぐらいは全然気にならない。だが、さすがに命の危機を感じるような作業は正直、ノーサンキューである。

「今回はさすがに、ポーション飲んだほうがええな……」

　他のメンバーなら三回は死亡し、数回は魔力を枯渇させスタミナ切れで気絶しているほどの消耗に、滅多なことでは使わない宏も、迷うことなく一級ポーション三種を服用する。王達に献上した際、保険としていくらか残しておけと言われて取り置いてあったものが役に立った形である。

「なんか、こんだけ追い込まれると、ほんまにアルフェミナ様とかが言うほど人間やめとんのか、疑わしなるでな……」

　無意識に集気法でエネルギーを集め、練気法の応用で消耗した各種リソースを回復させながら、なおもぼやく宏。

　実のところ、この作業に耐えられるというだけで、すでに人間と称するのは詐欺以外の何物でもないのだが、いわゆる神様というやつがどれほどなのかを知らない宏にはそんなことは分からない。

　そんな感覚のまま、力の弱い神なら消滅寸前にまで追い込まれるだろう作業を続ける。

「こっからがまた、痛いねんなあ……」

　鍛造にちょうどいいくらいの温度まで下がった神鋼の塊を炉から引っ張り出し、いくつかに小分けしてからある意味本番といえる鍛造作業に入る。

　いかに神鋼といえど、鍛造作業そのものは他の金属と大して変わらない。衝撃を与えて不純物を追い出し、成分を整え組成を揃そろえ、さらに大おお雑ざっ把ぱな形状を作り上げる。その際、ヒヒイロカネのように言葉責めをする必要は特にない。

　だが、あくまで言葉責めが必要ないだけで、神鋼が大人しい金属だというわけではない。むしろ、言葉などかけずに、力と技で語り合わなければいけないのだ。

　まずは一撃、形状的にも組成的にも一番最初に叩たたく必要がある場所に、全身全霊を込めてハンマーを振り下ろす。

　叩き込んだ以上の威力で衝撃が反射される。

　無視してもう一撃。

　なぜか左足に衝撃。

　足をへし折られるかと思うほどの威力に一瞬表情を動かしそうになりつつも、必死の思いで表情を固定する。

　『フェアクロ』において、ヒヒイロカネの精神攻撃を突破した職人が神鋼に屈する最大の理由、それが、この反撃である。

　規制の問題で戦闘などによる痛みは大幅に制限され、ほぼ無痛に近いところに調整されている『フェアクロ』。それなりの痛みがあるとしても、せいぜいが大工作業で手元を間違えて指を打ちつけた、料理の時にミスって指を切った、などといった日常生活で普通に起こりうるもので、かつ注意していれば普通に避けられるものばかりである。

　だが、ごく一部のコンテンツに限り、規制を超えた痛みを感じることがある。いわゆるスキルやクエストの関門として設定されている痛みであり、プレイヤーはその特性上、痛みに耐え打ち勝たなければ、報酬を得ることはできない。

　それらの中でも特に痛いのが、この神鋼からの反撃なのである。その痛みはとにかく普通の神経をしている人間には耐えがたい激痛で、多くの鍛か冶じ師が耐えきれずに膝を屈したものだ。

　一応、数回製品を作ったあたりからスキル補正でだんだん痛みを感じなくなってくるのだが、そこに行き着くまでの数回がとにかくきつい。結果として、鍛冶の上級を上限まで鍛えられたプレイヤーが少数にとどまることになってしまったのである。

　因みに、宏が神鋼の加工に初めて成功したのは、例の事件以降のことだ。当時は治療過程で精神的に妙な不安定さがあったこともあり、本人に自覚はまったくなかったが、むしろ痛みを感じることで自分が生きている、自分がまともになってきている、と確信を持とうとしていた。

　いかにいじめられっ子で割と痛みに慣れていたといっても、基本ヘタレの宏が惰性だけで乗り越えられたかと言われると分が悪いかもしれない。

　まあ、全く予想外の理由で乗り越えてしまう可能性も否定できないのが、根っからの職人気質である東あずま宏という男の厄介なところである。

「……これで、終わりや!!」

　一時間ほど激痛と戦いながら、どうにか最初のパーツを叩き終える。あくまで痛いだけでダメージは受けていないのだが、正直、何回もやりたくはない。

　しかも今回は少しでも情けないところを見せると失敗してしまいそうな気配があり、どれほど痛かろうと平気な顔をしなければならないのがきつい。

　普通の神鋼なら、たとえどれほど痛みに顔をゆがめようと、涙で顔面が崩壊していようと、最後まで叩き終えさえすればものになったのだから、なかなかの強情さである。

「小物一個でこれか。本気で先が思いやられんでな……」

　あまりの過酷さに遠い目になり、深呼吸して気持ちを切り替える。

　神塩を舐なめ水分を補給し、集気法と練気法で調子を整え直して次のパーツに移る。

　そのまま三時間ほど、食事もとらずにひたすら鍛造を続け、小物パーツを全て叩き終えたところで再び深呼吸。全身の汗を流しこもった熱を冷ますために、頭から思いっきり水をかぶる。

「さて、最大の難関や。一丁勝負と行くで！」

　バスタオルでざっと頭を拭ぬぐい、再びハンマーとやっとこを手に神鋼の塊と向きあう。

　本音を言えば、これ以上作業するのは嫌だ。投げだしていいならとっとと投げだしてしまいたい。

　だが、ここまでやって最後の最後で逃げるのは、あまりにもったいない。

　それ以上に、すでに開拓作業をレイオットに依頼してしまっている、という、後に引けない理由がある。そのことでいろんな人間に後々までちくちくといびられるのは、正直言って勘弁願いたい。

　春菜あたりは宏を全面的にかばうだろうが、むしろそのせいでさらに居心地が悪くなるのが目に見えている。

　どっちに進んでも地獄なら、一回で済むほうがまだマシだ。そんな、割と情けないというかヘタレた理由で、宏は神鋼の塊に立ち向かうことにしたのだ。

「ふん!!」

　怖おじ気けづかぬよう、気合いの声とともに最初の一撃を振り下ろす。

　みぞおちに衝撃。

　一瞬息が詰まりそうになるのを、根性でどうにかこらえる。

　弱みを見せぬよう、淡々と次の一撃。

　レバーのあたりに重い反撃。

　その後も次々と急所を狙った重い一撃が反撃として飛んできては、宏の根性を試してくる。

　頭ず蓋がい骨こつが粉砕されそうなほどの衝撃が眼球に入った時はさすがに失明を覚悟したが、今回の作業でさらに鍛えられた宏の肉体は、どうにか大きくのけぞるだけで被害を抑えこんだ。

　そんな風にあの手この手で心を折りに来る神鋼の塊と三時間にわたって勝負を続け、ついに最後の一撃を叩き込むに至る。

　その一撃を振り下ろそうとした瞬間、背筋にゾクリとしたものが走る。

　その直感に従い、いや、直感に従ったという意識すら持たぬまま、反射的にエクストラスキルを発動する。

「金こん剛ごう不ふ壊え!!」

　いまだに長時間の発動が不可能な防御技が発動した瞬間、最後の一撃が神鋼に当たる。

　神鋼からの反撃。

　思わず踏んばる宏。

　ハンマーの柄が粉砕され、着ていた作業服が半ば吹き飛び、両足が地面に大きくめり込んだところで、どうにか全ての衝撃を逃がしきる。

　金剛不壊を使ったというのに、宏の身体も無事では済んでいない。

　右肩の関節は外れ手首と肘にはひびが入り、両足の足首は踏ん張った際に捻挫を起こして腫れ上がっている。膝や股関節、腰などにも多大なダメージが入っており、一カ所も完全な骨折に至っていないのが奇跡としか言いようのない惨状となっていた。

　見た目ではそこまでだと分かりづらいが、宏の身体を一言で表すなら満まん身しん創そう痍いだろう。

　タワーゴーレム戦の際に真ま琴ことが言っていた、宏の防御力でも厳しい相手がいるはず、という発言。それが見事に的中した形である。

　もっとも、さすがに生産活動で、それも宏がゲーム時代に散々加工し、こちらの世界でもライムの誕生日プレゼントのために一度は加工している神鋼がその位置に来るとは、いくらなんでも思ってもいなかったが。

「宏君!?」

「師匠!?」

「ヒロシ様!!」

「明らかにやばい音がしてたぞ!!」

「ちょっと宏、大丈夫なの!?」

　宏が派手にダメージを受けるだけあって、どうやら真火炉棟の外まで聞こえるほどの音が響いていたらしい。春菜と澪が真っ先に、その後に続くようにエアリスが、そして最後に達たつ也やと真琴がファム達とともに飛び込んでくる。ジノ達見習いは、工房で待機だ。

　そのタイミングで前のめりに倒れ込み、どうにか膝をつくだけでこらえる宏。

　明らかにまともではない宏の様子に思わずそばに駆け寄ろうとして、どうにかすんでのところで踏みとどまる春菜を含む恋する女性陣。その代理として、達也が宏の傍らに近づく。

「ここまでぼろぼろになってるのはタワーゴーレム以来だが、本気で何があったんだ？」

「ちょっとばかし……、神の城のコア作りを甘ぁ見とったわ……」

「……そんなにか？」

「単なるパーツの鍛造やっちゅうのに……、神鋼の反撃で金剛不壊使わされた挙句にこの体たらくや……」

　宏の回答に目をむきながら、達也が抱き起こして回復魔法である女神の癒いやしをかける。

「ほんま、痛いし疲れるし死にかけるしで、正直二度とやりたないで……」

　疲れ切った様子でぼやく宏に、ファム達職員組が絶句している。

　今まで物を作るというカテゴリーであるなら、どんなきつい内容でもそれ自体には不満を漏らさなかった宏が、二度とやりたくないとまで言う。それだけで、いかに壮絶な作業だったかを理解してしまったのだ。

　そんな姉達の様子を顧みることなく、ひよひよを抱っこしたライムがとことこと宏のもとに歩み寄り、心配そうに顔を覗のぞき込む。
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「親方、痛いの……？」

「キュキュッ……？」

「兄貴のおかげで、痛いんは大分楽になったで……。ただなあ……、無茶苦茶しんどくてなあ……」

「しんどいときは、おなかとかせなかとかさすったら楽になるの。ライム、さすってあげる」

「キュッ！」

　声を出すのもおっくうそうな宏を見て、ライムがその小さな手で宏の腹筋を優しくさする。少しくすぐったそうにしながら、宏は全身から力を抜いてライムの好きにさせる。

　その間にも体内では凄すさまじい勢いで傷を癒し、己を作り変え、周囲に漂うエネルギーを取り込んでは魔力とスタミナに変換し続けているのだが、その目まぐるしい変化は宏本人も含めて誰にも気づかれていない。

「とりあえず、詳しい話はあとだな。いったん人体洗浄の魔法をかけて部屋に運ぶか」

「せやな……、頼むわ……」

　それだけ言って、意識を手放す宏。

　意地を張ればまだまだ起きてはいられるが、別段緊急事態が発生しているわけでもなければ意識を飛ばすとまずい環境でもない。宏が起きて控えていなければいけない種類の作業も特に行っていないので、疲労に任せて素直にひと眠りすることにしたのだ。

「……こういうとき、結局私達って何もできないんだよね……」

「そうね……」

「何か、負担をかけずに手当てとかできるいい方法があればいいんだけど、なかなか思いつかないんだよね……」

「師匠に長く触って大丈夫なのって、戦闘中と緊急事態くらい……」

「だからって、あたし達でも手当とかできるように、もうちょっと女性恐怖症を克服しろ、ってのもちょっと違うわよね、実際……」

　宏を背負って立ち去る達也を見送り、掃除しながらため息交じりにぼやき合う女性陣。

　こちらに来た当初の状態を考えれば、宏の現状は奇跡といっていいほど改善している。

　いくつかの根源となるトラウマに関しては手つかずではあるが、元来この手の恐怖症は、時間をかけてじっくり治療していく種類のものだ。最善が宏の女性恐怖症の完治であったとしても、彼だけに努力や歩み寄りを強いるのは、いくらなんでもフェアではないだろう。

　故に、女性陣としても宏の負担を軽くするためにいろいろ考えているのだが、これがまたいい方法というのがなかなか思いつかないのが現状である。はっきりとした地雷を持っているだけに、ケアの方向性を間違ってはいけないと慎重になっているのだ。

　もちろん、宏が日常生活を送る、というレベルでの負担の軽減は、今では無意識に皆がやっている。特に春菜の貢献度は高く、恐らく彼女が頑張っていなければ、宏がここまで改善することはあり得なかっただろう。一時期感情に振り回されていた時ですら、恋する乙女として欲求を抑えてちゃんと距離を取っていたのだから、春菜の努力が足りないなどとは誰も言わないだろう。

　それでも、いざ宏が倒れたりすると、対処を達也に丸投げするしかないという現実があり、何もできないことにどうしても落ち込んでしまうのである。

「……これ以上は何かのきっかけがないと難しいでしょうし、身体を起こしたり運んだりといったことはタツヤ様にお任せして、私達は距離を取っても傷の状態が分かる方法とか、その方面で考えたほうがいいかと思います」

　エアリスが一番現実的であろう提案をする。

　こういうことは適材適所。元々、いくら看病だといっても、歳の近い異性にべたべた触れるのは褒められた行為ではない。体力や腕力の問題もあるのだから、そういった仕事は達也に振ればいいのである。

「親方の代わりに後片付けするだけでも、十分だとノーラは思うのです」

「確かに親方だったら、下手に看病してもらうより治ったらすぐ作業できるようになってるほうが喜びそう」

　ノーラの意見に対するテレスの感想に、その場にいる全員が妙に納得する。実際、女性陣は真火炉の周辺を絶賛掃除中である。

「おねーちゃん、これどこに置いておけばいいのかな？」

「さすがにそのあたりのは、下手に触らないほうがいいんじゃないかな？　というか、今さっきまで作業してたんだから、素手で触れないほど熱いかもしれないし」

「分かった、このままにしておくの！」

　年長者達の議論に加わらず、黙々と片付けを進めていたライムの質問に、ファムが一番安全な答えを返す。さすがに作っていたパーツに関しては、作業者以外が下手に触ると何が起こるか分からない。

「あとは、この穴をどうやって埋めるかよね」

「土間のヒビ、基礎まで食い込んじゃってるね」

　瓦が礫れきの撤去その他をあらかた終え、最後に残った難問に眉をひそめながら話し合いを始める真琴と春菜。これではさすがに、鍛造作業は難しい。

「澪ちゃん、何かいい方法知らない？」

「……基礎のヒビは表面に浅く入ってるだけだから、軽くセメント塗り込んでおけば大丈夫だと思う。土間の穴は、応急処置でとりあえず土を埋めて、師匠の作業が全部終わってから本格的にやり直すほうがいいかも」

　なかなか複雑怪奇な割れ方をしている土間を見て、とりあえず後回しにすることを提案する澪。

　このあと宏がどんな作業をするのか不明だが、この土間をちゃんと修理してからとなると、間違いなくかなり作業が滞る。

「とりあえず、後片付けも大方終わったようですし、私はいったん戻りますね」

「うん。ありがとうね、エルちゃん」

「いえいえ。ただ、詳しいお話は聞きたいので、ヒロシ様が目覚められたら連絡をいただけたらと思います」

「了解。オクトガルに連絡してもらうよ」

「お願いします」

　そう言って、転移魔法で神殿に戻るエアリス。

　その鮮やかな引き際に感心しながら、自分達もさっさと作業に戻ることにする一同であった。




　　　　☆




「最近、よい顔をするようになられましたね、リーファ様」

「……そうでしょうか？」

「ええ」

　宏が神の城のコアを作り始め、春菜達がドラゴン関係の素材や食材であれこれやっていたのと同じ頃。

　エレーナがリーファを自室に招き、昼食を一緒に取りながら近況を確認していた。

「エアリスは何か、失礼なことをしてはいませんか？」

「そんな、とんでもない！　むしろ、私の方こそエアリス様に失礼なことをしてご迷惑をおかけしていないかどうか、いつも気になっています……」

　エレーナの問いかけに、心底とんでもないとばかりに慌てて首を左右に振るリーファ。

　実際、この三年ほどは教育をほとんど受けていなかったリーファは、礼法の家庭教師に日々大量のダメ出しをされ続けており、王族であることの自信をほとんど打ち砕かれていた。

　それでも来た当初より顔が明るくなっているのは、エレーナから発破をかけられたことで意識を切り替えられたことが大きい。

　それだけなら、そろそろ過酷な王族教育でプライドとセットで心がへし折られている頃なのだが、エアリスやオクトガル達が何かと気を使ってくれていること、暇があればライムが遊びに来て工房に招いたりしてくれることで、へこむよりも精進すべしとモチベーションを維持できているのだ。

「私の目には、リーファ様がエアリスを怒らせるような不作法をしているようには見えませんが」

「礼法の先生には、毎日目を覆わんばかりの量の注意を受けていますから、貴族や王族の方とお会いさせていただく際には、いつも失礼がないかとひやひやしています」

「あの先生には、私やエアリスですら普通に注意されますから、過度に気になさる必要はありませんよ。それに、カタリナが生きていた頃には、礼儀作法という点ではものすごいことになっている王族を見る機会がたくさんありましたが、リーファ様はカタリナを含むそういった王族とは比較にならないほどきちんとなされておりますよ」

「……そうでしょうか？」

「ええ。第一、礼儀作法というのは、相手を不愉快にしない、相手に敵意を抱かせない、こちらが相手に敵意を持っていないことを認識させる、という三点を成立させていれば、さほど細かいところを追求する必要はないものです」

　エレーナが当然とばかりに言い切った理屈に対し、思わず反射的に、それはファーレーンみたいな大国の、きっちりした揺らぎのない足場を持っている王族だから言い切れることなんじゃないだろうか、と思ってしまうリーファ。

　少なくとも、リーファがウォルディスでそんな態度を人前でとったら、あっという間に粛清されているだろう。

「リーファ様が何をお考えかは大体察しがつきますのであえて言いますが、礼儀作法だけいくら完璧でも、相手に思いやりを持ち尊重する姿勢がなければ、全く意味を持ちません。そういうのは慇いん懃ぎん無ぶ礼れいといって、かえって相手に不快感を持たせて関係を悪化させるものです」

「それは分かるのですが……」

「そもそも、リーファ様は少々、他人の顔色を窺うかがいすぎかと思われます。恐らくファムやライムのおかげでしょうが、最近は以前のような卑屈な色は消えましたが、それでも王族があまり他人の顔色を窺うのはよろしくありません」

「ごめんなさい。いけないことだとは分かっているのですが、ずっとこうやって生きてきたもので、どうしてもあの頃の癖が抜けません……」

　分かっていて、あえて厳しいことを言っているであろうエレーナに、しょんぼりしながらそう答えるリーファ。

　言われずとも、王族たるものが相手の顔色を窺うような態度を取って、いいことなど何一つない。

　顔色を窺うということは、無意識に相手より自分を下に置いてしまうことにつながる。そうなれば軽んじられるようになるまで大した時間はかからず、権力基盤の崩壊まで一直線だ。

　無論、他者の考えや気持ちを知ろうとする努力は必要だ。だが、相手の思いを汲くもうとすることと顔色を窺うことは、全くの別物である。

「彼かの国でのリーファ様の扱いを考えれば、それも仕方がないことかもしれません。エアリスとて、カタリナが生きていた頃は生気のない顔で怯おびえながら、それこそ使用人の顔色さえも窺うような生活を送っていました」

「そうなのですか？」

「ええ。私も嫁いだ姉や妹も、可能な限り守って慰め叱しかって前を向けるようにと努力したのですが、どうしても目が行き届かないところが出てきます。きっとヒロシ達との暮らしがなければ、あれほど屈託のない笑顔を見ることも、堂々とした態度で日々を過ごすこともなかったでしょう」

　今のエアリスしか知らぬリーファにとって、驚きでは済まない事実を遠い目をしながらどこか自虐的に語るエレーナ。

　もはや済んだことであり、今更気にしてもエアリスが居心地悪そうにするだけなので普段はきっちり気持ちの整理をつけてはいるが、やはり当時のことはいまだに棘とげとなってエレーナの心に刺さったままである。

「……もしかしたら、リーファ様も恋に全力になれば、変わることができるかもしれませんね」

「恋、ですか？」

「ええ。エアリスがいろいろなことを克服できたのは、間違いなくヒロシに恋をしたからでしょう。全員が全員同じというわけにもいかないでしょうが、恋をして変わった人間はいくらでもいます」

「……ですが、私は肩書きだけとはいえ、ウォルディスの王族です。恋愛などにうつつを抜かす権利なんて……」

「リーファ様は今、政略的にも意味がある相手を慕っておられるではありませんか。その気持ちを成就させるためにどんな努力をすればいいのか、それを考えて実行するだけでも、十分だと思いますよ」

　穏やかな微笑ほほえみのまま爆弾を落としてきたエレーナに、思わず顔を真っ赤にしながらうつむくリーファ。誤魔化すように本日の昼食のメインであるトロール鳥のチーズ焼きを、必要以上に小さく切り分けて口に運ぶ。

「それともリーファ様は、レイオットでは不満でしょうか？」

「そ、そんなこと、滅相もない!!」

　いきなり直球で切り込んできたエレーナに、思わず手元を狂わせてフォークを取り落としそうになりながら反射的に叫ぶリーファ。鶏肉が刺さったままのフォークをいったん皿の上に戻し、深呼吸して気持ちを整える。

「……あの、エレーナ様」

「なんでしょうか？」

「今まで生きることだけに必死だったので自信がありませんが、私のこの気持ちは本当に恋なのでしょうか？」

「少なくとも、エアリスがヒロシに向ける視線と近いものを感じますので、さほど大きく離れた感情ということはないかと思いますよ。まあ、恋愛というものを経験したことがない私が、あまり勝手なことを申し上げるわけにもいきませんが」

「仮に私の気持ちが恋だとして、この気持ちを成就させてしまってもいいのでしょうか……」

「むしろ、我が王家はリーファ様なら大歓迎です」

　自信なさげにうつむき、後ろ向きな言葉を漏らすリーファに対し、大真面目に全力で告げるエレーナ。

　正直な話、レイオットが一生独身を貫こうとしたり、義務で変な女に妥協してややこしいことになったりするくらいなら、政治的な背景以外に何一つ問題視しなければいけない要素がないリーファの方が圧倒的に好ましい。

　年齢差的な理由で及び腰なレイオットに対して誰も批判的な目は向けていないが、実際のところ城に勤めている人間の七割は様々な打算も込みでリーファの淡い恋心を応援している。

「でも、私は肩書きだけとはいえ、ウォルディスの王女です。いわば、ファーレーンの敵国の王女です。こうして良くしていただいていること自体、過分な扱いだというのに、次代の王であるレイオット様を好きだと言い、それどころか伴侶に選んでもらおうとすることなど、ずうずうしいにもほどがありませんか？」

「それを言い出せば、ファーレーンはリーファ様の祖国であるウォルディスを滅ぼさんと、アズマ工房まで巻き込んでせっせと準備を進めていますよ？」

「それは、ファーレーン相手に事実上宣戦布告をしているも同然であるウォルディスの責任です。むしろ本来なら、私は防ぼう諜ちょうのために拘束されていなければいけない身の上です」

「普通ならばそうでしょうが、失礼ながら、身一つで亡命してきたリーファ様には、ファーレーン中枢の内部情報をウォルディスに送る手段も能力も持ち合わせておられないのは明白です。そんな人物、それも年端もいかぬ少女を拘束するなど、聞こえが悪いにもほどがあります」

「確かにそれはそうなのですが、先に潜入していた間者と接触して、という可能性も考慮するのが普通です」

「その点についても、城から外に出るのはアズマ工房に行く時だけ。それすらエアリスの転移魔法で移動するかライムが送り迎えで一緒に転移陣で転移するかです。この状況でリーファ様に接触できるようであれば、そもそもリーファ様からの情報などなくとも、王宮の中枢の情報など筒抜けでしょう」

　エレーナの鋭く厳しい指摘に、反論が思いつかずに沈黙するリーファ。

　本来なら警戒されるべきリーファが一切警戒されていない、どころか大事な客人扱いされている政治的な理由は、ほぼ全てエレーナの言った事情によるものだ。含まれていない事情はせいぜい、ウォルディスとの戦争が終わった後に、リーファがいれば戦後処理がスムーズに進むという点ぐらいである。

　ウルス城におけるリーファの厚遇は、そんな政治的な事情よりむしろ、年の近い王族の友人がいないエアリスに初めてできた女性王族の友人で、レイオットとつり合いが取れる嫁候補という点が大きい。

　言うまでもなく、その待遇を勝ち取ったのはリーファの人柄と言葉をはじめとした小さな、だが人として重要なことに対する姿勢や努力の積み重ねによるものであり、カタリナのような性格であれば、保護まではしてもここまでの好待遇にはなっていなかったであろう。

「それから、もうこの際ですので嫌なことを質問させていただきますが、リーファ様は祖国のことを嫌っておられるのではないですか？」

「……あの国を好きな人間など、あの国に生まれてよかったと思っている人間など、権力中枢に入り込むことに成功して、我が世の春と言わんばかりに強権を振るっている者だけでしょうね」

「やはり、ですか」

「そもそも、今となってはあの国にどれだけ人間が残っているかも分かりません。分かりませんが、もはやウォルディスという国を誇りに思っている人間は生き残ってないと思います」

　何とも冷え切った表情を浮かべ、一切の感情を感じさせぬ声でそう言い切るリーファ。その様子は、とても十に満たぬ少女が見せるものとは思えぬものであった。

「エレーナ様、お願いがあります」

「……なんでしょうか？」

「陛下やレイオット様にお会いする機会がございましたら、ウォルディスには一切手加減不要、徹底的に滅ぼしてください、と伝えていただけませんか？」

「……また、苛烈なご意見をお持ちですね……」

「あの国は、もはや人が住む国ではありません。一度徹底的に滅ぼして、とことんまで浄化しない限りは、再び人が住める環境にはならないぐらい、おぞましい状況になっています」

　いったい、逃げてくるときに何を見たのか、完全に凍りついた表情で淡々と告げるリーファ。

　そんなリーファを見て、己の藪やぶ蛇へびを深く深く反省し後悔するエレーナ。

「……申しわけありません、リーファ様。部外者が無遠慮に触れるべきではないところに触れてしまいました」

「お顔を上げてください、エレーナ様！　この件に関しては、近いうちにどなたかにお願いしてお伝えいただくつもりだったのです！」

　頭を下げるエレーナに対し、慌てた様子でそう告げるリーファ。

　そんな二人の様子を見ていた給仕は、やはり王族は王族なのだと直立不動のまま感じ入りながら、場をリセットするためにデザートの用意をするのであった。
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「そろそろ休憩すんぞ！」

「あいよ」

　メリージュ北の工事現場。そこでは現在、ジュスティア平原にある開拓予定地と仮設の港をつなぐ道を作る工事が順調に進んでいた。

　目的地である開拓予定地まで、港から大体三十キロ。今の人員ならあと二日ぐらいでたどり着けるだろう。そこから多少の開拓を進めながら、資材および後続の人員を待つ予定となっている。

「それにしても、このあたりは寒いなあ……」

「そりゃ、ダールと比べれば寒いだろうがな。それでもこのあたりはまだマシだぞ？」

「そうそう。俺の故郷なんて、もうとっくに雪が積もり始めてんだぜ？」

「そういや、お前はグライスト出身だったか。あの辺は夏でも二十度はなかなか超えないからなあ……」

　汗が乾いて急激に冷えた身体をさすり、震えるダールから来た作業員。そんな彼を気の毒そうに見ながら、焚たき火にあたって故郷の話で盛り上がるファーレーンの作業員達。そこに交代時間になった護衛の兵士達が混ざる。こんな感じの人の輪が、あちらこちらにできていた。

　一口にファーレーンといっても、北は極点に近く南にはほぼ熱帯の地域を抱える、南北に長い大きな国だ。当然、派遣されてくる土木作業員もいろんな地域の人間がおり、同じ国とは思えないほど気候風土もバラエティに富んでいる。

　そして、現在地であるメリージュ北三十キロの地点。ここはウルスから見て三百キロ以上北にあるが、気候に関してはウルスとそれほど変わらない。北にあるぶん平均気温が二度から三度低くはなるが、最低気温も最高気温もそれほどの差はない。

　ウルスやメリージュに比べると冬場の降水量が少なく、また年間通しての平均気温は少し低いが、冬場の平均気温はむしろウルスより暖かいこともあり、結果としてほとんど雪が降らない地域となっている。

　だが、雪が降らないといっても、冬は冬。暖房や防寒対策なしで過ごせる気候でもない。現在はまだ冬の入口という時期ゆえに、ようやく朝晩が一ケタ台の気温になり始めたぐらいだが、冬でも滅多に十度以下にならない地域が多いダールの人間にとっては、震えあがるほど寒く感じられるのも仕方がないのかもしれない。

「それにしても、このあたりが全部水没するって、本当かよ？」

「本当だ。まあ、このあたりは大分海に近くなってるから、水没するっていってもせいぜい足首ぐらいまでなんだがな」

「それだって、結構なもんだぞ。ってか、このあたりでそれってことは、これから開拓しに行くあたりってどんなんだよ？」

「あのあたりは膝ぐらいまでだったかな？　もう少し東に、そうだな、東に三十キロぐらい行くと土地全体がやや窪くぼ地ちになっててな、そのへんだと腰から胸ぐらいまで来る」

「うへえ。そりゃ厄介だな……」

「ああ。だから、あのあたりに水没しない道を作るなら、水の逃げ場を考えて設計しないと大災害の引き金になりかねない」

　この地域出身の作業員の言葉を受け、他の作業員の表情がうんざりしたものになる。これまで整備した道も、馬車数台分の道幅を数十センチ浮かせるように作っているのだ。どれがこの後どんどん高くなっていくと聞かされれば、嫌な顔の一つや二つはして当然だろう。

「まったく、こんなところで氾濫させるんだったら、その水ダールに欲しいよなあ……」

「本気でままならない話だよな」

「つうか、河の堤防をかさ上げして、氾濫しないようにするってのは駄目なのか？」

「氾濫する時期にしか獲れない魚や鳥もいるし、氾濫で土が入れ替わることによって土地が豊かになっているって話だから、それはまずい」

「なるほど、難しいんだな」

　地元民の言葉に、小さく唸うなる他の作業員達。自然というのは上う手まくできているもので、この土地のように毎年水没する地域では、それを前提とした生態系が築かれている。迂う闊かつにそれを崩すような真似をしてしまうと、大抵碌ろくなことにならない。

　故に、ファーレーンの開拓計画も氾濫を起こさせない方向ではなく、氾濫した河から道や街を守る方向で立てられている。

　開拓場所を物流に便利な大河のそばに持ってこなかったのも、河沿いの土地は幅数キロぐらいの範囲が季節に関係なく雨が降るたびに足首程度まで浸水するため、とてもではないがまともに開拓作業をするのは不可能だと判断したからである。

「まあ、どんな土地でも、開拓するっていったらそれなりに厄介な問題があるもんだ。しかもこの時代まで誰も住んだことがないとくりゃ、難しい問題があって当然さ」

「違いない」

　この班の班長でもあり、土木の技師でもある作業員の言葉に笑って頷きながら、休憩を終えて立ち上がる作業員達。日が落ちるまであと二時間ほど。その後の夕飯を美お味いしくいただくために、もうひと踏ん張りである。

　今回の開拓作業は、アズマ同盟参加国が本気を出していることもあって、いろんな面で恵まれている。その中でも、ちゃんとした料理人が派遣されていることは特筆すべき点であろう。

　その料理人達は開拓作業そのものには一切手を出さないが、昼間は護衛の兵士が仕留めたモンスターのうち食べられるものをせっせと解体し、昼食や夕食には持ち込んである本格的な野外調理器具できちっとした料理にして出してくれる。こんな好条件の開拓は滅多にあるものではない。

　何をするにしても、飯が美う味まいかどうかは大いに士気に関わってくる。割と些さ細さいなことかもしれないが、こんなところにもアズマ同盟の本気が垣間見えている。

　因みに、これらの野外調理器具は、以前レイオットから軍の食事について相談を受けた宏が、インスタント麵や携行食とは別のラインで面白がって作ったものだ。そこまで特殊なものではないが、野外用とは思えないほど多機能に仕上がっているのは、まあ、お察しである。

「今日もよく働いたな」

「ダールからの連中が頑張ってくれたから、随分はかどったよな」

「今日の飯はなんだろうな？」

「いろいろ解体してたから、また美味いのが出てくるんだろうな」

「ダールの連中、絶対驚くぞ」

　日も暮れて、作業を切り上げた作業員達がぞろぞろと料理人のもとへ歩いてゆく。その目的地に見覚えのない人物を発見し、思わず怪け訝げんな顔をする彼ら。

　そこにいたのは、明らかに高貴な身分の人間だと分かる若い男であった。その眼光の鋭さは、間違いなく国家に関わる仕事に携わっていることを窺わせる。

　そんな、この場にそぐわない人物が現場監督と何やら話をしているのだ。作業員達が不思議そうな顔をするのも、当然であろう。

「主任よ、今日の作業は終わったようだ。挨拶をさせてもらっていいか？」

「あ、申しわけありません。今説明しますんで……」

「別に慌てる必要はないが、あまり横柄にならないようにな。彼らが不安になると、開拓作業に支障が出る」

「はい、注意します」

　あらかた作業員が戻ってきたのを見て、貴族らしい人物が主任とやりとりをしている。

　よく見ると、まだ成人してそれほど経ってはいない年齢なのが分かる。だが、それがどうした、と見るもの全てが思うだけの風格を持ち合わせていた。

　そんな人物に窘たしなめられ、明らかに恐縮している現場監督。非常に不安になる光景である。

「今日も一日、ご苦労！　ファーレーンのレイオット王太子殿下が、視察に来られている。誰かを罰するとかそういう話ではないので安心するように。殿下は態度や言葉遣いにそれほどうるさいほうではないが、だからといって何をしても許されるわけではない。失礼がないように！」

「主任よ、それでは威圧しているのと変わらんぞ？」

「も、申しわけありません！」

「いや、そこまでかしこまられても困るのだが……」

　宏との付き合いの延長線上で、庶民との接点も多いレイオット。それゆえに、ファーレーンの王太子という肩書きがどういう威力を発揮するのかは割とよく知っているのだが、今回のように派手にかしこまられると、いろいろと対応に困るものがある。

　そんなあからさまに困ったような表情を見せるレイオットに緊張が解け、ほんのり親近感がわく作業員達。狙ってやったのだとしたらかなりの策士だが、今回に関しては完全に素だ。

「開拓作業、ご苦労。今、話に上がったレイオットだ。ダールからの資材と応援が到着したと聞き、何か不自由がないかを確認しに来た。気温や天候はどうにもならないが、それ以外のことなら何でも言ってくれ。可能な限り対処する」

　レイオットの言葉に、作業員達の間でざわめきが大きくなる。

　こう言ってはなんだが、今回各国から派遣されてきた人員など、氏素性がはっきりしているだけで、身分や立場は最下層に近い。普通ならレイオットのような身分の人間が気を使うことなどあり得ず、基本的にこき使われて捨てられても何の文句も言えない存在だ。

　そんな、人を人とも思わない扱いをされることに慣れた彼らにとって、ちゃんとした飯が出てある程度しっかりしたテントと寝具が与えられ、給料だけでなく休みも貰もらえる時点で、不満など考えつかないのである。

「それはそうと、女王から聞いていたより随分と早い到着だったが……」

「今回の航海は、やけに海が穏やかで、しかも潮を摑つかみやすかったと聞いています。風向きも常によく、我々を運んできた船員達も、ここまで好条件な航海は人生で初めてだと言っておりました」

「なるほど。船旅は天候や海の様子で随分いろいろと変わるから、そんなこともあるのだろうな」

　レイオットの疑問に、ダール人の一人が答え、その答えを聞いて納得し、次の目的に移るレイオット。

　実のところ、航海が快適だったことについては、海洋神・レーフィアの力が大きく働いている。自身の巫み女この粗相を償いきれていないと判断した彼女は、今回の開拓作業に関わる船全てを、開拓が終わるまで最高条件で運ぶことにしたのだ。

　ルール違反ぎりぎりの行為だが、邪神以外の誰にとっても都合がいい展開であるため、他の神々も黙認している。これ以上レーフィアをつつくと自分達の脛すねの傷もえぐられるので自重している、というのはここだけの秘密だ。

「さて、単なる視察だけでは芸がないと思ってな。ささやかだが差し入れを持ってきている。夕食にでも食べてくれ」

　そう言ってレイオットが料理人に預けたのは、巨鳥・アルゲンタヴィスのモモ肉をローストしたものだ。食材としてはヘルハウンドとワイバーンのちょうど中間ぐらい、王宮の料理人達が腕を磨くのにちょうどいいランクの鳥肉である。

　その後、食事をしながら作業員達と話をし、なんだかんだと巧みに話を振って当人達も気がついていなかった不便を探り当て、それなりに仲良くなってから転移魔法で立ち去る。

「……オレ、こんなでかい国の王太子殿下と直接話する機会があるとは思わなかった……」

「オレもだよ……」

　レイオットが立ち去った後、興奮冷めやらぬといった感じでテントの中で語り合う作業員達。意外と下世話な話にも付き合ってくれたこともあり、好感度はうなぎ登りである。

「ただ、いつもの調子で女買いに行く話とかするやつがでねえか、ひやひやしたけどなあ……」

「さすがに言えねえよ、そんなこと」

「つうか、それを殿下に言うやつは、勇者を通り越してただの愚かもんだぞ？」

　さすがに国が直接選んで送り出しただけあって、下品な部分は多かれどそれなりに良識はあるらしい。下手をすれば自分の子供と変わらない歳の、それも生粋の王子様相手には、さすがに場末の娼しょう婦ふを買いに行く話をできる人間は一人もいなかったのであった。
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「見事なまでにもぬけの殻」

　マルクトとガストールの国境線であるアルタリヤ山脈。その中ごろにあるグリフォンの群ぐん棲せい地ちに降り立ったレイニーの感想は、その一言に尽きた。

「おかしいですね……」

「ええ、おかしいです」

　レイニーに続いてペガサスを着地させ、あたりの様子を窺ったティアンとジョゼットが、険しい顔で現状について意見を一致させる。

　そう、なぜかグリフォン達が何一つアクションを起こしていないのだ。

「このあたりって何もない」

「まあ、生活するにはかなり厳しい土地ですし、グリフォンがいる以外に重要な資源があるわけでもありませんからねえ」

「一応定期的に調査隊が来るので、その人達のための宿泊施設はありますが、それも実質的には女性を野宿させないための小屋、という感じですしね」

　現状がおかしいなんてことは、言われずとも分かっている。そんな態度を隠そうともせずに動物の気配以外に対する感想を漏らしたレイニーに、ティアンとジョゼットがそのあたりの事情を簡単に説明する。

　ジョゼットの説明に出てきた調査隊という言葉に、もう一度周囲を見渡してじっくり観察し、首をかしげるレイニー。定期的に調査隊が来ているという割には、どうにも環境的な面で腑ふに落ちないところがあるのだ。

「調査隊が定期的に来ているはずなのに、それっぽい道、皆無」

「基本的にセバスティアンとディフォルティア、アサシンギルドの三組織から調査隊の人員を派遣する形ですので、道らしい道がなくてもなんとかなるのですよ」

「なるほど」

　腑に落ちないところを素直に口にしたレイニーに対し、調査隊の編成を説明することで事情を伝えるジョゼット。

　その説明で、レイニーが今度こそすべて腑に落ちたという表情を浮かべる。

「事情は大体分かった。だったら、さっさと調査を済ませて引き上げたほうがいい」

「そうですね」

「でも、ハニー達がカーバンクルの異変の原因を取り除いてるから、前情報がどこまで当てになるかは不明」

　レイニーの指摘に、表情を引き締めながら頷くティアンとジョゼット。

　とはいえ、この三人の中では最高のセンサー能力を持つレイニーが、一切の気配を感知できないのだ。よほど高度な技で気配を消していない限り、この近辺に生き物が存在しているということはないだろう。

「念のために確認。グリフォンの異変は『働きたくないでござる』とかそんなことを言い出して、怠惰な生活をしたがるようになった、であってる？」

「はい。アズマ工房の皆様は、ニートと表現しておりました」

「ニート？」

「はい。何でもヒロシ様達の故郷で、仕事も求職活動もせず、かといって勉強も職業訓練もしていない若者のことを指す言葉みたいです」

「怠け者なのに、なんだか強そうな響き」

　ティアンからニートの意味を聞き、レイニーがかなりずれた感想を言う。

「強そう、ですか……」

「なんだか、世界を制したり邪神を倒したりしそうな響き」

「そんな感じはしないのですが、なぜそう思ったのでしょうか……？」

「なんとなく？」

　念のために確認していたはずが、いきなり話がずれていく一行。どうにもレイニーは、宏達に随分毒されている感じである。

「えっと、話を戻していいですか？」

「どうぞ」

「それで、グリフォンですが、戦闘能力という点で言いますと、鋭い爪と嘴くちばし、そしてかなり強力なブレスを主力とした、高い空戦能力を持つ幻獣です。航続距離や最高速度はペガサスに劣りますが、そのぶん旋回性能および攻撃力、森林地帯での機動性は上回ります」

「ペガサスより戦闘向き、ってことであってる？」

「はい、そんな感じです」

　グリフォンに関して、レイニーに知られていい範囲で情報を教えるティアン。

　その情報を聞いて、レイニーが何やら感心したように頷く。

「ペガサスとグリフォンって、他のに比べるとなんか普通」

「普通、ですか？」

「単に飛行してブレス吐くだけだったら、全然珍しくない」

「ああ、そういう方向で、ですか」

「でも、ペガサスみたいに高速で飛行して衝撃波を発生させる、っていうのはワイバーンでもやってないから、グリフォンが一番普通かもしれない」

　ポイントがずれているようで、意外と重要かもしれない点を指摘するレイニー。

　確かに空を飛んで攻撃性のブレスを吐くモンスターというのは、弱いところではトカゲ型の小型モンスターであるリザードフライや昆虫系モンスター数種など、割と身近に存在している。

　強いものならドラゴンを筆頭にフィールドやダンジョンの上位ボスモンスターなどにゴロゴロいるわけで、希少性や特異性という点では大したものではない。

　無論、希少性が低いからといって、戦闘能力や脅威度が下がるわけではないが、ユニコーンの光学迷彩やリュンクスの短距離転移、カーバンクルの各種怪光線に比べれば、どうしてもごく普通の能力という印象が強い。

「言われてみれば、そうですね」

「意思疎通できなきゃ、グリフォンってそこまで珍しくも重要でもない」

「……否定できません……」

　かなり言いたい放題なレイニーの言い分に、ティアンもジョゼットも反論できずについ納得してしまう。

　その会話が聞こえていたのか、唐突に離れたところから気配が発生し、急速に近づいてくる。

「……もしかして怒った？」

「そうかもしれませんね」

「でも、意思疎通できないグリフォンにユニコーンやカーバンクルほど保護する理由がないのは事実」

「幻獣は保護するべきもの、という固定観念が強すぎて気がつきませんでしたが、実際のところそうなんですよね」

「よくよく考えれば、他の幻獣ほど演劇のテーマになることもありませんし、私達ディフォルティアとしても、別にグリフォンがいなくなっても影響がないという事実に気がついてしまいました」

「でも、ニートらしく世界を救えば、話は別」

　気配が近づいてくることに対し頓着する様子も見せず、グリフォンという生き物の価値について波紋を呼ぶ会話を続けるレイニー。

　そのレイニーの言葉に、目から鱗状態のティアンとジョゼットがついつい同調してしまう。

　仮にこの場に澪がいれば、古今東西のグリフォンと名がつくあれこれをネタに、グリフォンという存在がいかに偉大で重要かというのを懇々と語ってくれただろうが、そもそもそんな語りを聞いたところで、この世界の人間には欠片かけらたりとも理解できないだろう。

『誰が能なしのニートだ!!』

　言いたい放題言われていきり立ち、ついに姿を見せるグリフォン。そのまま、ニートであることを否定すべく怒鳴り声をレイニーにぶつける。

「ニートは能なしじゃないから、能なしのニートというのは存在しえない」

　ニートと呼ばれて怒るグリフォンの攻撃をいなしながら、不思議そうに小首をかしげて独特の価値観を持った言葉をぶつけるレイニー。

　ティアンが宏から教わった定義を尊重するならば、ニートというのはどう擁護したところで能なしであることを否定するのは難しい。たとえ能力があったところで、それをまともに生かせていない時点で怠け者扱いを否定できないからだ。

　だが、なぜかレイニーはニートという言葉の響きに強力なものを感じているらしく、いつの間にかニート＝勇者という図式を勝手に成立させていた。

『そこの小娘！　ニートっていうのは褒め言葉じゃないのよ!?』

「でも、響きは強そう」

『なんで音の響きで強そうなんて発想が出てくるのよ……』

　あくまでもニートを偉大な勇者扱いしたがるレイニーに、飛び出してきたグリフォンが疲れたような言葉を漏らす。

　そのやり取りを聞いていたジョゼットが、ふと気になったことをグリフォンに質問する。

「あの、一つよろしいでしょうか？」

『なによ？』

「もしかして、ニートの意味をご存知なのでしょうか？」

『知ってるわよ。仕事もしない怠け者をちょっとお洒落しゃれに言い換えただけでしょ？』

　身も蓋ふたもないグリフォンの言葉に、やはりニートの意味を宏達と同じように理解していることを察するジョゼット。

　そうなってくると気になるのが、自分達ですら宏達との接点がなければ知ることもなかったであろう知られざる大陸の言葉を、なぜグリフォンが知っているのか、という部分である。

　しかしジョゼットは、それを気にしてもあまり意味はないと、早々にそのあたりの疑問を頭の片隅に追いやってしまう。

　報告書によると、宏達はカーバンクルの異変に関しても、なぜああなったのか原因以外の点で心当たりがあった様子だとのことだし、ペガサスについてもそういう反応を見せていた。

　となれば、この一連の異変に関して、宏達の故郷から流れ込んできた概念が何らかの形で影響を与えたと考えるしかなく、それが分かったからといって何の役にも立たない。

　そもそも、グリフォンがそのあたりの理屈を把握しているとも思えないので、追及しても実りがなさそうなのだ。

「とりあえず、仕事をしない怠け者じゃないっていうんだったら、一つ疑問」

『何よ？』

「グリフォンの仕事って何？」

『……うるさいわね!!』

　春菜が抱いた疑問と同じ、だがニート呼ばわりされているグリフォンにとってはクリティカルなレイニーの質問に、ついに本格的にグリフォンが切れる。

『いい加減、ニート扱いはやめろー!!』

「さすがニート、手ごわい」

『だからニートと呼ぶな！』

　切れたグリフォンの鋭い一撃をかろうじて回避し、何やら感心して頷くレイニー。

　一方、本格的にブチ切れ、連続攻撃モードに移行するグリフォン。

　一人と一頭の対決は互いの間に友情が芽生えるまで続き、なんだかんだ言って仲良くなったこのグリフォンからの情報で、その日のうちに異変についての現状を知ることができた調査隊であった。




　　　　☆




「もう大丈夫なの？」

「さすがに完調っちゅうわけにゃいかんけど、飯食って話するぐらいは大丈夫やで」

「だったらいいんだけど……」

　夕食にしては遅い時間。目を覚ました宏は、夕食のドラゴンステーキを前にそう宣言していた。

　いつ目を覚ますか分からないからという理由で、ファム達はすでに夕食を済ませている。春菜達も、あと三十分待って目を覚まさなかったら先に済ませるつもりであった。

「それにしても、今日はドラゴンステーキやねんな」

「お昼がドラゴン丼だったからその流れで、ね」

「そういや、今日は昼飯食う余裕なかったわ。ほんまやったら、あのあとに食うつもりやったんやけど……」

「お腹減ってると思って、宏君の分は多めにしておいたよ」

　春菜の言葉を聞き、目の前のステーキに視線を落とす宏。春菜の言うとおり、宏のステーキは他のメンバーのものより五割以上大きい。しかも厚切りにはせず面積を広くしているあたり、春菜なりに食べやすさを意識してのことだろう。

「それで、結局何があったのでしょうか？」

　いただきますの挨拶の後、他のメンバーと同じように出されたドラゴンステーキに手をつけながらエアリスが質問する。

　神殿に戻ってからずっと忙しく動いていたエアリス。夕食時になり、あり合わせで何か作るかインスタントラーメンで済ませようかと悩んでいるタイミングで春菜から連絡が来たので、こうしてご相伴にあずからせてもらっているのだ。

　期待しなかったといえば噓うそになるが、別段狙ったわけではない。冗談抜きで、大神官をはじめとする幹部達が心配するほど忙しかったのである。

「神鋼の抵抗がな、添加物の問題でものすごいことなっとってな。久しぶりに仕様の違いっちゅうやつを思い知らされたで」

「神鋼の抵抗？」

「神鋼っちゅうのはな、鍛造の時に衝撃を増幅して反射してきおんねん。それだけやのうて、叩かなあかん場所とか叩く順番間違えただけで、鍛造ができへんなるものすごい気難しいやつでな。相手を納得させんと鍛造はできても使いもんにならんなったりするから、むちゃくちゃ難しいねん」

「あ、それがヒヒイロカネの特性に近いってところ？」

「せやねん。ただまあ、何事も慣れっちゅうのはあってな。何回か鍛造したら、衝撃の方は痛みも感じんなるねんわ。で、向こうおった時にそこまではやっとるわけで、ライムのプレゼントん時には全然問題ならんかったんよ」

「それが今回は、ものすごくきつかった、と」

「そんな感じや」

　春菜の確認に、一つずつ答えていく宏。正直、多少きつくなる可能性は覚悟していたが、ここまでとは予想外にもほどがあった。

　考えてみれば新しい世界を作るのと変わらない作業であり、下手をすればこの世界では誰も作ったことがない可能性すらあるのだ。相応のリスクがあってしかるべきではあるが、それでもゲームの時には普通に作れるものだったのも事実で、そのあたりに騙だまされたとも言える。

「正直言うとな。精錬の段階でむちゃくちゃきつかったんよ。それこそ一級ポーションに手ぇ伸びるぐらいには」

「だったら、その時にやめときなさいよ。別に無理して作らなきゃいけないものでもないはずなんだし」

「せやねんけどな。ここまで準備して、精錬までしてっちゅうと、何か非常にもったいない気ぃしてなあ」

「あのねえ。それってギャンブルとか株式投資とかでどつぼにはまって、雪だるま式に借金増える典型的な考え方よ？」

「そうそう。仕事で失敗するのも、そうやって今まで投入したリソースを惜しんで引き際を誤るからだしな」

　うだつの上がらない人間が成果を求めて失敗する、その典型例のようなことを口走る宏に対し、年長組が渋い顔で釘くぎを刺す。

　金銭的なことなら、このメンバーならどうとでもなる。だが今回に関しては、素材やこれまでの手間を惜しんで作業を続けた場合、失うのは金銭ではなく宏の命、ということになりかねない。

　神の城にしても神器にしても、最終的に皆の命に関わってくる可能性が高いのは事実だが、そのためにリスクを背負うのが宏一人というのはよろしくない。

　そんな年長者の思いを理解しつつ、それでも宏は首を横に振る。

「今回に関しては、終わりが見えとるからな。ここで手ぇ止めるんは、何ぼなんでももったいなすぎるわ」

「だがなあ……」

「この後の工程は多分、命に関わるほどのことはあらへんと思う。基本的に仕上げて組み立てるだけやからな。ただ、油断はできんから、明日は一日その作業にあてるつもりにしとくわ」

「……今日倒れて明日、ってのはちょっと承服しづらいわね。やるにしてもその作業、いつまでにやらなきゃダメ、みたいな制限がないんだったら、せめて一日は置きなさい」

「そうしたいとこやねんけどな。多分、あいつらが素直に従ってくれるんは、明日一杯が限度やと思うねん。せやから、今回はリスク考えて明日組み立てまで全部終わらせてもうて、他の神器作るときはそのへん注意してやることにするわ」

　宏の言い分に、その場にいる全員が諦めのため息をつく。

　はっきり言って、宏の考え方は危ういにもほどがある。今までは基本的に、リスクというほどの危険がなかったので好きにやらせていたが、今回はそうもいかない。

　だが、それを言っても多分聞き入れないだろう。宏は宏で、職人根性以外にも他のメンバーの命に関わるという点で、この件については引く気はないようだ。しかも、作業完了まであと少しのところまで来ている。

　そうなると、妥協点を見み出いだして少しは安全管理をするしかない。

「そうだな……春菜、澪」

「危ないと思ったら、抱きついてでも止めるよ」

「ん、同じく」

　達也の言いたいことを察し、対応策を提示する春菜と澪。

　ヘタレゆえに作業を捨てられず、だらだらと危険領域まで行ってしまう可能性が高い以上、誰かがブレーキをかけねばならない。

「とりあえず、私もアルフェミナ様やオクトガルの皆さんにお願いして、何かあった時にはすぐに動けるようにしておきます」

「頼むわね」

「はい、お任せください」

　こうして女達の包囲網が完成する。

　そんな状況にどことなく青い顔をしている宏を見て小さく苦笑し、達也がなんとなく気になったことを質問する。

「それにしても、そんなに痛いのによくもまあ、神鋼の鍛造ができるようになったよな？」

「いじめられっ子っちゅうやつを、なめたらあかんで。普通に痛いんは、それこそ慣れとって我慢できるしな。それに、いくらゲームっちゅうても、それこそここまで鍛えたのにたかがちょっとの間痛い目見るぐらいで諦めんのは、もったいないにもほどがあるで」

「結局それかよ……」

「伊だ達てに慣れと根気と諦めと惰性で職人やってへんからな。痛いとか熱いとか、それこそようあることやし」

　我慢強いんだかヘタレてるんだか分からないことを、胸を張って宣言する宏。

　その妙な安定感を感じさせる危うさに、自分達がしっかりしなきゃと決意を新たにする女性陣。

　そんな危機感を共有した春菜達の心配とは裏腹に、パーツの組み立てと森羅結晶の組み込みは驚くほどスムーズに進み、丸一日かかりつつも特に事もなく神の城のコアは完成するのであった。








邪神編　第五話






「そろそろイグレオス神殿、いかんとな」

「ああ、そういえば湖のあれこれ、手つかずだったよね」

　宏ひろしがコアの鍛造を終えてから数日後。ドラゴンスケイルメイルの大量生産も終え、ようやく一息ついたところで宏がそう言う。

「確かあの湖、湖底にピラミッドがあって、その中にザナフェル様が眠ってるんだよな？」

「イグレオス様の話やと、そういうことになっとんな」

「復活とか、できそうなのか？」

「状態次第や。ただ、話聞く限り、少なくとも消滅したりとかはなさそうやけどな」

　宏の言葉に小さく頷うなずく達たつ也や。

　舞台装置がどうとか以前に、神々はたとえ小神であっても、一柱消滅したり復活不能なほど弱ってしまったりするだけで世界のバランスが大きく崩れる。ザナフェルのような重要な神が消滅したとなると、とうの昔にこの世界は滅んでいるだろう。

　それが今のところ、ぎりぎりのところではあるが上う手まく回っているのだから、少なくともそこまで弱ってはいないはずだ。

「ザナフェル様のことにどんだけかかるか分からんけど、行って帰ってきたらコアもちょうどええ感じになってるやろう」

「もう処理は終わりなのか？」

「コアはな。土地にも処理はいるけど、それは設置の前にやることやしなあ」

「ってことは、あとは殿下からの連絡待ちか？」

「そうなるな」

　意外と作業が進んでいることを知り、そろそろいろんな意味で終わりの気配を感じる達也。

　ついにザナフェルの復活のために動き、神の城という最高の拠点が完成する。ここまでくれば、後はウォルディスを、というより邪神教団をどうにかして、邪神を排除すれば元の世界に戻れるということになる。

「もうそろそろ、向こうに帰るためにやらなきゃいけないこと、ってやつも終わりが見えてきたな。城が完成してザナフェル様が復活すれば、あとは輸送まわりと邪神の排除で終わりか？」

「せやな」

「そういえば、ちっと気になったんだが、前に言ってた向こうとこっちを行き来する手段、ってのはどうなってる？」

「神の城のことやから、順調に進んどるでな」

「そうなのか？　っつうか、神の城でどうやって行き来するんだ？」

「簡単に言うたら、中継ポータル代わりやな」

「というと？」

「一番分かりやすい例で言うたら、最初の頃の転移陣ネットワークで、オルテム村からダールの工房に行くケースやな。あの頃は、いったんオルテム村からウルスの工房に飛んで、それからダールの工房に行くっちゅう手順を踏んで移動したわけやけど、そのウルスの工房に当たるんが、神の城っちゅうわけや」

「なるほどな」

　宏の説明に、納得する一同。ヨーロッパの方に行くのに一度アジアで飛行機の乗り換えが必要だったりと、元の世界においても割とこの手の、目的地に行くために中間地点を経由する必要があるケースは珍しくない。

「ただまあ、こっちのルールを半分ぐらい逸脱した手段になるから、年齢的な意味で肉体時間の巻き戻しはあるけど、能力は今のままになってまうねんわ」

「……え？　それホントなの？　宏」

「ちょっと待て、マジかよそれ！」

「マジやで」

「師匠……さらりと言うことじゃない」

　どさくさ紛れに、さらりととんでもないことを言う宏に対して総ツッコミが入る。

「……宏君、たしかにダルジャン様は『魂に馴な染じんだ能力は肉体を巻き戻した程度では消えない』とは言ってたけど、それでも、元の世界に戻って残るのは一割から三割って言ってたよね？」

「……っちゅうかな、そもそも城はあくまで城やから、そんな都合よく能力消したりするような機能はないんよ。肉体年齢の巻き戻りに関しては、アルフェミナ様がこっちに飛ばされた時点で仕込んどってくれた処理やから、そのまま流用できることやし」

「ああ、なるほど」

「正攻法じゃねんだから、こういうこともあるか」

「そうね、宏も頑張ってくれてるわけだし」

　春はる菜なの質問に苦笑いしながら宏が答え、同意するように頷く達也と真ま琴こと。

　正規の手続きではなく、さらには宏の作り上げたものを利用するのだ。イレギュラーが発生するのも仕方のないことである。

　こちらで身につけた能力をそのまま向こうに持ち込んだ場合、一番問題がなさそうなのは達也になるだろう。彼はマジックユーザーであり、身体能力を上げるようなスキルはそれほど身につけていないので、加減を間違えて困ったことになる可能性も低い。

　少なくとも今の時点では、宏や真琴のように中身の入った未開封のスチール缶を軽く握り潰つぶせるような、そんなばかげた肉体は持ち合わせていない。

　魔法に関しても、無意識に発動するようなものではないので、達也が特に使いたいと思っていない以上は問題にはならない。もし何かあったとしても、宏に頼んで封印アイテムを作ってもらったりといった方法も考えられるだろう。

「なんにしても、城のコアも完成したし、日本と行き来するっちゅう目的も、一番厄介な手段の構築っちゅうやつは達成したも同然やな」

「……やっと帰れるんだよね」

　宏と春菜の何気ないその一言に、他のメンバーも当初の目的がそろそろ手に届く範囲に来ていることを自覚し、なんとなく感慨深いものを感じてしまう。

「そうねえ。まあ、あたしの場合、帰ったところで引きこもりに戻るだけなんだけど。どうせニートなんだし、結局こっちに入り浸るかもしれないわねえ。その前に、あっちで黒歴史処分しておかなきゃだけど……」

「ボク、しばらくは寝たきり」

「澪みおはその問題あるから、帰ってもしばらくはおもろないかもなあ」

「ん。でも、続き気になってる漫画とかアニメがいっぱいあるから、それはそれで幸せかも」

「でも、ダルジャン様の話だと、飛ばされてから十分後ぐらいの時間軸に戻るって言ってたから、まだ続き出てないんじゃないの？」

「あっ……」

　真琴の突っ込みに、思わず愕がく然ぜんとする澪。となると、買ったばかりで一年以上積む羽目になったゲームを崩すぐらいしかない。

「まあ、澪のは置いとくとして、春菜さんは何かやりたいことあるん？」

「私は、せっかくだから一度、日本の本物の食べ物をそのままこっちに持ってきて、エルちゃんやファムちゃん達に食べさせてあげたいかな」

「それ、おもろそうやな。兄貴はまあ、まずは嫁さんとひたすらいちゃつくっちゅう感じか？」

「まあ、そうだな。新婚だってのに一年以上引き離されてたんだ。戻った後にいっぺんぐらいはこっちに顔出すにしても、よっぽどの理由がない限りは新婚生活を最優先させてもらうさ」

　日本に帰り、行き来できるようになったらどうするか、という話題になり、やりたいと思っていることをわいわいと語り合う一同。

　そんな中、元の世界への思いを強く語る達也。

　彼の言葉からも分かるとおり、この五人の中で一番日本に執着し、帰りたいと思っているのは達也だ。なんといっても、新婚である妻の詩し織おりと無理やり離れ離れにされてしまったのだ。再びこちらに来るかと言われるとかなり微妙である。

　達也の側の主観時間だけとはいえ、これだけ長く引き離されているのだから、その時間を取り戻すのが最優先になるだろうし、そうなると自由に行き来できるといってもこちらに来る時間は取れなくなるかもしれない。

　心残りがあるとすればファムやライムと引き離されることだが、それとて恐らく今の詩織と会えない時間のような、つらい寂しさにはつながるまい。

　もちろん、将来的に成長したファム達の姿を見てみたいといった思いもないわけではないが、まずは、ちゃんと自分達の子を作り愛めで育てるべきだろう。

　そういったもろもろの思いを考慮していくと、この世界での達也の生活は終わりが近づいているのかもしれない。

「で、話を戻すが、明日は朝一でイグレオス神殿か？」

「そのつもりや。あとでオクトガルに頼んで、向こうに連絡してもらう予定やねん」

「なるほどな。俺達の方で準備が必要なこととかはあるか？」

「特にはないな。湖底には潜地艇で行くし、装備全部に水中行動のエンチャントかかっとるし、ザナフェル様をどうやって復活さすかは、状況見てみんと決めれんし」

「だったら、今日は早めに寝て、明日の早朝から向こうで調査開始だな」

「せやな」

　今感じるにはいくらなんでも先走りすぎといえる一抹の寂しさを振り払い、翌日の予定を確認していく達也。そのあたりを意識するのは、せめてザナフェルを復活させ、神の城が完成してからの話だろう。

「っちゅうわけやから、ちょっと頼んでええか？」

「今から行ってくるの～」

　いつの間にやら普通に工房に住むようになったオクトガルが、宏の頼みを聞いて転移する。普段からご飯を貰もらったり遊んでもらったりしているためか、頼まれごとに対して特に報酬などは求めないようだ。

「じゃあ、早くお風呂入って寝よっか」

「ん」

「一緒に入るの～」

「成長チェック～」

「寄せてあげる～」

「セクハラ禁止」

　風呂に行こうとする春菜と澪に便乗しようとして、澪にぴしゃりと釘くぎを刺されるオクトガル達。風呂場だとダイレクトにあちらこちらにいたずらされるため、いろいろ洒落しゃれにならない上に湯あたりの危険もある。

　余談ながら、現在の澪のバストサイズは、こちらに来た当初よりカップサイズだけなら二つぐらい上がっている。まだまだＤカップには届かないが、ちゃんとした下着をつけるか前まえ屈かがみになるかすれば、無理に背中やわき腹の肉を寄せて上げなくても谷間ぐらいはできる大きさになっている。

　ただし、体重が落ち始めるとあっという間に病的に瘦せる体質と、その状態で油断すると肋ろっ骨こつが浮き出てウェストが四十八センチを割りそうになる体質は変わらないため、ボリューム的には一般女性のＢカップか、下手をすればＡカップと同じぐらいになってしまう。

　いい加減貧乳とは言えない体型になっているのに、そのあたりの問題で服装によってはいまだに幼児体型に見えてしまうのが哀れなところであろう。

　オクトガルがいたずらしたがるのも、そういう部分をいじるのが面白いからという、悪意はないが割とひどい理由なのが涙を誘う。

　こういうのも脱いだらすごいの分類に入るのかは、永遠の議題かもしれない。

「ほな、女性陣が風呂の間に、道具類のチェックだけしとくわ」

「じゃあ、俺はジノとジェクトをこき使って、ドラゴンスケイルメイルの納品準備だな。時間的に全部は絶対無理だが少しでも進めておかないと、万単位だから結構いい仕事になるぞ、これ」

　手持ち無沙汰な時間ができるとついつい何がしかの仕事を探してしまう、ワーカーホリック体質の宏と達也。

　そんな彼らの奮闘のおかげで、見つけた仕事も割とさっくり終わるのであった。




　　　　☆




「これはどこの積み荷だ？」

「ダールからだ。中身は石材千トンだな」

「……降ろすのはともかく、ここから全部運び出すのに二日はかかるな」

「だろうな。まあ、後がつかえてるし、俺らは降ろすだけ降ろしたらさっさと退散するわ」

「ああ」

　メリージュ北部の仮設港湾では、ダールからの第二便をはじめとした各国からの船が、続々と到着していた。

「それにしても仮設の港だってのに、やけに屋台とかが多いんだな」

「その気になれば、メリージュから半日ぐらいで着くからな。今はまだ特に場所代とかが取られるわけでもないし、実入りも悪くないんだろうよ」

「どこにでも、そういう目ざとい連中はいるってことか」

　荷物の積み降ろしを邪魔しないよう場所を空けつつ、船着き場をぐるりと取り囲むように林立する屋台。開拓作業で日銭を貰っているらしい人足達が、船からの荷降ろしが終わるのを待つ間に串焼きなどを食べている姿がやけに目立つ。

「残念ながら、宿とかは今のところできる感じじゃないんだが、ありがたいことに屋台の食いもんに関しては種類がいろいろある上にどれもそれなりに美う味まい」

「ほう。だが、あんなにがっつくってことは、ここで出されてる飯は不ま味ずかったり量が少なかったりするのか？」

「いんや。こんな仕事で食わせてもらえる飯としては、ありえないぐらいいいもんが出てる。酒もちゃんと出るしな。それに飽きてるってわけでもなきゃ量に不満があるわけでもない。単純に、飯に文句があるのとああいうのを食いたくなるのとは、また別の問題ってこった。お前さんも、いろいろ覚えはあるだろう？」

「まあ、な」

　手続きを終え、荷物を降ろす指示を出した後に作業を見守りながら雑談を続ける船長と係員。

「だったら、メリージュまで行ってもいいんじゃないか？　それとも休みはないのか？」

「休みも普通に貰えるが、メリージュまで行くのも結構しんどいからな。一杯やるぐらいはここで十分だし、手頃な娯楽ってわけだ」

「なるほどな」

「まあ、根性のあるやつは、メリージュまで女買いに行ったりしてるわけだが」

「そりゃ、そういうやつもいるだろう」

　などと雑談しているうちに、石材の荷降ろしが終わる。仮設といえどファーレーンの港湾施設は優秀で、千トン単位の荷物であろうと屋台で軽く飯を食う程度の時間で降ろすことができる。

「さて、後ろがつかえてるから、さっさと出航するわ。野郎ども！　出航準備急げよ！」

　完全に作業が終わったのを確認し、船長が船員達に声をかける。その声にあわせるように、石材を大量に積んだ荷馬車が次々に出発する。ダールの船が出港し、フォーレから来た船が入港した頃には、合計で十台以上の馬車が出発していた。

「さて、フォーレってことは鉄関係か。だったら、あの辺に積んでおけばいいな」

　港に降ろした荷物の状況を見て、次の荷物をどこに降ろすかさっくり決定する係員。鉄関係は一昨日に大量に運んだところなので、多少鉄骨が積まれているだけでスペースは十分に空いている。

「それにしても、城一つを一から作るとなると、実に大量の資材を必要とするものよのう」

「うむ。新たな築城などここ何十年かなかったから忘れておったが、要よう塞さいとしての性能はもちろんのこと、場合によっては国のメンツも関わってくるからのう。儂わしらが驚くほどの資材を食うのも、当然といえば当然であろうな」

「いやいやいや。ウルス城やスティレン城を基準に考えられても困る。少なくとも、ルーフェウス城はこれほどの資材を使うような規模ではなかった」

　係員の指示を受け鉄骨の荷降ろしが始まったところで、いつの間にか現れた数名の性別も年齢も人種もばらばらな集団が、係員の背後でそんな話をしていた。

　その身なりや立ち居振る舞いから、恐らくかなりの上流階級に属する集団なのは間違いない。少なくとも、その中の一人はウルス出身の係員が祭りなどで何度か見た、ファーレーンで最も偉いはずの人物なのだから。

「それにしても、これだけの資材を運び出すとなると、荷馬車だけではつらかろう。そこのところはどうなのじゃ？」

　ダール人だと思われる、妙に熟した色香を振りまくややトウが立った感じの女性が、唐突に係員にそう問いかけてくる。その厄介な状況に冷や汗を流しながら、できるだけ平静を装ってどう答えるかを考える係員。

　実際のところ、女性の指摘は実に正しい。使われている荷馬車はローレンが提供してくれた特別製で、荷馬車としては破格の十トンの資材を一度に運び出せる。台数も五十台ほどと普通なら十分すぎるほど融通してもらっているのだが、一回に運ばれてくるのが数百トンから千トンの単位だ。正直言って、まったく足りていない。

　どこまで頑張っても馬車は馬車、時速は最大でも二十五キロが限界だ。運搬距離が三十キロを超えるので、二時間では一往復できない。そこに積み降ろしが加わってくるのだから、一台の馬車が運べる分量は二日で五十トン、馬車を全てフル稼働させたとして、一日に千二百から千三百トンが運搬量の限界である。

　無論、その計算は馬と人間をフルにこき使うという前提でのみ成立するものだ。馬が地球の馬よりはるかに荷役に強く、この手の仕事をしている人間が地球人よりもはるかにタフだといっても、そこまで連続で作業などできるものではない。

　しかも、十トン積んでも普通の馬二頭で普通に引ける荷台とはいえ、重量をゼロにしているわけではない。贅ぜい沢たくに重量軽減のエンチャントが施された車両ではあるが、それでも最大積載だと人が押すのはほぼ不可能な程度には重い。

　道にしてもそれほど広く作っておらず、何台も一度に走らせられるほどではない。それらを考えれば、作業効率は理論上の最大値の三十パーセントくらいが限界だろう。

　そんな狭い道にそれだけの重量がある馬車を何十台も走らせ、何往復もさせているのだ。道のわだちもひどいことになっており、毎日大量の人員を使ってせっせと補修作業が行われている。

　先に石材を使って道を舗装することも考えたのだが、ダールの人足と一緒に運び込まれた石材はサイズの問題で道の舗装には向かず、また、開拓した土地に道をどう接つぐかと言った部分も曖昧だったため、とりあえず簡単に修正ができ、かつ人海戦術で十分維持ができる現在の状態で進めることになったのだ。

　誤算があるとすれば、ここのところ海路がやたらと安定しており、資材の到着が予想外に早くて運び出しが間に合わなくなってしまったことだろう。予想どおりに来ていれば、ここまでいっぱいいっぱいになることはなかったはずなのだ。

「そう、ですね。確かに、荷馬車だけでは厳しいです。ですが、ここからだと転移ゲートを設置するのも、少しばかり非効率的です」

「そうであろうな」

「ちょうど、起動のコストが跳ね上がるぐらいの距離じゃからのう。かというて、コストを考えた位置にゲートを設置すると、今度は港からも開拓地からも中途半端に離れて管理が面倒になる。難儀な話じゃ」

　係員の説明に同意するフォーレ人らしい大柄な老人男性とダール人女性。距離を考えると、どう振り分けても開拓地や港から最低で一キロ二キロ離れてしまうため、女性の言葉どおり少しばかり管理が面倒になってしまうのである。

「いっそ、資材は連中に運ばせるか？」

「最終的にはそれでもよかろうが、この港ではそれまでに資材を積み上げておく場所が足りん。かといって、今後の需要も見通せぬうちからあまり立派な港を作っても維持ができん」

「連中の作業が終わった後、本格的に街を作るのであれば、その時もまた同じ問題が発生するのではないか？　ならば、最初からそう割り切って、その方向で港を拡張し道を整備してしまえばいいと妾わらわは思うのじゃがのう」

「結局それでは、運搬能力不足に関して多少ましになる程度でしかないぞ」

　などと偉い人達が議論している間にも、石材は運び出され鉄骨が船から降ろされていく。

　結局、出た結論はというと……

「まあ、今後、ここまで短期間にこれほどの量の資材が集まることもなかろう。余としては、今だけどうにかしのいで、その後は需要や街の設計にあわせて拡張していきたいところだ」

「そうじゃな。資材の運搬に快速船を総動員するのも今回だけじゃし、海の様子もそういつまでもいいわけでもあるまい」

「それに、儂らが資材を優先的に回すのもこの期間だけじゃしのう」

　現状維持という何の解決にもならないものであった。

「何にしても、早いところ街の設計を始めて、ちゃんとした道の整備を進める必要はあろうな。せっかくだし、ローレンのにはこの地の特性を踏まえた産業その他について、知恵を貸してもらいたい」

「ああ。学院長に相談して、近いうちに学者を派遣しよう。だが、その様子では、一応何らかの腹案はあるようだが……」

「確かに、なくはない。いくつか思い当たる作物があるからな。ただ、まだウルスで試験栽培をしているところゆえに、上手くいく保証がない」

「そのあたりも、派遣する学者に相談してもらえればいい」

「助かる」

　運び出されていく資材を眺めながら、偉い人達が勝手に結論を出していく。

　そんな様子を、早くこの人達帰ってくれないかなと思いながら見守るしかない、哀れな係員であった。




　　　　☆




「よく来てくれたのである！」

　宏達がイグレオス神殿本殿に入った瞬間、待ち構えていたイグレオスが暑苦しいポーズとともに熱烈歓迎をしてくれた。

「これで、ザナフェルが復活できるのである!!」

「今すぐにどうにかできるっちゅうわけやないんですけどね」

「それでも、手も出せなかった今までよりは進歩するのである!!」

　やけに興奮しているイグレオスに苦笑し、まずやるべきことの整理に入る宏。いろいろ確認する必要があるが、その中でも特に優先順位の高い問題が一つ。

「応急処置のまま長いことほったらかしになっとったんですけど、その後、宝物殿の邪神の破片、どないなってます？」

「随分と力を失っているのである。あとひと押し、といったところか」

「さいでっか。ほな、先にそっちをどうにかしたほうがよさそうですね」

　以前、時間がなくて応急処置で放置した邪神の破片について確認すると、そんな言葉があっさりと返ってくる。その言葉に一瞬微妙な表情を浮かべ、それならそれでいいかと割り切る宏。

「ほな、ちょっと止とどめ刺しときましょか」

「うむ、頼むのである。吾わが輩はいでもできぬではないが、ザナフェルを抑えておく力が弱くなるのが怖くてな」

　イグレオスの言葉に頷き、まずは宝物殿に移動する一行。あのあと時間をかけてちゃんと整理された宝物殿の中は、少し異様な状態になっていた。

「こらまた、何とも言えんことになっとんなあ……」

「応急処置って聞いた時点で大体予想はついてたが、よくもまあ耐性を持たれずに今まで続いてたなあ……」

「っちゅうか、録音のはずやのに、前より威力上がってへんか？」

　宝物殿の中心、びっしり呪文が縫い込まれた布の上に安置されている邪神の破片。非常にまがまがしい感じに尖ったそれを覆うように二重の結界が張られ、聖属性を強化・増幅する複数の術式が結界内を満たす。その空間に朗々と響きわたる般若心経ゴスペル。

　結界から漏れた威力が相当落ちているはずの音だけでも、グールやワイトぐらいの中級アンデッドは一瞬で浄化されてしまうだろう。いくらイグレオスの力でガチガチに増幅されているといっても、録音の般若心経ゴスペルで出せる威力ではない。少なくとも、フォーレにいた頃の春菜では不可能だ。

「フォーレの頃のことでしかも応急処置だから文句を言う気はないんだけど、私の歌って何なんだろうね……」

「春姉、深く考えちゃダメ！」

「そうそう！　単に価値観が正反対なだけだから!!」

　自身の歌の扱いや性質にダウナー状態に入りそうな春菜を、澪と真琴が必死に励まし慰める。ここまでとなると、自分達でも同じような反応をするだろうと分かるだけに、普段のような悪乗りをする気も起こらない。

　恐らく、先ほど宏がイグレオスの言葉に微妙な顔をしたのも、同じような理由なのだろう。今も、申しわけなさそうな困っているような、そんな微妙な表情を浮かべている。

　『アンデッドを昇天させ、大地の穢けがれを祓はらう歌』と表現すれば非常に神々しいイメージになるのに、『その内容が般若心経ゴスペルで、扱いが対アンデッドや邪神関係者用の兵器となっていて、アンデッドや邪神関係のモンスターが聞くともだえ苦しむ』という説明すると、途端に残念な印象になるのはなぜだろう？

　何にしても、現状に関してはやけを起こした春菜が悪乗りした結果という面もあるので、ある種自業自得と言えなくもない。

「まあ、とりあえず、や。春菜さん、ちょっと結界の中入って、向こうの村でやったぐらいに本気で歌ってみたったって」

「……うん」

　いろいろ釈然としない思いをため息一つで追い出し、深呼吸で気持ちを切り替えて頷く春菜。ギターを手に結界の内側に入り、宏が用意してくれたマイクの前に立つ。

　一度瞳を閉じ、軽く気合いを入れる。

　閉じた瞳を開き、宏に軽く視線を送る。

　視線を受けた宏が般若心経ゴスペルの再生をやめ、音の余韻が消えると同時に本気の歌声を響かせる。

「……うわあ……」

　春菜の本気の生歌。それが持つ神聖で圧倒的なエネルギーを前に、邪神の破片はひとたまりもなかった。

　最初の一音と同時に色が漂白され、五音で表面にひびが入り、十音で崩れ落ちて二十音で痕跡一つ残さず浄化され尽くす。

　知らず知らずのうちに能力が伸びていた春菜。宏のように名指しされたわけでもなければ、一目見て分かるほど人間離れした要素もないが、彼女もまた、本人が自覚しないままにいつ神と呼ばれるようになってもおかしくない状態になっていたのだ。

「……邪神の相手って、春菜だけで十分なんじゃない？」

「どうやろうなあ」

　最後まで歌を聞いた真琴の感想に、宏が懐疑的な声を上げる。

　確かに、今の春菜の歌には圧倒的な何かがある。きっと、生半可なマイナスのエネルギーでは一切抵抗できないだろう。

　だが、それでも春菜は肉体的には生物の範囲を超えていない。今回のように一瞬で浄化しきれる相手ならいいが、そうでなければ歌い終わる前に反撃で殺されかねない。

　それに、今回は数カ月歌にさらして弱体化させた上での結果だ。

　宏達は知らないことではあるが、基本的にウォルディス方面でのあれこれで急速に力を取り戻し伸ばしている邪神本体には、まず間違いなくここまで劇的な影響は与えられないのだ。

「とりあえず、実際に春菜さん一人で十分やったとしても、一人だけにリスク押し付けるんは怖いでな」

「まあ、そうなんだけどね」

　などと宏と真琴が微妙に無責任な話をしている間に、春菜が深呼吸を繰り返してクールダウンし、結界の外に出てくる。

「多分、これで終わったと思うけど……」

「せやな。ここにあった破片は、間違いなく完全に消えとる」

「だったら、イグレオス様に報告して、次は湖だよね」

「そうなるな」

　宏と真琴の会話を聞かなかったことにし、のど飴あめをなめながら次の行動に移ろうと促す春菜。こう言ってはなんだが、邪神の破片など単なるおまけにすぎない。

「見ていたので、報告は必要ないのである」

「イグレオス様、いつの間に？」

「様子を見に、歌の途中でこちらに来たのである。来た時にはすでに、邪神の破片は完膚なきまでに消失していたのであるが」

　今の今まで存在に気がつかなかったイグレオスに声をかけられ、微妙に慌てた様子を見せる澪。これだけむやみやたらと存在感を発揮する神に気がつかないなど、彼女の立ち位置を考えるといろいろと問題がある。

「あれだけの歌である。神に属する存在は性質が近いがゆえに、歌のエネルギーにまぎれてどうしても感知しづらくなるのである」

「そういうもの？」

「うむ。そういうものである」

　索敵役失格と言われてもおかしくない失態を見せた澪を庇かばうように、そんな事実をイグレオスが説明する。

　実際、神の歌や神の踊りによって行われる祭さい祀しは、その場にいる人間を祀まつられる神と一体化させる性質がある。その性質ゆえに、場の空気に神が馴染みすぎて、場合によってはいつ現れたか分からなくなることも珍しくないのだ。

「なんにせよ、この場の問題は片付いた。後始末はしておくゆえに、ザナフェルを見てきてほしいのである」

「分かりました。すぐに行きます」

「うむ、頼んだのである」

　イグレオスに促され、宝物殿を出て湖に移動する一行。

「ほな、潜地艇出すで」

「おう」

　砂漠の湖に忽こつ然ぜんと現れたドリル付きの潜地艇。そのものすごい違和感に誰も突っ込むことなく、潜地艇は静かに湖に潜っていくのであった。
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「それにしても、神殿から見た時も思っとったんやけど、広い湖やな」

「ん。ルーデル湖と勝負できるかも」

「さすがにあそこまででかくはないやろうけど、間違いなくウルスぐらいは何個かすっぽり入るでな」

　イグレオス神殿の湖と呼ばれ、これといった固有名詞を持たないその湖は、砂漠の真ん中という立地とは思えないほど大きかった。

「それにしても、広い割には魚とか少ないのね」

「砂漠だからなのか、聖域だからなのか、どっちだろうな」

「邪神の影響かもしれないわよ」

　魚探レーダーにほとんど魚影が引っ掛からないことに、真琴と達也が不思議そうな表情を浮かべながらそんな考察を言い合う。

　これだけ大きな湖なのだから、漁師が生活できるぐらいの魚はいるはずだ。なのに、ここまでに引っかかった魚の数はせいぜい数百。それなりの大きさはあったがファンタジー特有の非常識なサイズではなく、群れていれば一回網を投入するだけで一網打尽にできそうな数と大きさでしかない。

　はっきり言って、魚の密度はスカスカもいいところだ。モニターに映されている湖底の様子を見た限り、水草や貝などもそれほど多くない。まだ半分も進んではいないので湖全体がこんな状態だとは断言できないが、どう控えめに表現しても異様としか言えない状況である。

　生き物というのは不思議なもので、今まで存在しなかった水場でも水質その他に問題なければ、いつの間にか水草が生え、貝や魚が住み、生態系を成立させる。さらに言うなら、最低限でも水が手に入るのであれば、少々過酷な環境でも勝手に適応して子孫繁栄するのが生物というものだ。

　なのに、生き物が少ない。それも、皆無ではなく少数ながら生息はしている。ここまで少ないとむしろ、まったく生き物が生息していない死の湖になっているほうが自然だろう。

　基本何一つ手を加えずに、強いて言うなら軽く濾ろ過かして念のために煮沸する程度で普通に飲める、いわゆる生き物がいて不思議ではない水質、ファンタジーでなくても魚介類が普通に生存できる水温と酸素濃度を考えると、不自然なこと極まりないのである。

　この状態には、何かしらの理由があると考えるべきだろう。

「まあ、そのあたりの理由は、今考えてもしゃあない。まずは目的の水中ピラミッド探さんとな」

　おおよそ真ん中を目指すように進路を取りながら、宏が言う。

　この手の不自然な状況は、神とかその手のファンタジー的な何かが関わっていると相場が決まっている。だが、一応イグレオスのお膝元なのだから、宏達にとって致命的な理由ではあるまい。

「どのあたりにあるんだろうね？」

「まあ、相場どおりやったら、大体真ん中あたりやろ」

　春菜の疑問に適当に答えながら、宏が軽く速度を上げる。

　魚も水草も少ないが、それ以上に湖底の凹凸が少ない。何かに衝突する要素がほぼない半面、現在位置を把握するための目印となる地形的特徴もない、非常に遭難しやすい湖だ。広さを考えると、湖上を船で移動していても迷子になるだろう。

　そもそもイグレオス神殿から目視できる範囲には、目印にできるような島や岩などはなかった。

「それにしても、本当に生き物が少ないよね」

「プランクトン濃度とかもかなり薄いで」

「プランクトンが少ないってことは、餌が少ないってことだよね」

「そうなるわな。っちゅうか、なんとなく分かったわ。全体的に、生命活動がものすごい緩やかで、繁殖とかがゆっくりやねん。こら、間違いなく意図的にコントロールされとるな」

　春菜に相あい槌づちを打つような形で、唐突に宏がとんでもないことを言う。

　その言葉の内容にぎょっとし、全員の視線が宏に集中する。

「師匠、どういうこと？」

「まあ、大した話やあらへんねんけどな。湖に入った直後にサンプルとして取り込んだ細菌類の細胞分裂がな、ほとんど進んでへんねん」

　そう言いながら、澪に分かるように数値データを表示してやる宏。そのデータには、取り込んだ数十分前の時点ですでに終わりかけていたサンプルの細胞分裂が、そこからほぼ進行していないことが示されていた。

　細菌類といってもかなり巨大な細胞を持つ生物なのでは、という疑問は、一般的な細菌のサイズだとデータに明記されているため完全に否定される。それ以前に、一般的な細菌の分裂速度で、あと一息のところから終了までに何時間もかかるような巨大で複雑な細胞なら、澪の視力があれば肉眼で見える。

「感じから言うて、食事とか繁殖とかそのあたりが非常に緩やかに進んどって、生物の数がなかなか増えへんようにされとるっちゅうとこやな。この種のコントロールができるんは、権能からいうてアルフェミナ様か？」

「……神様の仕業だって断言するんだ」

「人間にゃ無理やし、邪神の破片がやったにしちゃあ瘴しょう気きがなさすぎるしな。成立過程に神様が関わっとるんやから、消去法で神様の仕業やっちゅう判断になるで」

「なるほど」

　宏の考察に、春菜が納得の声を上げる。他の三人も、特に異論はないようだ。

「ただ、ちょっと気になったんだけどさ。あたし、神様の権能って詳しくないんだけど、アルフェミナ様って命に関係する権能は持ってた？」

「五大神に属する神様と四大属性とか五ご行ぎょう、八はっ卦けあたりに絡む属性を担当しとる神様は、強弱別にしたら大概は命に関する権能も持っとるはずやで」

「宏君の言うとおり、そのあたりの属性を持つ神様は、ある程度命に関する権能を持ってるよ。逆に、命だけを担当する神様はいないんだけどね」

　真琴の疑問に、宏と春菜が答える。このあたりの内容は、大図書館の禁書庫で一番最後に統括個体から押し付けられた情報で知ったものだ。ただし、あの時に得た情報は割と個人差があり、神々に絡んだ内容は宏と春菜以外はほとんど得ていないのである。

　恐らく、戦闘だけでなく様々な権能を持つ神となる可能性が高い宏と春菜に、重点的に情報を押し付けた結果であろう。

「ただ、そうちゃうか、っちゅう考察はできても、何のために、っちゅうんは分からんけどな」

「とりあえずそのあたりは、後でイグレオス様にでも直接聞けばいいんじゃないか？」

「せやな。あの御仁が正確なことを教えてくれるかどうか分からんけど」

　達也の言葉に頷きつつ、イグレオス自身のキャラクター性と神々のルール、双方の問題で情報が得られるかどうかを疑問視する宏。

　そんなことを話している間に、各種センサーによる地形情報に変化が。

「それっぽいもんがあるみたいやな」

　探知範囲ぎりぎりの位置に角かく錐すい状の建物をレーダーに捉え、そちらに進路を向けながらメンバーにそう告げる宏。ついでにマップを拡大して、後ろの座席からでも分かりやすいようにする。

「ねえ、宏君。今どのあたりにいるの？」

「いっぺん浮上して空からポイント見んと分からんけど、移動速度とか考えたら真ん中あたりとちゃうか？」

「真ん中ってことは、陸地はどっち向いても見えない感じ？」

「多分、見えんやろうなあ。五キロ十キロやあらへんし」

「それはちょっと、厄介だよね」

　角錐状の建造物を目的地と仮定し、春菜が位置関係を確認する。レーダーやマップに意識を向けたまま、春菜の問いかけに答える宏。

　この時、春菜の姿に変化が起こっていたことに、誰も気がつかなかった。

　そんなこんなをしているうちに、レーダー上で本来であれば目視可能なはずの位置関係になるまでピラミッドに近づく。

「センサーとかソナーの反応的に、こっち側の外周部には入口らしいところはあらへんな。もうちょい精密探査して。……どうも分かりやすい入口はあらへんな。まあ、レーフィア様の神殿やあるまいし、水の浸入防がなあかんねんやったら、水中に入口は作らんか」

「師匠、どうやって入る？」

「もうちょい調べて入口らしいんがなかったら、地中から行くつもりや」

　などと言いながら近場の怪しい場所を調べていると、突然春菜が口を開く。

「宏君、左へ約三十度旋回して、三十メートルぐらい進んで」

「なんかあったん？」

「あったというか、見えたというか……」

　その妙な言葉に思わず振り向き、そのまま絶句する宏。

　それもそのはず。春菜の青い瞳が、不思議な輝きを宿していたのだから。

　いや、よく見れば、不思議な輝きを宿しているのは瞳だけではない。その黄金色の髪も、白い肌も、うっすらと輝きを放っている。ぱっと見では分からない程度で、気がついているのは宏だけであろう。

　だが、気がついてしまえば、無視はできない。今の春菜が持つ雰囲気は、アルフェミナが降臨している時のエアリスによく似ているのだ。
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「どうしたの？　私の顔に、何かついてる？」

「何か、っちゅうか……」

　雰囲気はともかく、言動は明らかに普段どおりの春菜。その様子に微妙に混乱しつつ、まあいいかと頭を切り替える宏。

　よく考えなくても、春菜は時々こういう状態になる。神秘的な要素に関して言えば、もはや神になったと言われている宏より、はるかに春菜の方がそれっぽい。

　日頃はハイスペックなのに、日常的かつ庶民的なことで残念な面を見せることが多い春菜。そんな春菜がある意味正反対である神秘系＆神託系の特質を前面に出してくるのは、ビジュアル面では妙に似合っているだけになかなか不思議な印象である。

　もっとも、神秘系や神託系も一歩間違えれば電波扱いされるという残念さを持つので、その点を踏まえれば春菜らしいのかもしれない。

「まあええわ。左に三十度、三十メートルやな？」

「うん」

　とりあえずそういうものだろうと割り切って、宏は深く考えるのをやめて指示に従い船を動かしていく。

　イグレオス神殿宝物庫の邪神の破片とザナフェルに関する、一連のあれこれ。それにより、今まで春菜の中で本人も知らぬうちに進んでいたある変化が、ついに表に出てきてしまったのだ。

　見た目の上ではささやかな、それこそ神域やその近くにいれば春菜以外でも起こりうる程度のことでしかないため、宏どころか春菜自身も表に出た変化がどれほど重大で取り返しがつかないものだったか、後に振り返るまで全く気がつくことがなかった。

　もっとも、仮にこの時点で宏達が春菜の変化に気がついたとしても、恐らくどうしようもなかったであろう。この変化自体は春菜が無意識に望んでいたものであり、本人にやめる意思もなければやめようと思ったところで止まるものでもなかったのだから。

「そこから右に四十五度振って五メートルぐらい進んだところをちょっと掘ってみて」

「はいな。このあたりか」

　宏が地面を掘り始めたところで、そんな春菜の様子にようやく気がつく達也、真琴、澪の三人。だが雰囲気が色ボケしてる時のものとも怒っている時のものとも違うため、おかしなことにはならないだろうと特に何も言わない。

　もしこの時、達也か真琴が、春菜の全身からにじみ出ているオーラに気がついていれば、さすがにこんなに軽くは流さなかっただろう。

　だが残念ながら、達也と真琴はおろか澪ですら、最後まで気がつくことなく事態は進んでいった。

「おっ？　なんぞでかい空洞があるな」

「潜地艇で入れそう？」

「十分や」

　結局、本人も含め誰一人として深く意識を向けないまま、春菜の変化は深く静かに、だが大きく進んでいくのであった。
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「なんかこう、うちらが来る前提、みたいな構造になっとんなあ……」

　ピラミッドの真下と思われる場所に浮上し、潜地艇から降りたところで、宏が疑念のこもった言葉をぽつりと言った。

「さすがにそれは考えすぎ、と言いたいところだが……」

「否定も肯定もできないところよね……」

　宏の言葉に、達也と真琴も眉をひそめながら思うところを口にする。結構なサイズがある潜地艇が、普通に通れる穴が通路として開いていたのだ。おかしいと思わないほうがどうかしている。

「別にそうだったとして、誰も困らない」

「確かに困りはしないんだが、な」

「神様ってのはそういうもんだって言っても、ピラミッド作った段階であたし達が来るの分かってたんだったら、もうちょっと何とかならなかったのか、って思っちゃうのよね～……」

　澪の身も蓋ふたもない意見に達也が渋い顔で同意し、真琴がその上で言うだけ無駄と知りながらも文句を言う。神様が人間の都合など考えるわけがないとはいえ、来るのが分かっているのならせめてもう少し支援してほしいと思うのは仕方がないことだろう。

「……ん～。多分、私達が来る前提、ってわけじゃなかったんだと思う」

「そりゃどういうことだ、春菜？」

　達也達の疑念に、春菜がノーを告げる。多分、と言いながら妙に自信ありげな態度が気になり、達也が質問をする。

「その話をする前に、まず大前提として、多分アルフェミナ様以外の神様には時間を移動する能力はない、っていうのと、現在から見れば過去と未来は同じぐらい未確定である、っていう条件を認識しておいてほしいんだ」

「……どういうことだ？」

「ちょっとややこしい説明になるんだけど、タイムトラベルって一口に言っても、現在から見た未来はいろいろ分岐してるし、今につながってる過去もいろんなルートがあるよね？　たとえば、ものすごく影響が少ない部分で言うなら、昨日エルちゃんがおそばを食べたパターンとそれ以外を食べたパターン、どっちでも今の私達のいる時間軸につながるし、この後のことが終わってからでも、私達やエルちゃんが何を食べるかってだけでもかなり分岐する」

「まあ、確かにするわな。ほとんど影響はないが」

「うん。今のパターンだと、基本的に歴史レベルの観点ではほぼ何の影響もない。これが、たとえば私達がエルちゃんを助ける前の過去に移動したとするよね。そのあと戻ってくるときに道を間違えたとすると、エルちゃんが死んでファーレーンが滅んだ未来に移動しちゃう可能性もある」

「それはまあ、分かる。よくタイムトラベルものでネタにされてるしな」

「それとは逆に、私達の立場だと知りようがない細かい違いが積み重なって、私達がエルちゃんを助けた、ってこと以外はほとんど別物って過去に移動しちゃうこともある。私がさっき言った過去と未来は同じぐらい未確定、っていうのはそういう話」

　春菜の分かるような分からないような説明に、微妙に納得できないような顔で唸うなる達也。

　理解できないわけではないが、あまり考えてしまうとドツボにはまりそうで、保身のために理解する努力を積極的に放棄する真琴と澪。

　最初に疑惑を口にした宏は、細かい突っ込みは説明が終わってからにしようと、先に進みながら静かに話を聞いている。

「このあたりはあくまでタイムトラベルをするならば、っていう話で、私達が歩んできた歴史自体が変わるっていうわけじゃないんだ。あくまで、さっきの話が関わってくるのは、自由に時間軸を移動できる存在だけ。で、ここで最初に言った、時間移動ができるのはアルフェミナ様だけ、って条件が関わってくるの」

「それがどうかしたんだ？」

「きっとアルフェミナ様は、ダルジャン様とは違う意味でこの世界で起きた、起こりえた、そして起こりうるありとあらゆることを把握してるとは思う。時間軸の移動ができるんだから、当然だよね。だけど、あくまで把握できるだけで世界に干渉できるわけじゃないから、このピラミッドを作った時点では私達がザナフェル様を解放するかどうかは判断できなかったはずなんだ。だって、どう分岐するかは今の時点まで未確定なんだし」

　現に潜地艇が通れるサイズの通路がある、という事実に、どうしても腑ふに落ちないという態度を崩せない達也。その点を突っ込む前に、春菜が先回りしたように答えを告げる。

「だから、ピラミッドを作った時、アルフェミナ様はここにザナフェル様を解放しに来る可能性がある存在のうち、一番サイズの大きな移動手段で侵入する者にあわせて通路を作らせたんじゃないかな、って思うんだ」

「他の神様が絡んでる可能性はないのか？　ってか、他の神様が無理だって理由は何だ？」

「他の神様が無理なんじゃないかっていうのは、単純に日頃の言動や反応が、絶対時間を自由に移動できる類たぐいの権能は持ってないって感じだから。っていうか、アルフェミナ様が妙に忙しそうなのって、多分その権能で先回りして世界に発生する不具合を潰して回ってるせいだと思う」

「……まあ、他の神様に関しては分からんでもないから、筋は通ってる気はするな。でも、それならそれで、アルフェミナ様は俺達にもっと支援ができたんじゃねえか？」

「多分無理。仮に私達が過去に戻って、どんな些さ細さいな動作もまったく同じになるように行動したって、今につながるとは限らない。私達の行動は同じでも、関わった人達がまったく同じ行動をするとは限らないからね。それに、下手に誘導して破滅的な方向に行く未来も当然見てるはずなんだ」

「ああ、そりゃないわけがないか」

「だから、ひよひよの時みたいに干渉しないと間違いなく破滅するって分かってるパターン以外は、できるだけ口を出さないようにしてるんだと思うよ。神様達のルールも、実際のところはアルフェミナ様をちゃんと舞台装置として縛りつけておく意味が一番大きいんじゃないかな？」

　春菜による説明を、何とも言えない表情で聞く達也。普通の人間である身の上では、どう頑張っても思考実験にしかなりえない要素が多すぎるため、矛盾しているかどうかを判断するのも難しい。

「なんて、いろいろえらそうなこと言ったけど、これってほとんどは私の親戚のおばさんの受け売りなんだよね。正直、私もちゃんと理解できてるって確信はないんだ」

「おいおい……ちゃんと理解できてるかどうかも分からない理屈を話さんでくれるか？」

「ん、まあそうなんだけどね。ただ、私達が来る前提ではないのと、アルフェミナ様どころか恐らく全知全能の神様ですら、私達がどう動くかはその瞬間になるまで完璧には分からない、っていうのだけは断言するよ。もっとも、複数のパターンのどれになるかがその瞬間になるまで完全には確定しない、っていうのが、全知全能の神様なんていない論拠になるんだけどね」

　神様なんて大したことはない、ともとれる春菜の発言に、その内心をなんとなく悟った宏が小さく苦笑する。

　実際問題、自身のことを舞台装置だと言っているこの世界の神様に関しては、当人達が大したことはできないと言いきっているし、それ以前の問題としてよその世界の邪神がこの世界で好き勝手している時点で、アルフェミナに未来を自由に決定するような力がないことは明らかなのだが。

「まあ、アルフェミナ様がどうとかそういうことはちょっと横に置いておくとして、多分そろそろお仕事だと思う」

「せやな。何とも表現しづらい気配が近づいとる」

　春菜の言葉に宏が頷き、正邪入り混じった非常に形容しがたい気配の発生源に視線を向ける。

　その先には、妙に神々しく妙にまがまがしい、姿も印象も一定しない何者かの影が。

「こら、かなり厄介なことになっとんなあ」

「……宏君。いろいろお願いがあるんだけど、いい？」

「別にかまへんけど、手持ちの道具でできんことは無理やで」

「うん、分かってるよ」

　すでに己の姿すら曖昧になっているらしいザナフェルを悲しそうに見ていた春菜が、宏の当たり前の言い分に小さく頷く。

「歌わなきゃいけない歌が分かったから、ちょっとコンサート会場を作ってほしいんだ」

「……そう来たか……」

　春菜の確信に満ちた一言。それを聞いた宏がいろんなことを察してため息をつく。

　宏達にとって、そして春菜自身にとって、いろんな意味で後戻りできなくなる瞬間が、刻一刻と迫ってくるのであった。








邪神編　第六話






「ねえ、達たつ也やさん。ちょっといいかな？」

「俺か？」

「うん、頼みたいことがあって」

　春はる菜なが歌うための舞台を作る。その作業の最中に、唐突に春菜が達也に声をかける。

「何をだ？」

「上う手まくいくかどうか分からないんだけど、ザナフェル様がいる空間に、ステイシスフィールドをかけてほしいんだ」

「……ああ、なるほど。変質を遅らせようってか？」

「うん」

　春菜の言いたいことを即座に察し、やりかけていたスピーカーの設置をすぐに終え、物は試しとステイシスフィールドを発動する達也。

「……無理っぽいな。どうにもならないレベルでレジストされた」

「さすがに無理か～……」

「まあ、いくら装備で増幅したところで、俺ごときの状態異常魔法が神に通用するわきゃねえってこったな」

　心底残念そうにする春菜に、肩をすくめて達也が言う。実のところ内心では、通用しない悔しさよりも、神に届かなかったことに対する安あん堵どの方が大きかったのはここだけの話だ。

「無理なものはしょうがないから、他の方法を考えるよ」

「おう」

　ステイシスフィールドを使って時間を稼ぐ、という手段を諦め、広間全体を再度確認する春菜。

　ピラミッド自体の機能か、ものすごい勢いで霊的なエネルギーがザナフェルと邪神の破片を通り抜けて循環し、浄化されて外に排出されるのが分かる。結果として、ザナフェルが鎮座する広間の中心が、最もエネルギーの密度が高くなっている。

「……増幅結界用の結界子、こことあそこと……それとあっちにも置けば、音の響きもいい感じになるかな？」

　広間の形状による音の響き方とエネルギーの流れ。その双方を踏まえたうえで、今宏ひろし達が一生懸命作っているステージの位置を考えて結界子を配置していく春菜。単純に強い結界を張るだけなら宏の方が何倍も得意だが、今回は歌を最大効率で響き渡らせることが目的だ。

　音響まで考えてとなると、さすがに春菜の独壇場である。

「あとは……」

　必要な場所に結界子を配置し、現在組み立て中のステージに目を向ける春菜。宏が真ま琴ことと澪みおをこき使って作業中のそこには、いつの間にか立派なステージが完成しつつあった。

　野外イベント、それもドームでのコンサートなどのように、かなり大規模なものに使うような大きな舞台。ステージ上に配置された巨大なスピーカーや大型モニター、各種照明器具に音響機器の類たぐいは、いずれも倉庫の道具タブに突っ込まれたまま死蔵されていたものであろう。

　現在いる場所は神を封印するためだけあってか、一般的な球場くらいの広さはある。コンサート会場として考えると、なかなかの収容人数になるだろう。その広さを考えれば、宏が大規模な特設ステージを作ったのは間違った判断ではない。

　だが実際のところ、春菜の感覚では、ステージは単なる祭壇代わりだ。正直言って、ここまでの規模は特に必要ない。聞かせる相手がザナフェルと邪神の破片だけである以上、大型モニターは出番などないし、照明もあまりキラキラしくする必要があるような歌は歌わない。

「ん～。正直、ステージはミカン箱とか木箱で十分だったんだけど……」

「コンサート会場っちゅうたら、普通こんな感じちゃうん？」

「動員数が多くて目に触れやすいからそういうイメージになりがちなのかもしれないけど、ここまで大規模なのはそんなに多くないよ」

　宏の認識に思わず苦笑しながら、春菜が実際はどうなのかを説明する。

　各種イベントの一環であることも多く、一般的な野外ステージの規模は宏が作っているものの半分もないのが普通だ。当然、壇上にモニターなど設置しているわけもなく、機材の配置や振り付けなども考えれば、十人からいいところ二十人ほどしか舞台に上がれないくらいの規模しかない。

　春菜がイメージした会場作りというのはそのレベルで、言うなれば文化祭や小さな公民館で行われるコンサートのような規模である。

　間違っても、こんな動員可能な観客数が万の単位に上りそうなステージは求めていない。むしろ町内会の小規模なイベントでよくある、ステージにできるようなものがなくて適当な箱を台にする、なんてやり方でもまったく問題なかった。

　だが、残念ながら指揮を執っているのが宏で作業をしているのが真琴と澪だ。考えるまでもなく歌手やアイドルなどのコンサートに行ったことなどない人種ばかりなうえ、下手をすると文化祭や学祭の類にすら誰一人まともに参加したことがない可能性もある。

　必然的にテレビやアニメ、マンガ、ゲームなどで刷り込まれたイメージで会場作りをすることになり、こんな大規模なものにしてしまったのだろう。

　聞かせる相手の数や内容を考えれば確かにやりすぎだが、春菜が言うミカン箱や木箱というのも極端すぎる。一応祭事になるのだから、いくらなんでもそんなものをステージ代わりの踏み台にして歌を歌うのはよろしくない。

　それ以前に、いまどき子供が遊びでやるコンサートやリサイタルでも、ステージ代わりに使う場所はもう少しマシであろう。

　仮にも身内に専門家がいるというのに、春菜のこの残念さは一体どういうことなのか。何より残念なのは、本人がそれをおかしいとか駄目だとかまったく思っていないところである。

「……まあ、もうここまでできちゃってるんだし、そのまま使うよ」

　もう一度想定よりはるかに大掛かりになってしまったステージを見て、春菜がそう決断する。

　別段、規模が大きくなって困ることは特にない。単に、ステージの大きさに比べ、春菜の動きや歌う歌が地味に見えるだけである。

「あとは衣装だけど、こればかりはしょうがないから、いつもの服で歌うよ」

「さすがに、今から仕立てるっちゅうわけにもいかんからなあ……」

「うん。だから、この服で。この服なら格もデザインも問題ないし。ただ、ボトムはちょっといじったほうがいいかも」

　ざっと髪形を整えながら、宏とそんな感じで打ち合わせをする。普段鎧よろいの下に着込んでいる霊糸の服は、いわゆるごく普通の白いブラウスである。作業や行先、状況によってはスカートではまずいことがあるためボトムはいろいろだが、上は半袖か長袖かの違いがある程度で、基本的に一貫して白いブラウスだ。

　そして、今のボトムは普段どおりの膝丈スカートにソックス。ダメとは言わないが、さすがに神事っぽいことをするにはちょっと砕けすぎている感じである。

「せやなあ。ほな、布適当に巻いてそれっぽくするか？　真琴さんとか澪の要望でいろいろ染めたやつあるんやけど、服作るん後回しになりがちで結構余っとんねん」

「そうだね。ちょっと見てから考えるよ」

　宏の提案を受け、用意された霊布をいくつか見比べて、良さそうなものを適当に何枚か選んでトーガのように巻きつける。適当に裁断された使いかけの布だというのに、春菜の見た目や雰囲気による補正か、それともファッションセンスのなせる技か。一見して、いや、よく見ても普通に神事を行うための立派な衣装に見えてしまう。

「メイクは……、今回はこのままの方がいいか。じゃあ、始めるね」

「了解や」

　練習で自作し、そのまま死蔵していたアクセサリーを数点身につけてさらに祭さい祀しの衣装っぽく取り繕い、ステージに上がる春菜。本来なら祭祀用の化粧まで済ませるべきなのだが、なんとなくそのままがいい気がして、あえてスッピンで儀式に臨むことに。

　アイドルやポップス、ロックあたりのミュージシャンが歌うようなステージと今の春菜の衣装や雰囲気は、はっきり言ってミスマッチなことこの上ない。

　同じコンサート会場でも、せめてブラスバンドやクラシックならここまでではなかっただろうが、コンサート会場としか指定がなかったのと今までの春菜の歌の傾向を踏まえれば、宏達がこのタイプの会場を作るのも仕方がないだろう。

　それに、春菜はステージ自体はミカン箱でもいい、と言いきっていたのだから、それに比べればこのステージの方がはるかにましである。極めつきのミスマッチではあるが、少なくとも威厳という面では十分に体面を保てるのだから。

「それでは、冥界神・ザナフェル様に捧ささげる歌を、不肖この藤とう堂どう春菜が歌わせていただきます」

　背筋を伸ばしてゆったりとステージ中央まで歩き、口上を述べたあと優雅に厳かに一礼する春菜。

　日頃から姿勢のいい春菜ではあるが、今回は普段より数段、姿勢について注意を払っているのが、一連の所作からも伝わってくる。

　そんな儀式モードの春菜が最初の一音を発する前に、もしかしたら使うかも、という理由で宏がステージ上に配置しておいた様々な楽器から、誰も触れていないというのに演奏が始まる。

　その演奏に合わせて春菜が歌い始めた瞬間、世界が変わった。

「……」

「……」

「……」

　微妙に残念なやり取りや、ありあわせを使った誤魔化し、ステージとのミスマッチといった、先ほどまでのムードぶち壊しな要素全てを一瞬で吹き飛ばし、声だけでその場に居合わせた人間の眼に映る世界を塗り替えていく。

　思わず感嘆の声を漏らし、だが、それが一切音とならなかったことに気がつかず、ただひたすら歌に聞き入る達也、真琴、澪の三人。

　聞いたことのない曲、聞いたことのない歌詞。少なくとも、春菜が達也達の前で歌ったことは一度もないと断言できる曲。歌詞がファーレーン語、それもアンジェリカやヘンドリックが使うような古い言葉であることを考えると、間違いなく地球の歌ではない。

　下手をすれば、春菜自身一度も歌ったことがない歌かもしれない。歌ったことがあったとしても、きっと練習時間はほとんどなかっただろう。

　そんな歌を、春菜はこの大舞台で、これ以上ないぐらい完璧に歌い上げていた。

「……さすがやな」

　そんな中、ただ一人歌に飲まれることなく状況を観察していた宏が、他のメンバーとは違う意味で感心したように呟つぶやく。その視線は春菜の艶あで姿すがたでも塗り替えられた世界でもなく、ただまっすぐにザナフェルに向けられていた。

　春菜が一音声を出すたびに、ザナフェルの姿が安定し、邪神の力が弱まっていく。

　ワンフレーズごとに邪神の破片が追い出され、最初のパートが終わる頃にはほぼ混じり合っていたはずの邪神の破片とザナフェルが、見て分かるほど明らかに分離されていた。

　無論、宏とて、春菜の歌の素晴らしさに感動していないわけではない。歌は歌で純粋に楽しんでいる。ただ、破片とはいえ、飲み込んで同化する手前までザナフェルを追い詰めていたのだ。全員が無防備に歌に聞き入るわけにもいかない、と、ただ一人歌の世界に没入することなく、ザナフェルと邪神の破片を観察していたのである。

　そのまま冥界神に捧ささげる古い歌が続き、ザナフェルの力が増し、邪神の破片が切り離されていく。

　臨界点を超え、ザナフェルと邪神の最後の接点がぷつりと切れた瞬間、宏が動いた。

「無粋な真似は、させへんで」

　苦し紛れにステージに飛びかかろうとしたところを、宏に手て斧おので地面に縫いつけられる邪神の破片。必死になってもがくも抵抗むなしく、完全に床に固定されてしまう。

　宏を取り込もうにも、春菜の歌でその存在を削られた邪神にはそれだけの力はなく、相反する創造の属性に押されほんの少し触れただけで崩壊が進む。

　その変化に気がついた宏が、ものは試しとばかりに、音をたてぬよう邪神の破片を思いっきり踏みつける。

　春菜の歌が終わる頃には、宏に踏みつけられた邪神の破片は完全に消失していた。

「最高やったで、春菜さん」

　歌の余韻が消えたところで、全員を現実に引き戻すために力一杯拍手をしながら宏が声をかける。その音と声につられ、達也達も惜しみない拍手を春菜に贈る。

　正直な話、歌っている時の春菜は、宏などよりよっぽど神様っぽい雰囲気を持っていたのだが、この場ではあえて誰も言わない。

「ありがとう。それで、邪神の破片とザナフェル様は？」

「邪神の破片は消滅したで。ザナフェル様から切り離されてしもて、悪あがきでうちらに襲いかかろうとしたから踏みつけて妨害したら、勝手に崩れていって消えおったわ。ザナフェル様は、今んとこ様子見やな」

　宏の説明を聞き、ザナフェルの方に視線を向ける一同。視線の先には、先ほどに比べるとかなり安定し、禍まが々まがしさがすっかり消え去ったザナフェルの姿があった。

　現在のザナフェルは、闇の王とかその類の単語で思い浮かぶような若い男の姿を取っていた。

　ただし、三千年という長い時間を邪神と混じりあって過ごしたからか、時折妙に女性的な姿になったり、老人の姿になったりと、その姿はなかなか定しない。

　それでも、少なくとも冥界神と呼ぶにふさわしい姿の範囲に収まっている分、歌の前よりは随分と良くなっている。

『……我は、どうなった……？』

　老若男女、複数の声が混ざりあったような不思議な声が、宏達の頭の中に響く。どうやら、ようやく話すことができるところまで、己を立て直したらしい。声もまだまだ不安定で、その一点だけでもザナフェルがどれほどぎりぎりの状態だったかがよく分かる。

「何があったか、どの程度覚えておられますか？」

『忌いま々いましい邪神と相打ちになり、己を保ちきれなくなったことは覚えておる。あのままでは我われが守護する者達を我の手で殺し尽くしかねず、最愛の巫み女この手を借りこの地へ逃げ延びたのだが……』

　春菜の問いに答え、そこまで口にしたところでザナフェルが顔色を変える。

『あれから、どれぐらい経った？』

「およそ三千年、だそうです。詳しくは、近くの神殿にいるイグレオス様にお聞きください」

『三千年、か……。それでは、我が巫女はすでに生きてはおらぬな。大地の民は、健在か？』

「残り百人ほどまで減ってはいますが、当時の人達がちゃんと今も生きていますよ」

『そうか……』

　春菜に今の状況を説明され、何やら感じ入ったような声を出すザナフェル。

　しばしの沈黙の後、何やら恐ろしいことに気がついた様子で、再びザナフェルが口を開く。

『三千年、となると、我が巫女の血筋は途絶えているのではないか？　我の巫女はアルフェミナ同様、特定の血筋でなければその資質を受け継がぬのだが……』

「大丈夫です。ザナフェル様の巫女になれる人材が一人、巫女にはなれませんが資質を次代につなげる可能性がある人材が一人います」

『なん……、だと……？』

「ザナフェル様が眠りにつかれた後、最後の巫女が前の邪神戦争の英雄であるファーレーンの建国王に協力を仰ぎ、命をかけて次代をつなぎました。その後長らくその血筋は資質を眠らせたままダールの有力氏族として命脈をつなぎ、今の代になって二人の女性の中でその資質を復活させました。うち一方は同じく巫女を失ったエルザ様のためにその資質を変換してしまいましたが、もう一人はザナフェル様の巫女となれる状態です」

『そうか。最後まで我が巫女は、巫女としての務めを果たしたのだな……』

　プリムラとジュディス、その家系についてイグレオスから教えられた内容と禁書庫で得た情報を春菜がザナフェルに説明する。それを聞き、ほっとしたような悲しそうな表情を浮かべて一つ頷うなずくザナフェル。

『三千年もとなれば、たとえ経年劣化や腐敗の類が起こらぬ封印の中であっても、亡なき骸がら一つ残らぬか。いや、人柱として我と邪神の封印のかなめになったがゆえ、であろうな。気配だけはかすかに残っているのが、何一つ痕跡が残っていないよりむしろ寂しいものだな……』

　長い封印の間に魂が摩滅し、亡骸自体がザナフェルと邪神の破片に取り込まれてしまったであろう巫女。宏達が踏み込むまで封印と浄化の術式を支え続けたがゆえに気配は残り、だが、本人を知らぬ者には気配も含めた存在の痕跡を知ることはできない。

　そのことを寂しげに呟くザナフェルに対し、かける言葉など見つけられず沈黙する宏達。

『……何にしても、この不安定さ加減では、あと何十年ももたずに復活できぬ状態になっておったであろう。女神よ、助かった。ありがとう』

「女神……ですか？」

『ふむ。……なるほど。そちらの創造神と違い、まだ、ではあるか。だが、望んでいるのであろう？』

「……そうなのかも、しれません」

『自覚なし、か。だが、ある程度の覚悟は決まっているようだな。そうであれば、いずれ選択の時が来よう』

　問答で何やら悟り、意味ありげに宏に視線を向けながら春菜に告げるザナフェル。

　その視線の意味を悟り、少しだけほほを染めながらも、凛りんとした表情を崩さず小さく頷く春菜。

『来るべき選択の時が穏当なものであることを祈る。すまぬが、まだ己の身すら安定させられぬゆえ、今は言葉以外の礼をすることができぬ。いずれこの恩は返すゆえ、しばし待っていただきたい』

「お礼が欲しくてやったわけやありませんので、まずはザナフェル様は力を取り戻して役目に戻ることだけを考えてください。巫女の血筋の人間に関しては、間まぁ見てまた連れてきますわ」

『うむ、頼む。……どうやら、我に詳しい話をしてくれるものが来たようだ。他にすべきことがあるのであれば、そちらを優先してほしい。我についていたところで、何一つ話は進まぬ』

「ほな、お言葉に甘えまして……」

　ザナフェルの言葉に甘え、撤収のための作業に入る宏達。正直なところ、いろいろ不安定なザナフェルに関しては、何をどうすればいいのかがまるで分からないのだ。

　宏達が撤収作業を始めてすぐ、広間にダルジャンが現れる。

「どうやら、最悪の自体は免れたようじゃの」

『間一髪、に近い感じではあるが、な』

「なに。お主が復活してくれたのであれば、それだけでよい。いかに舞台装置といえど、世界の根幹にかかわる五大神の一角が完全に滅んでしまえば、たとえ邪神を退けられたところで、この世界の維持に重大な支障が出るからのう」

『我の代理は、アルフェミナか？』

「うむ。たまにいじって爆発させてやらんとまずいゆえにからかってはおるが、あやつの仕事量は目を覆わんばかりじゃ。もう少し安定したら、さっさと門の維持の仕事だけでも復帰せい」

『心得た』

　横で何やら物騒な話を始めるザナフェルとダルジャン。

　それを聞かなかったことにして、大急ぎで設置した機材を回収しステージを解体する宏達。

　片付けが終わったタイミングを見計らい、細かな説明を中断してダルジャンが声をかける。

「どういう形かは未定じゃが、そろそろお主らに準備が整ったと連絡が行くはずじゃ。城が完成し機能が安定したら、もう一度ここに来てもらえんか？」

「わざわざそれ釘くぎ刺す、っちゅうことは、かなり重要な用件、っちゅうことですか」

「うむ。頼むぞ」

「了解ですわ」

　厄介なことを言われた。そんな感想を抱きながら、それでも一応素直に了承する宏。わざわざ直接言うぐらいだから、無視したら碌ろくでもないことになるだろう。

「ほな、片付けも済んだんで、いったん失礼しますわ」

「うむ。あとのことは任せておけ」

　春菜の予想以上の力により、一回の来訪で主目的を達成できた宏達は、ダルジャンとザナフェルに見送られてウルスの工房に戻るのであった。
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「……お姉ちゃん！」

「……ええ、私も感じました」

　ザナフェルが復活した、ちょうどその時。

　ウルスのアルフェミナ神殿で修行を続けていたノートン姉妹が、己の根源たる何かに触れるものの存在に気がつき、修行の手を止めていた。

「どうなさりました？」

「あっ、エアリス様」

「ちょうどよかったかもしれません」

　いつも真面目すぎるぐらい真面目に修行をしているノートン姉妹が、修行の手を止める。そんなめったにない状況に気がついたエアリスが、何があったのかと二人に声をかける。

「エアリス様。もしかしたら、ザナフェル様が復活なされたかもしれません」

「……そうですか、ついに……」

　プリムラの報告に、どことなく感慨深そうに瞳を閉じて、ため息交じりにエアリスがそう言う。

　その直後に、アルフェミナが神託という形で、エアリスにザナフェル復活を告げる。

「たった今、アルフェミナ様から神託がありました。お二人が感じられたとおり、ヒロシ様達の手によってザナフェル様が復活なされました」

「……やはりそうですか」

「ということは、お姉ちゃんがザナフェル様の巫女に？」

　ジュディスのある意味当然ともいえる質問に、困った表情を浮かべるエアリスとプリムラ。

　実質的にそれ以外の選択肢はないが、事はそう単純に運ばないのだ。

「確かに、いずれプリムラさんがザナフェル様の巫女となられ、私達と肩を並べることになるでしょう。ですが、今すぐにというと、そうはいかないでしょうね」

「そうなんですか？」

「ええ」

　いまいち腑に落ちない、という風情で首をかしげるジュディスに対し、どう説明したものかと難しい表情を浮かべるエアリスとプリムラ。

　現在では基本的に血縁そのものがなかったことになってはいるが、プリムラとジュディスは、ダールの現女王であるミシェイラと義理の姉妹である。

　その血筋の問題はいまだにダールの政治に影を落としており、ナザリアより圧倒的に巫女として優れた資質を持つプリムラが一般の神官として飼い殺しにされ、同じく高い資質を持つジュディスがずっと下っ端の見習いだった原因ともなっている。

　幼児期に宮殿の隅での生活を余儀なくされたこともあり、プリムラはそのあたりの政治的な事情もある程度認識しているが、母親の腹にいる間に宮殿を追い出され、イグレオス神殿の分殿で生まれ育ったジュディスは一般的な神官とほとんど変わらない。

　出家した母や姉からいろいろ事情を聞かされているので、現在のダール王家に対して複雑な感情こそ持ち合わせてはいるものの、自分達が本来は王族であることや下手に権威ある立場についてしまうと大きな火種になりかねないことについては、全くと言っていいほど実感がないのだ。

　そういう意味では、本来ジュディスがエルザの巫女になるのもなかなか危ういところがありはしたが、緊急事態であったことに加えてエルザ神殿の所在地は友好国であるフォーレだ。

　普段は同じく友好国であるファーレーンのアルフェミナ神殿で修行し、めったなことではダールに戻ってこないこともあり、実質的に完全にダール王家と縁が切れている。

　国籍の面でも恐らく最終的にフォーレの国民となるので、まず間違いなくダールの政治に火種をぶち込むようなことにはならない。

　というより、ジュディスを利用して権力争いをしようとするなら、間違いなくフォーレが黙っていない。

　それに対し、ザナフェルの神殿は地底の大地の民のもとに残っているもののみであり、地上に分殿を建てたとしても、所在地はダールとなる。

　ミシェイラ女王を引きずり下ろしたくてうずうずしている連中にとって、これ以上ないほどありがたい口実となるのは目に見ているのだ。

「生まれも育ちも神殿だったジュディスは実感がないでしょうが、いまだに私達の血筋は、火種となりうるのです」

「ミシェイラ陛下も頑張ってはおられますが、内乱に近い状態で御夫君が即位されてから十数年、御夫君が亡くなられ女王に即位されてから今年で八年ほどでしかありません。当時と比べればずいぶんと安定しているとはいえ、まだまだ油断できる環境ではありません」

「そうなんですか……」

　いまいち腑に落ちない、といった風情でプリムラとエアリスの説明を聞くジュディス。その様子に、エルザの巫女になってしまったというのに大丈夫なのか、と内心で頭を抱えるプリムラ。

　いくらお互い存在自体が特殊事例だとはいえ、当事者ではないエアリスの方が問題点をはっきり認識しているのは、頭が痛いにもほどがある。

　それ以上に姉として頭が痛いのは、エアリスとジュディスを並べると、どう見てもエアリスの方が年上に見えることであろう。

　発育が良くここ数年いろいろな経験で揉もまれたエアリスが、実年齢より大人びて見えるのは事実だ。が、それ以上に宏達と出会ってから今まで、短いながらも結構怒ど涛とうの人生を歩んできたジュディスが、平均よりやや悪い発育面を差し引いても、どうにも幼く見えるのが姉としてつらい。

「せめて、どこか一カ所でもいいので、ダール国内ではない場所にザナフェル様の分殿があればいいのですが……」

　どうにもいろいろ理解できていない妹のことをいったん横に置き、とりあえず一番簡単な解決策をぼやきとともに漏らすプリムラ。

　だが、そんなプリムラに対し、エアリスが驚きの意見をぶつけてくる。

「いえ。ここは女王陛下とマグダレナ姉様に本気を出していただくべきでしょう」

「エ、エアリス様？」

「事実上フォーレの国民となっているジュディスさんはまだしも、プリムラさんはダールの国民であることから逃れることは難しいかと思われます。それに、お二人ともいずれ巫女の資質を次代に継承するため、最低でも一人は子供を作ることが義務付けられるでしょうし。ダールの国内事情をそのままにしておくのは、その点からも問題が多すぎます」

　まだようやく子供を作れる体になったばかりのエアリスから出た、驚きの言葉。その内容に、もはやこの世界では行き遅れの領域に片足を突っ込んでいるプリムラが顔を引きつらせる。

　デリカシーをどこかに投げ捨てたような発言もそうだが、それ以上に明らかに何かに怒っている様子が見て取れるエアリスに、どうにも背筋に冷たいものを感じたのだ。

「そもそも根本的な話、ダールの政変に関しては、プリムラさんもジュディスさんも本来は無関係です。教わった限りでの当時の国内情勢を考えると、一時的にお二人が不遇をかこうことになってしまったこと自体はある程度仕方がなかったとはいえ、プリムラさんがザナフェル様の巫女に就任する障害となるのはいただけません」

「ですが、すぐにどうにかできるのであれば、私もジュディスもここでこうしているわけがないのでは……」

「そうですね。ですが、プリムラさんが巫女に就任できるようになるまで、もうしばらく猶予があります。その猶予の間に、女王陛下とお姉様に死にものぐるいで頑張っていただければ、巫女を権力闘争に利用するような不ふ埒らちな輩やからを駆逐することぐらいはできます。その程度にはお二人とも力をつけておられるはずです」

「……えっと、そうなんですか、お姉ちゃん？」

「ねえ、ジュディス。私がダールの政治と縁を切ってから、どれだけ経っていると思うのですか？」

　怒っている様子を隠すことなく過激なことを言い切るエアリスに、わけが分からない様子のジュディスが微妙に怯おびえながらプリムラに質問し、バッサリ切り捨てられておろおろする。

「というか、エアリス様。エアリス様は、なんでそんなに怒ってるんでしょうか？」

「申しわけありません。少し前にダールを表敬訪問させていただいた際に少々不愉快なことがございまして、その時の原因となった方々にまた足を引っ張られるのかと思うと、つい……」

　エアリスの謝罪を聞き、なんだかんだ言ってまだ目の前の聖女が十二歳になっていない子供であることを再認識するノートン姉妹。

　だが、それ以上に、カタリナの乱以降の活動で世界中で聖女の名をほしいままにし、その言葉ですでに幾多の人間の心を救ってきたエアリスを怒らせる人間が、それもよりにもよって自分達の母国に存在するという事実に、先ほどとは違う意味で肝が冷えるプリムラ。政治に疎いジュディスですら理解できるあたりが、いろんな意味で相当である。

「あの、それってミシェイラ様には……」

「今、女王陛下はヒロシ様のお願いのために奔走しておられます。ですので、それが終わるまでは私の心の中にそっとしまっておくことにしています。ですが、時間が経てば許されるということでもありませんので、ザナフェル様のためにもきっちり処理していただくことにします」

「「……」」

　静かに怒りを継続させている感じのエアリスを見て、言葉に詰まって遠い目をしてしまう二人。

　基本的に滅多なことでは怒らないエアリスが、こんなにしつこく怒りを継続させる。いったい何をすればこうなるのか、今後の地雷回避のためにぜひとも当事者に語ってもらいたいところである。

「そういえば、エアリス様。お姉ちゃんがすぐに巫女に就任できないと言っておられましたけど、それってダールの内情だけが理由なのでしょうか？」

「いいえ。長きにわたり邪神の破片を抑え込んだ影響で、ザナフェル様自身が非常に不安定になっておられます。アルフェミナ様とダルジャン様の見立てによると、最低限の権能をふるえるようになるまで約ひと月、巫女を得られるようになるには邪神を排除したうえで最低でも一年は時間をかける必要があるようです」

「ということは、逆に言えば、それまでに女王様に国内を何とかしてもらわないと、お姉ちゃんの立場とかそういう感じのものが厄介なことになるんですよね？」

「ええ、そうなります。ですので、最悪の場合、アズマ工房を介してダールとウォルディスを除く四大国家から圧力をかけることになる可能性もあります」

「……えっと、それってどう考えてもものすごい大おお事ごとだと思うんですけど、その事態を避けるために私とかお姉ちゃんができることってありますか？」

「プリムラさんには、大人しくしていただくしかありません。ジュディスさんはエルザ様からの神託という形で、巫女に対して不埒な行為を働くものを排除するように要請することもできますが、それと四大国家からの圧力とどちらがましかというと……」

「つまり、何もしないのが一番なんですね。分かりました。お姉ちゃんと一緒に大人しくしてます」

　エアリスの説明を聞き、思わず肩を落としながらそう結論を出すジュディス。最初からそのあたりを悟っていたのか、プリムラは先ほどからずっと遠い目をしたまま戻ってこない。

　ザナフェル復活という一大事。それに対して何一つできることがない、という事実を痛いほど知ることになるノートン姉妹であった。
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　ザナフェル復活と同時刻。オルガ村では、

「本当に、申しわけありません」

　シームリットの工房に訪れたティアンが、バースト捜索の進しん捗ちょくについて説明をし、深々と頭を下げていた。

「兄貴の不手際なんだから、ティアンさんが頭下げることじゃねえと思うんだがなあ……」

「ですが、我々が関係する任務で、しかも私もジョゼットも同じ場所で戦闘していたというのに防げなかったことです。ご家族に頭を下げるのは当然です」

「っつうかさ、兄貴がアサシンになった当時ならともかく、今は俺もイーヴァスも独立して、ちゃんと食っていけるだけの収入もあるんだ。大黒柱が折れたってんだったら国が補償するって話もティアンさんが頭下げるって話も筋は通るがね……」

　セバスティアンの現ナンバー２に必死の体ていで頭を下げられ、どうにも居心地が悪そうにするシームリット。

　早くに両親を亡くしたシームリットにとって、確かにバーストと弟のイーヴァスは、血のつながったかけがえのない大切な家族である。

　シームリットもイーヴァスもバーストに育てられたといって過言ではなく、アサシンになったのもあんな性格になってしまったのも、弟二人を食わせていくための代償のようなものだ。

　それだけに、世間的には救いようのない変態ともいえる兄ではあっても、シームリットにとっては恩人でもあり、ある種尊敬している人物なのは間違いなく、死んだとなれば動揺してしばらくまともに仕事ができなくなるであろう自覚はある。

　が、あくまでも死んだとなれば、だ。

　残念ながら、シームリットには、どうにもワイバーンにさらわれた程度でバーストが死んでしまうとは思えない。

　それだけに、ティアンに何度も何度も頭を下げられるというのは、実に居心地が悪い。

「そもそもなあ、ティアンさん。頭下げてるアンタだって、あの変態兄貴が死んだとは思ってねえんだろう？」

「……実は、少しだけ」

「ぶっちゃけ、みんなが見てる前で上半身を食いちぎられた、とかいうんだったら死んだってのも納得するんだが、さらわれただけだったらうまく逃げ延びて図太く生きてんじゃねえか、って感じがしてしょうがねえんだよなあ……」

「そこは一切否定できないのですが、バーストが連れ去られたであろう場所が、かなりとんでもない魔境でして……」

「魔境、ねえ……」

　単なる魔境、というだけでは、バーストを仕留めるには少々弱いのではないか、などとちらっと考えるシームリット。

　そのシームリットの考えを読んだように、ティアンが説明を続ける。

「例のワイバーン達が住処すみかにしている山脈は、そのワイバーンですら捕食するような、とてつもなく危険度の高い野菜や果物がゴロゴロ存在しているんですよ……」

「……そいつは、確かに魔境だなあ……」

　ティアンの説明を聞き、思わず遠い目をしてしまうシームリット。

　ワイバーンは、彼のような戦闘能力に欠ける人間はおろか、嫁でディーア族の戦士であるマーヤでも割と命がけになる相手だ。そのワイバーンを捕食する野菜がいる土地など、間違いなく魔境と言ってしまっていいだろう。

　そもそも、なぜワイバーン達は自らを捕食するような生き物がゴロゴロいる場所に住んでいるのかという疑問はあるが、それについては謎のままである。他の生物やモンスターにもよくある話なので、学者ですらそういうものだと深く追求するのを諦めているのだ。

「まあ、とりあえずいろいろ分かったよ、ティアンさん。さすがに兄貴のためにそんなところを捜索しろとは言えねえし、打ち切ってくれていいよ」

「……申しわけありません」

「いやいや。そもそも、話聞いてる限りではどう考えても兄貴のミスだし、それ以前にいくらベテランつっても、アサシン一人のためにここまで大規模な捜索をする必要もねえしな、普通」

「大規模といっても、ペガサスの状況確認と追跡調査のついで、という形ですし、それに、バーストの不在が結構……というか意外と……というか、問題になりつつありまして……」

「あんな変態兄貴でも、いなくなるとそれなりに困る、ってか……」

「ええ。それも予想外のところで、でして……」

　予想外のところ、という言葉で、なんとなくピンとくるものがあるシームリット。

「……やっぱ、兄貴って結構美容関係の腕がすごい？」

「すごいも何も、ひそかに我が国でもトップクラスのようでして……」

「そりゃまた、ディフォルティアのお姉さま方も難儀してそうだなあ……」

　変態なのに、無駄にナンバーワンでオンリーワンなバースト。必要とされているのはいいことだが、身内のシームリットとしては、素直に感謝してもらえる言動をしてほしい。

　その思考がバーストが生きている前提であることに、というより、今までの捜索の話がバーストが死んでいるかもしれないという前提であることに、シームリットは一切気がついていない。どうやら、ティアンの説明ぐらいでは、バーストが死地に連れ去られたという印象を持てないようだ。

「まあ、何にしても、これ以上の謝罪はいらねえよ。国からの補償金とか死亡退職金とかは、何年か保留ってことにしてくれや。まだひと月ぐらいなんだし、受け取ってすぐにひょっこり戻ってきたとかなったら、その金どうすればいいのか分からなくなるしな」

「そうなったとしても一度支給したものを返せとは言いませんし、今回は国の調査ミスですので、バーストの積み立て分は国庫から補ほ塡てんされますから、安心して受け取ってくださってよろしいのですが……」

「問題ないとしても、あんまりお天てん道とう様に顔向けできそうにないからやめとくわ。そういうの貰もらうと、毎回任務のたびに兄貴が死ぬのを願っちまいそうだしな」

　あくまでもバーストが生きている前提を崩さぬシームリットに、ティアンは説得を諦める。現実を見ていないのではなく、現実を踏まえた上でそういう反応なので、説得のしようがない。

　そのまましばらくちょっとした雑談でその後の村の様子などを確認し、手土産だけを残して立ち去るティアン。

「……本当によかったんですか？」

「マーヤだって、兄貴が死んだとは思ってねえんだろ？」

「はい。というか、神からの啓示で、時が来ればそのうち勝手に帰ってくるから心配不要、と言われてしまいましたしね～」

「だよな～」

　ティアンを見送った後、非常にのんきな感じでそんな話をするシームリットとマーヤ。

　マーヤの神の啓示についてはシームリットも初耳だが、正直その内容には全く驚く要素がない。

「つかさ、それ、ティアンさんに言ってやればよかったんじゃね？」

「神の啓示によると、シームリットさん以外には言うな、だそうです」

「何か意図があるんだろうけど、また普通にドッキリでも仕掛けようとしてるとしか思えねえ啓示だなあ……」

　マーヤから追加で教えられた啓示に、思わず苦笑してしまうシームリット。

　神というのは、結構そういういたずらやドッキリが好きなものである。

「でも、まだ独立したときの借金、終わってませんよね？」

「ああいう借金は、自力で返してなんぼだろ？　ちゃんと蓄え作りながら順調に返済してるし、督促されてるわけでもないから、兄貴の金を当てにする必要はねえよ。つか、家計簿つけてんだから、そこまでヤバい借金じゃねえの、分かって言ってるよな？」

「昔ものすごくお金に苦労してたの知ってましたから、そのあたり不安じゃないのかな～、って」

「貯ため込んだところで、ここにいるうちはほとんど使い道ねえからなあ」

　割と頑固で結構健全な考え方をしている夫に、なんとなく安心してぴとっとくっつくマーヤ。

　今日のところは夫婦どちらの仕事も終わっているし、と、夫婦のイチャイチャタイムへ入りかけたところへ新たな啓示がおり、大慌てで身づくろいをして出ていく羽目になるマーヤと、どことなく不完全燃焼なままそれを見送る羽目になるシームリットであった。




　　　　☆




「…………参ったわね」

　ルーフェウス大図書館の禁書庫。持ちうる手札全てを駆使し、ダルジャンとサーシャの目を欺いて進入に成功したオルディアは、目的の情報をサルベージしたところでそのことに気がついた。

「もはや奪還は諦めていたとはいえ、厄介なことになったわね……」

　ダールにあった破片二つが、若干のタイムラグを置いてどちらも完全に消滅した。邪神とのつながりにより、実際のタイミングから遅れてその情報を把握したオルディアは、急展開に顔をしかめる。

　確かに、ダールにあった破片は、奪還できるような状況ではなかった。それゆえに、戦略目標からはいったん外し、奪還そのものは諦めていた。

　だが、あくまでも奪還するという行動を諦めていただけで、破片そのものを諦めていたわけではない。無理に奪還するのではなく、この世界を滅ぼした後、虚無となった世界の跡地から回収するつもりだったのである。

　厄介なことに、その当てが完全に外れてしまっただけでなく、戦力的な意味でも状況的な意味でもかなり不利になってしまったのだ。

「これでイグレオスがほぼフリーになるわね。ザナフェルはすぐには復帰できないでしょうけど、近いうちにアルフェミナの負荷が減るのだけは間違いない、か」

　サルベージした情報を頭の中に刻み込みながら、破片の消滅によって起こりうることを整理するオルディア。とりあえず確実に言えることは、どれほど楽観的に見ても今までほど優勢には事を進められないだろう、ということだ。

「でもまあ、アズマ工房のトップに関しては、いい感じに効率よく弱点を突く手段が見つかったことだし、まずはあれを排除する準備ね。一回勝負だから、確実にやれる舞台を整えないとね」

　宏の致命的な弱点。その根源となる元の世界の出来事を探り当てることに成功したオルディアが、その数少ない有利な情報を得れたことに艶つややかに笑う。

「とりあえず、まずはオクトゥムとザーバルドを無理やりにでも完全復活させるところからかしら。相手もかなり強力な神だし、全員完全体でも絶対の自信は持てないのがつらいところだけど」

　禁書庫のシステムを完全に欺き悠々と脱出しながら、最低限の絶対条件を満たすために同胞を叩たたき起こすことにするオルディア。

　さらにやるべきことを考え、漏れがないか口に出して確認する。

「あとは、ウォルディス王にガストールの制圧を早めてもらう必要があるわね。連中をどう引っ張り出すかは、全員復活させてから考えましょう。ちょっと状況が目まぐるしく変わりすぎて、頭の中だけで計画を立てても上手くいきそうにないし」

　ダルジャンの守護領域を完全に抜け、誰にも見つからず転移できるところまで移動する頃には、オルディアの頭の中では、行うべき全ての段取りが完成していた。

　もしこの時、ダルジャンがザナフェルのフォローのために席をはずしていなければ、オルディアを逃がすことはなかっただろう。

　ほんの少しずれた歯車のかみ合わせ。それにより、オルディアの実に効果的で悪あく辣らつな策を潰つぶせる最初で最後の機会は完全に潰ついえてしまう。

「さて。順番的には、オクトゥムとザーバルドより先に、ウォルディス王ね」

　オルディアが禁書庫から無事に脱出してしまったことで、宏達に対する策を潰せなかっただけでなく、ガストールとマルクト周辺国家の寿命も大きく縮むことになってしまうのであった。




　　　　☆




「こんだけの量の資材が積み上げられとると、かなり壮観やな」

　翌朝。レイオットに呼び出されて直接港に連れてこられた宏は、大量に積み上げられた資材を見て楽しそうにそんな感想を口にした。

「確かに壮観かもしれんが、せっかくたどり着いた船が入港できん状態になっている。運び出しがまったく間に合っていないから、悪いが建設予定地までの運搬を手伝ってくれ」

「了解や。っちゅうか、一回で全部運んでまうから、どけたらすぐ降ろして」

「ああ」

　宏の要請を受け、レイオットが指示を出しに船のもとへ移動する。

　その間にも次々と倉庫に詰め込まれていく資材。

「ゴーツ石の、それも特級品のとか、またええ石材用意してくれてんねんなあ。こっちはシャインウッド材か。魔鉄の鉄骨まであるとか、ものすごい張りこんでくれたんやなあ」

　驚くべきスピードで資材を倉庫に詰めながら、一つ一つを検分して感嘆の声を上げる宏。

　というのも、採取や討伐が主体の宏達では大量入手が難しい、普通の高級資材が大量に積み上げられていたからだ。この手の資材はいずれも、産出場所を国ががっつり抱え込んでいるため、たとえ少量であっても入手にはコネと多額の資金が必要となる。

　単に素材の機能としてみた場合、これらはアズマ工房の倉庫に眠っている素材の平均には全く届いてはいない。だが、そもそも宏達が抱え込んでいる素材は、城や砦とりでのような大規模建築に使えるものがほとんどない。

　今回は築城という大量の資材が必要な作業のため、宏的には質より量と納期が最優先のつもりであった。それだけに、この高品質で高性能な高級資材の山は嬉うれしい誤算である。技術が廃れ資源が枯渇気味の現代では、恐らくこんな機会でもなければ集めることすら不可能であっただろう。

　なお、これだけのことをやってもらったのだから、宏は人件費や輸送費も含む全ての費用を言い値で支払うつもりだったのだが、その支払いの大部分はドラゴンスケイルメイルの値段と相殺になってしまった。スケールの問題でさすがに全額ではないものの、ほぼ全額と言っていい金額である。

　実のところ、どこの国も人件費以上の費用を請求する予定はなかった。それとて国内のうるさい連中に対するポーズと宏の顔を立てるためだけで、本音を言えば無料奉仕でも全く問題はなかった。

　そこに、必要なものとはいえ大量のドラゴンスケイルメイルが用意されてしまったのだ。無理をせずに請求する費用を小さくできたとはいえ、恩返しができなかった点は各国側にとって少々痛いところである。

　因ちなみに、アズマ工房への請求額はきっかり五万クローネ。五国なので一国一万クローネずつ分配した形である。お互いの請求書を突き合わせ、小細工なしで相殺した結果ではあるが、思った以上に支払いが少なくなってしまい十万クローネ金貨を減らせなかったことに宏達ががっかりしたのはここだけの話だ。

「あ、せやせや。コアの起動に必要な素材メモっといたから、兄貴らちょっと先に建築予定地行って、これにメモった分出しといてくれへん？」

「おう、分かった」

　宏からメモを受け取り、達也が軽く請け負う。

　そのメモにはリヴァイアサンやベヒモス、ジズの肉や骨、皮が数十トン単位で書かれていたり、適当にばらしたグレータードラゴン素材があれこれ記載されていたりと非常に不安になる内容がぎっしり書かれているのだが、とりあえずあえてここでは突っ込まないことにするらしい。

「今倉庫に詰め込んだ資材も、一緒に出しておくか？」

「せやな。ついでやからやっとって。こっちのん全部積んだら、神の船でそっち行くわ」

「了解」

　ワンボックスを取り出し、春菜達と一緒に乗り込みながら宏に返事をする達也。

　現地に着くまでに、ワンボックスで約二十分強から三十分弱。荷降ろしにかかる時間と入港待ちの船の数を考えれば、彼らが現地に到着する前に宏の作業が終わることはないだろう。

「お前達が絡むと、荷物の運搬一つでも桁違いに早く終わるな」

「うちの倉庫は便利やからな」

「軍部の責任を一部担っている身としてはその技術を譲ってほしい気持ちがあるが、一国の王太子としては、世界のバランス的にむしろ秘匿技術としてよそに漏らさないでもらいたい。実に複雑なところだ」

「確かに、容積共有はいろいろやばいわな」

　レイオットの本音に、小さく苦笑しながら宏が同意する。その手の野心が一切ないがゆえにゲーム的に便利な使い方しかしていないが、エンチャントさえかかっていればポシェットや服のポケットからですら倉庫の中に詰め込まれたものが取り出せてしまうのが、容積共有である。

　これを本気になって悪用すれば物流を崩壊させることはもちろん、敵国を物量によって内部から崩壊させてしまうことすら簡単にできてしまうのだ。

　それが分かっているからこそ、容積共有が施された鞄かばんの類は日本人だけで使用し、ひよひよが生まれる頃までファム達にすら渡していなかったのである。

「お前達が資金を持て余しているおかげで物流の平和は保たれているが、そうでなければその移動能力と合わせて、あっという間に行商人が大打撃を受けていただろうな」

「正直、今までその使い方全然考えてへんかったわ。気ぃついてへんっちゅうより、そもそも加工もせんと物売るっちゅう発想自体がなかったっちゅう方向で」

「まあ、お前ならそうだろうな」

　資材を片っ端から倉庫に詰め込みながらの宏の言葉に、レイオットが頷く。宏の発想はあくまで物を作ることが基盤となっているし、アズマ工房の一番の強みはその調達能力と加工能力だ。

　容積の大きな共有倉庫と自動車を持つ二人組以上の行商人であれば、才覚に関係なく誰でも一定以上の稼ぎが得られるだろう。移動の時間とリスク、および荷物の可搬能力という物流のネックを大きく解消できるのだから、当然である。

　だが、それで宏達ほど莫ばく大だいな資産と影響力を得られるか、といえば答えは否いなだ。単に右から左へ運ぶだけなら誰でもできるゆえに、寝ている間などに容積共有がかけられた鞄と自動車を奪われてしまえば、その時点で全てを失うことになる。

　これがアズマ工房だと、これらの道具が奪われたところで、大した問題にはならない。材料さえ集めれば再び作れるし、市場などで簡単に手に入るありきたりなものを加工して他に真似できない付加価値の高いものを作ることで収入の大半を得ているのだから、当然である。

　極論、共有倉庫やワンボックスがなくても少々不便なだけで、莫大な収入を稼ごうと思えば稼げてしまうのだ。

　それはそれで別の意味で流通を荒らしまくる結果になっているが、この世界になかったものを作り上げ、その技術自体もちゃんと公開しているので、別段大きな問題になってはいない。このあたりのことを天然でやってしまっているのが、一番恐ろしいところなのだが。

　もっとも、一番利益率が高いモンスター素材の加工製品は、いくら技術を公開しても誰も利益を出せるような費用で調達も加工もできないので、違う意味で問題になりようがない。

「それで、城の完成までどの程度かかる？」

「分からん。前に練習がてら建てた時は二週間ぐらいかかったけど、もしかしたらもうちょい早くできるかもしれんし」

「そうか。その間の注意事項は？」

「敷地にさえ入らんかったら、他は特にあらへんで。二週間ぐらいあるんやったら、道とか港の整備するんにちょうどええんちゃうか？」

「そうだな。この港をどの程度使うかは分からんが、街をつくるのであれば仮設のままではまずいだろう」

　次の船の接岸を待ちながら、今後の展望について話し合う宏とレイオット。いろんなアイデアを出し合いながら、次々と降ろされていく木材を倉庫に詰め込んでいく。

　ゲーム内でのことをレイオットに言っても分からないとの配慮から、宏の説明は必要最小限に抑えられている。レイオットも説明が簡略化されていることに気がついてはいるが、あえて深くは追及しないようだ。

　そんなこんなで、二時間後。ようやく全ての船の資材が全部倉庫に移される。

「それで足りるか？」

「十分っちゅうか、当初よりランク高めの資材生産ができるかもしれん」

「そうか」

「それより、そっちのための資材、残しとかんでよかったん？」

「さすがに、産業その他がどうなるか分からん街のために、そんな高級な資材を使うわけがなかろう？」

「なるほどなあ」

　レイオットの言葉を聞き、ひどく納得してしまう宏。

　言われてみれば確かに、重要な立地にあるわけでもない街を作るために、そんな値の張る立派な資材を使うわけがない。

「心配せずとも、明日ぐらいには道を整備する分ぐらいの資材は入ってくる。その後も順調に資材が入る予定だし、借りている人手が遊ぶような事態にはならんさ」

「それやったらええんやけどな」

　どうやら、いろいろと順調に進んではいるらしい。思いつきで行き当たりばったりな話の進め方をする宏達とは違い、実に計画的だ。

「まあええわ。さっさと向こう行って、コアの設置作業やな」

「転移で送っていく」

「ええん？」

「私も、お前が何をするか見ておきたいからな」

「了解や。ほな、お言葉に甘えて」

　宏が同意したのを見て、レイオットが早速転移魔法を発動する。

　二人が移動した先には、壮観を通り越して圧倒されるほどの資材が積み上がっていた。

「……分かってはいたが、実際に積み上がっているのを見ると凄すさまじいものがあるな……」

「せやなあ。まあ、さっき詰め込んだ資材もほとんど出し終わっとるみたいやし、僕はコアの設置準備やな」

　先に来ていた春菜達が頑張って倉庫から出しているらしく、どんどん数字が減っていく各種資材。その残量を確認した宏が、残りの作業を任せて敷地の中央に移動する。

「ちゃんと全部揃そろっとんな」

「こっちはこっちで、なかなかすごいことになっているな……」

「これで何パーセントも使ってへんねんけどな」

　何もかもが万トン単位の神の食肉モンスター。あまり過剰に投入したところで城の性能向上につながらないため、今回はかなり控えめに使っているが、本音を言うなら、宏的にはあと数倍は突っ込んでしまいたい。

　そんな益体もないことを考えながら、昨日挿し木した世界樹の苗をコアの設置予定地のそばに植える。その後、なかなかのサイズを誇るコアパーツを設置し、特殊陣のスキルを使って土地全体に魔法陣を描く。

「魔法陣か？」

「これは別にやらんでもええんやけどな。やっといたほうがロスが少ないんよ。ただ、広さが広さで陣も複雑で、しかも描くんにいったん資材どけやなあかんとか問題点山積みやから、特殊陣使えるようになってへんかったら、多分省略しとったで」

「ふむ、なるほどな」

「……おっと、生命の海、あと五樽たるほど足したほうがバランスええな。せっかくやから三種混合肥料とドラゴン骨粉も一樽ずつぐらい出しとくか」

　レイオットの質問に答えながら、伝説だの神だのが頭につく素材を大盤振る舞いしてどんどん準備を整えていく宏。足りないもの、追加したほうが後が楽なものを大体用意し終えたところで、倉庫の資材も全て外に取り出し終える。

「準備も整ったし、コア起動するか」

「これだけのものを投入するのだから、さぞとんでもないものが出来上がるのだろうな」

「楽しみですね」

　宏の宣言に表面上呆あきれたような態度を見せ、その実とてつもなくわくわくしていることを隠そうともしないレイオット。それに追従するように、いつの間にか現れていたエアリスが同じぐらい期待に目を輝かせてコメントする。

「エアリスか。いつの間に？」

「たった今です。アルフェミナ様が、後学のために見ておくように、と」

「なるほどな」

　そんなことを言い合いながらも、宏の作業から目を離さないファーレーン王室兄妹。

　そろそろ宏が始めると知ってか、春菜達も全員揃っている。

「とりあえず先に注意しとくけど、作業終わったら自動的に敷地の外に追い出されるけど、別段それでなんか身体に異常出たりとかはあらへんから、安心したってや」

「分かった」

「ほな、起動するで」

　レイオットとエアリスが頷くのを確認し、認証用の魔力をコアと魔法陣に注ぎ込む宏。ユニコーンの森の地脈を力業で正常化した時など比べ物にならないほどの量のエネルギーが、宏の身体から流れ出る。

　そのあまりに危険な量のエネルギーに、春菜とエアリスの顔色が変わる。

　恐らく、細い地脈なら一瞬で枯渇するであろうエネルギー。人間だけでまかなうなら、下手をするとウルスの住民全員の魔力を吸い上げる必要がありそうな、とんでもない規模の術。

　コアを作るためにひどい目にあい、その際にいろんなスキルと能力値が上昇することで完全に舞台装置ではない種類の神の身体に作り変えられ、神の城スキルをちゃんと身につけている宏だからこそ実現可能な行動である。

　当然、いかに宏といえども、簡単に行っているわけではない。

　神の城スキルはあくまでも、城を起点とした新たな世界を作る資格でしかない。城を造る者自身がその身にそれだけのものを作りだすだけのリソースを持っていなければ、コアも資材も無駄にした挙句、運が悪ければ存在そのものが消滅してしまうことになる。

　回り道に回り道を重ね、余計なことを繰り返していろんなスキルを身につけ鍛え上げ、さらに素材集めで何種類にもわたるモンスターを何体も仕留めて回ってレベルを上げた宏は、知らず知らずのうちにそのとんでもない量のリソースを持つに至っていたのである。

　大図書館の禁書庫で得た使いどころの分からないゴミのようなスキルですら、リソースの底上げに関しては一応意味があったあたり、何が幸いするか分かったものではない。

「……これ、本当に大丈夫なのか？」

「分かんない。だけど……」

「今から中断するほうが危険です。大丈夫だと信じて結果を待ちましょう」

　起こっていることの規模の大きさと、それをなすために現在進行形で大量のエネルギーをコアに供給し続ける宏を見て、さすがに不安が表に出てくる達也。その不安に同調し、だが今更どうにもならないと宏を信じることにする春菜とエアリス。

　できることなら、たとえ焼け石に水であっても自分達の魔力を宏に与えたい。だが、それをしてしまうと、神の城の築城作業に悪影響を及ぼしてしまう。

　故に、春菜とエアリスは、やきもきしながらも宏のことを信じつづけるのだ。

「……様子が変わった……」

　そんな中、弟子として宏の行っていることを一つ残さず脳裏に刻み込んでいた澪が、作業が新たな段階に移ったことを察して他のメンバーにそう告げる。

　普段のヘタレ男の面影など一切感じさせず、圧倒的なまでに己が神であることを周囲に、否、世界に見せつけていた宏。ザナフェルの時には春菜の方が圧倒的に神様っぽかったというのに、今回は間違いなくこの場の誰よりも一番神様らしい様子を見せている。

　そんな宏が、急速に普段の宏に戻っていくのに、魔法陣とコアから発せられるエネルギーは小さくなるどころかむしろ増していっているのだ。

　間違いなく、最初の工程は終わっている。

「ふぃー、疲れた……」

　かなりぐったりした感じで、ため息とともにそう言う宏。どうやら、宏自身が行わねばならない作業はこれで終わりらしく、完全に普段どおりに戻っている。

　そんな宏の様子など関係ないとばかりに、世界樹がぐんぐんと伸びていく様子が印象的だ。

「……ものすごくいろいろ消耗してるみたいだけど、大丈夫なの？」

「かなりしんどいけどまあ、死にはせんで」

「だったらいいんだけど、私に何かできることって、ある？」

「せやなあ……。とりあえず、いったん消化ええもんなんか作って。手っ取り早くカロリーとらんと」

「分かったよ」

「あ、料理するんやったら、先に外でたほうがええで」

　宏の言葉に頷き、全員まとめて外に運ぼうと魔法を唱え始める春菜。

　その魔法が発動する前にコアから光が溢あふれ、一瞬でその場にいた全員が外に追い出される。

「……魔法、要らなかったね」

「せやな。まあ、こういう感じやから、作業員の人らはできるだけ近くに寄らんほうがええで」

「分かった。指示を出しておく。もっとも、まともな神経をしていれば、近寄ろうとは思わんだろうが、な」

「まあ、せやろうなあ」

　問答無用で、しかもかなり唐突に追い出された割に、特に動揺した様子も見せずに会話を続ける宏達。先に注意を受けていたとはいえ、恐ろしいほどの図太さである。

「で、何であんなにエネルギー持ってかれてるのよ？」

「まあ、簡単な話でな。新しい世界を一から作るっちゅう神の城の仕様上、森羅結晶に神の食材モンスターにって、結構な量と質のリソースをこの世界から持ち出す形になるわけやん。ある程度その穴埋めしたらんと、持ってかれるほうが納得せえへんでな」

「……確かにそれはそうなんだけど、何かいろいろ無茶な話ねえ……」

「そもそもゲームの段階での仕様が無茶もええとこやねんから、それをこっちの世界で実現するっちゅうたらこれぐらいのことはせなあかんやろう」

　一応説得力はある宏の説明に、納得しながらも微妙に腑に落ちない様子を見せる真琴。

　確かにコアとして使い、この世界から切り離された森羅結晶も、城の基盤となった神々の食材モンスターも、かなりの質量やエネルギー量になる。それ以外にも大量の資材を消費している。誤差では済まないであろうそれらに関して、何らかの形でこの世界に対して穴埋めをしなければならない、というのは一見筋が通っているように見える。

　言うなれば、エネルギー保存の法則と質量保存の法則を、宏が自身の持つリソースを注ぎ込むという形で満たしてやったということになるのだろう。だが、そもそも論としてこの世界の場合、それらの法則が成立しているかどうか自体が怪しい事例がたくさんある。

　スキルの存在により投入したエネルギーの何倍ものエネルギーが発生し、ダンジョンが無尽蔵ともいえる素材や資源を吐き出す世界で、各種保存則を維持するために新たな神が持ち出し分をエネルギーか質量かで穴埋めする必要がある、などと言われても腑に落ちないのも仕方がないだろう。

「師匠、お城できるの、どれぐらいかかる？」

「せやなあ。さっき大分エネルギー注いだから、十日もあったら初期設定ができるとこまで完成するやろう」

　思ったより早く完成しそうな神の城に、澪の瞳が輝く。いろいろ心配しやきもきさせられたが、やはり完成が近いとなるとわくわくするらしい。

　そのあたりは春菜達も同じらしく、すでに城壁が築かれ始めている城に、期待に満ちた熱視線を送っている。

　何しろ、現時点ですでに、ジズが普通に収納できそうな大きさなのだ。壁ができただけで全体像が分からない広さがあり、ドームの高さも首が痛くなるほど。

　完成形に期待を抱くな、というのは無理だろう。

「それで、城ができるまでの間はどうするつもりだ？」

「もうちょい素材集めて城に設置する機材作って、一週間好き放題もの作る権利行使して遊ぶ予定やけど？」

「……自由に、といった手前注文をつけるわけにはいかんのだが、できればほどほどにしてくれれば助かる……」

「そんときの気分で考えるわ」

「宏君、レイオット殿下の胃薬の量とマーク殿下の将来の毛髪のためにも、ある程度は自重しようね？」

　レイオットの質問に、澪が用意したキャンプ用のテーブル席に着席しながら、非常に不穏な答えを返す宏。その宏に対し、ファルダニアで入手したボス亀のダシで炊いたおかゆを持ってきた春菜が釘を刺す。

「まあ、何にしても今日と明日は素材集めやな。ウォルディス周辺で採れる類たぐいのんが、今すぐには特に必要ないんが助かるわ。あの辺でしか採れんやつって、基本的に一部の神器に使うだけやし」

「そっか。それは助かるよね」

「いずれは作らなあかんかもしれんけど、主要素材が見つかってへんからどっちにしてもすぐには無理や」

　ものすごい勢いでおかゆを平らげながら、この後すぐの予定を春菜と打ち合わせする宏。

　あれだけの大仕事をしたというのに、食後すぐに平常モードで素材収集に移る宏達であった。
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「あ～、ええ素材掘りやった……」

　一日半の素材収集ツアーを終え、つやつやした顔で宏ひろしが満足げにため息を漏らす。その後ろにはいくつかの素材が積み上がっており、このあと夜なべをしていろいろやろうと企たくらんでいるのは誰の目にも明らかだった。

「で、そんなに素材積み上げて、何作るつもりだ？」

「そら、まずは霊帝織機に決まっとんで。今まで地味に、霊布関係は間に合わせの機材でやりくりしっぱなしやったからな」

「名前からしていかついが、そんなにすぐにできるものなのか？」

「神の城のコアに比べたら、どうとでもなる範囲やで」

　うきうきと主要素材となる霊木をチェックしながら、達たつ也やの問いに行きつくとこまで行きついたような答えをあっさり言ってのける宏。その表情には、まるでヤバい薬でも決めたかのような風情が漂っている。

「それにしても、霊帝織機なんて厳いかつい名前のものなのに、材料に世界樹とか使わねえんだな」

「世界樹は、機材には向かんからな」

「そうなのか？」

「せやねん。そもそも、この太さの枝とか加工しよう思ったら、それだけで神の城造るぐらいの手間暇かかりおるしな」

「……さすがは世界樹、ってことか」

「そういうこっちゃ」

　直径五十センチほどの霊木材を指しながら言った宏の言葉に、どん引きするしかない達也。神の城を造る過程であったあれこれを思えば、どん引きするのも仕方がないだろう。

「その代わりもっと細い枝やと、かなりすんなり加工できるから、それで弓作ったり武器とか工具の柄に使うたりしたら、ものすごい性能になるんやけどな」

「なるほど。武器特化ってか？」

「今の時点ではそんな感じやな。まあ、そもそもの話、家建てられるほどの材木、世界樹からゲットとかできるわけないし、椅子とか机とか皿とか世界樹の強度がいるような用途ってなんやねん、っちゅう感じやしな」

「食器に関しては、神様に料理捧ささげるのに使うとかありそうだがなあ……」

「ないとは言わんけど、皿は世界樹の一番でかい葉っぱの方がよさそうやからなあ」

　早速霊木を加工しながら、仮に世界樹を使うなら武器以外にどういう用途があるかについて駄だ弁べる宏と達也。実際のところ、世界樹で食器を作っても宏基準では別段特別な性能機能があるでもなく、家具に関してもベヒモスあたりから上の素材はもはやデザインや構造以外に差別化される要素がない。せいぜい若干の向き不向きがある程度だ。

　はっきり言って世界樹の素材各種は、武器と薬類、および添加剤としての用途以外では難易度の割に価値が薄いのである。

「それにしても、どうせ素材集めが先だからってことですぐには突っ込まなかったが、城より先に神器作るんじゃダメだったのか？」

「城に機材設置してからの方が、性能的にもリスク的にも問題少ないからな」

「ああ、なるほどな」

「まあ、一番大きいんは、今のうちに自由作成の権利使っとかんと使う暇なさそうやから、やったりするけど」

「おいこら、ちょっと待て」

「ええやん。これでも城の機材使って遊ばへん、っちゅうぎりぎりの妥協点やで？」

　宏の指摘に、思わず反論に詰まる達也。

　機材が充実し余計な補正が入りまくるであろう神の城。そこに作られた工房で宏に一週間も好き放題させる──確かに、危険極まりない。主に、作るものが増えそうだという一点で。

「とりあえず、明日中で霊帝織機と厨ちゅう房ぼう機材と真火炉のコアは完成するやろうから、僕が遊ぶんはその後からやな」

「できるだけ、穏便な物作りをしてくれよ？」

「趣味には走るけど、全部が全部物騒なもんにするつもりはあらへんから安心し」

　いまいち信用できないので、全く安心できない宏の答え。それにどう突っ込もうか悩むうちに、突っ込みのタイミングを失う達也。

　そんなこんなをやりながら、寝るまでに霊帝織機のパーツはほぼ完成するのであった。




　　　　☆




　翌朝。

「おおおおおおお!?」

　真火炉棟に仮設置された霊帝織機、その動きを見てライムが驚きの声を上げる。

「マジか……」

「見てる前で一反ぐらい織り上がっちゃったわねえ……」

「それ専用の機材なんだから当たり前なんだろうけど、私達の苦労って一体……」

「ボク、この世界で機械の自動運転に完膚なきまでに負けるとか、さすがに納得が……」

　結構な音をたてながら全自動で霊布を織り上げる霊帝織機に、呻うめくことしかできない達也と半ば絶句しながらどうにか感想を述べる真ま琴こと。

　春はる菜なと澪みおに至っては、いろいろ思うところがありすぎて、愚痴しか出ないようだ。

　今まで機材の問題で、頑張っても一日一反織れるかどうかだった霊布が、近代紡織産業顔負けのスピードで織り上がっていくのだ。絶句するのも仕方があるまい。

　余談ながら、工房の職員で現在ギャラリーに混ざってこれを見ているのはライムだけである。

　ファム、テレス、ノーラの三人は、現在どれぐらい料理ができるかチェックする、と唐突に宏が言い出したため、テストのために一生懸命朝食を作っているところだ。お題はアルゲンタヴィス以上のモンスターを使った和風朝食である。

「自動運転はいけるな。あとは手動で一反ぐらい織ってみて……」

　などとぶつぶつ言いながら、宏が自動運転を凌りょう駕がする速度で生地を織りあげる。完成した布を比較し、少し考え込んだ末に宏が口にした結論は、

「やっぱ、自動運転やと品質も性能も落ちるなあ……」

　であった。

「えっと、そうなの？」

「せやねん。まあ、自動やと織るときにエンチャントかけられへんから、どうしても最低その分は性能落ちおるんやけどな。品質に関してはまあ、触ってみ」

　春菜の疑問に答えながら宏が差し出した霊布を、その場にいた人間が順番に確認していく。

「……気にするかどうか、ぐらいだけど、確かにちょっと自動の方は……」

「ん。これを手触り悪いって言うのは、だけど……」

「ほんの少しざらざらなの」

　真剣な顔で手触りを比べていた春菜を皮切りに、澪とライムが正直に気がついたことを言う。ただし、春菜と澪は非常に複雑そうな表情ではあるが。

　無論、あくまで宏が織ったものに比べれば、という話であり、単純な布として見た場合、これを手触りが悪いなどという人間はまずいまい。

　そもそもの話、この場にいる人間で、自動機より質のいい布を織ることができるのは宏だけだ。自動で織った布にケチをつけるとなると、自分達の作る布を全否定していることになるのだから、春菜と澪が複雑そうな表情で妙に歯切れの悪い言い方をするのも無理はなかろう。

「……なあ、真琴……」

「……言わないでよ……」

　触って感触を比べて首をかしげていた達也が、同じく感触を比べて渋い顔をしていた真琴に声をかける。二人揃そろって、いまいち違いが分からなかったのだ。

　言われてみれば確かに、非常によく注意して確認すればほんのかすかに肌触りの違いが感じられなくもない。だが、一般人に近い達也や真琴では、気のせいだと言われればそう思ってしまう程度でしかない。この程度の差をもって品質が悪い、と言われてしまうと困ってしまう。

「っつうか、性能に関しては分からなくもないが、普通品質って大概は手作業よりも自動機械でやったほうが上になるような気もするが、どうなんだ？」

「あたしのイメージでもそうなんだけどねえ……」

　どう比べても自信を持って言えるほどの違いを感じられない達也が、真琴と正直な感想をぼやき合う。

　現実問題として、一部のジャンルやごく一部の飛び抜けた職人を除き、現代社会で手作業が自動機に品質で勝つことはまずない。基本的に機械なので作業にムラが出ず、安定して満足がいく品質になるように技師達が夜なべして機械や工程を改良してきたのだから、ある意味当然である。

　手作業、手作り、といった表現が自動機での生産に確実に勝てる部分は、言ってしまえば心がこもっているというイメージだけだろう。

　とある飲食チェーンの会長の、『量産品において、手作りが自動機による工場生産の料理よりうまいというのは幻想だ』というコメントは、大半のものにおいて否定できない事実だ。手作りよりまずいのは比較対象が一流料理人の料理だったり、元々の素材や生産工程に問題があったりといったケースがほとんどで、機械による大量生産が原因とは言い難いものばかりである。

　残念ながら近現代では、よほど突き抜けた職人による一点ものや、どうやっても機械化できなかった作業以外、生身の人間が機械に勝つのも機械に頼らずにいいものを作るのも不可能なのだ。性能に関しても、手作業特有のブレやムラがあったほうが均一なものより高性能になるケースがある程度で、大半はちゃんと工程を吟味して機械で加工したほうが上になる。

　ただし、それはあくまで達也達が生活していた地球においての話であり、普通に手に入る真っ当な素材を使ってのこと。

　今彼らがいるのは地球ではなく、使われている素材は普通に手に入る真っ当な素材とは口が裂けても言えず、作業しているのも突き抜けた職人どころかもはや人間ですらない存在だ。

　今度は逆に、たかが自動機械ごときに勝てる道理がない。

「まあ、それでも今まで間に合わせの機材で作ったやつよりはええし、もうちょい織ってこれでファムらの作業着も作るか」

「だって、真琴さん」

「はいはい。デザインすればいいのね。ってか、デザインするんだったら、制服にしちゃえば？」

「せやなあ。ほな、公式の場に出れそうな感じで作業着にも使える制服、っちゅう方向で頼むわ」

「了解」

　宏の言葉を受けた春菜に振られ、軽く肩をすくめながら真琴が請け負う。その際に余計な提案をして、当初より話を派手な方向にずらすあたり、やはり真琴もアズマ工房の一員である。

「あ、真琴さん。ついでやからジノら見習いのも何かデザインしたって」

「分かったわよ。せっかくだから、何パターンか制服デザインしちゃおうかしら。すごく腕がよさそうに見える服からどう見ても下っ端っぽい服まで」

「ああ、それもありやな。これからどんだけ職員増やすかは分からんけど、服で実力が分かるんやったらそれはそれで便利そうやし」

　真琴が余計なやる気を見せた結果、アズマ工房内で階級制度が爆誕してしまう。

　実はこの出来事のせいで、一番弟子にあたるファム達が後々まで余計な苦労をする羽目になるのだが、主犯の真琴はそこまで考えが至らず、ライムの誕生日プレゼントをデザインした時のように完全にやる気になってしまっていた。

「そろそろ向こうもご飯できてると思うし、先に朝ご飯食べてからだね」

「ん。ファム達の腕前が楽しみ」

「テレスおねーちゃんだけ、味付けがふつうなの！　おいしくもまずくもない感じなの！」

　微妙にハードルを上げようとした春菜と澪に対し、ライムの正直だが無情なコメントがブレーキをかける。この世界ではスキルと美う味まいまずいは別問題ではあるが、それを踏まえてもテレスの料理方面での向上のなさには、ある種の呪いすら感じられる。

　扱える食材のランクが上がってなお、テレスの料理は可もなく不可もなくなのである。

　もっとも、別段食えなくなったり素材を台無しにしたりするような味付けをするわけではない。最近は使っている食材のおかげで、それなりに美味しくなってはきている。あくまで素材の手柄であり、テレスの腕ではないのだが。

「まあ、そのへんは食ってみりゃ分かるだろう。にしても、神殿のメダル量産に関して、今更ながらちょっと余計なことが気になったんだが……」

「なんや？」

「いや、大量生産っつったらプレス加工でいいんじゃねえか、ってふと思ったんだよ」

「あ～、プレスなあ……」

　達也の質問に、宏が渋い顔をする。

　その表情を見て、思いつかなかったのではなく単純に難しいのだろうとあたりをつける達也。

　なお、達也が今更メダルの大量生産について思い出したのは、先ほどの霊帝織機を見たせいだ。ものすごい勢いで自動的に布を織りあげる霊帝織機を見て、なんとなく前にテレビで見たプレス機による大量生産を思い出したのだ。

　頻度の差はあれど誰でも時折起こる、関連はあれど脈絡はない発想のつながり。それがたまたま今達也に来ただけであろう。

「プレス加工っちゅうんは、ああ見えてすごい技術の塊やからなあ。ノウハウゼロのところから、僕が関わらんとできるところまで技術進める余裕、ないねん」

「そんなに難しいのか？」

「分かっとるだけでも難点が二つあるで。一つは金型。あれ、上型と下型を嚙かみ合わせた時の隙すき間まが最低でも百分の一ミリ単位、場合によっちゃ一ミクロン未満での調整がいるんよ。それに、抜き勾配もかなりシビアに角度調整いるし、そのへん失敗すると、あっさり金型割れおるしな」

「あ～、そりゃ無理だな……」

　宏のざっとした説明を聞き、確かに不可能だと判断せざるを得ない達也。宏ならできるだろうが、残念ながらそれを他の人間に伝授する時間的な余裕はない。

　他にもバネや金型に使う素材の問題、金型そのものの設計など、型を作る段階で現状では宏にしかできない事柄が多数ある。部品一つ一つの精度も、これまでのこの世界の考え方では通用しない水準を求められる。間違っても、急場しのぎでやることではない。

「で、もう一つが素材の問題。あれ、結構シビアな要求があるんよ」

「そうなのか？」

「ある程度厚みとか材質が均一で、剛性弾性が一定範囲内に収まっとって、その上で数ミリ程度の薄い板を長く作らんと、連続プレスに使うにはきついで。フォーレでも、圧延関係の技術はそないええレベルでもないし」

「……そんなにシビアなのか？」

「見た目の印象よりはな。特に薄くて長い、っちゅうんがネックや。長いっちゅうても千ミリやそこらやなくて、もっと長く作らんとむっさ効率悪いしな。そこに手間かけるぐらいやったら、最初っから必要十分な技術持っとる鋳造を底上げしたほうが圧倒的に早くて確実や」

「なるほど。メートル単位となると、確かに難しそうだな」

「それに、プレス機は注意して扱わんと危ないしな。あれは鋳造の溶鉱炉とか溶けた鉄とかほどには、見た目に危険っちゅう感じもせえへんから、余計やで。旋盤が危ない、っちゅうん聞いたことあんねんやったら、プレス機もえぐい死亡事故が多いんは聞いたことあるやろ？」

「あ～、確かにそうかもなあ。そこまで考えりゃ、確かに無理だわな」

　どうやら、現時点ではプレス加工は非常に難しいようだ。つくづく、簡単にできる物作りはないのである。

　他にも鋳造以上にバリの問題が危険でシビアだったりといろいろネックはあるのだが、そもそもスタート段階に問題があるのでここでは置いておく。

　無論、宏が考えるほどシビアにやらなくても可能なプレス加工はある。初期段階のものなら、恐らくそれほど底上げしなくてもできるだろう。

　だが、それだと今度は底上げした鋳造の生産性にかなわない。なかったものを使えるレベルで定着させるのは、それだけ難しいのである。

「まあ、向こうとこっち行き来できるようになったら、缶詰工場のためにフォーレのドワーフにプレス加工技術教えて、完全にものになるまで徹底的に技術開発してもらうつもりではおるけど」

「あ～、ドワーフなら絶対習得するな。酒の肴さかなに持ってこいって餌をぶら下げるんだから、それこそ意地でもどうにかするだろう。あと、表面だけの問題だったら、袋に入れるとかじゃ駄目だったのか？」

「そこは聞いてへんから知らん。ただ、個人的にはどうせ表面についた鋳砂は落としたらなあかんねんし、神殿の生産能力やと、どっちにしてもそこがネックになっとったから大差あらへん」

「なるほどなあ」

　などと言いながら、技術がらみの話を打ち切る宏達。

　このあと食した朝食は難しい食材も上う手まく使った、普通に考えれば十分すぎるほど豪勢で美味なものだったが、

「こら味付けはともかく、食材の扱いに関しちゃまだまだ努力がいるでな」

「そうだね。食べられるように調理するのを意識しすぎて、工夫できるところを工夫してない感じだし」

「ん。通知表書くならもっと頑張りましょう」

　学生組の反応はかなり手厳しかったのであった。




　　　　☆




　さらに翌日の朝九時過ぎ。神の城に設置する機材を全て作り上げた宏は、朝食を済ませてすぐに作業場へ引きこもっていた。

「さて、まずは何作ったろうかなあ」

　ウキウキしながら工具類を取り出し、鞄かばんの中の素材を眺めつついろいろ頭の中で思案する。

　素材の充実度合いも今までにない次元であり、一週間もあればかなりいろんなことができる。

「せやなあ。今までものすごいデカいやつ相手にする機会多かったし、人型巨大ロボットとかいってみよか」

　のっけから、ストレス的な意味で達也あたりの胃袋に直撃しそうな発想を持ち出す宏。

　巨大ロボットが男のロマンなのは言うまでもないが、剣と魔法のファンタジーな世界で作るものとしては、いろんな意味で問題が山盛り積み上がるであろう代物なのも間違いない。

「さて、巨大ロボはええとして、どういう方針でやるかやな」

　古今東西のいろんなロボの外見を大おお雑ざっ把ぱにデッサンしつつ、方針を考える宏。一口に巨大ロボットと言っても作業用の延長線上から量産兵器、地球の平和を守るワンオフのスーパーロボットに伝説の勇者まで、様々なパターンが存在する。

　さらに言うと、例えば伝説の勇者カテゴリーでもＡＩが幅を利かせているメカニカルなロボットもいれば、いわゆるゴーレムの発展形のようなファンタジックなものをベースにメカ要素が入り混じっているロボットもいるという具合に、そのバリエーションもかなり豊富だ。

　その中でアズマ工房らしさを出すとなると、これはなかなかの難題である。

「せやなあ。よう考えたら、機械要素バリバリの、ロボットアニメでもよう使われとる類たぐいのもんが普通に手元にあるし、そいつらをベースに改造したればええか」

　何やら思いついたらしく、唐突に方針を決める宏。リヴァイアサンのうろこをはじめとしたあれこれを取り出したところで、手を止めて再び思考の海に沈む。

「よう考えたら、合体させるにはサイズが全然合わん。サイズ合わせのために、拡大縮小のシステムがないとあかんなあ」

　合体という非常に不安になる単語を口にする宏。

　そのまま、拡大縮小と何度かぶつぶつ呟つぶやきながら、さらにあれこれ取り出す。

「いきなり本番はちと怖いし、ここはまずシステム構築もかねて小物の試作やな」

　などと言いつつ、適当に漁あさって引っ張り出した骨のうち、ハンディライトなどの形状に近いものをゴリゴリと加工し始める。

　スイッチを取り付け、様々な魔力回路を組み込んだ魔晶石を収納し、周りをベヒモスの革の端材で包んで形にする。

「電球とカバー部分のガラスは……リヴァイアサンの眼球加工したらええか」

　ハンディライトの電球およびカバー部分。それをどうやって作るかに関して、明らかにスペック的に釣り合いが取れていないと断言できることを言い出す宏。

　ひそかにリヴァイアサンの眼球は大小様々なサイズが在庫にあり、中にはハンディライトの電球サイズのものやカバーにちょうどいいサイズのものも存在していたりする。

　当然のことながら、そのままでは使い物にならないのだが、使えるように加工するのは宏にとって難しいことではない。

　そんな感じで、瞬く間に一つ目のハンディライトが完成する。

「うっし。まずは一個。このまま試運転、といきたいところやけど、先に対になるやつも作ってからの方がええやろう」

　形状的に破綻している部分や仕上げの甘い部分などがないことを確認し、同じ要領で二つ目のハンディライトの製作に入る。

　魔晶石に組み込む魔力回路が違うだけでほぼ同じ作業ということもあり、半分以下の時間で二つ目が出来上がった。

「うっし。巨大化ライトと小型化ライト、完成や。試運転せなな」

　突っ込み不在の状態で宏を野放しにするとどうなるか。その序章ともいえるアイテムを喜々として天井に掲げると、どれで実験するかと再び鞄を漁り始める。

　そうして見つけたのが、神の船の装甲板。大きなダメージを受けた際の修理資材としてストックしておいたものである。

　それを取り出して部屋の北側の角につくように床に敷き、作業台などをどけて対角の隅まで移動し、おもむろにライトを照射。瞬く間に宏の足元まで装甲板が広がり、作業場の床に敷けるぎりぎりのサイズまで巨大化し、照射を止める。

　足元まで来た装甲板を軽く持ち上げ、巨大化したサイズ相応の重量を持っているかどうかを確認し、ついでに軽く殴って強度もチェックする。

「……よし、巨大化ライトは成功やな。強度が落ちたりとかそういうことはなさそうや。解除して次は小型化ライトやな」

　そう言いながら解除ボタンを押して解除用のライトを照射、巨大化を解除して元の大きさに戻し、小型化ライトを照射する。

　こちらも、想定した仕様どおり、装甲板がぐんぐん縮小していく。

　手のひらサイズまで装甲板が小さくなったところで照射をやめ、拾い上げていろいろ確認する宏。

　巨大化ライトと違い、いくつか想定外の結果はあったものの、おおむね狙ったとおりの仕様に落ち着いているのを確認して、思わずニヤリと笑う。

「強度落ちひんかったんは予想外やけど、それはそれでありやな。ただ、巨大化ライトもそうやけど、強度まわりは切り替えられるようにしといたほうが便利かもしれんから要改造やな。縮小したときにブツからはみ出たライトが当たっても、それでサイズ変わらんのはよかったわ。はみ出たライトで何でもかんでも小さなったら、使い勝手悪うてたまらん」

　小型化ライトの製作中に気になっていた最大の問題。それが非常に無難な形で落ち着いていたことを素直に喜ぶ宏。これが科学技術百パーセントで作った品物であれば、こういう融通は利かないものだ。このあたりのファジーさが、科学技術で作られた機械や器具類に対する、魔道具の優位性であろう。

　無論、その分生産性や改造、改良という面では大きく劣るので、ライター程度のちょっとした単機能の道具を大量に作るという観点では、科学技術に惨敗ではある。

「ほな、生き物にちゃんと効果出るかどうかと効果の打ち消し合いがちゃんと働いとるかどうかチェックしたら、次いこか」

　そう言いながら解除ボタンを押し、装甲板を元のサイズに戻してから倉庫に収納。少し考え込んでから、倉庫に収納されている数少ない生きた生物であるポメを取り出す。

「うおー！　うおー！」

「おとなしせんと、余計な衝撃で自爆する羽目なんで」

　例によって唐突に取り出されて暴れるポメに対してそんなことを言い聞かせつつ、ついでに取り出したビニールプールに入れて上から温泉水をかける。

　その一連の作業で大人しくなったポメに巨大化ライトを当て、プールごと拡大。ある程度大きくしたら小型化ライトで元のサイズまで小さくする。

　ちゃんと小型化したのを見たところで照射を続け、さらに小さくしたところで巨大化ライトを当て、最初の大きさまで巨大化させる。

「ちゃんと後から当てたほうのライトが優先されるな。生き物に対する効果も問題なし。元のサイズに戻った時点で五秒ほど待機時間があるから、元に戻すっちゅう目的で反対側のライト当てた時に行きすぎる心配もなし。あと、複数を同時に巨大化、小型化できるから、人に当てた時に中身だけとか服だけとかいう形でサイズ変わってトラブる心配もなしやな」

　おおむね狙ったどおりの仕様になったことを確認し、満足げに頷うなずく宏。

　ここまでやってまだ十時過ぎ。昼食の時間にもなっておらず、まだまだいろいろと作れそうだ。

「ほな、強度とか重量のまわり切り替えられるようにライト改造したら、本命の巨大ロボに手ぇつけつつ、他に何作るか考えるか」

　ライトをばらして電球のカバーに回転式の切り替えスイッチをつける改造を行いながら、次の目的を考える宏。

　厳密にいえば、今回の物作りの目的は、全てにおいて物を作る過程を楽しむことにある。なので、宏が次に何を作るかを考えるのは、目的を考えるのではなく手段を考えているというのが正確な表現だろう。

　世間一般の認識からすれば、完全に目的と手段が入れ替わっている印象しかないが、宏に限らず『フェアクロ』で生産廃人をやっている連中は、野放しにすると基本こんな感じだったりする。

「……せやなあ。巨大化ライトと小型化ライト作ったんやから、いわゆる秘密道具的なやつとか、再現してみるか」

　ライトをいじりまくっているうちに、何重もの意味で悪夢としか言いようがない発想に至る宏。

　発明という意味では妥当なのかもしれないが、斜め上の方向で実現可能にしてしまいかねない宏の場合だと、危険度が段違いである。

「あ～、でも、案外作れそうなもんってないなあ」

　ライトの改造を終え倉庫の道具タブに放り込み、代表的な秘密道具を書き出しだところで、その事実に行きついてしまう宏。

　代名詞ともいうべきポケットに関しては、容積共有のエンチャントで事実上再現が済んでいる。

　ドアは転移魔法や転送石など様々な転移手段で限定的に再現されている上、元ネタレベルの自由度があると逆に使い勝手が悪い。やるとすればせいぜい、転送石の使用回数を無制限にしつつ、魔力消費量を抑えるぐらいがいいところだろう。

　それ以前に、ドアに関しては神の城が完成すれば、疑似的に再現できてしまう可能性が高く、わざわざ今やる必要もない。

　他の道具も、再現しようとすれば神の権能レベルだったり、逆に既存の魔法や魔道具に似たような、かつもっと使い勝手のいいものがあったりで、いまいちメリットが薄い。

　科学技術でやるならともかく魔道具としての再現だと、案外面白味がないようだ。

「結局、再現可能でかつ意味あるんは、個人用の手軽な飛行手段っちゅうやつだけか」

　リストに順番にボツマークをつけていき、一つだけ残ったそれを見て小さく頷く宏。

　とはいえ、飛行手段のような多種多様なアプローチがあるものを、元ネタそのままで作るのは芸がないにもほどがある。

　先ほどのライトのように、元ネタの時点で外見以外にいじりようがないほど完成しているなら仕方がない面もあるが、そうでないならどう遊ぶかは腕の見せどころである。

「秘密道具以外の個人用の飛行手段っちゅうたら、ようあるんはロケット背負って飛び回る感じのんやけど、もうちょいデザインをファッショナブルな感じにしたいなあ」

　特に古典のアニメなどで定番だった、二つのロケットを背負って飛び回っている姿を思い浮かべ、あれはないと却下する宏。自分が飛ぶ分にはともかく、他のメンバーはそれこそ真琴ですらシュールすぎて微妙だ。

「よし、ほなロボットつながりで考えるか。……スーパーな感じのロボットやと、パワーアップに固定翼背負う感じのが多いけど、ロケット背負わすんとあんま変わらんし、せっかくやから武装もセットで行きたいなあ」

　頭をフル回転させ、いろいろな方向性で妄想する。

「春菜さんとかに背負わせ、飛ぶ姿が特徴的な見栄えに……っちゅうたら、やっぱり某リアルロボットの翼の名前冠したやつのバックパックやな。武装も、個人用の天地波動砲を二連装にすればちょうどええし」

　ロケット以外、という観点でものを考え、巨大ロボットのアイデアメモを見て連想ゲームを行い、あっという間にイメージをまとめる宏。

　元ネタがリアルロボットの中でも屈指の火力過剰メカだったためか、一足飛びで天地波動砲を二連装するという発想に行くあたり、間違いなく加減という単語は放り投げている。

「まあ、そっちは後回しや。まずは合体ロボのために、ワンボックスと潜地艇の改造からやな」

　思いついた時の勢いで一気に設計まで済ませ、いったんクールダウンして元々考えていた作業に戻ろうとする宏。

　もっとも、その元々考えていた作業というやつが、どうやらワンボックスと潜地艇を変形合体させてスーパーな感じの人型巨大ロボットにするという内容らしいという点で、全然クールダウンできていない気がするのは、恐らく気のせいではない。

「……ワンボックスはともかく、潜地艇はここでは改造できんなあ。広さが足らん」

　いざ改造、という段階になって、そんな初歩的なミスに気がつく宏。現在占有している作業場は、大きめの普通乗用車サイズであるワンボックスなら完全にばらせるぐらいのスペースはあるが、さすがに潜地艇クラスになると、長さの問題でかろうじて倉庫から取り出せる程度の広さしかない。

　となると場所を移すしかなくなるのだが、こういうことは可能な限り人に見られずに完成させ、サプライズ的な感じでお披露目したいものだ。

　そう。サプライズ的な感じでお披露目をしたい、なのだ。

　間違っても、知られたら全力で止められかねないから、ではない。

「せやなあ。どっかでこっそり潜地艇取り出して、小型化ライトで小さあして持ち込むか？　いや、それやと見られる可能性があるし、実験してへんから小型化ライトの持続時間も分からん。となると……」

　この微妙な困難をいかにして乗り越えるか。そのために頭をフル回転させる宏。

　そこには、改造そのものを諦める、だとか、秘密にするのを諦める、といった後ろ向きな発想はない。宏の全身から溢あふれ出るパッションが、そんな逃げの発想を許してはくれないのである。

「……よし！　部屋狭いんやったら、広くしたらええねん！」

　やがて、マッドサイエンティストっぽい突っ込みどころ満載の解決策に到達する宏。

　この時、どうやってとか今更可能なのかとかを突っ込んでも意味はない。

　不可能を可能にするのが、この手のマッドなのだから。

「今回はやらんけど、もしかしたら神の船もいじることになるかもしれんからな。船のドック代わりになるぐらいには広くしとかんとな」

　同じやるなら徹底的に。その考えをもとに、現在アズマ工房の所有物で最大級の品物を基準に部屋を拡大することを決める宏。

　無論、神の船がぎりぎり整備できる、なんてちゃちな広さにするつもりはない。せっかくやるのだから、全長一キロオーバーも普通なメガクルーザーのような、都市がそのまま動いているとしか言いようがない乗り物でも建造できるようにするつもりだ。

　その広さがあれば、リヴァイアサンの骨や大亀の甲羅など、サイズの問題で死蔵せざるを得ないものも加工できるのだから。

「常にその広さっちゅうんも逆に不便やから、いっそのこと最大でそんなもんっちゅう感じで可変式にしてまうか」

　加工したいものに応じて広さを変える作業場。そんな甘美な響きに、なぜ今までそれをやらなかったのかと己の不明を恥じながら作業に入る宏。

「宏君、お昼できたけどどうする？」

「ん？　ああ。ちょうど一区切りついたから、食べに降りるわ」

「分かったよ。ライムちゃんがお腹減らしてそわそわしてるから、早く来てね」

「了解や。すぐ行く」

　ちょうど作業場の改造とチェックを終え、さあ潜地艇を取り出すか、というタイミングで、昼食のために春菜が呼びに来る。

　ライト二種の完成から約二時間。結局宏は昼までに作業場の改造を終え、さらに好き放題暴走できる環境を整えてしまうのであった。
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　そんなこんなでそれから一週間。

　宏の誕生日プレゼント期間も終わったその日、ウルスの工房の作業室では、宏の一週間の成果を確認するために日本人メンバーが集まっていた。

「あ～、堪能したわあ……」

「一体何作ったのか、俺はものすごく胃が痛いがな……」

「なに言うてんのんよ。ワンボックスと潜地艇に拡大縮小変形合体機構つけて人型巨大ロボットにするとか、たかだかその程度のお遊びしかしてへんで」

「ちょっと待て！　それはその程度って言葉で済む範囲じゃねえ!!」

　のっけからの理解不能な発言に、達也がついつい絶叫する。はっきり言って、不安しかない。

「それでその程度って、あんた一体どんなもの作ったのよ……？」

「せやなあ。一番突っ込み多そうなんがこれやな」

　そう言って取り出したのが、懐中電灯のようなもの二つ。

　宏が最初に作った、例のハンディライト型のアレである。

　久しぶりに宏の背中に張りついていた芋虫のラーちゃんが、何やら確認するように懐中電灯をよじ登る。

「懐中電灯って時点で連想されるものがとてつもなく不安なんだけど、やっぱりそういうことなのかしら？」

「まあ、大方の予想どおり、巨大化ライトと小型化ライトやで。さすがにこれはワンセットで作っとかんとな」

「まあ予想どおりだったけど、まさか単独で解除できない、なんてことはないでしょうね？」

「そら当然やで。反対のライト当てるか、ライトについとる解除スイッチ押すかで解除できるようにしとる」

　宏の回答にちょっとホッとしつつ、突っ込むところはそこだけではないと微妙に悩む真琴。そんな真琴に追い打ちをかけるように、次のアイテムを取り出す宏。

　取り出されたのは、小さな箱のようなもの。ただし、宏の作るものは見た目だけでは分からないものも多い。特に場所を取る乗り物や着脱に手間がかかる鎧よろい類は、別のものに格納してスイッチやキーワードで展開できるようにしていることも少なくないのだ。

「次は何よ？」

「人間用のサイズの二連装天地波動砲と翼型の個人飛行ユニットのセットや。某リアルロボット少女的な感じになるように作ってみてん」

「ちょっと待ちなさい」

「ん？　因ちなみに天地波動砲は分割して一門ずつにできるし、分割した状態で二門同時に左右に照射しながらくるりと回転すると広範囲を薙なぎ払えるから、いろんな意味で忠実な性能になっとるし問題ないはずやで？」

「それのどこが問題ないのか、小一時間ほど問い詰めていいかしら？」

「いやだってなあ。人間が手に持って使う天地波動砲二門とか、それできるようにしとかんかったら手ぇ抜いとるとか絶対言われるやん」

「そういう問題じゃないわよ!!」

　ついに我慢しきれず、真琴が絶叫する。どこからどう見てもやばい兵器をしれっと作っておいて、なぜに問題ないと思えるのか。宏の精神構造は本当に謎である。

「真琴姉、ちょっと怖いこと考えた」

「何よ？」

「その天地波動砲装備した状態で巨大化ライト浴びたら……」

「ダメダメダメダメ！　そういう危険なこと考えたら本気でやりかねないわよ!?」

「巨大化ライトで変わるんはサイズと重量・強度だけで、エネルギー兵器の性能は一切変わらんから安心し」

　澪の危険な発想に対し、宏が一見安心できそうでその実全く安心できないことを告げる。重量と強度がサイズに合わせて増えるのであれば、いろいろ怖い使い道が思いついてしまうのだ。

　こうしてみると、秘密道具というやつはどれもこれも現実にあると非常に物騒な感じがする。

「……他は何を作ったの？」

　一品一品で説教しているとキリがなさそうだと判断した春菜が、今にも嚙みつかんばかりの達也と真琴を視線で軽く制して宏に問いかける。一週間もあって、自重を投げ捨てた宏が作ったものがこれだけだとはとても思えないのだ。

「あとは武器的なもんは対大型モンスター用のパイルバンカーぐらいやな。ユニコーンの時に酔いどれウサギとそういう話題で盛り上がってなあ。馬鹿デカいん相手にすることも多いから、あったら便利か思って作ってん。ロマン兵器やけど」

「他には？」

「外見年齢をいじる薬、相手の外見をコピーする薬、性別を入れ替える薬なんかを作ったな。どれも効果は十五分ほど。いろいろ遊びに使えるんちゃう？」

「あ～、それはまだ、穏便だね。で、作ったものはそれだけ？」

「他は作物の種がメインやな。もうちょっと扱いやすい世界樹なんかも頑張って作ったけど、そんなぐらいやで」

「うわあ、ここに来てすごい爆弾が……」

　最後に宏が白状したものに、思わず頭を抱える春菜。世界樹を扱いやすく品種改良するぐらいだ。作物の種とやらも、額面どおりに受け取れないものである可能性が高い。

　やはり、宏を野放しにする期間としては、一週間は長すぎたようだ。

「ごめん、真琴さん、達也さん。私、これ以上コメントできない……」

　本当に好き放題やったらしい宏に何も言えず、春菜がギブアップする。約束は約束なので何を作っても怒る気はないが、ここまで完璧に自重を捨てられるといろいろ困るものがある。

　だが、春菜に後を振られた真琴と達也も、肩をがっくり落として首を左右に振ることしかできない。一品二品ならまだしも、お遊びで済むものが外見をいじって遊ぶ薬だけとなると、どうにもならない。

　そんな場の空気など知ったことかとばかりに、ラーちゃんが宏の肩に這はい上がっていく。

「ここまで自重捨てて好き放題やられると、なんだか怒る気力も湧かなくなってくるわね……」

「まあ、本来は怒らない約束だったしな……」

「でもねえ、さすがに外に出されるといろいろやばすぎるわよね、どれもこれも」

「だよな。外見いじって遊ぶのにしても、使いようによっては非常にやばいことになるからな……」

　いろんな意味で怒るのを諦めた達也と真琴ではあるが、それでも作られたものがどれもやばすぎる、という認識までは変えない。故に、懸念事項に対して釘くぎを刺すのだけはやめない。

「そら、さすがに今回作ったもんはどれも外には出さんで。道具類はパイルバンカー以外はどう考えてもアウトやし、栽培するんにしても基本城の中でしかせえへんつもりやし」

「それならまあ、いいんだが……」

「っちゅうかな。そもそも品種改良した世界樹とか、多分普通に植えても育たんで」

「そう言われてもなあ……」

　いまいち信用しきれない宏の言葉に、眉間にしわがよるのをこらえられない年長組。

　そんな様子を見て微妙に苦笑していた春菜が、とりあえず話題を変える。

「そういえば、お城が完成するの、そろそろなんだよね？」

「正確には、初期設定と起動ができるようになるんが、やけどな」

「あとどれぐらい？」

「せやなあ。レイっちとエルに声かけて移動したら、ちょうどええぐらいかもしれんわ。場合によっちゃあ、各国の王様にも声かけることになるやろうし」

「そっか。だったら、エルちゃん達に声かけて、そろそろ移動準備かな？」

「せやな。その方がよさそうや」

　春菜の言葉に頷き、オクトガルを呼ぼうとする宏。そんな宏の機先を制するように、唐突にオクトガルが転移してくる。

「連絡してきたの～」

「現在準備中～」

「王様大集合～」

「さよか」

　どうやら、宏達の行動は読まれていたらしい。珍しくオクトガルが先回りして、方々に連絡を済ませてくれていた。

「ほな、こっちも移動準備やな」

「そうだね。それで、王族の話題でたまたま思い出したんだけど、マリア様の赤ちゃんって、どうなったのかな？」

　移動準備ということで荷物を確認しながら、ふと思い出したように春菜が言う。

　準備といっても宏達の場合、服装さえ問題なければ特にすることはない。せいぜい食料関係に問題がないかをチェックし、必要であれば簡単に手早く料理するぐらいだ。

　なので、この場で雑談しながらでも問題ないのである。

「先週産まれた～」

「予定日超過～」

「大きな赤ちゃん～」

「私達が頑張った～」

「男の子～」

　春菜の疑問に、オクトガルが口々にマルクト宰相・ゼファーの嫁であるマリアの子供について説明する。

　予定日を一週間以上過ぎてから産まれ、オクトガルの手によって取り出された。体重四千六百グラムの割と大きな男の子で、現在は元気に夜泣きしてはたくさんおっぱいを貰もらってすくすく育っている。

　が、実はこのお産、赤ちゃんの頭の位置などが若干悪かったこともあって、オクトガルがいなければ緊急での帝王切開が必要だったかもしれなかったという、なかなかの難産だった。

　仮に帝王切開が必要となった場合、この世界の医療技術ではたとえ王宮に勤める医師の技量でも、母子ともに助からない可能性が高かったのだ。

　そういった経緯からか、今回ばかりは遺体遺棄とは口にしないオクトガル達。やはり、空気を読むべき時はちゃんと空気を読むのである。

「そっか。とりあえず、またお祝い考えないとね」

「まあ、お祝い関係はお披露目済んでからやし、まずはウォルディス関係けりつけてからやな」

「そうだね。マルクトの立場を考えると、それが一番のお祝いになるかもね」

「せやな」

　ざっと荷物に問題がないことを確認しながら、マリアの子供についてそう結論を出す。

　乳幼児の死亡率が高いこの世界では、王族の子供といえども死ぬときはあっさり死ぬ。なので、産まれたことを公表する生後半年までは、基本的にお祝いの類はしない。

　今回に関して言えば、その生後半年までにウォルディスの現政権を叩たたき潰つぶし世界を安定させなければ、マルクトの地政学的な立ち位置の関係上、たかが王弟の子供の誕生祝いどころではない。そういう意味でも、不ふ憫びんなことにならないようにさっさとケリをつける必要がある。

　もっとも、毎回ウォルディスの起こす戦乱は、派手に被害を拡大しながらやたら短期間で妙にあっさり収束するのが常だ。恐らく今回も、けりがつくときはやたら簡単にケリがつくだろう。

「お待たせしました」

「びっくりするほど全員集合やなあ」

「金も労力もかけておる以上、儂わしらが見たいと思うのも当然じゃろうが」

　エアリスの後ろに勢ぞろいした各国の王。その言い分に納得しつつも微妙に呆あきれてしまう宏。ウォルディス関係で右往左往しているというのに、いくらなんでも国のトップがこんな暇なことをしていていいのか、と心配にならなくもない。

「まあええわ。あとが怖そうやから、さっくり移動してさっさといろいろ済ませてまお」

「そうだな。移動に時間をかける意味もない。余が術で全員運ぼう」

　レグナス王がそう申し出て、他人の意見を聞かずにさっさと転移を発動させてしまう。

　神の城のお披露目は、大陸六大国家のうち五カ国の王が参列するという、歴史に残る派手なイベントとなってしまうのであった。
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「……特に何も変わっていないようだが？」

「いんや。ちょうどええぐらいやわ」

　十日ほど前にこの場を立ち去った時と同じく、巨大な光のドームに覆われたまま中身が見えない状態の神の城。その様子を見て正直な印象を告げたレイオットに、宏がにやりと笑って否定する。

「とりあえず、入れるようにするわ」

　直視できないほどではないものの、強い光を放っているドーム。

　それに近づいていき、宏が手を伸ばすと……、

「これは……」

「何とも不可思議な建物じゃのう……」

　どういう原理なのか、光の中に非常に美しい城が浮かび上がった。

　それを見つめ、感嘆交じりのため息を漏らすアレクセイ王とミシェイラ女王。

　西洋の古城を思わせる外観の巨大な城を中心に配し、その周辺にはいつの時代かという考証を完膚なきまでに不可能にした様々な建物が、まるで城下町を形成するかのように存在している。それらを囲むように、無骨でありながら一切圧迫感を感じさせない城壁が外周に展開している。

　その佇たたずまいは荘そう厳ごんでありながら親しみやすさも兼ね備えた、まさに神の城と呼ぶにふさわしい風格だった。

　因みに彼らが見ているのは、神の城を上から眺めたようないわゆる俯ふ瞰かん視点の映像で、どういう原理なのかは分からないが、ホログラム的な何かで光の中に投影されているようだった。

「なるほど。デフォルトの城のデザインはこんな感じなんや」

「デフォルトのってことは、変えられるの？」

「確認はしてへんけど、多分できるで。っちゅうか、敷地内やったら森とか畑とか追加したり建物自体入れ替えたりとかもできるんやから、城の外観なんて余裕やろ」

「そういうものなんだ」

　言われてみればという感じで答える宏に、よく分からないが納得しておく春菜。こういったことを深く考えても答えが出ないことは、これまでの経験で理解しているので深く突っ込まない。

「ほな行くで」

　宏がそう言うと同時に周囲の情景は一変。見ると、先ほどまで俯瞰で見ていた神の城の地面へと移動していた。予備動作も一切なく、その一瞬の出来事に困惑する面々。

「ヒロ、頼むからこういうのは事前に言ってくれ……」

「悪かったわ兄貴。とりあえず、さっさとコアルームに移動してまおか。初期設定やら何やら済ませんと、各種便利機能もほとんど使いもんにならへんし」

　全員を代表してクレームを伝える達也に対して、宏が謝罪と同時に次の行動の説明をする。

「そのコアルームってどっち？」

「あの城ん中の地下やな。敷地広いから、転移も乗り物も使わんのやったら結構歩かなあかんわ」

　春菜に問われ、中央の巨大な城を指さしながら場所を答える宏。

「最初だから、周り観察しながらゆっくり歩きゃあいいんじゃねえか？」

　ここから目測で一キロくらい離れていそうな城を見つめながら、のんびり散歩する気満々で達也が提案する。その提案に異存はないらしく、王達も含め全員が一つ頷く。

　なかなかに幻想的な道や森が続いているのだ。転移魔法や飛行魔法でショートカットなんて、無粋な上にもったいなさすぎる。そんな意見で一致したらしい。




　　　　☆




「それにしても、広いな」

「実際に歩いてみると印象が変わるものだが、それでも限度があろうに」

　歩くこと約三十分。レイオットとレグナス王が口々にそう言い首をかしげる。

　彼らが違和感を覚えるのも無理はない。なぜなら、どれほど歩いても城が近づいてこないのだ。最初に俯瞰で見て距離感を摑つかんでいたはずなのに、なぜかその感覚とも一致しない。

　他の王達も見た目と実際に歩いた距離との差異に、どうにも納得できずに首をかしげる。行軍訓練を積んでいる彼らにとって、大体の感覚で歩いた距離を測るぐらいのことは造作もないのだ。

　その感覚が告げるに、すでに四～五キロは歩いているはずである。それなのに、いまだに見えている建物の大きさが変わらない。まるで異界化している土地のようである。実に厄介な感じだ。歩いた距離は分かるのに、疲れた感じがしないのもさらに不可解だろう。

「建物の大きさからするに、そろそろ入口ぐらいは見えてこんとおかしいんじゃがのう」

「ヒロシよ、よもやたばかった、ということはあるまいな？」

　ミシェイラ女王の疑問を受け、ゴウト王が宏をじろりとにらみながら問い詰める。その質問に微妙に困った表情を浮かべつつ、とりあえず宏が自分の見え方を説明する。

「僕の目ぇやと、あと五キロぐらい先に見えとるんやけどなあ。多分やけど、まだいろいろ未設定やから僕以外は遠近感とか距離感とか狂わされてるんとちゃう？」

「なんと……」

「ふむ。ありえない話でもない。というか、それぐらいは予測しておくべきだったと言うべきかな」

　宏の答えに顔を引きつらせるミシェイラと、やけに納得して見せるアレクセイ。その対照的な態度は、割と情熱的なダールと一応知の国を標ひょう榜ぼうしているローレンとの性質を、そのまま端的に表しているかのようだ。
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「今からでも乗り物使うか？」

「……それはそれで化かされそうだな。それに、お前達の車では乗れる人数が足りんし、かといって二台に分かれるとはぐれかねん。神の船も、そこはかとなく不安だ」

「さよか」

　レイオットの返事に頷き、そのまま歩き続ける。

　なんだかんだと言って、エアリス以外健脚ぞろいの彼らが建物に到着したのは、城に足を踏み入れてから一時間以上経ってからのことであった。

「やっと着いたな」

「エルちゃん大丈夫？」

「はい」

　ようやく城に到着し、疲れのにじんだため息を漏らす宏以外の一行。眼前に広がる城がまたかなり巨大だったりするが、予想がついていたのでそのことについては誰も突っ込まない。

「それにしても、途中から忘れて手加減なしで歩いていたが、よくエアリスがついてこれたな」

「私も、それがとても不思議です」

　かなり手加減抜きで歩いたというのに、割と平気で最後までついてきたエアリスに不思議そうな、それでいて気遣わしそうな視線を向けるレイオット。

　神殿で修行をしていることもあって、エアリスの体力は王侯貴族の娘としてはかなり優れているほうだ。だが、体力的に優れているとはいえど、そこは所しょ詮せん軍事的な訓練をしていない身の上。長距離を歩くとなると、どう頑張ってもこのメンバーについてこれるような体力も脚力もない。

　だというのに、今回は一切遅れることなくごく普通についてきたのだ。それも、時速十キロ近い、この世界のヒューマン種が徒歩で出せるほぼ限界といえる速度で歩いたというのに、である。

　疲れていないのはこの城の特殊効果だとしても、速度の方はどうにもならない。エアリスの足で時速十キロなど、ほとんど長距離走での全力疾走に近いはずだ。なのに、さっきまでは普通に歩いていたように思える。

　どうにも謎が深すぎて、非常に座りが悪い。

「細かいことは気にせんことやで。初期設定も終わってへん時点で、結構あれこれアバウトな仕様になっとるし」

「それ、大丈夫なのか？」

「僕が招き入れた形で入ってきとるから、迷子になってもいつの間にか入口に誘導される程度で済むはずやで。一応防衛施設やから、そこまで攻撃的な真似はせえへんはずやし」

「いい加減な話だな、まったく……」

　ひたすらアバウトな説明を繰り出す宏に、呆れのにじんだ視線を向けざるを得ないレイオット。エアリスが正体不明の影響を受けているのだから、宏でなければその程度の態度では済まなかっただろう。今回はプラス方向の影響だったのでよかったが、マイナス方向の影響だったらたとえ宏相手であっても、もっときつい対応をしていたのは間違いない。

「とりあえず、建物の中は後回しにしよか。どうせ初期設定で変わりおるし、見てまわっとったらきりあらへんし。ほなコアルームに移動しますわ」

　そう言って、城に入ってすぐのところにあった小さな結晶に触れて何やら操作する宏。

　次の瞬間、全員がどこかへ転移する。

「……なあ、ヒロ。こりゃ随分と成長したもんだな？」

「割と僕もびっくりやけどな」

　到着した部屋。その奥には、ずいぶん立派に成長し世界樹と一体化した城のコアユニットが鎮座しており、それに視線を向けながら達也と宏が率直な感想を言い合う。

「それで、全員ここに入れちまって大丈夫なのか？」

「出資者に対する義務っちゅうか義理っちゅうか、その範囲やっちゅうことでええんちゃう？　どうせ初期設定終わったら、僕以外はここに入れんようにする予定やし」

「ならいいんだが……」

　微妙にセキュリティ意識の低い宏に、どうにも不安なものを感じてしまう達也。その達也の不安を感じ取ってか、今までこれといって口を挟まなかったファルダニアのランドルフ王が声をかける。

「工房主殿よ。他の王はともかく、余はそなたとはほとんど接点はなかったが、ここに連れてくるのは不用心にすぎないか？」

「それを言い出せば、私とて一方的に恩恵を受けただけで、それほどの面識はないのだがいいのか？」

「ちゃんと同盟として足並み揃えられる大国の王様が、そない頭悪いわけないと思うんですけど、どないです？」

　ランドルフの疑念に便乗し、忠告も兼ねて不安要素を告げたアレクセイ。その二人の王の疑問を、宏が一蹴する。

　根本的な話として、いかに大国の王が見た目に反して一騎当千の戦闘能力を有していようと、そもそもこのコアに対して手出しできるほどの実力はない。神の城のコアを破壊できるのは、最低でも舞台装置である神々と同等の能力が必要だ。乗っ取りを企てるにしても、可能かどうかなどコアを見れば一目で分かる。というより、分からない人間がこの場に立てるわけがない。

　それに、仮に何かできるだけの能力があったとして、五大国のトップが揃っているこの場で余計なことをするなど自殺行為もいいところだ。この場で他の王達を征し神の城を乗っ取り、さらに王を殺された他の四大国からの逆襲を潰す、なんてことができる人材なら、最初から同盟になど入らず、強権を持って対抗しているだろう。

　宏の反論はどちらかと言うとその場しのぎの付け焼き刃ではあるが、意見自体はほぼ正しい。大体、そんな難しい理屈などなくても、宏にそっぽを向かれると今までの快適な暮らしが維持できなくなる、というだけで十分抑止力になるのだ。

「まあ、納得してもらえたんやったら、サクサク初期設定してまおか。管理者権限はとりあえず僕だけに固定。コアの操作も同じく。城のレイアウトに関しては、コアルームにおる人間全員が見れるようにして、と」

　王達が納得したと見て、早速宏が初期設定を始める。すると、ラーちゃんが世界樹に這はい上がり、立派に生い茂った葉をもしゃもしゃと食べ始めた。

「師匠、師匠。ラーちゃんが……」

「工房の庭でも食うとったから大丈夫やろう。なんぞ、落としたほうがええ葉っぱしか食わんようやし」

　倉庫の配置や亜空間容量、資材生産の可否、工房の配置と言ったわざわざ相談するまでもない項目を設定しながら、澪に常日頃のラーちゃんの行動を説明する宏。

　最近のラーちゃんは、食べるというやり方で世界樹やソルマイセンの枝ぶりなどを手入れし、たかってくる害虫を駆除するという、益虫の中の益虫と表現したくなる行動をしている。

　世界樹に害虫がたかるというのもなかなか恐ろしい事実だが、それを食べる芋虫というのも結構なホラーかもしれない。

「さて、ここからが本命やな。ダンジョンはオンでええとして、海は作っとくか？」

「作れるんだ？」

「作れるで。別空間になるけど」

「そっか。お魚とかは？」

「四季と生態系の発生をオンにしたから、あったらそのうちできるやろう」

「なるほど。だったら欲しい」

「了解や」

　いきなり問われたグレートな設定項目。その中身に思わず遠い目をする年長組や絶句している王族達を放置して、素直に己の欲求のままに海を設置する宏と春菜。

「温泉はとりあえず城内に三カ所、念のためにできるだけ離して設置やな」

「三カ所ってのはどういう基準だ？　それと、なんで離す？」

「三カ所っちゅうんは、男湯、女湯、ポメの予定やからな。離すんは、トラブル防止や」

「なるほど。っつうか、ポメを栽培するのか？」

「ちょっと思うところがあって、実験の一環でな」

「実験ってのがちょっと不穏だが、お前の城だからなあ。ポメぐらいは好きにすればいいか」

　トラブル防止と聞いて、達也があっさり納得する。

　ポメに関してはこれまでにいろいろあったため、正直そこはかとなく不安ではある。だが、そのいろいろのうち、宏が原因なのは最初の特大ポメぐらい。基本的にちゃんと管理して上手に使えば、食材としても爆弾代わりとしてもいろいろと便利な植物なのだ。

　元々自生している植物で、産地ではちゃんとうまく付き合っている相手なのだから過剰に不安がっても仕方がない。宏が余計なことをしないかぎり、本来それほど注意しなくても管理できる植物なのである。

「師匠、師匠」

「なんや？」

「本館のとは別に、スーパー銭湯的な温泉施設が欲しい」

「あの、館内に食事どころとマッサージ室と畳の昼寝部屋とゲームコーナーがある類の施設か？」

「そうそう」

「せやなあ。どない思う？」

　澪の要求を聞き、他のメンバーにも確認を取る宏。帰ってきた反応は年長組がぜひ作れ、で、春菜は別にどっちでもいい、であった。

「特に反対意見もあらへんし、門の近くにでも設置やな。このへんか？」

　多数決の結果を受け設定項目を探し、全体マップに切り替えて大体の位置を決めて確認を取る宏。宏に問われ、ワイワイガヤガヤと意見を言い合いながら、日本人チーム全員で配置場所を決定する。

「あとは、城に自由に出入りできる人間の設定やけど、うちらと一部の巫み女こさん連中、それからファム、ライム、テレス、ノーラ、レラさんぐらいでええか？」

「あの、ヒロシ様。お父様やお兄様は駄目なのでしょうか？」

「構わんっちゅうたら構わんねんけど、建前の上では一応よその国の権力中枢とは距離置いてることにしといたほうがええんちゃうか、思うんよ」

「私が自由に出入りできる時点で、あまり意味のない配慮のような気がするのですが……」

「それでも、一応建前にはなるやん」

　実態がずぶずぶであっても一応建前は重要だ。そんな宏の主張に、エアリスが苦笑しつつ頷く。すでに工房の和室が高頻度で各国の王に占領されている時点で、権力中枢と距離を置くもなにもあったものではないのだが、全員そんなことぐらい分かった上で話している。

　分かっていて言うのだから、建前なのだ。

「とりあえず、王族は今ここにおる人らとレイっちの兄弟とその配偶者が、城の敷地と温泉施設、それから離宮の迎賓館に出入りできるようにしとくわ」

「要するに、お主と面識および交流がある人間、ということか」

「そないなとこですわ。まあ、敷地に入れたところで、温泉施設と迎賓館以外はほとんど意味ないとは思いますけどね」

　いかに建前とはいえ、資材を大量に提供してもらっておいて完全にシャットアウトはまずかろう。そう考えた宏は、とりあえず顔を立てる程度に妥協案を示す。

　もっとも、そもそもの話、起動すれば空を飛び亜空間に隠れるような城だ。許可うんぬん以前に、宏が出入りのための手段を用意しなければ、敷地に入ることすらままならない。

「あと、各人の部屋の広さは、グランドフォーレで泊まった部屋ぐらいでええ？」

「そりゃ広すぎるぞ」

「多分そうやとは思うけど、それぐらいの広さにせんとスペーススカスカになるんよ。正直、初期設定で部屋作るメンバーの分はもっと広く取ってもええぐらいやで」

「絶対持て余すから、グランドフォーレで十分だ……」

「エルもそれでええか？」

「皆様が泊まった部屋の広さが分からないので、何とも返事をしがたいのですが、私も部屋をいただけるのですか？」

「巫女さん連中とファムらぐらいには、部屋あったほうがええやろう？　あ、因みに部屋はこんぐらいの広さや。間取りはいつでも変えれるから、好きに言うてや」

　そう言いながら宏が提示した部屋の広さを見て、エアリスが微妙に眉をひそめる。狭かったからではない。エアリスの感覚ですら、少々広すぎる気がしたのだ。

　フォーレで一番の宿であるグランドフォーレとはいえ、宏達が泊まったのは一番安い部屋である。いくらなんでもファーレーンの直系王族であるエアリスの、ウルス城に与えられている自室より広いなんてことはない。それこそ、グランドフォーレで一番の貴賓室ですら、規模も調度もエアリスの自室にかないはしないだろう。

　ただし、エアリスの自室がその広さになったのは、宏達に助けられウルス城に戻ってからのこと。五歳まではファーレーン王家の伝統に従いそれほど広い部屋では暮らしておらず、五歳で神殿に入ってからはほぼ神殿の姫巫女見習いの部屋に住んでいたため、そんなに広い部屋がなくても十分適応できるのである。

　無論、さすがに宏と春菜が最初に暮らしていたような小さな部屋となると、短期的にはともかく長期間は厳しい。だが、グランドフォーレ級の部屋となると、厚意で与えられるには少々広すぎる。それがエアリスの感覚である。

「狭いんやったら狭い言うてや。広げるんはいくらでも広げられるから」

「いえいえ。これで十分ですわ。むしろ、広すぎるぐらいです。あまり広くても使い勝手が悪くなりますし、それに私がわがままを言ってお部屋を大きくしていただくとなると、他の皆様のお部屋も大きくする必要がありますよね？」

「そこは気にせんでもええけど？」

「気にします。気にしますとも。だって、私の部屋の広さが基準になってしまうと、恐らくファムさん達が馴な染じめる広さではなくなってしまいます」

「あ～、そういう感覚はあるんや……」

「ヒロシ様。私は確かにファーレーン王家の直系ですが、基本的に神殿で暮らした期間が長い人間ですよ？　プリムラさんやジュディスさんとも日常的に接していますし、皆様に保護されて工房でも生活していました。一般的な住居の広さぐらいは理解しています」

　エアリスの主張を聞き、確かにと納得する一同。そもそも、エアリスは今でも結構な頻度で工房に泊まる。ファム達の部屋で一緒に寝ることもあるので、一般庶民の大体の生活スペースについては皮膚感覚で理解している。

　スペースなんてものはあればあるだけ使ってしまうものではあるが、あまり立派すぎるとなんとなく萎縮して居心地が悪くなったりもする。実際、保護された当初のレラとファムは、家族で暮らすのだからと十二畳程度に拡張された部屋ですら、広さに馴染めていなかったのだ。

　今では各々の個室がそれぐらいの広さではあるが、それでもウルス下町の平均的な一軒家の総床面積より広い部屋に馴染めるかと言われると、相当時間がかかりそうである。

「ですので、これ以上狭くできないのでしたら、この広さのままでお願いします」

「了解や」

　おおよそ大国のお姫様とは思えない主張に苦笑しつつ、大体の部屋の配置を決めていく宏。最初は男女で階やエリアを分けるべきかと思ったものの、男女比が著しく女性に偏ってしまっているうえ人数も大して多くない。現段階でいちいち分けるといろいろ面倒くさいという事実に気がつき、とりあえず日本人チームとそれ以外で分けて配置する。

「春菜さん、澪。厨房はこの辺でええか？」

「うん。食堂も近いし、問題ないよ。ただ、そこの部屋にもすぐ運べるように、通路か何かは欲しいかも」

「そこら辺は転移システムで何とかして。カート押すより早いし」

「了解。あと、さっきから気になってたんだけど……このプールとスケートリンクって、もしかして……」

「せやな。いわゆる夏場はプール、冬場はスケートリンクとして使える、っちゅう類やな。室内プールも室外プールもいけるっぽいわ」

「だったら、温泉施設に隣接して設置してもいいかも」

「師匠、観覧車もある？」

「さすがに観覧車とかジェットコースターとかは、城の中に置くんはやめとこうや」

　部屋の広さ問題を解決とは言い難い形で解決し、ワイワイとはしゃぎながら次々に設定を決めていく。部屋の大きさや間取りぐらいならともかく、建物やプールのような大型施設は初期設定で設置しておいたほうがコストが安くなるとあって、あったら嬉うれしいと思ったものは配置を考えつつどんどんと設置していく。

　実際のところ、現在保有しているエネルギー的には、今設置したすべての施設をあと三つずつぐらい増やしても余裕がある。だが、ゲーマーというのは貧乏性の人間が多い。必要な時にリソースをケチることはないが、安く設置できるとなると、いくら使いきれないほどのリソースがあっても安くあげたくなるものである。

　そんなこんなで、みんなで話し合いながら城の設備を決めること一時間。途中、王達のリクエストにより迎賓館にも大浴場と露天風呂の温泉が追加されたり、せっかく空を飛ぶのだからと展望台が設置されたりと、当初の予定になかったいろんなものが追加されて城の設定が終わる。

　余談ながら、城の外観に関してはとりあえず今はこのままで、あとで春菜と真琴が話し合いながらデザイン画を起こす、ということで話がまとまっている。

　現在のデザインは厳粛で美しいのだが、面白みという面ではいささか物足りない。かといってちゃんとした外観図を作るにも時間が足りないので後にしたのである。

「ほな、設定終了して再起動するで」

「うん」

　いったんこれぐらいでいいだろう、というところまで仕様が固まった時点で、宏がそう宣言して設定を完了する。コアがうっすらと青く光り、十秒ほど城全体が振動する。震動が収まると同時に光も消え、操作パネルには『Ｃｏｍｐｌｅｔｅ』の表示が。

「ちょっと外出てみよか。せっかくやから、ちゃんと設置されとるはずの展望台に、やな」

「そうだな。私としては、本当にこんな巨大な建造物が空を飛ぶのか、ぜひこの目で確認しておきたい」

　宏の提案にレイオットが真っ先に頷き、他の人間も次々に賛成の声を上げる。反対意見が出ていないことを確認し、宏が展望台へ転移指示を出す。

「……本当に飛んでいるのか……」

「亜空間はまたあとで、やな」

「さすがに、地上は大騒ぎよのう……」

「ダールの、現実逃避はいいが、それで済ませるのはどうかと思うぞ？　レイオットも、覚悟して現実を直視せよ」

　半ば娯楽施設となってしまった神の城は、天空からその威容をもって世界に衝撃を与えるのであった。
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「城の仕様も決まったし、厨ちゅう房ぼうの試運転も兼ねて飯にしよか」

「そうだね。お昼の時間、踏み倒しちゃってるし」

　空飛ぶ城の衝撃から王族全員が立ち直ったところで、空腹に気がついた宏ひろしと春はる菜なが昼食の相談に入る。城の敷地に入ったのが十時を過ぎていたこともあり、昼食と呼ぶにはずいぶん遅い時間になっている。

「とりあえず、神の厨房まだ設置してへんけど、まあ、それはすぐ終わるし」

　地味に現時点では、設備が一切設置されていない神の城本館のメイン厨房。理由は単純で、どうせ主に使うのは宏達なので、自動的に設置される厨房機器は不要だとエネルギーに還元したからだ。

　実はこの時に、その気になれば倉庫に突っ込んであった神の厨房を設置できたのだが、実際に場所を見て動線を考えながら微調整したほうがいいと思い、設置は後回しにしたのである。

　現在は起動したばかりで神の城の機能を完全に掌握できておらず、コアの機能で設置したものに関してはどんな些さ細さいな微調整でもいちいちコアルームに戻らなければできないので、ありものの設置は人力で微調整しながらの方が圧倒的に速いのだ。

「あ、せやせや。忘れんうちに先、鍵渡しとくわ」

「鍵？」

「神の城に出入りするための鍵や。渡した時点で持ち主が固定されるから取られる心配あらへんし、持っとるだけでマップ転移と城のマップ参照はいつでもできるようになって便利やで」

「それって、落としたりとかしたらどうなるの？」

「多分、落としてもいつの間にか持ち主の元に戻ってくると思うで」

　宏の説明に、なんとなくいろいろ納得する一同。ネットゲーム的に言うなら、破棄不能のバインド属性アイテムというやつである。クエストアイテムや課金アイテムによくある設定だ。『フェアクロ』でも、クエストアイテムやイベントアイテムは大体こういう仕様になっていた。一部譲渡可能なものや破棄可能なものがあったので、全てではないが。

　余談ながら、この手のアイテムは時折一般アイテムの所持枠と共有しているケースがあり、アイテム所持上限に引っかかってプレイヤーの頭を悩ませるものである。

　特にクエストアイテムは倉庫に預けることすらできないケースも多々あり、複数のアイテム収集クエストを同時進行してしまったせいで高価なレアドロップアイテムを泣く泣く諦める羽目になったり、持ち込んでいた回復アイテムや他のドロップアイテムを涙を飲んで捨てることになったりするのもよくある話だろう。

　他にもゲームによっては、レアドロップの高級装備にバインド属性が施されていることがあり、大体は装備した時点か拾った瞬間に所有者が固定されてしまう。この手の装備品に関しては大抵の場合課金アイテムで所有者固定を解除できるため、売買の際にどちらが解除費用を払うかで割と揉もめたりする。

　恐ろしいことに、プレイヤーやアカウント単位での固定ではなくキャラクター単位の固定であることも珍しくなく、拾った時点で所有者が固定されるゲームの場合、強力だが職業的にまったく装備できないアイテムを拾ってしまい、課金アイテムを買いたくないために倉庫の肥やしやゴミ箱直行という話もまったくないわけではない。

　反面、臨時パーティなどでレアドロップが出た場合、拾った者勝ちとして揉めごとを回避するのに使えるなど利点もあるため、ネットゲームでは常に悩ましい問題となっている。

　と、ゲームとしてみると功罪相半ばといった感じの仕様だが、現実においては盗まれないという一点がゲームとは比べ物にならない重みを持つ。特に宏が作るアイテム類は、他人に貸せないというデメリットを踏まえてでも、全てバインド属性にしてしまってもいいぐらいであろう。

「まあ、とりあえずはこれが鍵やから。さっきも言うたようになくなったりはせんと思うけど、管理には注意してな」

　そう言って、真しん鍮ちゅうのような色の素材でできた、これぞ鍵と言わんばかりのベタな形状をした大きな鍵を春菜達に渡す宏。

　春菜達が受け取った瞬間、掌てのひらに溶けるように鍵がその姿を消した。

「えっ？」

「ちょっと待て、どういうことだ？」

　唐突に起こったその変化に戸惑いを隠せない真ま琴ことと達たつ也や。

　そんな年長組を横目に、澪みおが何やら納得したような様子を見せる。

「破棄不能のバインド属性でクエストアイテムなら、多分こんな感じ？」

「あ～、アイテム所有枠に入らない重量ゼロのアイテムって、言われてみればこうでもしないと実現不可能だよね」

「ん。でも、手紙とかお弁当とかがどうなってたのかは永遠の謎」

「あのあたりって、普通にアイテム欄に入ってたと思うけど？」

「そうだっけ？」

　澪の台詞に同じような感じで春菜が納得しつつ、そのままかなりどうでもいい話題に会話を移す。

　その会話内容を不思議そうに聞きながら、渡された鍵を素直に受け取ったエアリスが消えた鍵の存在を感じ取ろうとすると……。

「あら……？」

「どうしたの、エルちゃん？」

「鍵が本当はどこにあるのか感じ取ろうと意識を集中したら……」

　そう言いながら、自身の手の大きさと比べると随分と大ぶりに見える鍵を、見えるようにかざしてみせるエアリス。

「もしかしたら、出そうと思って集中したら出てくるのかも」

　エアリスの言葉を受け、自身の推測を口にしながら鍵を出そうと意識を集中する春菜。集中してすぐに脳裏に鍵のアイコンが浮かび上がり、ゲームの時のように頭の中でアイコンを手に取ったその瞬間、鍵が現実に姿を現す。

「なんか、ますますクエストアイテムとイベントアイテム専用の特殊インベントリっぽい感じになってきたよね」

「妙なところでゲームっぽいよな……」

「本当よねえ……」

　またしても現れたゲーム的な要素に、思わず苦笑してしまう日本人一行。特に、アイコンになっていたところが変にゲームっぽい。

「ふむ。譲渡できん形の鍵だということは分かった。それで、儂わしらの分はどうなる？」

「そっちに関しては、このカードですわ。多分、入れる範囲以外の仕様は同じようなもんやと思います」

　ゴウト王の要求を受け、宏が王族達にカードを配る。カードも同じように、手に触れた瞬間に溶けるように消えた。

「ふむ。姫ひめ巫み女こ殿が言うたとおりのようじゃな。……なるほど、カードを出さずとも、行ける範囲での転移は可能、ということか。それにしても工房主殿よ」

「なんですか？」

「先ほど話に聞いたより随分と移動できる範囲が狭いようじゃが、どういうことかの？」

「えーっと……。ああ、あんまり行く必要なさそうなところは、移動権限なしになっとりますわ。多分倉庫とかダンジョンとか資源の採取場所とか用事ないと思いますけど、行けるようにしときましょか？」

「別にそこは構わんぞ。さすがに妾わらわがダンジョンをふらふら歩くわけにもいかぬし、中身を触れぬ倉庫に用などないしのう。それに、資源の採取場所を解放してもらったところで、我々王族には採取の心得なんぞない。行けるようにしてもらうだけ無駄であろう」

　許可範囲の拡大の申し出を、きっぱりと断るミシェイラ女王。そもそも、現時点でも普通に迷子になれるだけの広さがあり、必要なものは大体揃そろっている。わざわざ採掘用の壁だの採取用の森などに出入りできるようになっても、ありがたくもなんともない。

　一応五名程度までは同行者を連れてくることができるようだが、同行者として職人を連れてきたところで、彼らに掘れるレベルの素材かどうかも分からない、というより、掘れる素材が湧いているとは思えない。

　それ以前に、そもそも城の敷地内に自由に入れる、それだけでも破格すぎる待遇だ。普通に考えて、いかに大国の王といえども、よその国の城には毎回許可を取って出入りするものである。確かに本館に入るには許可が必要ではあるが、敷地に入るのにフリーパスというだけでも、その厚意に感謝すべきである。

　宏達やオクトガルは割と自由に出入りしているじゃないか、という意見もあるが、宏達に関してはほぼ顔パスとなっているだけで一応ちゃんと毎回許可を取っているか招待を受けているかしているし、オクトガルは神の眷けん族ぞくでダンジョン以外にその転移を阻めるものはいない。どちらも前提条件が違う。

「レイっちぐらいはフリーパスでもええか、思ったんやけどな」

「いや、たとえ私とお前の仲といえど、そこはちゃんと線を引いておくべきだ。気を使ってくれるのはありがたいが、最初にちゃんとルールを決めておかねば、付け入る隙すきを作ることになるし甘くみられることにもなる。それに、王家というくくりで見れば、今でもお前達とは距離が近すぎる。神職でもあるエアリスはともかく、それ以外の人間はこれ以上密な関係を作るのは、お互いのために得策ではない」

「レイっちやったらそう言うかと思って、あえて例外にはせえへんかったんよ」

「ああ。それで問題ない。そもそも、わざわざフリーパスの権限など貰もらわなくとも、お前なら私が求めればいくらでも中に入れてくれるのだろう？」

「当然やん」

　宏とレイオットの、いたずら坊主のような表情でのやり取りを、どこか微笑ほほえましいものを見るような目で見守る一同。

「まあ、とりあえず話はそれぐらいにしておいて、そろそろ移動しようぜ」

「せやな。まずは食堂か」

　鍵の配布やら使い方の確認やらを一通り終え、食事のために適当な食堂へ一行を転移させる宏。本館には食堂だけでも数部屋あるが、今回は人数的にちょうどいい広さの場所を選んでいる。

「しかしこう、すでに建物は持て余しとんなあ……」

「俺らは人数的には小所帯だからなあ……」

　使う機会があるのか、と疑問に思うほど広大な建物のマップを見て、なんとなく遠い目をする宏と達也。数百あるスイートルームくらいの広さの部屋は確実に大半を使わないだろうし、ドーム球場のグラウンド面積ぐらいありそうな大食堂など、一体どんな機会に使うのか想像もつかない。謁えっ見けんの間に至っては、主あるじが宏なので似合わないことこの上ない。

　きっと、達也達が生きている間に使う機会は訪れないだろう。

　端から端まで歩くだけで、一般人の足なら一時間以上は余裕でかかるであろう本館。隅々まで見て回るとなると、下手をすると宏達でも一日では無理かもしれない。

「まあ、厨房行ってきますわ」

「うむ、頼む」

「すまんが、いい加減かなり腹が減った。美味い酒と一緒に山盛りで頼みたい」

「どないしてもそこそこ時間かかりますから、とりあえずこれでちょっとしのいどいてください」

　本気で空腹らしい王達を見て、リヴァイアサンの卵巣のうちフグのものに近い部位を神豆の味み噌そと神米の糠ぬかに漬け込んで、毒を抜いたものを軽いつまみとして差し出す宏。一般人は普通再現できないが、現実のフグも似たようなやり方で卵巣の毒を抜いて食べられるようにしている。

　本来なら年単位で漬け込む必要があるが、今回のものは熟成加速器で一気に熟成を進めている。地味にこの世界の場合、大体の魚介類の毒がこれで抜けるあたり、日本人の先人の知恵がすごいのか、それとも神豆の味噌や神米の糠がすごいのかが非常に気になるところだ。

「ほな、大急ぎで厨房設置して飯作ってきますわ」

　そう言い置いて、今にも酒盛りを始めそうな王達と年長組を置き去りにして、メインの厨房に移動する宏、春菜、澪。それにこっそり付いていくエアリス。

　厨房での作業は残念ながらこれといってトラブルもなく、せいぜい日本のハイテク機器でも再現できなさそうな高度で高機能な調理機器に春菜が驚いたり、道具類の異常な使いやすさにエアリスが感動のため息を漏らしたりした以外には、特筆すべき出来事もなく昼食が完成する。

「ご飯できたで」

「おう、早かったな。何作ったんだ？」

「ドラゴンカルビの焼肉定食や。定食としてはいっちゃん早くできるからな」

「なるほどな」

　メニューを聞いて、いろいろ納得する達也。確かに焼き肉定食は野菜炒め同様、手早く大量に用意するのに向いたメニューだ。細かいことを抜きにすれば、基本的に切ってタレに浸して焼くだけなのだから、当然といえば当然である。これ以上簡単に、となると、火を通さないメニューでかつ盛りつけに手間がかからないものになってくる。

　別に材料を適当に切ってパンに挟むだけ、とかその類たぐいの料理でもまったく問題はないのだが、こんな立派な城のちゃんとした食堂で一番最初に食べる料理が、適当に野菜やハムを切ってパンに挟んだもの、というのはちょっと寂しい。

　宏達も、似たようなことを考えたのであろう。焼肉定食というのが、妥協できるぎりぎりのラインだったらしい。

「で、定食と言いながらも、ご飯じゃなくてパンなのね」

「これ以上待たせたら暴動起こりそうやから、米炊くんは諦めてん」

「なるほどね」

　籠に山盛りに盛られたパンと明らかに味み噌そ汁しるではないスープを見ながら問う真琴に、宏が内情をあっさりばらす。

　一応炊き立てのご飯も保存してはいるのだが、せっかく神の厨房に美お味いしいご飯が炊ける機材があるのにそれはない、と日本人らしいこだわりで見送ったのだ。

　パンは焼き立てアツアツを在庫として保存してあるため、間に合わせで出されても不満があるような出来ではないし、真琴もそれ自体は気にしない。

　ただ、焼肉定食と言われるとやはり、基本は山盛りキャベツにがっつり乗った焼肉、味噌汁にご飯、漬物、場合によっては小鉢が一品というイメージが強いので、山盛りのパン数種類にジャガイモのポタージュが付いているのは若干違和感があるのだ。

「まあ、細かいことはどうでもいい。いい加減腹が減ったから、さっさと食うぞ」

「そうね。フォーレの王様とか、ものすごい目になってるし」

「せやな。いただきます」

　駄だ弁べっているとキリがないとばかりに、食事の開始を促す達也。それを受けてさっさと挨拶を済ませて手をつける宏。待ってましたとばかりに、王達も一斉に食事を開始する。長時間歩いたこともあり、空腹感はひときわである。

　何はなくともとにかく肉、とばかりに大盛りの肉に手を伸ばすゴウト王。とりあえずスープから手をつけるアレクセイ王とランドルフ王。レグナス王を含めたファーレーン王家の三人とミシェイラ女王はバランスよくいろんなものを順番に少しずつ、という感じで、王族といってもそれぞれ食べ方に個性が出ている。

　ただし、どんな食べ方をしていても下品にはなっていない。ゴウト王などは見た目の印象にたがわぬ豪快な食べっぷりを見せているが、それでもどことなく上品に見える。そういうところは、やはり王は王だということだろう。

「今日の飯も美う味まかった。感謝する」

　やがて、山ほど用意したパンも、おかわりできるように鍋ごと持ち込んだスープも綺き麗れいに食べ尽くされ、ようやく人心地ついたという感じでゴウト王が礼の言葉を口にする。

「すんませんなあ。手間の関係で前菜代わりに出した品より格が落ちる料理になってもうて」

「いやいや。このレベルになってしまえば、我々普通の人間の味覚ではもはや差などあってないようなものだ。むしろ、貴重な食材を大して親しいわけでもない余にまで振る舞っていただいて、実に恐縮だよ」

　食材を、というより手間をケチってベヒモスではなくレッサードラゴンになってしまったことを謝罪する宏に対し、穏やかな顔で問題ないどころか過分であることを伝えるランドルフ王。

　実のところ、現状神の城に備蓄されている食材は、むしろ誰でも調達や調理ができるものの方が少ない。特にドラゴン食材などドラゴンスケイルメイルを作る際に副産物として大量に出ているのだから、貴重でも何でもない。

　恐らく、その程度のことはファルダニア王もちゃんと把握しているだろう。その上で、出された料理の希少性をちゃんと評価し、過分なもてなしに感謝の意を表したのだ。

　それ以前の問題として、半ば押し掛けたも同然の現状において、厚意で出された料理に文句をつけるような常識も礼儀も知らない王が、この同盟に参加することなどできないのだが。

「さて、いい加減長居しすぎた。さすがにそろそろ帰らねばな」

　食事も終わり、目的も大体達したと見て、レグナス王がそう切り出す。妙に居心地がいいこともあり、その気になって立ち去らねばいつまでもダラダラ居座ることになりかねない。

　正直なところ、本来はこんなにのんびりしていられるほど、今はどこの国の王にも余裕はない。特に実務の面ではいまだガタガタであるファーレーンとローレンは、本当はこんなところで遊んでいる時間などなかったはずなのだ。

　あくまでも働きすぎの王族を慮おもんぱかって、部下達が死ぬ気になって時間を捻出しているにすぎない。

　あまりに過密なスケジュールをこなし、息抜きすらせずに貧民層と大差ないレベルの食事を流し込むように食べて働き続ける王家の人々を見かねて、たまにはちゃんとしたものを食べてのんびりする時間をプレゼントしたいと奮闘しているのである。

　時折神の城の建設予定地を視察していたのも、それくらいの時間は休憩だという考えで部下が黙認してくれていたのだ。

　特にレグナス王とレイオット、マークの三人は、アズマ工房からのお誘いやアズマ同盟での打ち合わせといった口実がなければ、ひどい時には丸一日食事を抜いて仕事を続ける。

　というより、実際には軽食すらつまめないほどやるべきことが重なることも多々あり、その鬼気迫る様子に、自分達の仕事も大概ブラックであることを完全に忘れて王家を気遣ってしまうのだ。

　そんな現状を嫌というほど知っているために、レグナス王は重くなりそうな腰を気合を入れて持ち上げ、ひと時の息抜きを切り上げようとしているのだ。

　むしろ部下の側としては、働きすぎの上司が一泊ぐらいしてきてくれたほうがありがたいのだが、そのあたりの気持ちはなかなか通じないらしい。

　なお、余談ながら、この時マークは別の口実でウルスのアズマ工房に出向かされており、あの手この手で歓待されては休憩させられていたりする。さすがのマークも、ライムとひよひよのタッグには抵抗しきれないようだ。

「そうだな。温泉には興味があるが、稼働を開始したばかりの城にあまり負担をかけるわけにもいくまい。そうでなくとも、この城は人員に対していろいろと過剰で、態勢が整うまでいろいろ時間がかかりそうだからな」

「そこはそないに気にせんでもええで。泊まっていくんやったら寝床ぐらいはすぐ用意するし。ただまあ、早いとこドールサーバントは作っとかんとあかんやろうな。今のままやったら、温泉施設とかただの飾りやし」

　いろいろ気を使っている様子のレイオットにそこまで気を使う必要がないことを告げつつ、今すぐにでも解消すべき問題を口にする。

　いかに自動的に維持管理される仕様であっても、城という環境で快適に暮らすにはやはり人の手は必要である。

　さらに言えば、現時点での神の城は、清掃ぐらいは自動でやってくれても、庭木の剪せん定ていや料理、人の世話などはやってくれない。なので、それらを行う人員の類は用意しておかねばならないのだ。

「今日すぐに可能なわけではないのだろう？　ならばやはり、今日は戻ることにする」

「さよか。ほな、ウルス城まで転送するわ。他の人らもそれぞれの城に転送するから、そこからは自分の足で帰ってくださいな」

　レイオットの意を受け、来客全員を各々の城へ転送する作業を始める宏。設定を終え、いざ実行、というタイミングで、レイオットの持つ通信具のアラームが鳴る。

「……レイニーからの緊急連絡か。戻るのはいったん待ったほうがいいな。このタイミングでとなれば、間違いなく五大国のトップ全員で共有しておくべき情報だろうし、場合によってはこの場にいる全員に協力願うことになるかもしれん」

「せやな」

　レイオットの言葉に頷うなずき、再び席につく一同。レイニーの緊急連絡は、高確率で複数の国が関わる内容になる。

『緊急連絡、緊急連絡』

『何があった？』

『ガストールの首都が陥落。恐らく、王族は全滅』

『何!?』

　レイニーの報告に、思わず立ち上がって叫ぶアレクセイ王。

　吞のん気きなことができる時間は、終わりを告げようとしていた。




　　　　☆




「これで、少なくとも五大国は動くはず」

「……本当か？」

「殿下に連絡を入れた時、少なくともダールの女王さまとフォーレの王さま、ローレンの王さまがいるのは確認できた。他に何人かいたみたいだから、多分、五大国の王さま、もしくはそれに近い立場の人は揃ってたはず」

「……そうか……」

　半死半生の密偵にレイニーが淡々と告げる。その言葉に安心したように、密偵が意識を手放す。

　レイニーがこの密偵を発見したのは、ティアンから依頼を受けグリフォンの状況を再確認しに北東部の国境をうろうろしていた時のことである。いまだにレイニーが幻獣がらみの調査でマルクトの国境地帯を走り回っていたことが、今回は五大国側にとって大きな幸運となったようだ。

　何が幸運だったといって、レイニーはユニコーンの調査の際に四級の各種ポーションを預けられており、それを現時点でまだ回収されずに持っていたことである。これがなければ瀕ひん死しの重傷を負っていた密偵は、得た情報の半分も告げずに息を引き取っていただろう。

　さらにレイニーは、一国の中枢に対して直接、かつ即座に連絡を取る手段を持つ数少ない人物だ。このことにより、ほとんど概要だけとはいえ、重要な情報がすぐにレイオットのもとへ届いた。

　何より幸運なのは、レイニーのバイクなら一人ぐらいは安全に高速に近くの町まで運ぶことができることだ。近くの町が安全圏だとは断言できないが、少なくとも今いる森と草原の境界線なんて場所に放置するよりは何倍もマシである。

「サイドカーオプション展開」

　モンスターに嗅ぎつけられたら面倒だ、と、サイドカーを展開してそこに密偵を座らせて固定するレイニー。背負う形でバイクに乗せることも考えたが、空を行く時に落としかねないので諦めたのだ。

「……ん～、いっそ、ローディストまで運ぼう」

　この近辺の村や町の配置を思い出し、さっくり方針を固める。近場にあるのはどれも小規模な農村ばかりだし、レイニーとていつまでも彼についているわけにもいかない。

　ローディストまで、バイクを全速力で走らせれば一時間程度。空を飛ぶならさらに十五分は短縮できる。ローディストならアルファトまでの転移陣もファーレーン関係の施設もあるので、そこに預ければレイニーの手も空く。

　そう決めて、モンスターに絡まれづらいほどほどの高度まで上昇し、一気に加速する。過去に調子に乗って高度を上げすぎ、ストライクイーグルの群れに絡まれてひどい目にあって以来、レイニーは空を移動する時は常にほどほどの高度を心がけるようにしている。

　ただし、安全を心掛けるのはあくまで高さだけ。それ以外は時間短縮を最優先とし、人を乗せていることなど一切考慮しない無茶な飛び方で一気に進んでいく。

　初めて他人を乗せているという自覚もなく、レイニーは自身が扱いきれる最高速度を躊躇ためらいもなく出す。その結果、仮に密偵の彼が起きていれば恐怖のあまり絶叫するか意識を失うかの二択しかないであろう、横で見ているだけでも背筋が寒くなるような挙動でバイクが進むことになる。

　モンスターを回避する際にバランスを崩すこと三回、回避しきれずサイドカーアタックを敢行すること五回、細かいミスは数え切れず。たった四十五分でよくぞこれほどまで、と言いたくなるほどえげつない運転の末、どうにか無事にローディスト近郊までたどり着く。

　さすがに四十五分も人を乗せて移動すれば、その独特の重心や重量バランスの違いにも慣れ、最後十五分ほどは見ていて怖い走り方はしなくなっていた。それでも着地の時にはサイドカーが地面に衝突しかけていたりするあたり、安全に二人乗りするにはまだまだ訓練が必要だろう。

「怪我人を拾った。ポーションで治療はしたけど、病気や毒については応急処置しかしていない」

　心付けを乗せた入市税を支払い、身分証を見せて門番に急ぐ旨を伝えるレイニー。身分証と背負われている顔色の悪い男を確認し、何も言わずにレイニーを通す門番。

　身分証にマルクトの特殊な印章がついているのを見てしまったため、門番としては正直関わり合いになりたくない。職務放棄に近いが、これで何か問題が起きても、門の出入りに関してフリーパスに近い権限を与えているマルクト政府に責任ある、ということでさっくり逃げを打ったようだ。

「ファーレーン大使館の出張所は……」

　やたらあっさり中に入れたことに一切疑問を抱かず、頭の中でローディストの地図を思い浮かべ、現在位置と照らし合わせて目的地を探すレイニー。その間も一切足は止めない。

　途中二カ所ほど地図と地形が違う場所に引っかかったものの、それ以外は特に迷うことなく目的地に到着し……、

「おや、レイニー・ムーンかい？」

　出張所に足を踏み入れる前に、よく知った男の声に名を呼ばれる。

「……アズガッド？」

「もうこんなところで仕事するようになったのか。教官役としてはなかなか感慨深い話だよ」

　コードネーム・アズガッド。ファーレーン王国の暗部の、本当の切り札。『どこにでもいる者』という意味の古い言葉を語源とする、トップの中のトップにのみ与えられるコードネーム。必要とあれば神域以外のどんなところにでも普通に潜入し、そこがどこであろうが自然にその場にいるという離れ業を実現してのける、最強の密偵である。

　レイニーを短期間で見せ札系の密偵として使えるようにしたのも、このアズガッドだ。記憶も何もかもを失い、身についた動きは暗殺特化で実に使い勝手が悪かったレイニーが、今現在まともに活動していられるのは大部分は彼の功績である。

　もっとも、このアズガッドですら、実戦投入されたレイニーが潜入先で次々と要人を籠ろう絡らくし、微妙に表沙汰にできない形でえげつない人脈と情報ネットワークを確立。アズガッドとは別の意味で最も重要な切り札となることまでは、さすがに予想もしていなかったが。

「それで、なぜこんなところに？」

「どうせ近々連絡が行くだろうからさっくり事情を説明すると、ウォルディスから必死になって逃げてきたところ。本当ならもっと早くにここに到着するはずだったんだけどね。直接転移がまずそうな状況になって遠回りに遠回りを重ねて、さっきようやくここに潜り込めたところなんだ」

「ふ～ん」

　本来なら、このアズガッドをして逃げるのが精いっぱいだった、と言わざるを得ないウォルディスのやばさに驚くべきなのだろうが、残念ながら、レイニーはいまだにそのあたりの常識に疎い。

　しかも、アズマ工房をはじめとした、きっとアズガッドですら許可なしで内部に入ることはできないであろう場所をいくつも知っているため、失敗して必死になって逃げるしかない状況があってもおかしいと思わないのである。

「そういう君の方は、その背負ってる彼の関係で来たのかい？」

「ガストールからの逃亡者。ガストールの首都壊滅の情報を持ってる。応急処置しかしていないから、ここに預けてちゃんとした治療と事情聴取を頼む予定」

「なるほど。そうなると、上司の皆さんには、サクサク動いてもらわないとね」

「大丈夫。一時間ほど前に殿下に連絡した。他の国の王さまもいたから、すぐに行動開始になると思う」

「そういえば、君はレイオット殿下と直接通信ができる立場だったよね。こっちもウォルディス潜入の際に持ち込めてたら、あんなに苦労しなくて済んだのになあ……」

　あっさり重要情報の伝達が終わっていることに対し、思わず羨うらやましそうにぼやくアズガッド。

　今回に関してはアズガッドですら生還できる保証がなく、しかも転移だけでなくギルドカードによる通信すらウォルディス領内に入るとまともに機能しなくなるのが分かっていたため、貴重品である通信具を持ち込ませることができなかったのだ。

「まあ、君がいるのであれば、いろいろ話が早い。あとで正式な報告書はまとめるけど、定時連絡の時にでもこっちの話をついでに報告しておいてほしい」

「了解。夜の定時連絡で報告する。で、どんな厄介事？」

「ウォルディスの軍隊は今、やたら強い上に妙な能力満載のモンスター兵ばかりになってるってことと、脱出の際に成り行きでリーファ王女派の残党と合流、各種情報と引き換えに五大国のどこかに保護してほしいと要請してること、だね」

「王女派の残党って、もしかしてタオ・ヨルジャと同類？」

「さて。こっちは現在のタオ・ヨルジャを知らないから何とも言えないね。必要なら、直接会って確認すればいいさ」

　そう言うと、伝えるべきことは伝えたとばかりに立ち去るアズガッド。どうやら、まだまだレイオットは頭を抱え続ける羽目になりそうだ。

「……とりあえず、荷物預けよう」

　立ち話の間ずっと背負いっぱなしだった密偵の存在を思い出すレイニー。

　頼もしいと言うべきか不安になるべきか、重要案件がここまで重なっているのに、あくまでマイペースなままのレイニーであった。




　　　　☆




「一応、神の城はマルクトに向けてステルスモードで移動させとるで」

「うむ。攻めるにしても難民救助にしても、この城が前線近くにあるのはありがたい」

「まあ、言うたかて、今は稼働直後でワンボックス程度のスピードしか出てへんから、直線距離で進めるっちゅうん考えても一週間ぐらいはかかるかもしれんけどな」

「転移も使わずに一週間で到着できるなら御の字だ」

　レイニーの緊急連絡により、一気にお祭り気分が消えうせた一同。とにかく一刻も早く行動せねば、と、できることから進めていく。

　本音を言えば、城はすぐにでもマルクトに移動させたい。だが、現在神の城は稼働直後でいろいろ制限がかかっている。最初から十全に機能しているのは防壁と建物の維持、および内部の各種制約機能だけで、それ以外は大半が現在構築中か準備中だ。

　神の城の機能が百パーセント稼働していれば、宏がマルクトに移動してから呼び寄せるだけですぐに転移できる。だが現状の稼働率では、短距離で一日、長距離で十日ほど転移の準備にかかる。これは地理情報の取得と最適化に必要な時間であり、事故防止のためには短縮できない時間だ。

　また、移動速度がたかだか時速百キロ程度なのも、空気抵抗や重力、さらには移動による気流などへの影響を確認し、それに合わせて移動機能を再構築している最中だからだ。

　神の城の規模を考えれば、たとえ時速百キロといえども世界に対する影響は洒落しゃれにならないものがあるが、宏達が中で遊んでいる間にも、それぐらいの速度は出せるように最適化が進んでいる。

　時間が経てば経つほど機能が解放されていくのだから、不便なのは今だけだ。

　だが、その不便な時期に重大な出来事が起こるのは、どうしてもやきもきさせられてしまう。

「ヒロシ様、ただ今戻りました」

「ご苦労さん。連絡は行きわたったか？」

「はい。とりあえず、しばらくは指揮系統と連絡先の確定のために、連絡手段を確保した上でここを使わせていただきたい、とのことです」

「最初からそのつもりやから、安心し。連絡手段はすぐに用意するわ。オクトガル頼りっちゅうんもよろしくないし、そもそもあいつら、稼働直後やからって妙に遠慮して、どんなに呼んでもここに入ってけえへんし」

「ありがとうございます」

　宏の言葉に、真剣な表情で頭を下げるエアリス。この非常事態に全面的に協力してもらえるのは、アルフェミナの巫み女ことしてもファーレーンの王女としても、感謝のしようがないほどありがたい。

「宏君、あり合わせだけど迎賓館のベッドは準備してきたよ」

「師匠、温泉にポメ放り込んで、城の工房の準備してきた」

「ファム達とヘンドリックさん、それからアンジェリカを連れてきたわ。ライムはレラさんと買い物に出てるみたいから、あとでもう一度行ってくるわね。とりあえず、今連れてきた人の分、入城許可頂戴」

「ついでに、工房に置いてあるもので使いそうなのは全部回収してきたぞ」

　会議室となった食堂で王達が地図を広げながらもたらされた情報を整理している間、春菜達が手分けしていろいろな準備を進めていく。

　その間宏はというと、神の城に対する全権限を持っている都合上、居場所がはっきりしていないと困ると全員から言われ、半ば手持ち無沙汰になりながら食堂で待機していた。

　もっとも、暇になれば何か物を作るのが東あずま宏という男だ。この微妙な空き時間を活かし、単純労働用ドールサーバントのコアをいくつか作りだしていた。

　あくまで待ち時間の間に適当に作ったものなので、荷物運びや庭掃除などの単純労働にしか使えず、外見的にもベッドメイクや接客などには不向きではあるが、単純労働による管理が必要な場所は結構あるのでそれなりに使い道はあるのだ。

「ほな、澪。これ見て城の工房にこいつを配置してきて。真琴さん、許可出したからヘンドリックさんとかここに連れてきて。兄貴は王様らと今後のこと詰めといて」

「ん、行ってくる」

「了解。連れてくるわ」

「分かった。話はこっちで詰めとくから、作る必要があるもんは時間のある今のうちに作っておいてくれ」

　食堂で可能な作業を進めながら、次々に指示を飛ばす宏。本格的に物を作るのはファム達に事情を説明してからだが、神の城の機能を少しでも早く全部使えるようにするには、結構細かいものもいろいろ作らなければならないのである。

「宏君、私は？」

「いろいろあるけど、とりあえずまずは飯の仕込み適当に頼むわ。場合によっては炊き出しとかやらなあかんかもしれんから、今のうちに大量に仕込んどいたほうがええかも」

「分かった。で、それはいいとして、いろいろあるって他には？」

「一番やらんとあかんのは、呪歌の本来の機能の追求と強化や。ただ、神の城の機能がまだそこまで解放されてへんから、すぐに触られへんねん」

「なるほど。で、呪歌の本来の機能って、何？」

「なんか歌の内容のせいかおかしな付加価値とか性質とかついとるけど、呪歌っちゅうんは本質的には、敵の弱体化と味方の強化を歌っちゅう形で一気に広範囲にやるもんやん。せやから、神の城の機能も利用して、そのあたりを限界まで追求して強化したったほうがええか、思ってな」

「確かにそれは、できるならやっておいたほうがいいかもね。特に、敵と味方の識別と、相手による効果の切り替えができるようになると、一気に使いやすくなるし」

　宏の言葉に頷き、思うところを告げる春菜。

　実際、呪歌に関しては使いどころが難しい分、上う手まく使えば非常に強力だ。声が届く範囲であれば、人数制限関係など一切なく歌い手の技量にあわせた強化か弱体化が聴衆に入る。

　今のところ、神の歌ですら識別そのものは不可能なため、使いづらいという欠陥は解消していない。今までボス戦で問題にならなかったのは、神の歌自体が持つ瘴しょう気きに侵された相手へのダメージと弱体化効果が、呪歌の強化範囲を大幅に上回っていたからにすぎない。

　それゆえにこれまでは、相手を強化した上で弱体化するという効率の悪い流れになっていたが、もしこれが識別可能になれば、春菜の歌の効果は一気に跳ね上がる。

「まあ、とりあえずそういうわけやから、いったん飯のほう頼むわ」

「了解。炊き出し以外にも、まともに料理する暇もちゃんとしたものを食べる暇もなくなる可能性もあるから、そういう状況ですぐ手軽に食べれるものとかも思いつく限り用意しておくよ」

「おう、頼むで」

　起こりそうなことをいくつか想定し、それを踏まえて料理の仕込みに移る春菜。

　仕込みのために出て行った春菜と入れ違いで、ファムとテレスとノーラが食堂に入ってきた。その後ろにはヘンドリックとアンジェリカの姿が。さらに後ろには、彼らを連れてきた真琴もいる。

「親方、お城ってこんな立派なものだったの!?」

「ファム、驚くのも問い詰めたいのも分かるのですが、それはちょっと後回しなのです。わざわざ親方が呼んだということは、厄介な何かがあるということなのです」

「ということで、親方。わざわざ私達を呼んだのは、どういう事情でしょうか？」

　いきなり呼び出された場所にいろいろ驚き浮つきながらも、とりあえず何とか一見冷静に見えるように取り繕いつつ、あえて宏が何のために自分達を呼び出したのかを問い詰めるノーラとテレス。いくらしっかりしていようと、まだまだ子供であるファムにはそこまでのことは不可能だったようで、いまだに浮ついた、というかおたおたした様子を見せている。

「せやな。とりあえずちょっと情勢とか状況とかがやばい感じになっとるから、しばらくは念のために寝泊まりと作業はこっちで、っちゅうんが一つ。この城の敷地で採取とかも普通にできるから、材料とかはそこで集めたらええわ。肉系のモンスター素材はまだまだ山盛り在庫あるしな」

「一つってことは、ほかにもあるんだ？」

「あるで。薬もええやつがようけいるねん。せやから、ここに引きこもっとる間は六級メインでポーション作ってほしいねん。比率はヒーリングが五から六、スタミナが三、マナが一から二っちゅう感じで。安定して作れるようになったら、すぐ五級な。で、自分らが六級にシフトする分の穴埋めとして、ライムが七級解禁、ジノらに八級やらせる形で。調味料関係は現状維持な」

「ねえ親方、いきなりものすごくハードになってない!?」

　宏に振られた内容に目を白黒させながら、思わず全力で絶叫するファム。あまりにハードな内容に、神の城の威容に飲まれておたついた気分が一気に吹き飛んだようだ。

　彼女達の場合、六級はまだ成功率六割程度である。一本作るときの消耗もなかなかに激しく、二時間もやれば魔力は完全に枯渇し、疲労で指一本動かせないほどヘトヘトになってしまう。

　それをメインで作るとなると、ハードなんて話では済まない。スパルタにもほどがある。

「そもそも、ノーラ達はまだサバ読んでも成功率は七割いかないぐらいなのです。すごく生産効率が悪くなると思うのです」

「ほんまはあんまり推奨できひんねんけど、ここの機材使えば成功率とかは大分ましになるはずや。あと、魔力流したり細かい作業したりするコツを覚えんのに、家具とか船とか道具とか作って練習するんもありや。自分らの場合、大工仕事とか土木仕事とかは結構やっとるから、昼からそのへん適当にやっとけばそないかからんとコツも覚えられる、思うで」

「家具とか道具とかは分かるのですが、船だけはどうにも理解できないのです」

「それに関しては、そういうもんやとしか言えんで。あと、船作ったら海で釣りして、何釣れるか確認しといてくれへん？　場合によっちゃあ、薬とかに使う素材が釣れるかもしれんし」

「……そうつながるのですか。分かったのです。正直ノーラはいまいち納得できていないのですが、今までだって最初は納得できていないことでも、あとから意味が分かって納得できたことばかりだったのです。今は素直に従っておくのです」

「おう、頼むで。澪もしばらくはそっちに専念やから、気になることがあったら澪に聞けばええわ。あと、これはここの鍵や。詳しい使い方は春菜さんらにきいて」

　宏の言葉に小さく頷き、鍵を受け取るノーラ達。受け取った瞬間に鍵が身体の中に吸い込まれるように消えるが、いろいろ慣れてしまったのか、一瞬驚いただけですぐにそういうものだと受け入れてしまう。

「とりあえず、ファムらはあれでええとして、ヘンドリックさんとアンジェリカさんやな」

「うむ。なかなかの大騒ぎになっておるようじゃが、儂らにも関わってくることか？」

「直接関係するかどうかは分からんけど、ウォルディスが派手に動いとってな。ちょっと総出で対処せなあかん感じやねん。せやから、ヘンドリックさんとアンジェリカさんには、兄貴と一緒に王様らといろいろ話詰めて、僕がどう動くべきか決めてほしいねん」

「なるほどのう。ならばある意味ちょうどいいかの。儂の方でもアンデッドのヴァンパイアがらみについて、いろいろ報告することが出てきておるしの」

「あの村のこともあるし、我々もそろそろお主や王達にいろいろ相談したいことがあった。いい機会だから、そのあたりのもろもろも終わらせてしまうか」

　宏の頼みを聞き、小さく一つ頷くヘンドリックとアンジェリカ。そんな二人に先ほど同様鍵を渡し、さらに頼みごとを続ける。

「あと、ここに隠れ里の人らと避難中の村人連れてきといてほしいねん。いろいろきな臭いから安全確保も必要やし、この城もいろいろ人手が必要やから、そっちも協力してもらいたいし」

「ふむ。確かに稼働直後の大規模な建物というのは、何かと人手が必要だからな。我が村人達に話を通してこよう」

「鍵の使い方は分かるか？」

「心配せずとも、受け取った時点で大体分かっている。それで、連れてくるのはいいが、寝泊まりする場所は問題ないのか？　あと、家財道具はどうする？」

「住む場所は宿舎増設しとくわ。家財道具は寝具と貴重品ぐらいの持ち込みで、それ以外のもんで足らん分はしばらく共用で何とかしといてもろて、その間にファムらに作らせるわ」

「分かった。ではじーさま、ちょっと行ってくるから、先に話を始めておいてくれ」

「うむ」

　情勢が緊迫していることが最初から分かっていたからか、結構な手間がかかる宏の指示にも特に文句を言わず、すぐに転移するアンジェリカ。

「今日やることは後は、レラさんとライムとジノら回収して、カカシさんとか酔いどれウサギとかもこっち呼んできて、納品がらみに関しての根回しして、っちゅうとこやな」

「そのあたりは、あたしがやっとくわ」

「頼むわ真琴さん。僕はちょっと宿舎増設しにコアルーム行ってくるから、何かあったら通信で連絡してな」

[image: ]

「ええ、分かったわ」

　レイニーの緊急連絡をきっかけに、にわかに慌ただしくなるアズマ工房の関係者達。

　世界中を巻き込む大きな戦に向けて、着々と準備は進んでいくのであった。
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